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本 書 は 、X68030/X68000 オ ペレ ー テ ィング シス テム Human68k ver3.0 の も と で 動作 する 
「XAssembler」、 「XLinker」、 「XDebugger」、 「XArchiver」、 「XLibrarian」、 
「XConverter」 の 取り 扱い 説明 、 及 び ア セン ブラ を 用 いた ソフ トウ ェ ア 開 発 に つい て ま 

と めで て いま す 。 

な お 、「XAssembler」、「XLinker」、「XDebugger」 の X68030 対 応 な ど 、NEW KIT で 拡 

張 さ れ た 機能 に つい て は 、「 拡 張 マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 


また 、 別 冊 の 「C ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 」 に XC コ ン パ イラ の 商品 構成 、 動 作 環境 の 作成 
方 法 、 各 マニ ュ ア ル の 内 容 が 説明 され て いま す 。 初め て 本 プロ グラ ム を ご 使用 に な る 方 は 、 
必ず 「C ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 」 を 先 に ご 覧 くだ きい 。 


C コンパ イラ (XC) 、BASIC-C コン バー タ (XBAStoC) に よる プロ グラ ム の 開発 に 
補い て も コン パイ ル の 途中 で 一 度 ア セン プラ を 通る こと に な り ま す 。 こ れ に より 、 ア セ ジ 
ブラ を 含め た 複合 的 な ツ ソフト ウェ ア 開 発 が 可 能 も し な っ て いま す 。 ま だ た 、 ア セン プリ 言語 だ 
け の プロ グラ ム に よっ て も 、 効 率 の よい 実行 アロ グラ ム を 作成 で きま す 。 


注意 : 本 マニ ュ ア ル 中 で の X68000 と いう 記述 は 、 特 に た だ し 書き の な い 場 合 X68030 に も 
あて は まり ます 。 


本 書 の 構成 


この マニ ュ ア ル は 、 全 体 で 2 部 に 分 か れ て いま す 。 
第 1 部 は 「 ユ ー ザ ー ズ ガイ ド 」 で す 。 
第 2 部 は アモ センブリ 言語 の 「 リ ファ レン スマ ニュ アル 」 で す 。 


第 1 部 エ ユーザーズガイド 


ア ャ ング ブリ 言語 を 中 心 と し た 、 機 械 語 レ ベル の ソフ トウ ェ ア 開 発 を 行う と き に 必要 と な る 
トド ト ウェ エア (アモ シン ジラ 、 リ シンカ 、 ジ ブシ パッ みみ 、 デ アー カイ バ パ 。 ラル デジ ラリ アン 。、 コ ヨン ジン パ ー 
タ ) の 扱い か た に つい て 説明 し て いま す 。 


第 2 章 と 第 3 章 は 入門 者 向け な の で 、 す で に 機械 語 レ ベル の ソフ トウ ェ ア 開 発 に 詳し いか 
た は 、 お 読み に な る 必要 は あり ませ ん 。 


第 1 章 は じ め に 


使用 前 に 知っ て お な お く こ と を まとめ て いま す 。 
は じ め に ゎぉ 読み くだ きい 。 


第 2 章 開発 の 過程 


機械 語 レ ベル の ソフ トウ ェ ア 開 発し は どの よう な こと か 、 ま た だ た 、 を の 手順 に つい て 基本 的 
な こと を 説明 し ます 。 


第 3 章 プロ グラ ム 開 発 入門 


ア ャ ンプ ブリ 言語 を 使っ た ツ フ トウ ェ ア の 開発 が だ の よう な も の か を 知っ て いた だ た だく だ め 
に 、 簡 単 な 例 を 示し まし た 。 
開発 に 必要 な ツ ソフトウェア を どの よう に 使用 する の か と いう 例 と し て お ぉ 読み くだ さる い 。 


ヒー ゴ S > ー 王 
第 4 章 アセ ンプ フラ 
アセ ン ブ ラ (XAssembler) の 取扱 い 説 明 で す 。 
ア ャ ンズ ブリ 言語 に つい て の リフ ァ レ ンス は 、 第 2 部 に まとめ まし た 。 


本 書 の 構成 


ーー ゴ ぐ 
第 5 草 リン カ 
アセ ン ブ ラ に よっ て 生成 きれ た オブ ジェ クト コー ド か ら 、 実 行 可能 プログ ラム を 作成 する 
の が リン カ で す 。 
この 章 で は 、 リ ンカ (XLinker) の 使用 方 法 を 説明 し て いま す 。 


第 6 章 デバ ッ カ 
デバ ッ ガ は 、 プ ログ ラム を 検証 * テ スト する ツー ル で す 。 
この 章 で は 、 デ バッ ガ (XDebugger) の 使用 方 法 に つい て 説明 し て いま す 。 


第 7 童 アー カイ バ 

プロ グラ ム の 開発 の 過程 で 、 複 数 個 の 文書 ファ イル が 作成 され る 場合 が あり ます 。 

この よう な 複数 個 の ファ イル を 、 フ ァイル の 種類 ご と に ひと まとめ に 整理 し て 、 管 理 を 行 
う ツ ー ル が アー カイ バ で す 。 

ソー スプ ログ ラム や ドキ ュ メ ント ファ イル な どの 文書 ファ イル を 、 ま と め て 管理 する の が 
主 な 用 途 に な り ま す 。 

この 剖 で は 、 ア ー カ イ バ (XArchiver) の 使用 方 法 を 説明 し て いま す 。 


ヒー ゴ = 一 ーー 一 ぐる 
弟 8 草 ライ フラ リア ン 
複数 個 の ファ イル を 、 種 類 ご と に まとめ て 管理 する ツー ル が ライ ブラ リア ン で す 。 
アー カイ バ と 機能 が よく 似 て いま す が 、 リ ンク する 複数 の ファ イル を 管理 する の が 主 な 用 
途 と いえ ます 。 
この 章 で は 、 ラ イブ ラリ アン (XLibrarian) の 使用 方 法 を 説明 し て いま す 。 


に ニョ R 
第 9 草 コン バー タ 
リン カ に よっ て 作成 され た 実行 可能 ファ イル の 形式 を 変更 する ツー ル が コン バー タ で す 。 
この 章 で は 、 コ ユン バー タ (XConverter) の 使用 方 法 を 説明 し て いま す 。 


本 書 の 構成 


第 2 部 リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル 


ーー ヽ トー 
第 1 章 アセ ンプ ブラ 
XAssembler の リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル で す 。 
アセ ンプ ブリ 言語 に つい て の 規則 を 詳し くま と め て いま す 。 


ヒー ニ ゴ ブス の 、 ーー. 臣 
第 2 草 命令 セッ ト 一 覧 
MPU68000 の 命令 セッ ト を 一 覧 び で きる よう まとめ て いま す 。 
アセ ャ セン ブリ 言語 に よる プロ グラ ム 作 成 の と き ご 活 用 くだ きい 。 
MPU68030 に 関す る 命令 モッ ト に つい て は 、「 イ ンス トラ クシ ョ ンコ ー ド マニ ュ ア ル 」 を 
参 脂 し て 《 く だるい 。 


(JNN IE 1 


第 1 部 ユー ザー ズ ガ イド 


第 1 章 は じ め に | 


1].1 ソフ トウ ェ ア 開 発 キ ッ ト の 目的 _………ー ド ドド ドド ーー 5 
1.2 バッ クア ッ プ の 作成 ……ーーー ド emmeremnr… 9 
1.3 コマ ンド モー ド に よさ る 使用 …… ひ つの ーー ドー ジー ] 1 


第 2 章 開発 の 過程 


2.1 関 発 の 過程 mo……ー ド ドド に に に に 7 
21.D ツー ス デ ログ ラム の 作 肢 ……ーー ド ドド ドド …… 7 
の 1 2 アモ マウ タク 人 y 計 ee 18 
2.1.3 オブ ジェ クト の 登録 ・ 管 理 oo … oooeoeen… ?() 
の 1 1 オオ 汰 ンク KindPvee eat ae oiee3 21 
2.1.5 コン バート eeeemrreeeeeeeeeeeeeeeeetietet es 22 
2 畑 謗 光り ポン 0POOCIOCOAZPCOCYK デ CO で た を つつ CO 29 

2 2 高級 言 吉 を 便 用 等 る 場合 eee 24 


第 3 章 プロ グラ ム 開 発 入門 


3.1 プロ グラ ム 働 様 の 決定 …… の 人 … の ぐー ゾ ワ ドー……… 27 
3.1.1] 疫 ーー ドド ドド ドド ドド me で 27 
8 ク 交 EUC い t PCOG も Ceie な 3 esse ri 30 

3.2 ツー ス フ ァ イル の 作成 …… 恋 ドド emoertrr 35 

3.3 アセ ンプ デラ の 使用 eee 37 

3.4 リン カ の 作業 …… つ つ の liie 41 

1 本 隊 32PCPCCPOCLPHOOPTFDPPPYPCECPDPPPLCPCPY とし PF に YK 43 

dE ウル トレ 1 5 し 18: ぷに 722POECK で KC 45 

OSVE が Se REIEIKSR eizA い GRASSRe: と 2.dsreaS ご ご si に 4 49 

SO 58 


第 4 章 アセ ンプ ラ 
4.1 アセ ング ラ が 使用 する ファ イル で で で ① 〇 〇 で や に ドー ドー 61 
庁 旨 入力 ファ イル ee era を SeiSt ら USIG2Riaieteiei 二 Re! 95Ieighe)eiwmNSSs IS 61 


Lo 


CON TENTS 


4.1.2 テン ポラ ぅ ラリ フイ ナイ ルー …… eeeoeoeooeeee 61 

小 邊 8 出 力 72 / ク 2 交 OOPEEECPPEEPPPCHCEPPPPPPPECCEEEPPCCPPPCEPEEEEEPEEEEP 62 
4.2 使用 書式 と 起動 方 法 (上 上 looeenener… 63 
4 3 アデ セン ブラ の スイ ッ テ Ph 64 
4 4 アセ ン ブ ラ の エラ ーー メッ エージ mmm mm 78 

第 5 章 リン カ 
5.1 リン タル と は oo 83 
5. 2 リ ンカ が 使用 する ファ と DPPCEEEECPPCEEECECEEECCEEEECEEEEPEPCEEEED 84 
5.3 使用 書式 と 起動 方 ……ーー ポ mer 86 
5.4 リン カ の スイ ッッ ナチ で で で oo 88 
5.5 LK エ ラー メッ ャ キー ジ 覧 ……ーー ド ドー 98 
第 6 章 デバ ッ ガ 
6. 1 使用 書式 と 起動 方 法 ala eeeaeie aieeece ie eeie 103 
6.2 デバ ッ ガ の スイ マッ チー に ooo 104 
6.39 コマ ンド の 書式 ドド 105 
6.4 デバ ッ ガ の コマ ンド 0 oo 106 
6.5 DB エラ ーー メッ ャ キー 一 覧 oe 163 
第 7 章 アー カイ バ 
7.1 アー カイ ババ し は 0 の oo 167 
62 アー カイ バ が 使用 する ファ イル CC に CCPYCPXHO て に!OHCECOOOP に IO 168 
1 使用 書式 と 起動 方 法 PP て COCCOODOOCCOOCCOCLCCOOOOC 169 
7.4 アー カイ ズバ の スイ ッッ チー eee 172 
7.5 アー カイ バ の 使用 例 ーー rmen 181 
7.6 AR エラー メッ ャ ネー ジ 覧 oo 183 
第 8 章 ライ ブラ リア ン 

8.1 ライ ブラ リア ン が 使用 する ファ イル eeeeeem 187 
8.2 使用 書式 と 起動 方 法 … 〇 誕 全 上 ニ eeoooeooeenoeenrrneenm… 188 
8.3 ライ ブラ リア ン の スイ ッ チ ーー ……ーー ド ドー eenmm 190 
8.4 ライ ブラ リア ン の 使用 例 上 ooeorrrrr 199 


CONTENTS 


9.5 RRB 芋 ラー メッ セー ジー 剛 ecoeeaweeeeoeneeeoice: 200 


第 9 章 コン バー タ 


9.1 コン バー タ が 扱う プロ グラ ム ゥ 形式 … で oe 203 
9.2 使用 書式 と 起動 方 法 iii 204 
9.3 コン バー タ の スイ マッチ ドド oo 206 
9.4 コン バー タ の 使用 倒 。…l ド ooeeeereenrereit 914 
9.5 CV エラ ー メ ッ ャ キー ジ 一 覧 oe 215 


第 2 部 リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル 


第 1 章 アセ ンプ ブラ 


1.1 アセ ンプ ブラ ブロ グラ ム の 構成 要素 … で で の reo 9221 
1.1.1 文字 モッ トド oo 291 
1].1.2 ステ ー ト メン ト の 種類 人 語 人 (に 研 rme 291 
1.1.3 ステ ー ト メン ト ? 書 式 …… で に ooo 223 
1.1.4 識別 名 ーー 226 
11.5 定 227 
1.1.6 演算 耶 oo 228 

1.2 アド ン レス 形式 oo 232 
1.2.1 レジ スタ 直接 アド レッ シン グー … eoeoooeeeeren… 232 
1.22.92 アド ルス レデ スカ 開 秋 アド ウッ ルッ ング ダ ……… "の" 233 
1.2.3 絶対 アド レッ シン グー に 236 
1]. みみ.4 デジログ ラム カウ ンタ 相 呆 ア ドン ッッ シシ ク で や om で の 237 
LU 25 イミ デイ エド デー タ ア ドレ ンタ シシ ジグ en 238 

1.3 リロ ケー タブ ル な ブログ ラム 作成 … に [rr つの 241 
1.3.1 セク ショ ンド eee 241 
1].3.2 共通 ダー タ エ リ アー ドド eee 242 
1.3.3 部 参照 oe 243 

1.4 アセ ンプ ラジ 提 伺 合 久 ii 244 
1.4.1 ア ャ ン フ ラ 制 各 …oioioeoeoeeoeeee 244 
1.4.2 外部 名 の 指定 の ooo 256 
1.4.3 シン ボル 値 の 定義 ee 260 
1.4.4 マク ロ 制 箱 moririhrhrehhi 264 


CON TENTS 


1.4.5 デー タ 定 義 ・ 領 域 確 保 ……… 上 上 上 上 eeoeeoneenr 269 
1.4.6 条件 つき アセ ンプ リー ーー ドド ドド ーー 275 
1.4.7 リス ティ ン ッ ダ タダ 制 捉 oe 278 
1.4.8 シン ボリ ッ ク デ バッ グ 情 報 の 指定 … で rmi…… 286 


| 第 2 章 命令 セッ トリ ファ レン ス 一 覧 | 


クウ 人 [ 命令 セ ッ ト リ フ 2) と 0 ス 一 覧 表 の 見 方 POPPOCOPCLCCCLCDCCLCLCCLC 295 
の 命令 モッ ト リフ ァ レ ンス 一 覧 0186 (26 81 81806.819 8i5 人 aate7ers 298 


| 索 


な お 、 本 書 に な いて は 、 命 令 な 


あたり 、 以 下 の 記号 を 用 いる こ 


く > 指定 が 必要 で ある こ 


[ ] 省略 が 可能 で ある 
任意 の 回 数 だ け 紹 


り 


の 書式 (フォ ー マ ッ ト ) の 説明 に 


2 まみ 
NG ま 


ー mw 
マト に 
以 因 FE 」 * 
ぽ さき アデ nu U 
_ ー E: ー 町 
5 1 
L に 
U 
ー 
PJ 
す 
回 
PO 
Ci 


第 1 章 
は じ め に 


ソン フトウェア 開発 キッ ト の 目的 
バッ クア ッ プ の 作成 
コマ ンド モー ド に よる 使用 


本 アモ セン ブラ マニ ュ ア ル で は 、C compiler PRO-68K の こと を ソフトウェア 
開発 キッ ト と 呼ん え で いま す 。 


X68030/X68000 は 、 メ イン CPU に MPU68030/68000 を 使用 し て いま す 。 
MPU68030 プ 68000 は 、 ミ ニュ ンピュータ や ワー クス テー ショ ン に 多く 採用 
きれ て き さ し が 。 

この 幅広 い 実 績 が 示す ょ うに 、MPU68030/68000 は 、32 プ 16 ビ ッ ト マ イク 
ロ プ ロ セ ッ サ の 中 で も 汎用 性 が あり 高度 な 機能 を 備 を て いる も の の 一 つ で す 。 
まだ た MPU68030/68000 は 、 大 型 コ ンピュータ が 採用 し て いる 32 ビ ッ ト CPU 
に 代表 きれ る 強力 な アド レッ シン グモ ー ド や 、 体 系 的 な プロ グラ ミン グ を 可 
能 に する シス テム メ 制 御 命令 また 考え 得る あら ゆる 事態 に 対応 で きる 例外 処 
理 な ど を 実現 し て いま す 。 

X68030 プ X68000 は 、 こ の 優れ た CPU を 中 心 に 、 安 全 性 に 優れ 高速 アク セス 
を 実現 し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 や 操作 を 簡易 に する マウ ス 、 先 進 の 
ADPCM (音声 の デジ タル 録音 ) な どの 各種 デバ イス が 装備 され て いま す 。 
ソフ トウ ェ ア 開 発 キ ッ ト は 、X68030/X68000 の これ ら の 高度 な ハー ドウ ェ 
ア 機 能 を 最大 限 引 き 出 す ツ フト ウェ ア 開 発 の た め に 用 意 き れ た も の で す 。 


第 1 章 


ソフトウェア 開発 キッ ト に よっ て 、 次 の こと が 可能 と な り ま す 。 


独立 し て 実行 可能 な プロ グラ ム 作 成 


X68030/X68000 に 搭載 され て いる MPU68030/68000 は 、 機 械 語 と いう 2 進 

数 の 維 列 か ら な る 言語 の み を 理解 し 実行 する こと が で きま す 。 

ここ で いう 「 独 立 し て 実行 可能 な プロ グラ ム 」 と は 、 こ の 機械 語 の プロ グラ 
の こと を 指し ます 。 

る て 、 こ の 機械 語 は マイ クロ プロ セッ サ に と っ て は 唯一 、 直 接 実行 で きる 言 
語 で す が 、 人 間 に と っ て は ほとん どど 理解 で き な い 数 列 で あり 、 こ の 言語 で プ 
ログ ラム を 組む こと は ほとん と ど 不 可能 と いえ ます 。 

そこで 、 機 械 語 の 代わ り に アセ ン ブ リ 言語 と いう 言語 を 使用 する こと が で き 
ボボ 。 

ア ャ ンプ ブリ 言語 は 機械 語 の 命令 ほし 1 対 1 で 対応 し た 命令 モッ ト を も つ 言 語 
で 、 以 下 に を の 例 を 示し ます 。 


move.1 (al1), d5 0010101000010001 
add. w d0, d1 1101001001000000 
trap #15 0100111001001111 


上記 の よう に アセ ンプ ブリ 言語 は 、 人 間 に と っ て 2 進数 の 如 列 より 分 か りや す 
い 文 字 列 で 構成 きれ て いま す 。 
SD 


こ で ア ャ ン ブ リ 言語 で 記述 され た プロ グラ ム を 、 機 械 語 に 変換 する 必要 が 


あり ます 。 
0 の 4 MC 
は この アセ ンプ ブラ と サン カカ TLK,X) まほ いう ター ル に 、 機 械 語 へ の 変換 


と OS 上 で 実行 可能 な プロ グラ ム の 作成 を 行い ます 。 


さて ア ャ ンズ プリ 言語 は 、 機 械 語 の と 1 対 1 で 対応 し て いる と いう 点 で 、 
人 間 に と っ て 理解 し に Yu & が あり ます 。 


ノ ソフ トワ ウェ ア 開 先 キ ッ ト の 目的 


は じ め に 


1.1 ソフ トウ エア 開発 キッ ト の 目的 


を こ で 、 通 常 は 高級 言語 と 呼ば れる 、 よ り 人 間 に と っ て 分 が りや すい 、 そ し 
て 開発 効率 の 高い 言語 を 使用 する こと に な り ま す 。 
X68030 プ X68000 で は 、BASIC と C が 高級 言語 と し て 有川 意 る きれ て いま す 。 


BASIC で 記述 し た プロ グラ ム は 、 通 常 BASIC イ ンタ ー プ リタ (BASIC. 
X) と 呼ば れる 実行 可能 プロ グラ ム を 用 いて 実行 し ます 。 

前 述 し た アモ ンプ ブラ と 違い 、BASIC イン ター プリ タ は BASIC で 記述 し た 
プロ グラ ム を 機械 語 に 変換 す る の で は な く 〈、 実 行 時 に その 記述 内 容 を 解析 
し 、BASIC イン ター プリ タ 内 の サブ ルー チン や OS が 用 意 し て いる ファ ン 
クシ ョ ンコ ユー ル な ど を 呼び 出し ます 。 

つま り 、BASIC で 記述 し た プロ グラ ム を 実行 する と き 、 マ イク ロ プ ロ セ ッ 
サ は を その プロ グラ ム 自 身 を 実行 し て いる の で は な く 、 す で に 機械 語 に 変換 る 
れ て いる BASIC イン ター ブリタ な どの 実行 可能 プロ グラ ム を 実行 し て いる 
の で す 。 

し た が っ て 、BASIC で 記述 され た プロ グラ ム を 実行 する に は 常に BASIC 
イン ター プリ タ が 必要 で あり 、 独 立 し て BASIC の プロ グラ ム を 実行 する こ 


と は で きま せん 。 

この た め 、 他 の プロ グラ ム と 組み 合わ せ て 実行 し た い 時 な ど て 不便 な こと が 
あり ます 。 

また 、 実 行 時 に プロ グラ ム を 解析 する た め 、 実 行 速度 は 期待 で きる 速度 に は 
だ 9 えま せん 。 


ソフ トウ ェ ア 開 発 キ ッ ト の 目的 と し て 、BASIC や C で 記述 され た プロ グラ 
ム を 「 和 独立 し て 実行 可能 な プロ グラ ム 」 に 変換 する 、 と いう こと が あり ま 
答 。 

言語 で 記述 きれ た プロ グラ ム を 例 に と っ て 説明 し ます 。 
C 言語 で 記述 きれ た プロ グラ ム は 、C コン パイ ラ (CC. X) と 呼ば れる 実行 
可能 プロ グラ ム に より 、 機 械 語 に 変換 する こと が で きま す 。 

た だ し 、 こ の 機械 語 の モジ ュー ル は まだ 実行 可能 プロ グラ ム で は あり ませ 
ん 。 

実行 で きる よう に する に は 、 リ ンク と いう 処理 が 必要 で す 。 

リン ク と は 、C コン パイ ラ や アセ ン ブ ラ に より 生成 され た 1 つま だ は 複数 の 
機械 語 の そ モジュール (オブ ジェ クト ) を 結合 し て 、1 つの 実行 可能 プロ グラ 
ム を 生成 する こと で す 。 

リン カ (LK. X) は この よう な 処理 を 行い 、 さ ら に 実行 可能 プロ グラ ム を 実 
行 可能 ファ イル と し て ディ スク な ど に 格納 し ます 。 

この 実行 可能 ファ イル は 、OS で ある Human68k の 管理 下 で 、 正 常に ディ 
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スク か ら メ モリ ヘ ロ ー ド ・ 実 行 で きる よう に 、 プ ログ ラム 本 体 に 実行 する た 
め の 情 報 が 付加 され て いま す 。 

こう し て 、 作 成 さ れ た 実行 可能 プロ グラ ム を 実行 する に は 、 も は や C ュ コン 
イラ や アセ ンプ ブラ 、 リ ンカ は 必要 あり ませ ん 。 

実行 速度 も 、 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ が 直接 実行 で きる 機械 語 に 変換 済み な の 
で 、 高 速 で す 。 

な お 、BASIC で 記述 きれ だ プログ ラム は C 言 語 へ 自動 変換 する こと で 、 実 
行 可能 ゲ プログラム に 変換 する こと が で きま す 。 


まとめ て みる と 、C 言 語 で 記述 し た プロ グラ ム を 実行 する まで に は 、 コ ユン パパ 
イル コリ ンク いう 2 つの 段階 を 経る 必要 が あり ます 。 

この よう に 、2 つの 段階 に 分 ける 利点 と し て は 、 以 下 の よ うな こと が 挙げ ら 
れ ま す 。 


@ プ ログ ラム を 複数 に 分 割 し 、 リ ンク の 時 に 再び まとめ て 実行 可能 プロ グラ 
ム を 作成 する こと が で きる 。 

プロ グラ ム を 複数 に 分 割 す る と 、 プ ログ ラム 全体 の 見 通し が 良く な る こと 
と 、MAKE コマ ンド (プロ グラ マー ズ マ ニュ アル 参照 ) に より 、 バ グ の 見 
つか っ た ソー スプ ログ ラム の み を 修正 ・ 再 コン パイ ル し た 後 、 全 て の プロ グ 
ラム を 再 リ ンク する だ け で 済む の で 、 開 発 時 間 が 短 縮 で きま す 。 


@ 1 つの 実行 可能 プロ グラ ム を 複数 の 言語 で 記述 し た プロ グラ ム よ り 作 成 
する こと が で きる 。 

C コン パイ ラ が 作成 する アモン プリ 言語 は 、 人 間 が 最初 か が ら ア セン プリ 言語 

で 記述 する より 多少 冗長 に な り ま す 。 

当然 、 実 行 速度 も C コ ン パ イラ の 出力 する アセ ンプ リ 言語 の ほう が 遅く な 

の まい お 。 

し だ た が っ て 、 プ ログ ラム 中 で 高速 性 を 重視 する 部 分 を C 言 語 で 記述 する と 、 

十分 な 速度 が 得 り られ な く な る 場合 が ある か も 知れ ませ ん 。 

そん な と き に は 、 速 度 が 要求 され る 部 分 だ どけ 直接 アモ ンプ ブリ 言語 で 記述 し 、 

その 他 の 部 分 を C 言語 で 記述 する こと で 問題 は 解決 し ます 。 

アセ ンプ ブリ 言語 の ブロ グラ ム の 方 は アセ シフ プル の み 、G 言語 の グセ ログ ラム の 

方 は コン パイ ル ・ ア セン ブル を 行い 、 リ ンク すれ ば 1 つの 実行 可能 プロ グラ 

ム が 作成 され ます (た だ し 、 ア ャ ンプ ブリ 言語 の プロ グラ ム は 、C 言 語 の 関数 

と し て 呼び 出せ る よう に 設計 る され な けれ ば な り ま せん )。 


ソフ トウ ェ ア 開 発 キ ッ ト に は 、 よ り プ ログ ラム の 作成 と デバ ッ グ を 効率 よく 


1.1 ソフ トウ エア 開発 キッ ト の 目的 


符 う た だ ため に 、 デ ラミ ッ が か が や ライ オブ ラリ アン 、 ア アーカイバ 、 そ し て コン ジン パー タ な 
どの ツー ル が 用 意 き れ て いま す 。 
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バッ クア ッ プ の 作成 


バッ クア ッ プ を し まし ょ う 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 中 身 は 少し ずつ で す が 摩 擦 で 消耗 し ます 。 

まだ た 、 コ ユ コーヒー を フロ ッッ ピー ディ スク に こぼし て し まっ だ 、 な ど と いう こと 
も な いと は いえ ませ ん 。 

この よう な 場合 、 デ ー タ は 失わ れる と と が あり ます 。 

そこで 大 切な が データ を この よう な 事故 や 誤っ た 操作 か ら 保 護 す る た め バ ッ ク 
アッ プ を する 必要 が あり ます 。 

大 切な ディ スク は 作業 の 前 に 必ず バッ クア ッ プ を と る 習慣 を つけ て くだ る 
思 9。 

通常 の 作業 で は この バッ クア ッ プ ディ スク を 使い ます 。 

も と の ディ スク は 万 一 に 備え て 大 切 に 保管 し て な き ます 。 

ディ スク の バッ クア ッ プ は 以下 の 手順 で 行い ます 。 

この 時 、 手 順 を 誤る と 、 バ バックアップ する デー タ を 消失 する 場合 も ある の 
で 、 十 分 注意 し て くだ さい 。 


@ コ ピー 先 の フロ ッ ピ ー デ イィ スク を フォ ー マ ッ ト し ます 。 


① ま ず 、 ま だ フォ ー マ ッ ト き され て いな い フ ロッ ピー ディ スク か 、 ま だ た は フォ 
ー マ ッ ト し て も 構わ な い (デー タ が 消失 し ます ) フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を B 
ドラ イダ に も セッ ト し まず すず 。 

カレ ント ドラ イブ を 、B ド ライ ブ プ 以 外 (ここ で は A ド ライ ブ ) に 設定 し 、 
format ユマ ンド を 実行 し ます 。 
format コマ ンド の 実行 方 法 は 以下 の 通り で す 。 


A>format B: 


も し 、format コマ ンド が 実行 どき なく て エラ ー が 発生 し た 場合 は 、 
PATH コマ ンド で 、format ユマ ンド の ある ディ レク トリ へ の パス を コマ 
ンド 検索 パス に 加え て くだ さい 。 


1.2 バッ クア ッ プ の 作成 


フォー マッ ト を 開始 し ます 。 
format コマ ンド を 起動 し て か ら の 操作 方 法 は 、「Human68k ユー ザー ズ 
マニ ュ ア ル 」 を 委 照 し て くだ きい 。 

(〈④① フ ォ ー マ ッ ト が 正常 に 終了 し た ら 、 次 に ディ イス クコ ピー を 行い ます 。 


@ デ ィ ス クコ ピー 


⑤ 次 の よう に diskcopy コマ ンド を 実行 し ます 。 
この 例 で は AF ドラ イブ か ら 6 B ド ライ ブ ヘ ュ ビ ピー し ます 。 


A>diskcopy A: B: 


⑥ diskcopy が 正常 に 実行 で きる と 、 画 面 に 起動 メッ セー ジ が 表示 され 、 キ 
ーー 大 罰 科 も に な り ま すす 。 
を そこ て 、 キ ー を 聞 す 前 に 、 共 ドラ イヴ に パッ クア ナッ デ し た い デ ィ ス みぎ を 
や ヤマト し まき ず 。 
B ド ラオ デ は フォ ー マ ッ ト し た ディ スク を セッ ト し ます 。 

⑦ 画 面 に 表示 され て いる 指示 に し た が っ て 、 デ ィ ス クコ ピー を 実行 し ます 。 
diskcopy の 操作 方 法 は 、「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 を 参照 し 
で ぐだ きい 。 

⑧ 正 常に ディ スク コピー が 終了 し た ら 、B ド ライ ブ の ディ スク に A ド ライ 
プ の ディ スク の 内 容 が コピ ー る され て いる は ず で す 。 
今後 は この コピー し た ディ スク を 使用 し ます 。 
訪 ド ライ ブ の ディ スク は マス ター ディ スク と し て 大 切 に 保管 し て くだ さき 


YY。 
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コマ ンド モー ド に よる 使用 


ソフ トウ ェ ア 開 発 キ ッ ト の 各 ソ フト ウェ ア は 通常 コマ ンド モー ド て 使用 し ます 。 


「 コ マン ドモ ー ド 」 と は 、 キ ー ボ ー ド か ら 入 力 さ れる 文字 列 を 「 コ マン ド 」 
と 解釈 し 、 を の コマ ンド を 実行 する モー ド で す 。 

ュ マ ンド モー ド て は COMMAND. X と いう 名 前 の アプ アロ グラ ム が 、 キ ー ボ ー 
ド か ら の 入力 を 受け て 、 各 コマ ンド を Human68k 上 で 実行 し ます 。 

ユー ザー は 用 意 き れ て いる コマ ンド を 使用 する こと に よっ て 、 ソ フト ウェ ア 
開発 を 行う こ と が で きま ず す 。 


コマ ンド モー ド へ の 切り 替え 
ュ コマ ンド モー ド へ の 切り 替え ぇ 方法 に は 次 の 2 種類 が あり ます 。 


@ ビ ジュ アル シェ ル で COMMAND. X を 選択 する 。 
@ 起 動 時 に コマ ンド モー ド に 入る よう に する 。 


1. ビジ ュ ア ル シ ェ ル か ら 入 る 

ビジ ュ ア ル シ ェ ル か ら Human68k の コマ ンド モー ド に 入る に は 、 デ スク ト 
ッ プ 画面 か ら "COMMAND. X" を 実行 し ます 。 

?COMMAND. X” は Human68k の コマ ンド 処理 プロ グラ ム で 、 実 行 す る と 
ュ ン ピュ ー タ を コマ ンド モー ド に 設定 し ます 。 

ポイ ンタ を "COMMAND. X" の アイ コン に 重ね 、 を そこ で マウ スト ラッ クボ 
ー ル の 左 ボ タン を ダブ ルク リッ ク し て 《 だ さい 。 

ビジ ュ ア ル シ ェ ル が 消 ぇ を 、 画 面 は Human68k の コマ ンド モー ド に な り ま 
す 。 


画面 に 


A> 圏 


が 現れ ます 。 


間 
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1.3 


コマ ンド モー ド に よる 使用 


画面 に 表示 る され だ "A> "は 、「 プ ロン プ ト ト 」 と 呼ば れる 記号 で す 。 

プロ ンプ ト と は 、 英 語 で 「 う な が す 」 と いう 意味 の 言葉 で 、 ま る に コン ピュ 
ー タ が ユー ザー に 対し て な ん ら か の 命令 (コマ ンド ) の 入力 を 促し て いる こ 
と を が ボ C で きず 。 

コマ ンド モー ド で は 、 こ の プロ ンプ ト に 続け て 目的 の ュ ユマ ンド を キー ボー ド 
か ら 入 力 し な が ら 、 作 業 を 進め て いき ます 。 


コマ ンド モー ド か ら 再 び ビ ジュ アル シェ ル に 戻る に は 、「EXIT コマ ンド 」 
を 実行 し ます 。 

画面 に ゲロ ンプ ト ("A>”) 表示 きれ て いる こと を 確か め て 、 次 の よう に 入力 
し じ て CT だ SO。 

入力 は 、 半 角 な ら 6 大 文字 で も 小文字 び で も か まい ませ ん 。 


A>EXIT [| (は 、 リ ター ン キ ー を 押す 動作 を 表す ) 


リタ ー ン キー を 押し て し ば らく する と 画面 に メッ セー ジ が 表示 きれ ます の 
で 、 を た 従っ て くだ さい 。 
画面 に は 再び ば ビジュ アル シェ ル が 表示 され ます 。 


2. 起動 時 に コマ ンド モー ド に 入る 

起動 時 に コマ ンド シェ ル に 入る か ビジ ュ ア ル シ ェ ル に 入る か は 、 シ ステ ム デ 

ィ ス ク 中 に ある "CONEIG. SYS" た と いう ファ イル に 記述 きれ て いる 

"TITLE=” の 指定 に より 決定 し ます 。 

X68000 は 起動 きれ る と 、 ま ず 「 シ ステ ム フ ァ イル 」 と 呼ば れる Human68k 

を 構成 する プロ グラ ム を メモ リ に 読み 込ん で 実行 し ます 。 

Human68k が 起動 する と 、"CONEIG. SYS" と いう ファ イル を 読み 込み 、 

その 内 容 を 解析 し ます 。 そ を し て "TITLE=" の 後に 記述 され て いる ファ イル 

の 中 で ビジ ュ ア ル シ ェ ル を 起動 する よう に 設定 し て あれ ば 、 ビ ジュ アル シェ 

ル が 起動 し ます 。 

"TITLE=" の 後に 記述 され て いる ファ イル が ディ スク に 存在 し な か っ た り 、 

存在 し て も コマ ンド シェ ル を 起動 する よう に な っ て いた り 、 ま た 、 そ の ファ 

イル が 文書 ファ イル の 形式 で あっ た 場合 に コマ ンド シェ ル が 起動 し ます 。 

5 の まり 

@ 起 動 し た シス テム ディ スク の ルー ト デ イ レク トリ に ある "CONEFIG. SYS” 
に 記述 きれ て いる "TITLE=" で 指定 され た ファ イル が 存在 し て いて 、 を 
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の 中 で ビジ ュ ア ル シ ェ ル を 起動 する よう に 設定 し て あれ ば 、 ビ ジュ アル シ 
ェ ル が 起動 きれ ます 。 

@” TITLE ニー" て 指定 され だ ファ イル が 存在 し な けれ ば 、 コ マン ド シ ェ ル が 
起動 され ます 。 


だ だ し 、"CONFIG. SYS” の 中 で "TITLE= ニ "の 指定 が な い 場 合 は 
"TITLE=\TITLE. SYS” と 記述 きれ て いる も の と みな され 、 上 記 の 判断 
が 条 わ お 入 ま すず 。 

ビジ ュ ア ル シ ェ ル が 起動 する ディ スク で は "CONFIG. SYS” の 中 で 
"TITLE= 半 TITLE. SYS”" の よう に 指定 され て いま す 。 

を こ で 、 コ マン ド シ ェ ル を 起動 する に は 、”TITLE. SYS" が 入っ て いる ディ 
レク トリ の ウィ ンド ウ を 開き 、 コ マン ド メ ニ ュ ー の "Rename" を 使っ て 、 
"TITLE、SYS" と いう ファ イル 名 を "TTFTLE. VS" と いう 者 前 に 変 を て くだ 
きい 。 


ある い は コマ ンド シェ ル の 状態 で 次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 


A> っ REN \CONFIG\TITLE. SYS TITLE. VS 


再び ば ジュ アル シェ ル を 起動 する に は 、 こ の 逆 (TITLE.VS か ら 6 TITLE. 
SYS へ の Rename) を 行い ます 。 

また 、"CONFIG. SYS" の 中 の "TITLE=" の 記述 を 変更 すれ ば 、 コ ユ コマンド 
シェ ル を 起動 する こと が で きま す 。 つ まり 、 存 在 し な い フ ァイル を 
"TITLE=" で 指定 すれ ば Human68k は タイ トル が 存在 し な いと 判断 し 、 
コマ ンド シェ ル を 起動 し ます 。 

"CONFIG. SYS" の 内 容 を 変更 する に は エディ タ ”ED. X” を 使用 し ます 。 
"ED.X" の 使い 方 は 、「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 の "ED.X" の 解 
説 の 項 を 参照 し て くだ きい 。 
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第 2 章 
開発 の 過程 


開発 の 過程 
高級 言語 を 使用 する 場合 


本 章 で は 、 プ ログ ラム 開発 が 実際 に どの よう な も の か 、 手 順に 沿っ て 解読 し ます 。 
また ( ) 内 に ファ イル 名 の 例 prog1 で 示し ます 。 


開 始 
! J 
ソー スプ ログ ラム の 作成 
ソー ス フ ァ イル (prog1. S) 
| 隊 識 2 抽 ら 証 語 2 全 請 ル | ーー 
オブ ジェ クト ファ イル (prog1. 0) 
オブ ジェ クト の 登録 と 管理 | で 
ファ イル (objout. 1) 
| | し 
X 形式 実行 アゲ ログ ラム ファ イル (progl. x) 
|  。 多 gzY 下 | 
r 形式 実行 アゲ ログ ラム ファ イル (prog1l.r) 
z 形式 実行 アロ グラ ム フ ァ イル (prog1l. 2) 
の 
実行 
= は 
プロ グラ ム が 異常 
| 2 ピン 3 


プロ グラ ム ミ ス 発 見 


完成 


ッッ プ を の プラ 


AS. 失 


ーー デバッガ ソー ス ュ コード 


DB デラ ペッ ガリ SGD. 表 
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開発 の 過程 


ソフ トウ ェ ア の 開発 は 、 実 行 し た い 作業 (処理 ) の 流れ を 分 析 し 、 こ れ を プ 
ログ ラム に 置き 換え る こと で す 。 

も ちろ ん 分析 だ け で は 、 実 行 が 可能 な プロ グラ ム は で き あ が り ま せん 。 

分 析 し た 内 容 を 次 に アル ゴリ ズム と し て ソー スプ ログ ラム に 表現 し 、 そ れ か 
ら X68000 が 実行 で きる 型 に する と いう こと が 必要 に な り ま す 。 


ご れ が 「 ブ ログ ラム 開発 」 どい うこ と で 誠 。 


プロ グラ ム の 開発 で は この よう に ソー スプ ログ ラム を コー ディ ング する 時 点 
か ら 、 ど の よう な 開発 環境 が あり 、 ど の よう に し て 実行 可能 な プロ グラ ム を 
作成 する の か を 、 知 っ て お く 〈 必 要 が あり ます 。 

これ を 簡単 に 説明 し ます 。 


Human68k オペ レー ティ ング シス テム で 実行 可能 プロ グラ ム を 作成 する ま 
で の 過程 に は 、 一 定 の 手順 が あり ます 。 
これ は 大 きく 分 け て 、 次 の 6 つの ステ ッ プ か ら 6 成り 立っ て いま す 。 


1. ソー スプ ログ ラム の 作成 (ED. X) 

2. アセ ンプ ブル (AS. X) 

3. オプ ジェ クト の 登録 と 管理 (LIB. X) 

4. リン ク (LK. X) 

5. コン バー ト (CV %) 

6。 デバッグ (DB. X/SCD. X) 


各 ス テッ プ に は 、 を その 手順 に 適し た ツー ル が 用 意 き れ て いま す 。 
カッ コ 内 は 、 対 応 す る ツール の 名 称 で す 。 


人 議 條 ソー スプ ログ ラム の 作成 


合 選 め に に 、 ジ ツー スグ グラ ぬ ム を ディ スク 上 に ジー スラ テイ ル と し て 子 作成 しま 
5 
ソー スプ ログ ラム は 、 コ ンピュータ 言語 を 使っ て アル ゴリ ズム (処理 の 内 
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容 ) を 表現 し た も の で す 。 

コン ピュ ー タ 言語 は いろ いろ な 記号 を 使っ て いま す が 、 人 間 も 読 むこ と が で 
きま 

これ を 可読性 と いい ます 。 

ソー スプ ログ ラム は 可読性 の ある プロ グラ ム で す 。 

Human68k オペ レー ティ ング シス テム の TYPE コマ ンド で 表示 で きま す 。 


ソフ トウ ェ ア 開 発 キ ッ ト で は 、ED と いう エディ タ (ED. X) を 用 いて この ソ 
ー ス プロ グラ ム の 作成 作業 を 行い ます 。 


ED は フル スク リー ン エ ディ タ な の で 、 カ ー ソ ツル を スク リー ン 上 で 自由 に 動 
か すこ と が で き 、 効 率 の よい 編集 が 可能 で す 。 

ED を 次 の ょ うに 起動 し ます 。 

詳し い 説 明 は 「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ きい 。 


民 D | 全 炎 イッ サザ テリ | フン ァイル 名 > 


ファ イル 名 は 、 編 集 す る ソー スプ ログ ラム ファ イル の 名 称 を 入力 し ます 。 
パス 名 で 指定 され る ディ レク トリ 中 に 、 そ の ファ イル が あれ ば 、 そ れ を 編集 
し まま 。 

な けれ ば く フ ァイル 名 > で 指定 され る 名 称 の ファ イル を 新規 に 作成 し ます 。 
拡張 子 の と ころ は 、3 文字 まで に 任意 に 指定 が 可能 で す が 、 ア セン プラ の ソ 
ー ス プロ グラ ム の 場合 は 小文字 の s に し て お きま す 。 


2 .1.2 2 ンク シル ルク 


ッ ー ス デ ロ グ ラム は 、 デ アセ ネン ブリ 言 堪 と 呼ば れる 言語 で 作成 し ます 。 

これ は CPU が 直接 解釈 で きる 機械 語 と 一 対 一 に 対応 し て いま す 。 

機械 語 は 人 間 に は 無 意 味 な 数 値 の 集合 に し か 見 えま せん 。 

ア ャ ンプ ブリ 言語 は 、 機 械 語 の 意味 内 容 を 人 間 に わ か る よう に 人 簡単 な 単語 に 置 
き 換 え だ も の で す 。 し か し 、 ア ャ ンズ グリ 言語 の まま で は 、CPU に と っ て 無 
意味 な も の に な っ て し まい ます 。 

を そこ で アセ ンプ ブラ と いう プロ グラ ム を 使っ て 、 こ れ を 機械 語 に 直し ます 。 


この 作業 を アセ ン ブ ル と いい 、 様 械 語 に 翻訳 し た も の を 、 オ ブ プ ジ ェ クト プロ 
グラ ム と 呼び ます 。 
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アセ ャ セン ブラ は 次 の よう に 起動 し ます 。 
導 S スイッチ >| < ベツ ジー ス フ ァ イル 名 > 


こ で 単に AS と 入力 する と ヘル プ メ ッ セ ー ジ が 表示 きれ ます 。 
こ で ヘル プ メ ッ セ ー ジ を 見 て くだ きい (スイ ッ チ の 説明 参照 )。 


f? 


「 


使用 法 :as [スイ ッ チ ] ファ イル 名 
/t path テン ポラ リー パス 指定 
/o name オプ ジェ クト ファ ネイ Q 北 者 
/i path イン クル ー ド パス 指定 
/p [fi1e] リス ト フ ァイル 作成 
/n 最適 化 の 禁止 
/w ワー ニン グ エ ラ ー の 出力 禁止 
/u 未定 義 シ ン ボ ル を 外部 参照 に する 
/d すべ て の シン ボル を 外部 定義 に する 
/8 シン ボル の 議 別 長 を 8 バイ ト に する 
/m nn 最大 シン ボル 数 (279<nn<32768) 
/s symbo1 シン ボル の 定義 
/x [fi1e] シン ボル の 出力 
/a 絶対 ショ ー ト アド レス 形式 対応 モー ド 


ツー スプ ログ ラム の ファ イル 名 を 入力 し ます 。 

ファ イル 名 の 入力 に あたっ て 、 拡 張子 が 指定 され な か っ た 場合 に は 、 拡 張子 
と し て 小文字 の s が 使用 きれ ます 。 

これ を デフ ォ ル ト (省略 時 解釈 ) と いい ます 。 

だ と え は ば は 、SafDlei s が ツー ス ブ ロ グラ ム み ム の シア ァイル 名 だ っ だ とき 。 と ここ で 


Sample 
Sample. s 
と は 同じ 意味 に な り ま す 。 
アセ ンプ ブル を 行う と オプ ジェ クト が 生成 きれ ます 。 


オプ ジェ クト の ファ イル 名 は 、 拡 張子 を 小文字 の o と し て ツー ス フ ァ イル 
名 と 同じ も の に な り ま す 。 
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Sample.S ソー ス 
! 

アデ セ ジ ブル 
! 

sample.o オブ ジェ クト 


アセ ン ブ ル の と き に /p と いう スイ ッ チ を 指定 する と リス ト フ ァイル が 作ら 
Ed 
リス ト フ ァイル は アセ ン ブ ル の きる ま ざま な 情報 を 含ん で いま す 。 


者 用 オプ ジェ クト の 登録 ・ 管 理 


プロ グラ ミン グ に は 、 多 く の 労 力 と 時 間 を 必要 と し ます 。 

一 度 開発 し た プロ グラ ム の うち 、 別 の プロ グラ ム に も 使え る も の が ある な ら 
ば 、 そ れ を 活用 する の が 合理 的 で す 。 

この た だめ 、 多 く の 場 合 、 ま と まり の ある 処理 ご と に 分 割 し て プログラミング 
する 手法 が 用 いら れ て いま す 。 

こ め 分 割 し た 部 分 を 「 毛 ジュー ル ん 」 と いい ます 。 


リン カ に は この 分 割 し た モジ ュー ル の 結合 機能 が あり ます 。 


モジ ュー ル に 分 割 す る こと で 、 フ ァイル の 数 は 増え ます 。 

そこ で 複数 の プロ グラ ム の 開発 を 、 か ぎら れ た ディ スク を 使っ て 同時 進行 す 
る よう な 場合 に は 、 フ ァイル の 整理 が つか な く な り が ち で す 。 

ライ ブラ リア ン (LIB.X) は 、 こ の よう な 分 割 化 の 長所 と 一 本 化 の 長所 を 、 

と も に 活か が す た め の ツー ル で す 。 

分 割 ア ャ ンプ ブル 、 あ る い は 分 割 コ ン パ イル し た オブジェ クト ファ イル を 拡張 
子 1 で 示 る れれ る ライ ブラ リフ ァイル に 登録 し ます 。 

ライ ブラ リフ ァイル に は 、 複 数 の ファ イル を 登録 どき ます か ら 、 デ ィ レ クト 
リ 上 が か がら は 、 あ だ か も 1 つの ファ イル と し て 管理 する こと が で きま す 。 
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Sampll.o 
Samp12.o 


Samp1l3.o 


3 和え 
6 に 
一 テ | 


Samnp1l3.o | 


まだ 、 同 様 に ソー ス フ ァ イル の 登録 ・ 管 理 に つい て は 、 ア ー カ イ バ AR. 又 を 
使用 し ます 。 


医 本 リン > 


アセ ンプ ブル され た プロ グラ ム に は 、 未 解決 シン ボル (実際 の メモ リ 位置 が 指 
定 さ れ て いな い シ ン ボ ル ) な ど が 残っ て いま す の で 、 そ の まま で は 実行 で き 
ませ ん 。 

まだ 、 分 割 コ ン パ イル き 衝 た な オプ ジェ クト モジ ュー ル は 、1 本 の デ ロ グ ラム 
に まとめ る 必要 が あり ます 。 


この 実行 可能 に する 変換 と 結合 の 作業 を 「 リ ンク 」 と いい ます 。 
リン カ に よっ て リン ク を 行い ます 。 


リン カ は 、 リ ロケ ー タ ブル 、 す な わ ち 主 記憶 上 の と どの 領域 に 配置 され て も 実 
行 可 能 な 、1 つ 以 上 の オプ ジェ クト ファ イル を 結合 し て 、1 本 の 実行 可能 プ 
ログ ラム を 生成 し ます 。 

また 、 ラ イブ ラリ ファ イル に 登録 きれ た ライ ブラ リル ー チ ン を 検索 し て 結合 
し まず 。 

リン カ に よっ て 生成 され た 実行 可能 プロ グラ ム は 、 拡 張子 を 小文字 の x と 
し だ ジテ イル に だ なめ り ま ず 。 

つま り リ ンカ の 処理 に よっ て 、 実 行 可能 型 フ ァイル と し て 、 リ ロケ ー タ プル 
な x 形 式 の 実行 可能 プロ グラ ム が 生成 され ます 。 

x 形式 の プロ グラ ム に は リロ ケー ショ ン 情 報 が 含ま れ て いる の で 、 実 行 する 
と き Human68k オペ レー ティ ング シス テム が 自動 的 に 再 配置 を 行い ます 。 
まだ 、x 形式 の プロ グラ ム で は ブロ グラ ム 自 体 $ 大 きく な っ て いま す 。 


sampl. 1 
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x 形式 の ゲロ グラ ム は 、 先 頭 に つけ られ た だ リロケーション 情 報 を 削除 し 、 フ 
ルリ ロケ ー タ ブル な r 形 式 の 実行 可能 プロ グラ ム に 変換 する こと が で きま 
す 。 

この 作業 に は ュ ユン バー タ (CV. 双 ) を 用 いま す 。 

Human68k の 実行 型 フ ァイル に は x 形 式 、z 形式 、r 形式 の 3 つの タイ プ が 
あり ます 。 


コン バー タ は >x 形式 を 変換 し て r 形 式 ま た は z 形 式 を 作成 し ます 。 


※ 形 葉 で は 、 ユ ー ド 、 ス タッ ク 、 デ ー タ な ど が 、 メ モリ 上 で 、4 つ の 独立 し 
た 領域 に 割 あ て られ ます 。 

し た が っ て 、 そ れ ぞ れ を 参照 する さい 、 混 同 が な 〈、 再 配置 が 可能 な 長所 が 
あり ます 。 

一 般 に 高級 言語 を コン パイ ル し た 場合 に は 、 管 理性 の よる か ら 、 こ ちら の ヌメ 
モリ の 形式 が 自動 的 に 選択 る きれ ます 。 

z 形式 は 、 絶 対 ア / ド レス に ロー ド さ れ 、 こ の 固定 番地 に ロー ド る され な いと 実 
行 す る こ と は で きま せん 。 

r 形式 は 、 フ ルリ ロケ ー タ ブル 形式 と も いい 、 メ モリ の どの 位置 に ロー ディ 
ング し て も 実行 が 可能 で す 。 

この うち 、 ど ちら を 選択 する か に よっ て 、 ツ ー ス プロ グラ ム 上 で の メモ リ の 
表現 の 仕方 が 倍 っ て きま す の で 注意 し て くだ きい 。 


注 : プ ログ ラム の 設計 上 すべ て の x 形 式 フ ァイル が r 形 式 に 変換 で きる わ 
け で は あり ませ ん 。 


リン ク 、 コ ユン バー ト が 終わ り 、 実 行 可 能 な が プロ グラ ム が 作成 され まし た 。 


し か し 、 い ざ 実 行 し て みて も 、 意 図 ど なり の 結果 が 得 ら れ な い 場 合 が あり ま 
9 
今 ま で の 各 過 程 に ぢ いて 、 文 法 エ ラー な ど は 上 厳し チェック され て きま し 
3 


し か し 、 ア セン ブラ や リン カ が チェ ッ ク す る の は 、CPU が プロ グラ ム を 解 
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第 2 章 開発 の 過程 


2.1 開発 の 過程 


釈 ・ 実 行 で きる か どう か 、 と いう こと に が ぎら れ て いま す 。 
演算 の 順番 を 間違え た り 、 無 限 ル シープ を 組ん で し まっ た 場合 に は 、CPU が 
実行 び でき る た め 、 エ ラー 検出 の 対象 に は な ら な い の で す 。 


この と き に 、 デ バッ ガ を 用 いて プロ グラ ム の ミス を 発見 し て 、 ソ ー ス プロ グ 
ラム を 修正 し ます 。 
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ソフ トウ ェ ア 開 発 キ ッ ト の ソフ トウ ェ ア は アセ ャ セン ブリ 言語 に よる 開発 の 他 
に 、 次 の 高級 言語 と 併せ て 使用 し ます 。 


C 言 語 (XC) 


アセ ャ ン ブ ラ に よる 開発 の 過程 は 、C 言語 に よる 開発 で も 必要 となり ます 。 

C 言語 で 書い た ソー スプ ログ ラム は C コ ン パ イラ と いう ブロ グラ ム に よっ 
て アセ ンプ ブラ ソース に 変換 きれ ます 。 

いっ た ん アセ ンプ ブラ ソー ス に 変換 きれ た 後 は 、 こ れ ま で に 述べ た 開発 の 流れ 
に 組み 込ま れ ま す 。 


BASIC 言語 (XBAStoC) 

BASIC 言語 ソー を C 言 語 ソ ー ス に 変換 する コン バー タ で す 。 

X-BASIC イン タプ リタ 用 の ソー スプ ログ ラム を て 言語 の ソー ス に 変換 で き 
ます 。 


そこ で BASIC 言語 で 開発 を 行う と き は 、 


BASIC 言語 ソー ス 


ーー コンバータ (XBAStoC) 
C 言語 ソース 
) コン パイ ラ (XO) 
7 グモ ンタ ジ ー ス 
\ 


グセ ウッ グラ 人 葉 よ る 
開発 の 過程 


と い う 流 れ で 作業 を 行い ます 。 


プロ グラ ム 開 発 入門 


プロ グラ ム 仕 様 の 決定 
ソー ス フ ァ イル の 作成 
アセ ンプ ブラ の 使用 
リン カ の 作業 
実 行 
設計 の 修正 と 変更 
デバ ッ ガ 
まとめ 


この 章 で は 、「 ソ フト ウェ ア 開 発 キ ッ ト 」 を 使用 し て 簡単 な プログ ラム を 作 
成す る 手順 を プロ グラ ム 開 発 の 例 と し て 示し ます 。 


な お 、 ア セン プリ 言語 に よる 開発 の 一 般 的 な 手順 を ご 存じ の か た だ は 、 こ の 章 
を 読む 必要 は あり ませ ん 。 

また だ 、 開 発 の 過程 を 説明 する うえ で 、 た めし に 、 い くつ か の 基本 的 な エラ ー 
や ゃ や バグ を 出し て み ま す 。 

エラ ー や バグ は な い ほ うがい い の で す が 、 開 発 の 過程 で は よく 〈 発生 し ます 。 
この 章 は 完全 な プロ グラ ム の 作成 例 し いう の で は な く 、 プ ログ ラッ 開発 手順 
の 例 と し て お 読み くだ さい 。 


それ で は 、 ア セン ブリ 言語 で プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 。 


プロ グラ ム に は 目的 が あり ます 。 

まず どの よう な 「 処 理 」 を きせ る プロ グラ ム な の か を 決め な く て は な り ま せ 
Pa 

これ が 「 デ ログ ラム の 設計 』」 で す 。 

まだ は 、「 仕 様 を 決め る 」 と も いい ます 。 

ここ で 、「 処 理 」 を 人 科 単 に いう と 、 入 力 し た デー タ を 変形 し て 、 別 の デー タ 
と し て 出力 する 過程 の こと で す 。 


入力 
/ \ | 懲 理 
だ た と えば デー タ の 変形 だ と えば 
キー ボー ド か ら 入 力 加工 ディ スプ レイ に 表示 出力 


ここ で は 、 小 文字 の 英 数 字 を 入力 する と 、 大 文字 に 変換 きれ て 出力 され る プ 
ログ ラム と いう も の を 考え て み ま す 。 

CAPS キ ー の 働き を する プロ グラ ム と いえ ます 。 

仮 だ 、 ご の デ ロ グ ラム の 名 前 移 .cap し で きま し よう 。 
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3.1 プロ グラ ム 仕 様 の 決定 
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で は 、「cap」 の 仕様 を まとめ て み ま し ょ う 。 


処理 ……ASCII 小文字 ュー ド の ASCII 大 文字 ュ ユー ド へ の 変換 
入力 …… ASCTII 小文字 コー ド で 作成 きれ た デー タ 
出力 …… ディ スプ レイ 表示 出力 


ファ ンク ショ ンコ ー ル 


さて 、 次 に Human68k と いっ だ オペ レー ティ ング シス テム の 上 で 実行 きれ 
る プロ グラ ム は 、 オ ペレ ー テ ィング シス テム の 援助 を 受け る こと が で きま 
5 

具体 的 に その 援助 の 例 し し て 、 だ た と えば 、 キ ー ボ ー ド か ら 6 入力 し た 文字 が 何 
か と いう こと を オペ レー ティ ング シス テム に 判断 させ て お いて 、 結 果 だ け を 
これ か ら 開 発する プロ グラ ム が 受け る よう に する と いう こと が あり ます 。 
キー ボー ド か ら の 1 文字 の 入力 と いっ て も 、X68000 は いろ いろ な 制御 を 行 
づつ て いる の で す が 、 そ うい うこ と は 、 オ ペレ ー テ イン グ シ ステ ム に まかせ て 
し まお うた の うこ と で す 。 

この よう な 援助 の こと を 、 機 能 (ファ ンク ショ ン ) を 呼び 出す (コー ル す 
る ) と うこ と と から 、「 ジ シテ ァ ンク ジョ ンコ ユー ル 」 と いい ます 。 

ファ ンク ショ ンコ ユール は 、 通 常 ア セン ブリ 言語 に は よる プロ グラ ム で 扱い ます 
が 、C 言 語 に よる プロ グラ ム で も 使用 可能 で す 。 


アデ アジ ンジ ョ ジマ ミー 


Human68k 
オペ ジー テイ ジグ 


ジス テム 


フロ ッ ピ ー デ イィ スク ド ライブ いろ い の な ハー ドリ ェ ア 


第 3 章 プロ グラ ム 開 発 入門 


3.1 プロ グラ ム 仕 様 の 決定 


〔 備 考 〕 開発 キッ ト の 中 の プロ グラ マー ズ マ ニュ アル で 詳し てく ファン クシ ョ 
ンコ ー ル の 説明 も し て いま す 。 
X68000 は ユー ザー の た め に 、 数 多く (の ファ ンク ショ ンコ ユー ル を 用 意 し て い 
ます 。 

まだ た 、 フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ル に は 、 決 まっ た 形式 の 使用 方 法 が あり ます が 、 
こ 衝 らら も 、 を た こ だ 示 し て あり ます 。 


「cap」 を 作成 する の に は 、 次 の ファ ンク ショ ンコ ー ル を 使用 し ます 。 


@ キーボー ド か ら 1 文字 入力 ファ ンク ショ ンコ ー ル 8 番 getc 
@ ディ スプ レイ へ の 1 文字 出力 ファ ンク ショ ンコ ー ル 2 番 putchar 


これ で 、 使 用 する ファ ンク ショ ンコ ー ル まで 決ま っ て 、 仕 様 が か た まり まし 
だ 。 


処理 ……ASCII 小文字 ュー ド の ASCII 大 文字 ユー ド へ の 変換 
術 ra ASCII 小文字 ュー ド で 作成 され た だ データ 
出力 …… デ ィ ス プレ イ 表 示 出 力 
使用 ファ ンク ショ ンコ ユー ル 
ファ ンク ショ ンコ ユール 08…… 1 文字 入力 
ファ ンク ショ ンコ ユー ル 02……1 文字 出力 
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3.1 プロ グラ ム 仕 様 の 決定 


呈 野 信 ア ルコ ゴリ ズム 


プロ グラ ム に は 、 初 め と 終わ り が あっ て 、 を その 過程 に は 処理 の 流れ が あり ま 
す 。 こ の 処理 の 流れ の 手順 の こと を 「 手 続き 」 と いい ます 。 

どの よう な 手続 き を どの よう な 順序 で 行う か と いう こと を 具体 的 に 示し た も 
の を 「 ア ル ゴ リ ズム 」 と いい ます 。 

アル ゴリ ズム は プロ グラ ム の 骨組 みほ と も いえ ます 。 


ます 。 


英 小文字 1 文字 を キー ボー ド か ら 読 み と っ て 


英 大 文字 1 文字 を 表示 し ます 


繰り 返し ます 


て 人 は 、 こ の 変 換 は どの よう に し た らい いで し ょ うか が ? ここ が 、 一 番 、 工 天 
の る EE その で ず 。 
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第 3 章 プロ グラ ム 開 発 入門 


3.1 プロ グラ ム 仕 様 の 決定 


キー ボー ド か ら 入 力 し た 文字 は 、 コ ンピュータ の 内 部 で は 、 その 文字 に 番号 
が ふら れ て で てい ます 。 

だ と えば 、ASCII ユー ド で は 、'A' に は 16 進数 で 41、'a' に は 16 進数 で 61 
が あて られ て いま す 。 

この 番号 の 対応 は 次 の ょ うに 決ま っ て いま す 。 


英 小 文字 選 IE2M」 英 大 文字 コー ド 
a 61 A 41 
b 62 B 42 
【S 63 C 43 
d 64 D 44 
e 65 E 45 
f 66 F 46 
g 67 G 47 
h 68 H 48 
1 69 1 49 
) 6A | 4A 
k 6B KK 4B 
] 6C | 4C 
m 6D M 4D 
n 6E N 4E 
Oo 6F ⑥ 4F 
D 70 思 50 
q 71 Q 51 
19 7 R 52 
S 73 S 53 
t 74 HM 54 
u 79 U 55 
V 76 V 56 
W 7 W 57 
36 78 X 58 
y 79 Y 59 
Z 7A の 5A 


注 : コー ド は 16 進数 で す 。 


3 昌 


3.1 プロ グラ ム 仕 様 の 決定 


3 の 


a 1 一 AA 41 
pp 09 ーー タテ 8 42 


この 変換 の 「 法 則 性 」 は 、2 進数 を 使う と は っ きり し ます 。 

2 進数 は 0 と 1 で ビッ ト ご と に 表現 し た 数 字 で す 。 

な お 、 こ の よう な ビッ ト 単 位 の アデ ログ ラム 操作 に アセ モン ブラ プロ グラ ム は 向 
いて いま す 。 


SE a は 2 進数 で 0110 0001 で す 。 
A は 2 進数 で 0100 0001 で す 。 


と 9(e 村 b は 2 進数 で 0110 0010 で す 。 
B は 2 進数 で 0100 0010 で す 。 


と う ら 、 小文字 の a と DF (16 進数 ) の AND 論理 演算 を や 行う と 、 こ の 
変換 が 表現 で きそう で す 。 


Wi 邊 0 0 0 Konroo 61 (小文字 の a) 
AND 

OUAUN NIS2O DF 

0: 1 0 0) 0 0 0 JRYokes 41 (大 文字 の A) 


注 : こ の よう な 処理 を 「 マ スク 」 と いい ます 
と ころ で 、AND 論理 演算 に いて は 、 双 方 の ビッ ト が 1 の と き 、 は じ め て 


1( ま だ は 真 ) と な り ま す 。 
論理 演算 の 組み 合せ と を の 結果 は 次 の よう に な り ま す 。 


A B | 結 果 
0 0 0 
0 1 0 
| 0 0 
1 1 1 
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3.1 プロ グラ ム 仕 様 の 決定 


と ころ で 、 こ の サン プル プロ グラ ム に は 英 小 文字 ぴざ け で は な く 、 (アン ダ 
ー バ ー) や : (コロ ン ) な どの 特殊 文字 が 出 て きま す 。 

これ ら の 文字 の 16 進 コ スー ド が 、 先 の 論理 演算 に よっ て 変換 され る と どの よ 
うに な る の で し ょ うか ? ちょ っ と 気がかり で すね 。 


ゲル ゴリ ズム を まとめ ます 。 


ジア ジグ ジ ョ ジラ マー ルル (に 
よっ て 1 文学 入力 


入力 きれ だ デー タ は デー 
タレ ジス タ d0 に 返っ て 
〈 る 


DF(16 進数) と d0O の 
AND 演算 し て その 結果 
を d0 に 残す 


ファ ンク ショ ンコ ー ル で 


1 文字 出力 する 


繰り 返し 


ちん と コー ディ ング (実際 の アモ ンプ ラブ ログ ラム に 書き 換え る こと ) を し 
て み ま し ょ 2 う 。 
コー ディ ング の 規則 は 第 2 部 を 参照 し て くだ きい 。 


33 


3.1 プロ グラ ム 仕 様 の 決定 


も を そる を る る る る る る る そる を も を を る そる そそ る る る る る る る を る そる る そる る る そる る る る 1 


* ネ 
* 小文字 を 大 文字 に 変換 する プロ グラ ム ネ 
* version 1.9 * 


ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 氷水 氷 氷水 氷 氷 玉 玉 氷 ※ 玉 
ネ 


* ファ ンク ショ ンコ ー ル の 定義 
* 


_geto equ $ffO の 8 * 1 文字 入力 
_putohar に * ト 4 $ff02 * 1] 文字 出力 
ネ 
* プロ グラ ム 本 体 
ネ 
begin: * 始ま り ( 入 口 ) 
do.w _geto * 1 文字 入力 
* 入力 され た 文字 は レジ スタ 9d9 へ 
and.b #$df,d0 * $df と レジ スタ d9 の と の AND 濱 算 
* 結果 は レジ スタ d9 へ 
move.w  d9,-(sp) * ] 文 字 出 力 


dc. _putohar * 
addq.1 #2,gsp 


Jmp bigin 
ネ 
* プロ グラ ム 終 わり 
* 
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プロ グラ ム を エディ タ (ED. X) で 書い て ソー ス フ ァ イル を 作成 し まし ょ う 。 


エディ タ の 起動 


例 と し て 、 エ ディ タ を AF ドラ イブ に 置い て ソー スプ ログ ラム を B ド ライ ブ 
に 作成 する と し ます 。 


B>A : ED cap. s 剛 


入力 し て 《 だ きい 。 
エディ タ が 起動 し ます 。 


コー デス ジグ し だ 内 容 る エディ て 書い で いき まし が う 。 

エディ タ の 使い 0 か た が わか ら な いと き は 、HHELPI キ ー を 押す と ヘル プ メ ッ 
や セー ジ が 出 ま す 。 

ヘル プ メ ッ セ ー ジ の 8 画面 目 に は 先ほど の ASCII ユー ド の 表示 が 出 ま す 。 
エディ タ で 入力 し 終え た ら 、 了 ESCI キ ーー と 田 キ ー で モー ブ し ます 。 


ファ イル が ディ レク トリ に ある か 確認 し て くだ さい 。 


B>DIR cap. * 


caD.S が あり ます か >? 


次 に 、 ソ ツー スプ ログ ラム の 中 身 も 確か め て み ま す 。 


B>TYPE cap. s 


第 3 章 プロ グラ ム 開 発 入門 


ソー ス フ ァ イル の 作成 


35 


3.2 ソー ス フ ァ イル の 作成 


画面 に ソー スプ ブロ グラ ム が 表示 る れ ま し た か ? 


ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 水 床 ネ ネ ネ ネ ネ 氷 氷 氷 氷 玉林 末 末 氷 氷 氷 玉 氷 


ネ ネ 
* 小文字 を 大 文字 に 変換 する プロ グラ ム * 
* version 1.0 ネ 


ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 氷 氷 氷 ネネ ネネ ネネ ネネ 氷水 氷水 氷 氷 氷 氷 
ト 3 

* ファ ンク ショ ンコ ー ル の 定義 

ネ 


_getC equ $ff98 * ] 文 字 入 力 
_putchar eqy $ff02 * 1 文字 出力 
* 
* プロ グラ ム 本 体 
ネ 
begin: * 始ま り ( 入 口 ) 
do・.w _geto * 1 文字 入力 
* 入力 され た 文字 は レジ スタ d9 へ 
and.b #$df ,d9 * $df と レジ スタ d9 と の AND 演 算 
* 結果 は レジ スタ d9 へ 
move・.w  d9,-(sp) * 1 文字 出 力 


dc.W _putohar * ネ 
addq・]  #2,sp 


Jmp bigin 
* ネ 


* プロ グラ ム わ り 
* 


これ で ツー ス フ ァ イル cap. s が 作成 で きま し た 。 
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アセ ンプ ラ の 使用 


アセ ンプ ブラ の 起動 


ッ ー ス ジロ グラ ム が て きま し た の で 、 こ 物 を ア セン シグ プラ (AS. ええ ) に か けけ で み 
北 す 。 

例 し し て 、 ア セン ブラ を AF ドラ イブ に 置き 、 ソ ツ ソース ファ イル cap.s を B ド 
ラオ イデ に 届 @ も し ます 。 


起動 は 次 の よう に 行い ます 。 


B>A:AS cap 


アセ ンプ ブラ が 起動 する と 、 し ば らく し て メッ セー ジ が 表示 され ま す 。 


X68k Assembler v3.99 Copyright 1987,88,89,99,91,92,93 SHARP/Hudson 


Cap・S 10: bad opecode error 
Cap・S の き < undefined symbo1 error 
CaD・S 26: undefined symbo] error 
undefined symbo1(s) 

_putohar 

bigin 


3 Fata1 error(s) 


どう や ら 寺 ほど 入力 し た プロ グラ ム に は エラ ー が ある よう で す 。 

を そこ で エラ ー の 詳細 な 情報 が 必要 に な り ま す 。 

を の だ ゆめ に は 、 ア セン ブラ の リス メト ファ テ ァイル を 人 や スイ ッ チ を 用 いて 品 力 る 
せま ず す 。 


B>A:AS / ノ pcap 団 


第 3 章 プロ グラ ム 開 発 入 門 


4 


3.3 アセ ンプ ブラ の 使用 


する と も 。 デ オン レグ トリ に Gap、Drm と いう リス ト フ テオ ル が で き ます 。 
DXEBRE コマ ンド で リス ト ジ アデ イル を 見 で な まし ょ う 。 


X68k Assembler v3.99 Copyright 1987,88,89,.99,91.92,93 SHARP/Hudson 
mnt/dd/yy hh:mm:ss 


Page 1-1 
く CaD・S> 
1 999999099 ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ポ ネ ネネ ネネ ネ 
2 9999099090 * * 
3 90999009 * 小文字 を 大 文字 に 変換 する プロ グラ ム ネ 
4 9999909069 * version 1.9 * 
5 999999909 ト を る を を る を る る そる る る を る を る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る を る る る る る る < 
6 999999009 ネ 
7 90999066 * ファ ンク ショ ンコ ー ル の 定義 
8 99999090909 ネ 
9 99999999 =9990fFf08 _geto edUu $ff98 
CaD・S 10: bad opeoode error 
19 999990990 _putohar eqT $ff02 
11 99996999 
12 99990909909 ネ 
13 999909990 * プ ログ ラム 本 体 
14 999999090 * 
15 99999990 begin: 
16 9999999 の 9 ffO8 dc. _ getC 


17 999990902 
18 9990909002 
19 99999992 co93o909dFf and・b #$df ,d の 
29 9999090996 
21 909900006 


22 99999996 3fF9 の 9 move.w  QdO9,-(sp) 
CaD・S8 23: undefined symbo] error 

23 999990098 do・ _putohar 

24 9999999a 548f addq.1 #2,sp 

25 の 99999909c 
CaD・S8 26: undefined symbo] error 

26 99999099c 4ef9 Jmp bigin 

27 999990912 ネ 

28 9990090912 * プロ グラ ム 終 わり 

29 009990912 * 


X68k Assembler v3.99 Copyright 1987,88,89,99,91,92,93 SHARP/Hudson 
mnt/dd/yy hh:mm:ss 
Symbo1s-1 


Segment table 
91 text 92 datag 93 bss 94 staogk 


Symbo1 tab1e 
999 の ff の 8 abs geto 9999999 の (9 の 1) begin 


undefined symbo1(s) 
_putohar 

bigin 

3 Fata1] error(s ) 
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3.3 アセ ンプ ブラ の 使用 


エラ ー は 、 文 字 の 書き 間違い に よる よう で す 。 

10 行 目 に eqy と ある の は equ の 誤り で す 。 

を し て この equ に よっ て putchar が 定義 で き な か っ だ だ め に 23 行 目 の 
_putchar が 未定 義 モ ラー に な っ て いま す 。 

26 行 目 は ラベ ル begin の つづ り 字 の 間違い で し た 。 

つづ り 字 を 2 つ 間 違え た だ け で 3 つも 関連 し て アセ ンプ ブラ エ ラー が 出 ま し 
この よう に エラ ー の 原因 と 表示 る され る エラ ー の 数 は 一 致し ませ ん 。 

よく 注意 し て くだ る きい 。 


で は 、 再 び 、 エ ディ タ に 戻っ て ツー ス フ ァ イル の 誤り を 


GO ーー の TU 
jmp bigin ーーーーーー jmp begin 


(0UG が きま し よう 。 
再 ア セン ブル 


正しく アモ ン ブ ル き れる と 画面 に 


No Fatal error (8) 


と 表示 る れ ま す 。 
リス ト フ ァイル は 次 の よう に な り ま す 。 
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3.3 アセ ンプ ブラ の 使用 


X68k Assembler v3.99 Copyright 1987,88,89,99,91.92,93 SHARP/Hudson 
mnt/dd/yy hh:mmiss 


Page 1-1 
く CaD・S> 

1 9999099099 ネネ ネネ ネネ ネネ 氷 氷 床下 末 末 床 氷 氷 氷 氷 床 ネ ポ 氷 床 末 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 
2 999909099 * ネ 
3 99999699 * 小文字 を 大 文字 に 変換 する プロ グラ ム * 

4 99990909090 * version 1.9 ネ 
5 990909909090 ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ホネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ * ネ 氷 氷 氷水 ホネ 
6 999909990 ネ 

7 9990909000 * ファ ンク ショ ンコ ー ル の 定義 

8 9990990900 ネ 

9 99999999 =9999fFf98 _ geto edu $ffO の 8 
1 の 9 9 の 9999999 = の 909 の ff92 _putohar qu $ff の 2 
11 999990990 
12 999999090 * 
13 9999099060 * プロ グラ ム 本 体 
14 99999900 ネ 
15 99999909 begin: 
16 99999999 ff098 do _ 豆 Gt も to 


17 9909909902 
18 099990092 
19 99090992 co93c99df and.b #$df,d0 
2 の 90909000096 
21 99909090996 


22 99990996 3fF6@9 moye.w  dO,-(sp) 
23 99999998 ff92 do・w _putohar 
24 9990999a 548Ff addq.1 #2,sp 

25 9999099o 

26 9999999c 4ef9(91)99999999 3mp begin 

27 99990912 * 

28 99990912 * プロ グラ ム 終 わり 

29 99969912 * 


X68k Assembler v3.99 Copyright 1987,88,.89,99,91,.92,93 SHARP/Hudson 
6 mnt/dd/yy hh:mmiss 


Symbo1s-1 
Segment table 
の 91 text 92 data 93 bss 94 staok 
Symbo1 tab1e 
9999 の ff の 8 abs geto 9999ffFO2 abs putochar 99999999( の 1) begin 


No Fata] error(s) 
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ア ャ ン ブ ル が 正常 に 終了 する と 、 


capD. O 


と いう オブ ジェ クト ファ イル が 作成 きれ ます 。 
糧 オ ジジ ェクト ヲ ァ イル は TYPB ヨコ マン ド で て 見 る こと は で きま ぜん 。 


大 き な ソ フト ウェ ア の 開発 な ぼ は 、 プ ログ ラム を いく つか の 部 分 に 分 割 し 


ー ブ 育 

て 、 そ れ ぞ れ を アセ ン ブ ル し て 、 複 数 の オプ ジェ クト ファ イル を 作成 し ま 
す 。 

を し て 、 こ れ ら の オプ ジェ クト ファ イル を リン カ (LK. X) に よっ て 結合 し ま 
9 

ここ で は 、 オ ブ ジ ェクト は 1 つ し か あり ませ ん が 、 リ ンカ の 作業 は 必要 で 
ず 。 

リン カ の 起動 


リン カ の 起動 は 、 こ の 例 で は 


B>A :LK cap 


で 行い ます 。 


た だ ち に リン カ が 起動 し て 作業 が 終わ る と 、 プ ロン プ ト 表 示 状 態 に 戻り ま 
す 。 


B> 田 
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正しく オブ ジェ クト ファ イル が 選択 きれ て いる か 、 ま た 、 人 作成 きれ た 機械 語 
の サイ ズ を 知り た いと き は /vY (バー ボー スモ ー ド スイ ッ チ ) を つけ ます 。 


B>A :LK /Ycap 較 


する と 、 次 の よう に 作業 の 状態 が 表示 きれ ます 。 


X68k Linker v3.00 Copyright 1987.88.89.90.91.92.93 SHARP/Hudson 
オジ ジェ クト ファ イル 名 
text 00000000-00000012(00000012) 一 一 機械 語 サ イズ 


capD. O 
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リン ク が 終わ る と 、 デ ィ イレ クト リ に 


CaD. X 


と いう 実行 可能 プロ グラ ム が 作成 され ます 。 


ネェ ッ ー 


実 条 し て で みき ましょ うう 。 
実行 は 次 の よう に 行い ます 。 


B>cap 軌 


き て 、 キ ー ボ ー ド か ら 6 英 小文字 も 入力 し て みて 《 だ さい 。 
al と 打つ と 、“A” が 表示 きれ ます 。 
CAPS キ ー を オン ・ オ フ に し て も 、 を それ に 影響 な く 英 大 文字 が 表示 きれ ます 。 


と とこ の で 、 こ の デ ロ グ ラム は ぼう する よ 終 すす る の で し よう が 


BREAKI キ ー を 押す と 終了 し ます 。 


と の プロ グラ ム に は 、 実 は 出口 が あり ませ ん で し た 。 

通常 この よう な プロ グラ ム を 作成 する こと は まれ で す 。 
BREAK| キ ー を 押し て この プロ グラ ム が 終了 し だ た の は 、「1 文字 入力 」 の フ 
ァ ン クシ ョ ンコ ユー ル の 中 で オペ レー ティ ング シス テム が 、IBREAKI キ ー を 理 
解 し て いる か ら で す 。 

だ か ら 、 こ の よう な ファ ンク ショ ンコ ユ コール を 使っ て いれ ば 、IBREAKI キ ー で 
プロ グラ ム が 終了 し ます が 、 そ う で な いと 、 プ ログ ラム が 止ま ら な いと いう 
悪い 事 甘 が 発生 し ます 。 

これ が 「 虹 走 」 と ふつ う 呼 ば れ て いる も の で 、 次 の よう な と き 発 生 す る こと 
が あり ます 。 
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@ ブ ログ ラム の 終了 ルー チン が 明確 で な い 。 
@ デ アルゴ リズ ム が 正しく な い 。 


禁 走 する よう な プロ グラ ム を 作成 し て は いけ ませ ん が 、 万 一 の た とき は リセ ッ 
ト す る し か あり ませ ん 。 


ここ で この ブロ グラ ム を 次 の 2 つの 点 か ら 設 計 の 修正 と 変更 を 行い ます 。 


設計 の 修正 
1 文字 入力 の ファ ンク ショ ンコ ユ コール に よら な い 正 常 な 終了 方 法 を 作り ます 。 
終了 の た め の フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ル exit が あり ます 。 


設計 変更 
キー ボー ド か ら 6 の 入力 で な く 、 フ ァイル か ら の 入力 が で きる よう に し ます 。 


村 準 入出 力 に つい て 


この ブロ グラ ム で 使用 し た 1 文字 入力 と 1 文字 出力 は 標準 入出 力 を 対象 に し 
て いま す 。 
通常 、 標 準 入出 力 は 


@ 入 力 が キー ボー ド 
@ 出力 が ディ スプレイ 


に な っ て いま す 。 


し か し 、 こ の 入出 力 先 を オペ レー ティ ング シス テム の リ ダ イ レ ク シ ョ ン て 切 
り 替 える こと が で きま す 。 

た と えば 、 英 小文字 の 文章 の ファ イル text を これ か ら 作 成す る プロ グラ ム 
“cap" へ 入力 する に は 


B>cap < text 


と し ます 。 
リ ダ イ レ ク シ ョ ン に つい て は Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル を 参照 し て 
《 だ きい 。 
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3.6 設計 と 修正 と 変更 


さて 、 文 章 が 含ま れる ファ イル の 終わ り に $1A と いう 16 進数 が 終わ り の マ て 
ー ク ツク と し で あめ あり ます 。 
を そこで $1A が 入力 され る と 、 こ の デ ロ グ ラム が 終了 する よう に し まず す 。 


アル ゴリ ズム は 次 の よう に な り ま す 。 


1 文字 入力 


も し 入力 文字 が 
$1A だ っ た ら 


終 了 


コー デイ シグ し て み ま す 。 
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3.6 設計 と 修正 と 変更 


し を を る を る る る る を る そる る る る る る を る る そる る る る る そる る る する る る を る る る る る る 1 


ネ ネ 
* 小文字 を 大 文字 に 変換 する プロ グラ ム * 
* version 1.1 ネ 


る を を る そ を る を を る る を る そる る る る る る る る る る る る する る る る る る る る る る る る る る る 1 
* 


* ファ ンク ショ ンコ ー ル の 定義 
* ネ 


_geto equ $ffO8 * ] 文 字 入力 
_putohar eqUu $ff02 * 1] 文字 出力 
、。 條 さも edu $ff90 * 終了 
ネ 
* プロ グラ ム 本 体 
ネ 
begin: * 始ま り ( 入 口 ) 
do.w _geto * 1 文字 入力 
* 入力 され た 文字 は レジ スタ d9 へ 
and.b #$df ,d9 * $df と レジ スタ d9 と の AND 濱 算 
* 結果 は レジ スタ 9d9 へ 
cmp・b  #$1a,d0 * $1a と 比較 
beq・b finish * 等 し いと き は 、 
* finish へ 
* それ 以外 は 次 へ 
move.w  d9,-(sp) * 1 文字 出力 
do. _putohar ネ 
addq.]  #2,sp 
Jmp begin * begin へ 戻る 
finish: do.w _exi も * 終了 
* ネ 


* プロ グラ ム 終 わり 
【 3 


この プロ グラ ム を 先ほど と 同様 に アモ ンプ ブル し 、 リ ンク し て 、 実 行 可能 プロ 
グラ ム を 作成 し ます 。 


キー ボー ド か ら 英 小文字 を 入力 する と 、 大 文字 に な り ま す 。 

終了 は $1A と いう 16 進数 を この プロ グラ ム に 送る の で す が 、 を その 方 法 は 、 
ICTRL[ キ ー を 押し な が ら 、 必 の キー を 押し ます 。 

する と 、 プ ログ ラム が 終了 し て プロ ング ト へ 戻る は ず で す 。 


し が し 。、 贅 し く デ ロン プ 下 が 表示 きれ で いま せん 。 
現在 の と ころ 次 の よう な 画面 に な っ て いる は ず で す 。 
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3.6 設計 と 修正 と 変更 


AAABCQQ B> 


| 1_ ぶさ だ デブ ョ ング ゲト 更 出 て じ ま う 
小文字 を 入 
放し だ 上 き で |ICTRL| キー を 押し な が ら 


久 キ ー を 押す 。 


E う や らら まだ 、 完 條 な ゲロ ョ グラム に 層 な っ て な いよ う で す 。 


CK に エディ 多 で 


Hello, this is a sample. 
Change us into CAP letters. 


と いう よう な 小文字 を 含ん だ 文章 を 作り 
text 
と いう ジテ イル 独 で セー ジ ゲ し て て だ きい ゆい 。 
きる て 、 先 の プロ グラ ム で 大 文字 に 変換 し て み ま し ょ う 。 


B>cap < text 


する と 


HELLO THISISASAMPLE 
CHANGEUSINTOCAPLETTERS 


と 表示 され ます 。 
カン マ 、 ス ペー ス 、 ピ リオ ド が 不 自然 で す 。 
ここ で も 完全 な プロ グラ ム と いう 感じ が し ませ ん 。 
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ここ で 、 次 の よう な 文章 を 作っ て text よし て セー ゲ し て くだ さい 。 


This program changes, as follows 
a:A 
3 


So So goodI 


変換 し て み ま す 。 


B>cap く text[M 


99 が だ 


THISPROGRAMCHANGES ASFEOLLOWS 
A B> 


ダブ ド ( 作 右 る 


と どうやら 
a: A (2 行 目 ) 


の ユ コロ ン の 位置 で 何 か 異 常 な 動作 が 発生 し て いる よう で す 。 


な ぜ こ うな っ だ か は 、 


ソー スプ ログ ラム を よく 検討 す 4 と わか る の で す が 、 
と で は デ 


“バッ ガ を 使っ て この 理由 を る で っ て み ま す 。 


49 


3.7 デパ ッ ガ 
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デバ ッ ガ の 起動 


デバ ッ ガ は この 例 で は 


B>DB cap. x 


と 入力 する と 起動 し て 、 次 の ょ うに 表示 し ます 。 


B>DB cap.x[ 剛 
X68k Debugger version 3.99 Copyright 1987-1993 SHARP/Hudson 
Micro Prooessor Unit:16bit MC68999 

1oad1img Ca&p・ 交 コーーーーーーーーーーーーーーーーー プロ グラ ム 名 CPU の 状態 

No symbo1 fi1e 

PC= の 999AE1E の 9 USP=9998CD28 SSP=999967F2 SR=9999 X: の 9 N: の 9 Z: の Vi: の Cx: の 

D 99999999 29999999 99999999 の 99999999 99909999 99999999 99999999 9909909900 
A 999AEOE の の 99AE1FA 0998D638 999851C の 9 999AE1E の 99999999 99999999 9998CD28 
_GETC 


Floating Point Co Proocessor:Softwere emulation. 
HIT:1 LS: の 9 CC:1 CS: の NE:1 EQ:O VC:1 VS: の PL:1 MT: の GE:1 LT:O GT:1 LE: の 9 HS:1 LO:9 
ー 画 


条件 の 状態 


プロ ンプ ト が 

と いう よう に バー に な っ て いる は ず で す 。 

(上 記 は あく まで も 、 デ バッ ガ 起 動 の 一 例 で あり 、 表 示さ れる レジ スタ の 値 
が 上 記 の も の と 一 致す る と は か ぎり ませ ん 。) 

ここ で h を 入力 する と 、 ヘ ルプ メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


-h 団 

A[address] だ や セ ジ ウデ プル 

AN[address] : ア セン ブル (=- モ ニッ ク 表 示 な し ) 
B : プ ブレ ー ク ポイ ント の 表示 
B[bp] address [count] : プ レー ク ポ イン ト の 設定 

BC bp : プ レー ク ポ イン ト の 削除 

BD bp : プ ブレーク ポイ ント の 無効 化 
BE bp : プ レー ク ポ イン ト の 有効 化 
BR : プ レー ク カ ウン ト の 初期 化 

C string : コ マン ドラ イン の 設定 
D[size] [range] : メ モリ 内 容 の ダン プ 
F[sizge]range data : ブイ ィ イル メ モリ 

G[=address] [address] : デ バッ グ 中 の プロ グラ ム の 実行 
H : オ ン ラ イン ヘル プ メ ッ セ ー ジ 
HC : ト レー ス 履 歴 の 消去 

H エ : トレース 履歴 の 表示 
L[range] $S だ 必 ジ グリ リザ サ ズ ド 表 ぶ 
ME[size][address] [data] : メ モリ 内 容 の 編集 
MEN[sizge][address] : メ モリ 内 容 の 編集 (表示 な し ) 
MM range address : メ モリ 内 容 の 移動 
MS[size]range data : メ モリ 内 容 の 検索 
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N : メ モリ チェ ッ ク ポ イン ト の 表示 

N[size][op] address [cd][data] : メ モリ チェ ッ ク ボ イン ト の 設定 

NC cp * メ モリ チェ ッ ク ポ イン シド の 消去 

ND cp : メ モリ チェ ッ ク ポ イン ト の 無効 

NE cp : メ モリ チェ ッ ク ポ イン ト の 有効 

O : 画 面 表 示 幅 の 変更 

P : シ ステ ム ス テ ー タ ス の 表示 

PS : シ ン ポ ボ ポルテ ー プ ブル の 表示 

PS symbo1 : シ ン ボ ル の 検索 表示 

Q : デ バッ ガ の 終了 

-- More -- (y/n) ? ァ y 

R fi1ename[,address] : フ ァイル の 読み 込み 

R@ address drive reoord oount : デ ィ ス ク の 物理 リー ド 

S[count] : ス テッ プ 実 行 

T[=address] [count] :・ ト レー ス 実 行 

U[=address] [count] : 表 示 な し トレ ー ス 

TN[=address] [count] : 分 岐 命令 トレ ー ス 

UN[=address] [count] : 表 示 な し 分 岐 命令 トレ ー ス 

V : コ ン ソ ー ル の 切り 葵 え 

W filename,range : フ ァイル の 書き 込み 

W@ address drive reocord count : デ ィ ス ク の 物理 ライ ト 

X : レ ジス タ 内 容 の 表示 

X reg : レ ジス タ 内 容 の 変更 

X1 [exp] : 割 り 込 み レ ベル 変更 

XM : メ モリ 内 容 表示 モー ド 変 更 

XFPCP : 浮 動 小数 点 プ ロ セ ッ サ 制御 

XDTS : イ ミディ エイ ト 値 浮動 小数 点 表 示 

XFX : レ ジス タ 値 浮動 小数 点 表 示 

XFP iFP レジ スタ 表示 モー ド 変 更 

Y/N : ポ ボーズ 

Z : シ ステ ム 変 数 の 表示 

2 num=exp : シ ステ ム 変 数 の 設定 

? exp :1 6 進 表 示 

?? exp :10 進 表示 

\ : コ マン ドラ イン の 繰り 返し 

> filename ※ 出 力 リ ダイ レク ト 

>> filename 5 出力 サダ イル レル ウト (アベ ペッ ポポ) 

>@ filename : 入 力 コ マン ド を ファ イル に 保存 

< く fi1ename 3 大連 補 ルト 

![os_command] :OS コ マン ド の 実行 

-- More -- (y/n) ? y 

に ゃ イー s(byte) vw(word) 1(1ong ) 

bp 9-9 

cd(condition ) し 7 骨 せ コ 

CD 9-9 

symbo1 シン ポル ・ レ ジ ズ タ 名 の 先頭 に.(period) 

drive の ひ :cCurren も ,1:A。2:B。 。。、。・ 

Teg d の 9-d7 'a9-a7 ssD uSD Sr Cor Do isD mSsp vbr sfo dfo oaor Caar 

operators + - * / & (and) | (or) ! (not) % (residue) ^ (exor ) 
| number ??(hex.) .??(symbo1) \?2?(dec.) _??(bin.) [exp].slwl1(indireot ) 

| 


デバ ッ ガ に と り 込 ん だ プロ グラ ム が 正しい か どう か を 確か め る た め に 、 人 逆 ア 
セッ ブル し て み ま す 。 

逆 ア セン ブル と いう の は 、 実 行 可能 プロ グラ ム か ら ソ ー ス ブログ ラム に 近い 
状態 の 記述 に 戻す こ と で す 。 


逆 ア モン ブル は 1 コマ ンド を 使い ます 。 
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-1 団 
9909AE1E9 5GETG 
999AE1E2 and .b #$DF , DO の 
999AE1E6 Cmp・b #$1A,D9 
909AE1EA beq・.s $999AE1F8 
999AE1EC moOye. 。 D の 9,-(A7 ) 
909AE1EE _PUTCHAR 
9099AE1F9 addq.1 #2,A7 
999AE1F2 Jmp $9099AE1E9 
-1 団 
999AE1F8 _ 邑 %T - ここ まで 
909AE1FA ori .b #$069,D9 
999AE1FE undefined instruotion $99EFF 
999AE209 〇 ⑤ ぷ さも #$99,D9 
999AE204 OW ま 。B #$99,D9 
999AE208 ori .b #$99,DO の 
999AE20C @ 証 肖 。 了 #$99,DO 
999AE2109 ori.b #$99,DO 
X68000 の デバ ッ ガ で は 、 こ の 逆 ア モン ブル リス ト の よう に 、 フ ァ ン クシ ョ 
ンコ ユ コール が は っ きり と わか る よう に 表示 る れ ま す 。 
この ゆめ リ スト と ツー スリ スト を 比べ て くだ きい 。 
た し か に 正しく 送 ア モン プル きれ て いま す 。 
機械 語 を ダン プ し て み ま す 。 
-d 
の 99AE1E の 9 FEFO8 C93C 99DEF B93C 991A 6709C 3F99 FF02 レト 人 の 
999AE1FO 548F 4EF9 099A E1EO FF9 の 9 9900 9999 99FF U 生 E 癌 て OK 
9209AE209 9999 9999 9999 9999 99099 9999 99099 9900 が eie PCN ま SN 志和 
の 999AE219 の 999 9999 9999 9999 9999 9999 9999 99090 3 人 1EP Tp ま 
の 999AE220 90990 9999 9999 9999 9990 9999 9999 990909 6 4080 6 
の 99AE239 9999 9999 9999 9999 9999 9999 9999 9999 2 な 
999AE249 9999 9999 9999 9999 9996 9999 9999 99990 6 
999AE25 の 9 9999 9999 9999 9999 9999 9999 9999 9999 の 8) 


$AE1F8 番地 に exit の ファ ンク ショ ンコ ー ル で ある $FF00 が 見 えま す 。 


この ダン プリ スト と アセ ンプ ブラ の リス ト フ ァイル に つい て いる 機械 語 と 対応 


させ で みて 《 だ きい 。 


や モン アラ リス トラ デメ メル 


X68k Assembler v3.99 Copyright 1987,88,89,99,91,92,93 SHARP/Hudson 
mnt/dd/yy hh:mm:ss 


Page 1-1 
く CaD・S> 
1 9999909090 ト を を る る を を を る を を を る る る る る る る る を る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る 1 
2 999999099 ネ ネ 
3 999990900 * 小文字 を 大 文字 に 変換 する プロ グラ ム ネ 
4 99999909 * yersion 1.1 * 
5 999999099 も を る る る る る る を を る る る る る を る る る する る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る < 
6 9999099009 ネ 
7 999999909 * ファ ンク ショ ンコ ー ル の 定義 
8 の 9999999 ネ 
9 99999999 =9999ff08 _geto edu $ffO08 
19 99999999 = の 9999fFfO2 _putohar eqUu $ffO の 2 
1 1 99999999 =99909fFf の 9 _ex ュ も edu $ff の 0 
12 9909009090 
13 9999009909 * 
14 999999909 * プ ログ ラム 本 体 
15 999990990 * 
16 99999999 begin: 
17 99999999 ff98 do.,w _ geto 


18 99990902 
19 9999099092 
290 999090992 oc93c909gf and・.b #$df,d の 
21 90999906 
22 9 の 990999096 
23 99999996 b93c991a Cmp・b #$1a,d0 
24 9999999a 670c_999909918 beq・b finish 
25 9999099c 
26 90990909909o 
27 999990909o 


28 9999999c 3f の 0 move.w  dO9,-(sp) 
29 9999999e ff の 2 do.mv _putohar 
39 99999919 548f addq.1]  #2,sp 

31 999909912 

32 9 の 9999912 4ef9(91)99999999 Jmp begin 

33 99999918 

34 99999918 ff の 0 finish: dc. _@e ヌ 1 も 

35 9999991a * 

36 9999991a * プ ログ ラム 終わ り 

37 9999991a ネ 


X68k Assembler v3.99 Copyright 1987,88,89,99,91,92,93 SHARP/Hudson 
mnt/dd/yy hh:mm:ss 
Symbo1s-1 


Segment table 

91 text 92 data 93 bss 94 staok 

Symbo1] tabl1e 

9999ff99 abs exit 9 の 9 の 9 の ffO8 abs geto 9099ff の 2 abs putohar 99999999(91) 
begin 99999918(91) finish 


No Fata1] error(s) 
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ke も の 


| 
デバ ッ ガ を 抜け ます 。 

トレ ー ス 

デバ ッ グ の 基本 は トレ ー ス で す 。 

トレ ー ス と いう の は 、 プ ログ ラム を ソー スプ ログ ラム の 1 行 ( 行 あ ここ で は 
ステ ッ プ と いい ます ) ご と に 実行 し て プロ グラ ム の 処理 状況 見 て ゆく こと 
K 叶 0 

再び 


B>DB cap. x 


で デバ ッ ガ に 入り ます 。 


_GETC 


と いう 、 表 示 の 次 に 


-{t 


と 。、【 ラ マシ ンド を 入力 し て 《 く だ る きい 。 
する と デー タ の 入力 を 求め て きま す の で 、"a" を 入力 し て くだ きい 。 


a “一 一 -"a” を 入力 。 画 面 に は 表示 る れ ま せん 。 
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-t 団 
PC=999AE1E2 USP=9998CD28 SSP=999967F2 SR=8999 X:9 N:9 Z:9 V:@ C:9 

HT:1 LS: の CC:1 CS: の NE:1 EQ: の VC:1 VS: の PL:1 MT: の GE:1 LT: の O GT:1 LE:O の HS:1 LO:9 
D の 99999961 990999999 99999999 99999999 99999999 99999999 99999999 99990909009 

A 999AEOE の `@⑭99AE1FA 9998D638 999851C9 999AE1E9 99999999 99999999 9998CD28 
and.b #$DF , 


"a" の コード 61(16 進数 ) が レジ スタ DO0 に 入力 され まし た 。 


次 を トレ ー ス し ます 。 


-t 較 

PC=999AE1E6 USP=9998CD28 SSP=999967F2 SR=8999 X:9 N:O 2Z:9 Vi: の C:9 

HIT:1 LS: の 9 CC:1 CS8: の 9 NE:1 EQ: の VC:1 VS: の 9 PL:1 MT:O GE:1 LT:O GT:1 LE: の HS:1 LO の 
D 9999994 1 999999909 99999999 99999999 99999999 9 の 9099999 99999999 9099990909 

A 999AEOEO AE1FA の 998D638 999851C9 999AE1EO の 99999999 99999999 9008CD28 


Cmp・b #$1A,D9 AND の た め ゅ に 41(16 進数 ) に 変化 し まし た 。 


-t 較 
PC=999AE1EA USP=9998CD28 SSP=999967F2 SR=8999 X: の 9 N:9 Z:9 Vi: の 9 C:9 

HI:1 LS: の CC:1 CS: の NE:1 EQ:O VC:1 VS: の PL:1 MI: の GE:1 LT: の GT:1 LE: の HS:1 LO: の 
D 99999941 9 の 0999999 の 9 の 999999 99999999 99999999 99999990 99999999 999099900 

A の 9099AEOE の 999 の AE1FA の 998D638 999851C の 9 999AE1E の 9 99999999 99999999 9998CD28 
beq・s $999AE1F8 


-t 回 
PC=99 の AE 1EC USP=9998CD28 SSP=909967F2 SR=8999 X: の 0 N:9 Z:9 Vi: の 9 C:9 

HIT:1 LS: の CC:1 CS: の NE:1 EQ: の VC:1 VS: の PL:1 MI: の GE:1 LT: の GT:1 LE: の HS:1 LO: の 9 
D 99999941 99999999 99999999 99999999 999999099 9 の 909099099 99999999 9099999009 

A 999AE の EO 999AE1FA 9998D638 999851C の 9 999AE1EO の 9999090 09999999 9998CD28 
move.w DO9,-(A7 ) :9998CD26( 9990 ) 


-t 較 

PC=090AE1EE USP= の 998CD26 SSP=999967F2 SR=80999 X:9 N:O 2Z:9 V:@ C:9 

HT:1 LS: の CC:1 CS: の 9 NE:1 EQ: の VC:1 VS: の PL:1 MI:9 GE:1 LT: の 9 GT:1 LE:9 HS:1 LO:9 
D 99999941 の 0999999 の 9999999 990999999 90999999 99999999 90999999 90099099099 

A 999AEOE の の 09AE1FA の 998D638 999851C9 999AE1EO 99999999 99999999 9998CD26 


_PUTCHAR 
-t 思 出力 後 0 に な り ま し た 。 


APC= の 9 の AE1F の /USP=9998CD26 SSP=999967F2 SR=8999 X: の 9 N:9 Z:9 V:9@ C:9 

HI:1 LS: の CCk1 CS: の 9 NE:1 EQ:O の VC:1 VS: の 9 PL:1 MT: の GE:1 LT:O GT:1 LE: の HS:1 LO: の 
D 990999999/ の 9999999 99999099 99999999 99999999 99999999 99999999 90990900 

A の 9 の AEOE の 099AE1FA 9998D638 999851C の 999AE1E の 9 99999999 99999996 90998CD26 
addq.1  #2,A7 


-t 回 

PC=999AE1F2 USP=9998CD28 SSP=999967F2 SR=8999 X:9 N:@ 2Z:9 の V:@ C:9 

HT:1 LS:9 CC:1 CS:9 NE:1 EQ:9 VC:1 VS:9 PL:1 MI: の GE:1 LT: の GT:1 LE:9 HS:1 LO:9 
D 9 の 9999999 90099999 の 9999999 99999999 99999099 99999909 90999999 90099060 

A 999AEOE の 900AE1FA 6908D638 990851C9 999AE1EO の 99099999 90999999 96098CD28 
Jmp $099AE1E9 : 999AE1E9(FF の 8C03C ) 


-t 隊 

PC=900AE1E90 USP=0998CD28 SSP=990967F2 SR=8999 X:9 N:9 2Z:9 V:9 C:9 

HIT:1 LS:9 の CC:1 CS: の NE:1 EQ:9 VC:1 VS:9 PL:1 MT:9 GE:1 LT:9 GT:1 LE:9 HS:1 LO:9 
D 999909099 90909909 999900999 09909099 99909990 099990909 690909999 99990069 
A 999AFEOE9 の 909AE1FA 9098D638 999851CO 999AE1EO 99999099 99699999 6098CD28 
_GETC 


S5 


本 びび 、。 GETC に な っ た と ころ で も ユマ シド を 大 力 す る も 。、 デ ー グ の 区 力 を 
求め て きま す の で 問題 の な こっ た " : "(コロ ン ) を 入力 し て み ま す 。 


-t 団 
PC=099AE1E2 USP=0908CD28 SSP=999967F2 SR=8999 X:9 N:O Z:9 V:9 C:9 
HT:1 LS:9 CC:1 CS:9 NE:1 EQ:9 VC:1 VS:9 PL:1 MT: の GE:1 LT:O GT:1 LE:9 HS:1 LO:9 


D 9999093A 99999999 99999999 09999999 99999999 の 999999969 99999999 999990900 


A 9099AE9E9\ の 009AE1FA 9998D638 999851C9 999AE1E の 9 99999999 99999999 6998CD28 
and,b #$DF,Q9 


3A(16 進数 ) は コロ ン の コー ド で す 。 


トレ ー ス を 続け ます 。 


-t 団 
PC=999AE1E6 USP=9998CD28 SSP=999967F2 SR=80699 X: の 9 N:@ 2Z:9 Vi: の 9 C:9 
HIT:1 LS:O CC:1 CS: の 9 NE:1 EQ:O VC:1 VS: の 9 PL:1 MI:9 GE:1 LT:O GT:1 LE: の HS:1 LO: の 


D 9999991A 99999999 99999999 99999999 99999999 99999009 99990099 90009909 


A 999AEOE0\999AE1FA 9998D638 999851C9 999AE1E の 99999999 09999999 9008CD28 
Cmp・b #$1A,S9 


AND 後に 1A(16 進数 ) に な っ て し まい まし た 。 


コロ ン の コー ド $3A を $DF で AND 演算 を する と $1A に な り ま す 。 
$1A は ファ イル の 終わ り を 示す マー ク と 同じ 値 に が な っ て し まい まし た 。 


トレ ー ス を 続け ます 。 


-t 団 

PC=999AE1EA USP=9998CD28 SSP= の 699967F2 SR=8994 X:9 N:O 2Z:1 Vi:9 C:69 

HT:9 の LS:1 CC:1 CS: の NE: の EQ:1 VC:1 VS:O PL:1 MT: の GE:1 LT:O GT:O LE:1 HS:1 LO:0 
D 99999091A 9099099999 99999999 99999999 09999999 99999999 99999999 90999999 

A 999AE9E9 E1FA 9998D638 999851CO 999AE1E の 9 99999999 00609999 9998CD28 


beq.s $999AE1F 注意 

-t 較 

PC=990AE1F8 USP=9998CD28 SSP=999967F2 SR=8994 X:9 _N:9 Z:1 Vi: の C: の 9 

HIT: の 9 LS:1 CC:1 CS:9 NE: の EQ:1 VC:1 VS:9 PL:1 MT: の GE:1 LT:O GT: の LE:1 HS:1 LO: の 
D 9999991A 99999999 99909099 999990999 99999999 99999999 99999999 9999990909 


A 99 の AE9EO AE1FA 9998D638 999851CO 999AE1E の の 9999999 99999999 9998CD28 
_EXTT 注意 


ーt 較 
program terminated norma11y 


どう や ら こ の プロ グラ ム は この 1A (16 進 ) を ファ イル の 終わ り と みな し て 
デ ロ グ ラム を 終了 る させ て し まい まし た 。 


56 


第 3 章 プロ グラ ム 開 発 入門 


デバ ッ グ の 結果 


デバ ッ ガ に よっ て トレ ー ス を 行っ て いく と 、 こ の プロ グラ ム に は 大 き な 間 題 
が ある こと が わか り ま し た 。 


また 、 設 計 に 戻っ て や り 直 る な く 《 て は な り ま せん 。 
Nm ウラ ゲッ 2 ルル ゴリ ズム に し だ ら よ いで しょ う が ? 


この 章 で は 、 プ ログ ラム 開発 手順 の 例 し いう こと な の で 、 こ の プロ グラ ム の 
開発 に つい て は ここ で 中 断 し ます 。 
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まとめ 
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ここ まで の プロ グラ ム 開 発 手順 の 例 で 、 も っ と も 基本 的 な 「 ツ フト ウェ ア 開 
発 キ ッ ト 」 の 使用 法 は ご 理解 いた だ けた と 思い ます 。 


アル ゴリ ズム を 練っ て すばらし い プ ログ ラム を 作成 し 、X68000 の 機能 の す 
べ て を 引き 出し て 4 7 


アセ ンプ ラ 


アセ ンプ ブラ が 使用 する ファ イル 
使用 書式 と 起動 方 法 
アセ ンプ ラ の スイ ッ チ 

アセ ンプ ブラ の エラ ー メ ッ セ ー ジ 


アセ ャ ンプ ブ ラ XAssembler は 、X68000 の マイ クロ プロ セッ サ 用 マク ロア セン 
2222 三 ESGlr 9 


XAssembler は 、 ア モン ブラ で 書か れ た ソー ス フ ァ イル を アセ ン ブ ル し 、 オ 
プ ブ ジ ェクト ファ イル を 生成 し ます 。 

この オブ ジェ クト ファ イル を XLinker で リン ク す る と 、 実 行 可能 な プロ グ 
ジム ふと 邊 り ま す 。 


第 4 章 アセ ンプ ブラ 


アセ ンプ ラ が 使用 する ファ イル 


アセ ンプ ブラ は アセ ング ブル に あたっ て 、 以 下 の フ ァイル を 使用 し ます 。 
だ た だ し 、 以 下 の フ ァイル の うち ユー ザー が 直接 使用 する ファ イル は 、 ソ ー ス 
ラ ァ イル と オジ ンジ ェクト ラフ ラ ァ イル だ けり て ず 。 


W 軸 還 カフ ァイル 


入力 ファ イル に は 、 ツ ソー ス フ ァ イル と イン クル ー ド ファ イル の 2 種類 が あり 
ます 。 


@ ソ ー ス ファ イル 
ア ャ ンプ リ 言語 で 記述 きれ だ ファ イル で す 。 
アセ ャ ンプ ラ の 記述 方 法 、 構 文 な ぼ に つい て は 、 第 2 部 リフ ァ レ ンス マニ ュ ア 


ル の 「 第 1 章 アセ ンプ ブラ 」 を 参照 し て くだ さい 。 


@ イ ンク ルー ド フ ァイル 

これ も ソー ス フ ァ イル で す が 、 各 プロ グラ ム 間 で 共通 に 使用 する シン ボル な 
ど を 定義 せる と き に 使用 し ます 。 

イィ インクルード ファ イル を 使用 する と き は 、 ア セン ブラ の ソー スプ ログ ラム 中 
に .include 擬似 命令 を 記述 する と と も に 、 ア セン ブラ の コマ ンド ライ ン 
に 、 滞 スイ ッ チ を 指定 し ます 。 

ご 稚 だ より 、 イ ンク ルー ドラ アテ イル の ツー スプ ログ ラム が ツー スズ ス デ ログ ラム 
中 に 挿入 る れる の で 、 プ ログ ラマ は コー ディ ング の 手間 が 省け る と と も に 、 
プロ グラ ム 開 発 の 生産 性 が 向上 し ます 。 


注 ・ ス イッ チ は (スラ ッシュ ) で 指定 する の が 原則 で す が 、 一 (ハイ フン ) 
も 使用 で きま す 。 


本 本 テン ボラ リフ ァイル 


これ は 、 ア セン ブル 時 の 作業 用 ファ イル で す 。 
アセ ャ ン ブ ル 時 の 作業 領域 は 主 記憶 上 に 確保 きれ ます が 、 こ れ が 不足 し た 場 
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4.1 アセ ンプ ブラ が 使用 する ファ イル 


合 、 デ ィ ス ク 上 に テン ポラ リフ ァイル が 自動 的 に 作成 され ます 。 

アセ ャ ン ブ ル 時 に は 、 ア セン ブラ に より テン ポラ リフ ァイル が 作成 さき され る の 
で 、 ア セン ブル が 終了 する まで フロ ッ ピ ー デ イィ スク を と り は ず し て は いけ ま 
SM 

アセ ンプ ブル が 終了 する と 、 テ ン ポ ラリ ファ イル は 自動 的 に 削除 きれ ます 。 
な お 、 テ ン ポ ラリ ファ イル の パス 名 は シス テム 変数 temp よ り 参 照 さ れ ま 
すず 。 

た だ し 、/t スイ ッ チ で ゴ 指 定 さ れ た 場合 は 、 こ ちら の 指定 が 優先 され ます 。 


| 4.1.1 に EE と の 


出力 ファ イル に は 、 オ ブ プ ジ ェ クト ファ イル と リス ト フ ァイル の 2 種類 が あり 
まず 。 


@ オ ブ プ ジ ェクト ファ イル 

アセ ャ ンプ ブル 処理 に よっ て 作成 され だ た オブ ジェ クト プロ グラ ム を 格納 する ファ 
イル で す 。 

オプ ジェ クト ファ イル 名 は 、/o スイ ッ チ で 指定 し ます 。 

旧 定 が な けれ ば 、 ア セン ブラ は ソー ス フ ァ イル の 拡張 子 S を o と し た ファ イ 
ル を 自動 的 に 作成 し ます 。 


@ リ スト ファ イル 

アセ ンプ ブル リス ト を 格納 する ファ イル で す 。 

リス ト フ ァイル 名 は 、/p スイ ッ チ で 指定 し ます 。 

ノ p スイ ッ チ の み を 指定 し て 、 リ スト ファ イル 名 を 指定 し な いと 、 ア セン ブ 
ラ は ソー ス フ ァ イル 名 の 拡張 子 Ss を prn と し た ファ イル を 自動 的 に 作成 し ま 
す 。 
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第 4 章 アセ ンプ ブラ 


使用 書式 と 起動 方 法 


起動 前 に 確認 する こと 

@ ア セン ブラ が 使用 する ファ イル が 、 デ イィ スク 上 、 お よび 処理 を 行う パス 上 
に あり ます か ? 

@ パス の 中 に ファ イル や 、 ア セン ブラ が テン ポラ リフ ァイル を 作成 する の に 
十分 な 空き 領域 が あり ます か 2? 

アセ ンプ ブラ の 起動 方 法 と 書式 


コマ ンド ライ ン か ら 6、 次 の よう な 書式 で 入力 し ます 。 


AS [ く ス イッ チ >] ベツ ソース ファ イル 名 > 団 
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アセ ンプ ラ の スイ ッ チ 


アセ ンプ ブラ 実行 時 に 、 ア セン ブル 時 の 動作 を 制御 し た り 、 ア セン ブラ に 必要 
な 情報 を 与え を る た だ ため に 、 コ マン ドラ イン 上 に 指定 する ' グ "に 続く 英字 1 文字 
を スイ ッ チ と いい ます 。 


AS /t ぎ tmp /oobjout source 
【 1 スイ ッ チ 


ア ャ ンプ ブラ に は 以下 の よう な スイ ッ チ が あり ます 。 


スイ ッ チ 機 能 
グ 8 シン ボル の 有効 デー タ 長 の 指定 
ン a 絶対 ショ ー ト アド レス 形式 対応 モー ド の 指定 
グ q 全 シ ン ボ ル の 外部 エン トリ 指定 
2 イン クル ー ド ファ イル の フ パ ス 指 定 


グ m シン ボル の 最大 個数 の 指定 
グ 1 最適 化 の 禁止 


0 オブジェ クト ファ イル 名 の 指定 
2 D リス ト フ ァイル 名 の 指定 

グ s シン ボル の 定義 

の 6 テン ポラ リフ ァイル の ノ パ ス 指 定 


グ u 未定 義 シ ン ボ ル の 外部 参照 指定 
グ w | 警告 メッ セー ジ の 出力 禁止 
ノ シン ボル 情報 の 出力 ファ イル の 指定 


次 に スイ ッ チ ざと に 説明 し ます 。 
な お 、 書 式 の 説明 に あたっ て は 以下 の 表記 を 使用 し ます 。 


< >: 指定 が 必要 で ある こと を 示し ます 。 
[ ] : 指定 が 省略 可能 で ある こと を 示し ます 。 


第 4 章 アセ ンプ ブラ 


シン ボル の 有効 デー タ 長 の 指定 


書 式 | /8 

機 能 | シン ボル の 有効 デー タ 長 を 8 文字 と し ます 。 

解 説 | シン ボル の 有効 デー タ 長 を 8 文字 まで と し ます 。 
この 結果 8 文字 を 超え る シン ボル を 定義 し て も 、 ア セン ブラ は 8 文字 まで し か 議 
別 し ま せん 。 


例 /8 スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


AS /8 / 笠 include source 


上 記 の よう に 指定 し た 場合 、 以 下 の ①② は 同一 シン ボル 、③ は 異な る シン ボル と 
し て 扱わ れ ま す 。 


① ABCDEFGJHIJK : 
② ABCDEFGJH123 : 
③ ABCDEFG68332 : 


8 スイ ッ チ を 指定 し な けれ ば 、①②③ は すべ て 異な る シン ボル と し て 扱わ れ ま 
95 
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例 


絶対 ショ ー ト アド レス 形式 対応 モー ド の 指定 


グ き 8 


絶対 ショ ー ト アド ン レス 形式 の コー ド を 出力 する 。 


ソー ス フ ァ イル 中 で 絶対 アド レス 参照 を し て いる 命令 が 記述 され て いて 、 か つ を 
の 絶対 アド レス が $00000000 一 $00007FFF また は $FFFF8000-$FFFFFFFF の 
範囲 内 の 場合 、 こ の スイ ッ チ が 指定 され て いる と 、 その 命令 は 、 絶 対 シ ョ ー ト ア 
ドレ ス 形 式 と 認識 され ます 。 

ノ a スイ ッ チ を 指定 し な いと 、 絶 対 シ ョ ー ト アド レス 形式 の コー ド を 生成 で きる 
場合 で も 、 そ れ は 絶対 ロン グ ア ド レ ス 形 式 に な り ま す 。 


グ a スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


AS /a source 


ソー ス フ ァ イル source. s の 中 で 絶対 ショ ー ト アド レス 形式 の 命令 が 存在 する な 
ら 、 絶 対 シ ョ ー ト アド レス 形式 の コー ド を 生成 し ます 。 
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全 シ ン ボ ル の 外部 エン トリ 指定 


書 式 | プ d 


機 能 | 全 シ ン ボ ル を 外部 エン トリ と し ます 。 


解 説 | 本 スイ ッ チ は 、 ア セン ブル 時 に シン ボル が ある と 、 こ れ を すべ て 外部 エン トリ と 
し ます 。 

た と えば 、 他 の プロ グラ ム か ら 呼 ば れる シン ボル が 該当 プロ グラ ム 内 に 多数 存在 
する 場合 、 こ れ を 個別 に 擬似 命令 で 定義 する 代わ り に 、 本 スイ ッ チ で 代行 、 す な 
わ ち これ ら の シン ボル を すべ て 外部 エン トリ 扱い と する こと が で きま す 。 


ノ d スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


AS /〆/d source 団 


グ d ス イッ チ を 指定 し た 場合 、 以 下 の ラ ベル は すべ て 外部 エン トリ 扱い と な り ま 
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プロ グラ ム A 


LABEL1 : 
LABEL2 : 
LABEL3 : 


上 記 の ケー ス は 、 ノ プ d スイ ッ チ を 指定 せ ず 、 プ ログ ラム 中 で 以下 の よう に 指定 し 
た だ 場合 と 同じ で す 。 


XDEF LABEL1, LABEL2, LABEL3 


LABEL] : 
LABEL2 : 
LABELS * 
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イン クル ー ド ファ イル の パス 指定 
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に 


例 


デュ ベッ パス 名 テ 

イン クル ー ド ファ イル の パス を 指定 し ます 。 

アセ ャ ン ブ ル 時 の イン クル ー ド ファ イル 挿入 に 必要 と な る パス を 指定 し ます 。 
本 スイ ッ チ は イン クル ー ド ファ イル が 、 ソ ー ス ファ イル と は 異な る ディ レク トリ 
に 存在 する 場合 に 使用 する こと が で きま す (イン クル ー ド ファ イル と ソー ス フ ァ 


イル の ディ レク トリ を 分 ける の は 、 フ ァイル の 管理 を 容易 に する た めで す )。 


ノ i ス イッチ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


AS / 科 include source 


ソー ス フ ァ イル 名 source. Ss と イン クル ー ド ファ イル の フス 名 人 芋 jnclude で アモ セン 
ブラ を 起動 し ます 。 


この と き ソ ー ス ファ イル source. Ss で は イン クル ー ド ファ イル 名 を 以下 の よ 
う に 指定 し ます 。 


ソー ス フ ァ イル source. S 


.include FILE1 
| 


| イン クル ー ド 


5 アァ アオ 各 
.include FILE2 


イン クル ー ド ファ イル HILE1, FILE2 は いずれ も ソー ス フ ァ イル と は 異な る 
ディ レク トリ 、 す な わ ち include 上 に ある の で 、 ア ャ セン ブラ 起動 時 に ノ i ス 
イッ チ の 指定 を 省略 する と エラ ー に な り ま す 。 


第 4 章 アセ ンプ ブラ 


シン ボル の 最大 個数 の 指定 


書 式 
機 能 


グ m< く nn> 


シン ボル の 最大 個数 を 指定 し ます 。 


定義 可能 な シン ボル の 最大 個数 を 指定 し ます 。 

指定 可能 な 数 値 の 範囲 は 271 以上 32768 未満 で す 。 

デフ ォ ル ト は 2000 個 で す 。 

な お 、 ア セン ブラ 実行 時 に お ける シン ボル 1 個 あ た り の メモ リ 占 有 容 量 は 、 約 
28 バイ ト で す 。 


〆m スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


AS ノ m4000 グ u / 科 include source 過 


使用 で きる シン ボル の 個数 は 4000 と な り ま す 。 
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最適 化 の 禁止 


書 式 | ノ n 


機 能 | 前 方 参照 の 最適 化 を 禁止 し ます 。 


解 説 | アセ モン ブル 時 の 前 方 参照 の 最適 化 を 制御 し ます 。 
な お 、 最 適 化 の 対象 と な る 命令 は 、BRA、BSR、Bcc の 3 つ で す 。 


例 グ n スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


AS / ノ nsource 


グ n スイ ッ チ の 指定 が ある と 、 前 方 参照 の 最適 化 は 行わ れ ま せん (以下 の 例 で 
は 、 デ イィ スプレイ スメント と し て 、BSR 命令 に は 第 2 ワー ド も 作成 され ます 。 


99995939 61999962 99995994 bsr 1abe1 
99995934 284A movea・1 A2,A4 
99995994 1abe1 : 

99995994 4E40 trap # の 


- 記 の よう に 、 ノ n スイ ッ チ の 指定 が な いと 、 前 方 参照 の 最適 化 が 行わ れ ま す 
(BSR 命令 の ディ スプレイ スメント は 8 ビッ ト と な り 、 第 2 ワー ド は 作成 され ま 


せん )。 
999950939 6169 99905992 bsr 1abe1 
99995934 284A movea.1 A2,A4 
99995092 1abe] : 
99995992 4E49 trap # の 
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例 


第 4 章 アセ ンプ ブラ 


オプ ジェ クト ファ イル 名 の 指定 


グ ゲ o ベ ファ イル 者 > 


オブ ジェ クト ファ イル の 名 前 を 指定 し ます 。 
アセ ン ブ ル 時 に 生成 きれ る オブ ジェ クト ファ イル の 名 前 を 指定 し ます 。 
指定 し な いと 、 ツ ソース ファ イル 名 の 拡張 子 S を oO と し て オプ ジェ クト ファ イル が 


自動 的 に 生成 きれ ます 。 


ノ o スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


AS  /oobjout source 


オブ ジェ クト ファ イル 名 は objout.o と な り ま す 。 


AS source 因 (o スイ ッ チ を 指定 し な い 場 合 ) 


オブジェ クト ファ イル 名 は source. Oo と な り ま す 。 
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例 


リス ト フ ァイル 名 の 指定 


/jp | ミタ ア オル 省 室 1 


アセ ンプ ブル リス ト の 出力 ファ イル 名 を 指定 し ます 。 


アモ ンプ ブル リス ト 出 力 フ ァイル 名 を 指定 し ます 。 

ノ p スイ ッ チ の み を 指定 し て 、 リ スト ファ イル 名 を 指定 し な いと 、 ア セン ブラ は 
自動 的 に リス ト フ ァイル を 作成 し ます 。 

この 場合 ファ イル 名 は 、 ソ ツ ソース ファ イル 名 の 拡張 子 s を prn に 置き 換え た も の と 
な り ま す 。 


グ p スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


AS /oobject psysout source 


上 記 の 例 で は 、 ア セン ブリ リス ト の 出力 ファ イル 名 は sysout と な り ま す 。 


AS /p /oobject source 


この 例 で は 、 ア セン ブリ リス ト の 出力 ファ イル 名 は source. prn と な り ま す 。 


書 式 
機 能 
解 説 


例 


シン ボル の 定義 


グ s く シン ボル 名 > 


シン ボル を 定義 し ます 。 


シン ボル を 定義 し ます 。 


グ s スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


AS /smsglng /8 source 


シン ボル msglng′ が 定義 きれ ます 。 


73 


74 


吉 


テン ポラ リフ ァイル の パス 指定 


グ ま 2% え 名 テ 


テン ボラ リフ ァイル が 作ら れる パス を 指定 し ます 。 


アセ ンプ ブル 時 に 使用 する テン ポラ リフ ァイル が 作ら れる パス を 指定 し ます 。 

テン ボラ リフ ァイル の パス 名 の デフ ォ ル ト は 、 シ ステ ム 変 数 TEMP に 設定 され 
た パス 名 と な り ま す が 、 ノ プ t スイ ッ チ で 指定 され た だ 場合 に は 、 こ ちら が 優先 され 
ます 。 

本 スイ ッ チ は 、 シ ステ ム 変 数 TEMP に 設定 され た ディ レク トリ や カレ ント ディ 
レク トリ に テン ポラ リフ ァイル が 作成 で き ない 場合 (ファ イル 領域 不足 に よっ 
て ) に 指定 する こと が で きま す 。 


例 ノ t スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


AS ft ぎ tmp source 


ソー ス フ ァ イル 名 source. Ss、 テ ン ポ ラリ ファ イル の フ パ ス 名 侍 tmp で アセ ンプ ブラ 
を 起動 し ます 。 


例 
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未定 義 シ ン ボ ル の 外部 参照 指定 


メグ 


未定 義 シ ン ボ ル を 外部 参照 と し ます 。 


未定 義 シ ン ボ ル を 外部 参照 し し ます 。 
この スイ ッ チ は 、 該 当 シ ン ボ ル を 定義 し て いる モジ ュー ル が まだ 作成 され て いな 
いと き に 、 こ の シン ボル を すべ で て 外部 参照 し し ます 。 


グ u スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


ソー ス フ ァ イル soruce. Ss に お いて 、'test と いう シン ボル が 定義 きれ ず に 参照 き 
れ て いる 場合 、 


AS source 


と アモ セン ブル す る と 、 以 下 の よ うに "未定 義 シ ン ボ ル が 存在 する "と いう 意味 の エ 
ラー メッ セー ジ が 出力 され て 止ま り ま す 。 


SOUuTCe. S 7 : undefined symbol error 
undefined symbol ($) 
test 


1 Fatal error (S) 


この よう か な 場合 、 プ u ス イッ チ を つけ る こと で 、 ア セン ブル で きま す 。 


AS /u source 


な お 、source. s 中 で 、 以 下 の よ うに シン ボル ttest を 外部 参照 シン ボル と し て 重 
し で く と 、 ノ un ス イッチ な し て も エ ジ ラー は 発生 し ませ ぜん 。 


中 


xref test 


Z5 


警告 メッ セー ジ の 出力 禁止 


書 式 

機 能 

解 説 
例 
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グ Ww 


警告 メッ セー ジ の 出力 を 禁止 し ます 。 


アモ セン ブル 時 に エラ ー が 発生 し て も 、 そ れ が 致命 的 な る の で な けれ ば 警告 メッ セ 
ー ジ が 出力 され ます が 、 こ の 警告 ネッ セー ジ を 出 き な いよ うに し た い 場 合 に この 
スイ ッ チ を 使用 し ます (な お この と き 、 和 警告 メッ セー ジ を 無視 し て リン ク を 行 
い 、 実 行 可 能 フ ァイル を 作成 し て も 、 通 常 は 問題 あり ませ ん )。 


例え ば 、 以 下 に 示す よう に ソー ス フ ァ イル source. s を アモ ンプ ブル し た と し まし 
は 


AS source 


し て いる 命令 が 存在 し た 場合 、 以 下 よ うな 警告 メッ モー ジ が 表示 きれ ます 。 


SOUTCe. S 6: Warning : absolute addressing 
move.1 0, d0 


し か し 、 以 下 の よ うに source.s を プ Ww スイ ッ チ を つけ て ア ャ ン ブ ル す る と 上 記 
の 和 告 メッ モー ジ は 出力 きれ ませ ん 。 


AS /w source 


書 。 式 
機 。 能 
解説 


例 


シン ボル 情報 の 出力 ファ イル の 指定 


グ *※【 く ファ イル 名 > ] 

ア ャ ン ブ ル 時 に 使用 し た シン ボル 情報 の 出 カ ファ イル の 指定 

シン ボル 情報 の 出力 ファ イル 名 を 指定 し ます 。 

ノ x スイ ッ チ の み を 指定 し て 、 フ ァイル 名 を 指定 し な か っ た 場合 、 シ ン ボ ル 情 報 
を 画面 に 出力 し ます 。 


ファ イル 名 を 指定 する と 、 を の ファ イル を 作成 し て シン ボル 情報 を 格納 し ます 。 


グ x スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


AS 〆x source 


ソー ス フ ァ イル source. Ss を アモ ン ブ ル し 、 を その シン ボル 情報 を 画面 に 表示 し ま 
から 


AS /x source. Sym Source 


ソー ス フ ァ イル source.s を アセ モン ブル し 、 そ の シン ボル 情報 を source. sym に 


格納 し ます 。 
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アセ ンプ ブラ の エラ ー メ ッ セ ー ジ 


エラ ー メ ッ セ ー ジ 意 味 

Abort : Device full ディ スク 容量 に 空き が 無い * 

Abort : file read error 読み 込み エラ ー※* 

bad opecode error ォ ペ コー ド が 存在 し な いか 、 不 適 
当 C す 

division by zere error 0 に よる 除算 で す 

eXDTeSSiOn eTTOr 式 が 不適 当 で す 

feature not available error サポ ー ト され て いな い 表 記 で す 

file not found error ファ イル が 見 あたり ませ ん 

file open error ファ イル の オー プン が で きだ な い * 

file Write error 書き 込み エラ ー※* 

forced error by fail directive 制御 命令 に よる 強制 的 な エラ ー 

illegal addressing error 命令 の アド レス 形式 が 不適 当 で す 

illegal operand error オォ オペラ ンド が 不適 当 で す 

illegal quick size error クイ ッ ク で 使用 で き な い 値 が 使わ 
2 だ 

illegal relative error 命令 で 認め られ て いな い ア ドレ ス 
形式 で す 

illegal size error 命令 の サイ ズ が 不適 当 で す 

illegal shift count error シフ ト 数 が 不適 当 で す 

illegal value error 式 の 結果 が 不適 当 で す 

line too long error 行 が 長 す ぎ ま す 

macro nesting over error マク ロ の ネス ティ ング が 深 す ぎ ま 
す 

missing macro error マク ロ の ネス ト が 不適 当 で す 

missing if error 条件 つき アセン ブリ の ネス ト が 不 
適当 で す 

no symbol error ステ ー ト メン ト に シン ボル が 必要 
(8 


* の エラ ー は アセ ャ ンプ ブル の 実行 を 途中 で 中 止 し ます 。 
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エー メッ セー ジ 


意 味 


not enough memory 
oVerflow error 
redefinition error 
regiSter erTor 
regiSteT SiZe erTOT 


symbol not defined error 


temporary file open error 


too many include file error 


too many symbols error 


undefined symbol error 


メモ リー 領域 が 不足 し て いま す * 
オー バー フロ ー で す 

シン ボル の 再 定義 で す 

レジ スタ が 不適 当 で す 

レジ スタ の サイ ズ が 不適 当 で す 
定義 を も た な い シ ン ボ ル が 使用 き 
れ て いま す 

テン ポラ リー ファ イル が 作れ ませ 
ん * ネ 

イ ンク ルー ド フ ァイル の ネス ト が 
深 過 ぎ ま す 

シン ボル が 多 過ぎ ます 

シン ボル が 未定 義 で か つ グ ロー バ 
ル 宣 言 も る され て いま せん 


ーー 


* の エラ ー は アセ ンプ ブル の 実行 を 途中 で 中 止 し ます 。 


エラ ー メ ッ セ ー ジ の 出力 例 


test. S 中 隊 
1 1 
ファ イル 名 行 番号 


undefined symbol error 


エラ ー メ ッ セ ー ジ 
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リン カ 


リン 放 と 注 
リン カ が 使用 する ファ イル 
使用 書式 と 起動 方 法 
リン カ の スイ ッ チ 
LK エ ラー メッ セー ジ 一 覧 


ーー 8 


の 章 で は リン カ XLinker の 使用 法 を 説明 し ます 。 
リン ク を 開始 する 前 に 必ず 読ん で くだ きい 。 


に 3 
に こつ 


ES アッ INEDP デ ーー 


リン カ と は 


アセ ャ ン ブ ル し た オブ ジェ クト を リン ク グ し て 実行 可能 プロ グラ ム を 作成 する に 
は 、 リ ンカ XLinker を 使い ます 。 
XLinker の 機能 は 、 次 の 通り で す 。 


@ 別 々 に アモ セン ブル し だ オブ ジェ クト を 結合 し ます 。 

@ 未定 義 の 外部 参照 を ライ プラ リフ ァイル 、 ア ー カ イプ ブフ ァイル か ら 探 し 、 
外部 参照 を 解決 し ます 。 

@ 外部 参照 の 解決 や エラ ー メ ッ セ ー ジ を 示す リス ト を 作成 し ます 。 


高級 言語 で ある C な どの コン パイ ラ で 作成 し た アセ モン プラ の ソー ス や 、 初 
めか ら ア セン ブラ で 作成 し た ソー ス は 、 い っ た ん 、 ア セン ブル され る と 、 同 
ー ビ 扱 うこ と の で きる オプ ジェ クト に な り ま す 。 

通常 、 開 発 は ゲロ グラ ム を 複数 の モジ ュー ル に 分 割 し て 作成 、 ア モン ブル 、 
その 後に まとめ 上 げ る と いう 手法 も を と り ま す 。 

た と えば 、C 言語 で プロ グラ ム の 大 半 、 特 に アル ゴリ ズム の 中 心 部 分 を 作成 
し 、 細 か な 制御 が 必要 な 1/O に 関連 する 部 分 を アモ ンプ ブラ で 作成 し 、 こ れ 
ら を 組み 合せ る 場合 が あり ます 。 

この よう な オプ ジェ クト ファ イル を まとめ て 1 つの 実行 可能 プロ グラ ム を 作 
成す る こと が リン カ の 働き で す 。 


また だ た 、C 言 語 な ど で は 、 関 数 の 多く が 、 オ ブ ジ ェクト の 形式 で ライ ブラ リ と 
し て サポ ー ト る れ て いる の で 、 そ の だ た め に も リン カ が 必要 で す 。 

リン カ は 、 分 割 き れ て いる 複数 の オプ ジェ クト を まとめ 上 げ ま す 。 

この と き 、 別 の オプ ジェ クト の 一 部 を 利用 する ルー チン を 参照 し た り 、 ラ イ 
ブラ リ 関 数 を 参照 する と き は 、 リ ンカ は 、 ま ず 、 オ プ ブ ジ ェクト を 配置 し て 1 
つ に まとめ 上 ば げ 、 次 に 外部 の 参照 の 関係 正しく し ます 。 
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リン カ は 、 入 力 フ ァイル 、 出 力 フ ァイル お よび マッ プ フ ァ イ ル 、 テ ン ポ ラリ 
ファ イル を 使用 し ます 。 


入力 ファ イル 
種類 省略 時 の 拡張 子 作成 経 緯 
オブ ジェ クト O SA2N イ 用 まだ は 
プア セ ジ デラ 
アー カイ ブ a グー カイ が 
ラオ イジ ジリ ] ジグ ラリ アシ 
出力 ファ イル 
種類 省略 時 の 拡張 子 使用 目的 
実行 ファ イル X 実行 可能 プロ グラ ム 
マッ プ フ ァ イ ル map 参考 資料 


@ マ ッ プ ファ イル 

ノ p スイ ッ チ を 指定 する こと に よっ て マッ プ フ ァ イ ル を 出力 する こと が で き 
ます 。 

マッ プ フ ァ イ ル に は 、 を の 実行 可能 プロ グラ ム の オフ ャ ッ ト 値 、 セ モグ メン ト 
タイ プ 、 シ ン ボ ル 名 が 格納 され ます 。 


@ テ ン ボ ポラ リフ ァイル 

リン カ は 、 実 行 可 能 プ ログ ラム の 作成 に 使用 する デー タ の 保持 に 主 記憶 領域 
を 使い ます 。 

ここ で 処理 する オプ ジェ クト が 大 きく な れ ば な る ほど 、 主 記憶 領域 を 多く 必 
要 と し ます 。 

を そこ で ディ スク に テン ポラ リフ ァイル を 自動 的 に 作成 し ます 。 

この よう に リン カ は 、 テ ン ボ ラリ ファ イル を 作成 する の で 、 リ ンカ の 処理 が 
終了 する まで 、 テ ン ポ ラリ ファ イル が 作成 きれ る ドラ イブ は 常に アク セス 可 
能 な 状態 で な けれ ば な り ま せん 。 
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5.2 リン カ が 使用 する ファ イル 


リン ク が 終了 する と 、 テ ン ポ ラリ ファ イル は 自動 的 に 消去 され ます 。 
通常 の 使用 で は 、 こ の ファ イル は 必ず 作成 きれ る の で 、 テ ン ポ ラリ ファ イル 
が 作成 され る ドラ イブ に は 十分 な 空き 領域 が 存在 し な けれ ば な り ま せん 。 
そこ で テン ポラ リフ ァイル を 作成 する た だ ため の パス (テン ポラ リフ バス ) を 指定 
し で お % で と が て きま ます 。 


例 


LK /t b:\temp sample 
テン ポラ リフ ァイル の ラパス 指定 


ノ プ t ス イッ チ に よっ て テン ポラ リ パ ス を 指定 し な いと き は 、 環 境 変 数 
TEMP を 参照 し ます 。 

TEMP が 設定 され て いて も 、 ノ t ス イッ チ に よる 指定 が し て あれ ば 、 ス イ 
ッ チ の 指定 を 優先 し ます 。 


アー カイ ブフ ァイル (拡張 子 が a の ファ イル ) を 高速 に リン ク し た い 場 合 
は 、 次 の よう に フク ァイル を 族 換 し て くだ きい 。 


例 


LIB sample. 1 sample. a 
[アー カ イ プ ファ イル 名 
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使用 書式 と 起動 方 法 


起動 前 に 確認 する こと 

@ リ ンカ が 使用 する ファ イル が ディ イス ク 上 、 お よび 処理 を 行う パス 上 に あり 5 
ます が ? 

@ バ パス の 中 に ファ イル や リン カ が テン ポラ リフ ァイル を 作成 する の に 十分 な 
空き 領域 が あり ます か 2? 

リン カ の 起動 方 法 と 書式 


コマ ンド ライ ン で 次 の よう な 書式 で 入力 し ます 。 


[KK | イッチ |] オン ジェ テク トシ ァイル 才 ジ | こく オ ジジ ェクト ド ト ラ 
ァイル 名 > か ] 


オォ オブジェ クト ファ イル 名 は 、 複 数 個 指 定 び きま す 。 
オォ オブジェ クト ファ イル 名 の 代わ り に 、 オ ブ ジ ェクト を まとめ だ た アー カイ ブフ 
ァイル 名 や ライ ブラ リフ ァイル 名 も 指定 でき ます 。 


正しく コマ ンド ライ ン が 入力 きれ る と 、 だ た だ ち に リン カ が 起動 し ます 。 

も し 誤っ た スイ ッ チ を 指定 する と 次 の よう な ヘル プ メ ッ セ ー ジ が 表示 きれ ま 
ず 。 

コマ ンド ライ ン を 確認 し 直し て くだ さい 。 


第 5 章 リン カ 


5.3 使用 書式 と 起動 方 法 


] 

X68k Linker v3.99 Copyright 1987,88,89,99,91,92,93 SHARP/Hudson 
使用 法 :1k [スイ ッ チ ] ファ イル f ラ テイ 少 ァ < ] 

/m nn 最大 シン ポル 数 (201<nn<65536) 

/t path テン 牙 ラ リバ パス 指定 

/o fi1le オオ デジ ジェ ダ ド ジ テイ ル 者 

/b address ベー ス ア ドレ ス 指 定 

/i fi1e イン ダイ レク ト フ ァイル の 指定 

/Y バー ボー ズ モ ー ド 

/x シン ボル テー ブル の 出力 禁止 

/p マッ プ フ ァ イ ル の 出力 

/a n X File オプ ショ ン ビ ピッ ト 指 定 (9-7) 

/e nn オプ ジェ クト アラ イン 設定 (2,4,8,16 規 NE 


また 、 指 定 し た オプ ジェ クト ファ イル が みつ か ら な いと き は 


file open error (ファ イル 名 ) 


と 、 表 示 る れ ま す 。 


ディ レク トリ まだ は 、 ラ イプ ラリ ファ イル 、 ア ー カ イプ ファ イル を 確認 し て 
くき い 。 
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リン カ の スイ ッ チ 


リン カ の スイ ッ チ は 、 リ ンク エディ ッ ト 時 の 動作 を 制御 し た り 、 
ィ ッ ト に 必要 な 情報 を 与 を る た め に 使用 し ます 。 


リン カ に は 以下 の よう な スイ ッ チ が あり ます 。 


[ 


スイ ッ チ 機 能 


| ノ 1 


〆 3 
グ m 
〆 @ 
〆 
〆 も 
グ <GW 
メグ 六 


ベー ス ア ドレ ス の 指定 

イン ダイ レク ト フ ァイル の 指定 

シン ボル の 最大 個数 の 指定 

実行 可能 プロ グラ ム の ファ イル 名 の 指定 
マッ プ フ ァ イ ル の 出力 

テン ポラ リフ ァイル の ラパス 指定 

バー ボー ズ モ ー ド 


シン ボル テー ブル の 出力 禁止 


次 ペー ジ 以 降 で 、 各 スイ ッ チ ご と に 説明 し ます 。 
な ぉ 、 書 式 の 説明 に あたっ て は 以下 の 表記 を 使用 し ます 。 


く 
[ 


ジン 


] 


旧 定 が 必要 で ある こと を 示し ます 。 


・ 指定 が 省略 可能 で ある こと を 示し ます 。 


リン クエ デ 


例 


ベー ス ア ドレ ス の 指定 


グ b く ベー ス ア ドレ ス > 

ベー ス ア ドレ ス を 指定 し ます 。 

実行 可能 プロ グラ ム を メモ リ 上 に ロー ディ ング する と き の ベ ー ス アド レス 、 す な 
わ ち ロー ド 開 始 の 基点 と な る アド レス を 指定 し ます 。 


ベー ス ア ドレ ス は 16 進数 で 指定 し ます 。 


ノ b スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


LK / ノ b 60000 object1 object2 object3 


89 


90 


例 


イン ダイ レク ト フ ァイル の 指定 


アマ ベジ ァ イ 少 名 テ 


イン ダイ レク ト フ ァイル を 指定 し ます 。 


リン ク 時 の イン ダイ レク ト フ ァイル を 指定 し ます 。 

イン ダイ レク ト フ ァイル に は 、 リ ング 時 に 使用 する スイ ッ チ と オプ ジェ クト ファ 
イル 名 を 記述 し ます 。 

この 指定 は 、 ス イッ チ や オブ ジェ クト ファ イル の 数 が 多く 、 コ マン ドラ イン 上 で 
長く な る 場合 や 同じ 指定 を 何 回 も 行う よう な 場合 に 効果 的 で す 。 

イン ダイ レク ト フ ァイル が 指定 さき れる と 、 リ ンカ は を の 内 容 を 参照 し て リン ク を 
行い ます 。 

一 度 イ ンダ イレ クト ファ イル を 作成 し て ぢ おけ ば 、 リ ンク の だ た びに スイ ッ チ や オブ 
ジェ クト ファ イル を 指定 する 必要 が な い の で 、 リ ンク の 作業 効率 を 向上 させ る こ 
と が で きま す 。 

な お 、 イ ンダ イレ クト ファ イル の 作成 は エディ イタ (ED. X) に よっ て 行い ます 。 


ノ i ス イッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


7 まき 


LK グ m 4000 /tb:temppath /o ldmdl object1 object2 object3 
object4 object5 


罰する ぐみ や 、 


イン ダイ レク ト フ ァイル indirect を 作成 し 、 こ れ に 、 上 記 の スイ ッ チ と オブ ジ 
ェクト ファ イル 名 を 登録 し て お け ば 、 


LK /i ndirect [ 


と 入力 する だ け で 済み ます 。 


イン ダイ レク ト フ ァイル indirect の 内 容 


〆 グ m 4000 

/t b:temppath 
グ o ldmdl 
object1 

object2 

object3 

object4 

object5 
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9 用 


例 


シン ボル の 最大 個数 の 指定 


グ m< く nn> 


シン ボル の 最大 個数 を 指定 し ます 。 


定義 可能 な シン ボル の 最大 個数 を 指定 し ます 。 
指定 可能 な シン ボル の 個数 は 以下 の 範囲 で す 。 


201 く nn ぐ く 65536 


な お 、 デ フォ ルト は 2000 個 で す 。 


グ m スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


LK / ノ m 4000 objectl object2 


定義 可能 な シン ボル は 4000 個 で す 。 
シン ボル 1 個 あ た り の 記憶 域 の サイ ズ は 、 約 16 バイ ト 必 要 で す 。 


例 


第 5 章 リン カ 


実行 可能 プロ グラ ム の ファ イル 名 の 指定 


/o く ファ イル 名 > 


実行 可能 プロ グラ ム の ファ イル 名 を 指定 し ます 。 


リン ク 時 に 出力 する 実行 可能 プロ グラ ム の ファ イル 名 を 指定 し ます 。 

指定 し た 実行 可能 プロ グラ ム の ファ イル 名 に 拡張 子 が 付い て いれ ば 、 そ の 拡張 子 
と な り 、 拡 張子 が な けれ ば x と な り ま す 。 

この スイ ッ チ の 指定 が な けれ ば 、 実 行 可能 プロ グラ ム の ファ イル は 1 番目 の オブ 
ジェ クト ファ イル 名 の 拡張 子 o を x に 置き 換え た も の と な り ま す 。 


グ o スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


LK /o 1dmdl objectl object2 


実行 可能 プロ グラ ム の ファ イル 名 は ldmdl. x と な り ま す 。 
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マッ プ フ ァ イ ル の 出力 


書 避 | /D< く アテ イル 名 > 


機 能 | マッ プ フ ァ イ ル を 出力 し ます 。 


解 説 | 実行 可能 プロ グラ ム 内 の シン ボル の オフ ャ ッ ト 値 、 セ グ メ ント タイ プ 、 シ ン ボ ル 
名 を ファ イル に 出力 し ます 。 
マッ プ ファイル 名 は 実行 可能 ファ イル の 拡張 子 を map で 置き 換え を だ も の と な り 5 
ます 。 


例 ノ p スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


LK /p sample. o 


と 入力 する と 、sample. map と いう ファ イル 名 の マッ プ フ ァ イ ル が 出力 され ま 
すず 5 
マッ ププ ファイル の 内 容 を 以下 に 示し ます 。 


ADDRESS TYPE SYMBOL NAME 
909991E36 text geto を ーー 

と e トー TEXT モグ メン ト の シン ボル 
99991FD の text read ー ニ シテ 
999924AE data oe11max ーー 

0 トーDATA モグ メン ト の シン ボル 
999924BA data temppath ーー 
99993C5A bss file1 


トー BSS セグ メン ト の シン ボル 


99994A84 bss gtaoktop 


シン ボル 名 
セグ メン ト タ イ プ 
プロ グラ ム の 先頭 か ら の オフ ャ ッ ト 
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例 


第 5 章 リン カ 


テン ポラ リフ ァイル の パス 指定 


アメ ウタ ズ スズ 名 


テン ポラ リフ ァイル が 作ら れる パス を 指定 し ます 。 


リン ク 時 に 作成 きれ る テン ポラ リフ ァイル が 作ら れる パス を 指定 し ます 。 

な お テン ポラ リフ ァイル は リン カ の 処理 終了 後に 自動 的 に 消去 きれ ます 。 

本 スイ ッ チ は 、 環 境 変数 temp に 設定 され た ディ レク トリ や カレ ント デイ ィ イレ クト 
リ に テン ポラ リフ ァイル が 作成 で き な い 場合 (ファ イル 領域 不足 に よっ て ) 指定 
する こと で きま す 。 


ノ t スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


LK /t b:temppath sample 


テ ジ ボ ラリ ファ アイル は ドラ イブ b:、 パ ス 名 temppath て アク セス さき 竹 ます 。 
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例 


バー ボー ズ モ ー ド を 指定 し ます 。 


バー ボー ズ モ ー ド で は 、 リ ンク に 関す る 情報 が 順次 画面 に 表示 る され ま す 。 


ブ ャ スイ ッ チ の 使用 法 と 、 表 示 き れる 内 容 を 以下 に 示し ます 。 


A>LK /V test 
X68k Linker v3.99 Copyright 1987,88,89,99,91,.92,.93 SHARP/Hudson 


test.o 
text 90999 の 999-999096B3(999996B3 ) 
data 999996B4-999996C2( の 999909 の E ) 
bss 999996C2-99992C8A( の 999925C8 ) 
オォ オブジェ クト ファ イル 名 機械 語 サ イズ 


民 


例 


第 5 章 リン カ 


シン ボル テー ブル の 出力 禁止 


ブ x 


実行 可能 ファ イル に シン ボル テー ブル 及び ソー スコ ュー ド デ バ ッ グ の た め の 拡 張 シ 
ン ボ ル 情 報 を 出力 し ませ ん 。 


この スイ ッ チ を 指定 する と 、 オ ブ プ ジ ェ クト ファ イル 内 の シン ボル テー ブル 及び 拡 
張 シ ン ボ ル 情 報 を 実行 可能 ファ イル に 出力 し ませ ん 。 

その た め 作 成 し た 実行 可能 ファ イル の サイ ズ は 小さ きく な り ま す が 、 シ ン ボ ル を 利 
用 し だ デバッグ が て き な が で 《 で な る の で 、 十 分 に デバ ッ グ し だ デ ロ グ ラム 。 浅 対し で の 
み 、 こ の スイ ッ チ を 指定 し て くだ きい 。 

この スイ ッ チ を 指定 し な い 場 合 は 、 シ ン ボ ル テ ー ブ ル 及 び 拡 張 シ ン ボ ル 情 報 が 出 
力 き され 、 シ ン ボ リッ ク デ バッ グ な ら び に ソー スコ ユ コード デバ ッ グ が 可能 と な り ま 
5 


グ x スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


LK /x sample 
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LK エ ラー メッ セー ジ 一 覧 


ラー メッ セー ジ 意 味 
| meagi option く 指定 オプ ショ ン > オォ オプション スイ オッ チ が 寂 正 で す 。 

Abort : file open error く ファ イル ネー ム > | ファ イル が オー プン で きま せん 。 

Abort : destination file open error オブ ジェ クト ファ イル が オー プン で きま せん 。 

< ファ イル ネー ムン > 

Abort : No enough space イン ダイ レク ト フ ァイル 解析 中 に メモ リ が 足り な 
の まり 55 

Abort : Internal file open error テン ポラ リフ ァイル が オー プン で きま せん 。 

Abort : Indirect mode error イン グイ レク ト フ ァイル 指定 が 複数 回 指定 され て 
いま す 。 

Abort : Indirect file not found イン グイ レク ト フ ァイル が 見 つか り ま せん 。 

Abort : diskfull ディ スク の 空き 領域 が あり ませ ん 。 

Abort : System error ォ オブ ジェ クト ファ イル を 解析 中 に 不正 な オブ ジェ 
クト コー ド を 発見 し まし た 。 

Abort : Illegal file error ォ プ ジェ クト ファ イル が 不正 で す 。 

Abort : mapfile error マッ プ フ ァ イ ル が 作成 で きま せん 。 

Abort : file read error ファ イル が 読み 込め ゆま せん 。 

Abort : file write error ディ スク に 書き 込め ませ ん 。 

Abort : not enough memory メモ リ が 足り ませ ん 。 

Abort : Temporary file open error デジ ンジ ボラ リフ ァイル が オー プン で きま せん 。 


上 記 の エラ ー が 発生 し た 場合 は 処理 を 中 断 し ます 。 
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5.5 LK エ ラー メッ セー ジ 一 覧 


エラ ー メ ッ セ ー ジ 


く < シン ボル ネー ム >Duplicate definition 
in ベベ フ ァイル ネー ムン > 

Relative addresing overflow in 

< く フ ァイル ネー ム >to く シン ボル ネー ムッ > 
Over flow errorin ファ イル ネー ム > 
Division by zero in く フ ァイル ネー ム > 
Illegal Relocation error 

く < シンボル ネー ム > 

Illegal exprssion in く フ ァイル ネー ム > 


Illegal control command 


Undefined symbol(S) 


Relative address in odd address 


ーーーーーー 


意 味 


外部 定義 シン ボル が 重複 し て いま す 。 


相対 アド レス の 相対 値 が 最大 値 を 超え まし た 。 


外部 参照 を 含む 式 中 で オー バー フロ ー し まし た 。 
外部 参照 や 含む 式 中 で 0 除算 し まし た 。 
リロ ケー ショ ン 情 報 が 不正 で す 。 


外部 参照 や 含む 式 が 不正 で す 。 

オプ ジェ クト コー ド 中 の コン トロ ー ル コマ ンド の 
部 分 が 不正 で す 。 

外部 参照 シン ボル が 定義 きれ て いま せん 。 

リロ ケー ショ ン す べき アド レス が 奇数 アド レス に 
伏 ひ まし だ 。 
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第 6 章 


es 


デバ ッ ガ 


使用 書式 と 起動 方 法 
デバ ッ ガ の スイ ッ チ 
コマ ンド の 書式 
デバ ッ ガ の コマ ンド 
D 昌 エラー メッ セー 区 一 臣 


デバ ッ ガ XDebugger は 、MPU68030/68000 用 シン ボリ ッ ク デ バッ ガ で あり 、 
ソー スプ ログ ラム の イメ ー ジ で デバ ッ グ 、 具 体 的 に は ソー スプ ログ ラム の 変 
数 名 や アド レス な ど を 指定 し て デバ ッ グ を 行う こと が で きま す 。 
XDebugger の な も な 機能 は 、 次 の 通り で す 。 


@ ] 行 ア モン ブル 、 逆 アモ ン ブ ル 機 能 
@ ブ レー クボ イン ト 操 作 

@ メ モリ 操作 

@ レジ スタ 操作 

@ ト レー ス 機 能 

@ コマ ンド 操作 

@ シス テム 変数 操作 

@ 計算機 能 

@ フ ァイル アク セス 

@ メ モリ チェ ッ ク ポ イン ト 操 作 
@ DOS コマ ンド 実行 


第 6 章 デバ ッ ガ 


使用 書式 と 起動 方 法 


起動 前 に 確認 する こと 

@ デ バッ ガ が 使用 する ファ イル が ディ スク 上 、 お よび 処理 を 行う パス 上 に あ 
り ま すか ? 

@ パス の 中 に ファ イル や DB が テン ポラ リフ ァイル を 作成 する の に 十分 な 空 
き 領域 が あり ます か 2? 

デバ ッ ガ の 起動 方 法 と 書式 


コマ ンド ライ ン で 次 の よう な 書式 で 入力 し ます 。 


DB [< スイ ッ チ >] [< く フ ァイル 名 >] [< く ュ コマ ンド ライ ン >] 較 
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デバ ッ ガ の スイ ッ チ 


デバ ッ ガ の スイ ッ チ に は 、 次 の も の が あり ます 。 


ノ r デバ ッ ガ の 入出 力 を CON か ら AUX に 切り 換え て か ら デ バッ ガ を 実 
科 ん ます 。 


コン ソ ツール と の 入出 力 を 行う プロ グラ ム を デバ ッ グ する 場合 、 デ バッ ガ の 表 
示 と デバ ッ グ 中 の プロ グラ ム の 表示 が 重なっ て し まい 非常 に 見 に くく な る こ 
20 

。 特に グラ フォ ッ ダ や スプ ライ ト を 使用 する プロ グラ ム で 。 テ キス ト 
290 その と き デ バッ ガ の 表 
示 は まっ だ く コ ン ソ ツー ル に 現れ ませ ん 。 
この よう に 、 デ バッ ガ の 入出 力 装 置 が コン ツー ル で は 都合 が 悪い と き 、 補 助 
入出 力 (AUX) を コン ツー ル (CON) の 代わ り と する こと が で きま す 。 
この スイ ッ チ を 利用 する 場合 、RS-232C イ ンタ ー フ ェ ー ス を 通じ て 他 の 端 
示 に 接続 する 必要 が あり ます 。 
また 、X68000 と それ に 接続 する 端末 の 間 で 転送 速度 や 通信 手順 を 同じ に し 
な けれ ば な り ま せん 。 
X68000 と 端末 の 間 で 正常 に 通信 が 行え る 状態 で 、X68000 の ュ ン ソ ツール よ 
り プ r ス イッ チ を 付け て デバ ッ ガ を 実行 する と 、 端 末 に デバ ッ ガ の プロ ンプ 
ト が 表示 きれ 、 コ ユマ ンド が 入力 可能 に な り ま す 。 
以後 、 デ バッ ガ か ら の 出力 データ は すべ て 端末 に 対し て 出力 され 、 ま た だ 、 端 
未 か ら 6 入力 し た コマ ンド し か デバ ッ ガ は 受け 付け ませ ん 。 
デバ ッ ガ を 終了 する か 、 デ バッ ガ 上 で V コマ ンド を 実行 する と 、 入 出力 装 
中 が コン ソ ツール に 戻り ます 。 


ノ c く メモ リサ イズ > OS コマ ンド 実行 時 の た め の 空 き メ モリ の サイ ズ を 
旧 定 す る 


デバ ッ ガ の ! コ マン ド に より OS の コマ ンド を 実行 する た め に 使用 する メモ 
リサ イズ を キロ バイ ト 単 位 で 指定 し ます 。 

省略 する と c128 が 指定 きれ た こと に な り 、128 キロ バイ ト が 確保 きれ ま 
938 


デバ ッ ガ の コマ ンド の 書式 は 次 の 通り で す 。 


ズ コ ユマ ンド 名 で パラ メー メシ 
< く コ マン ド 名 > は 、 次 ペー ジ に 記載 きれ て いる 1 文字 、 ま た だ は 2 文字 の アル 
ファ ベッ ト に よる コマ ンド 名 で す 。 
く パ ラメ ー タ > は 、 コ マン ド が 使用 する 値 、 ア ドレ ス を 表す 数 値 、 シ ン ボ 
2 ルル 江 が で ず 。 
< コマ ンド 名 > や < く パ ラメ ー タ > に 使用 で きる シン ボル の 一 覧 を 次 に 示し ま 
すず す 。 


十 加算 
三 減算 
*※ 乗算 

2 除算 

Ko 論理 積 

| 論理 和 

! 論理 否定 

- 排他 的 論理 和 
% 穫 余 


数 
16 進 数 値 を を その まま 入力 し ます 。 
10 進 数 値 の 先頭 に 辛 を 指定 し ます 。 
2 進 数 値 の 先頭 に を 指定 し ます 。 


ジン ボル (シス テム 変数 、 レ ジス タ な ど ) 
シン ボル の 先頭 に . を 指定 し ます 。 


サイ ズ 
aw 。。 4 
W ケー ド 
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デバ ッ ガ の ユマ ンド に は 湊 の も の が あり ます 。 


コマ ンド 


機 能 


A [<address> ] 
AN [<address> ] 
B 


紀 | く Bbp>] < く address> [< 
count> ] 


BC く bp> 

BD く bp> 

BE<bp> 

BR 

C じ ぐ string> 

D [<size>] [<range> ] 


FR | < 々 size> | Tamge テ そく 
data> 


@ | ミ SadtdEeSS 当 | [で 
address> ] 


H 

HC 

HI 

L [<range> ] 


ME [<size>] [<address> ] 
[ <data> ] 


MEN [ <size> ] [< く address > ] 
MM < ぐ range> <address> 


MS [<size>] <range> < ぐ 
data> 


N 


N ISSize テ |] [| ぐ sp テ >] [ ミ 
aidGEeSS あ 川 | ed 表 | | る で 
data>] 


NC [<cp>] 


アセ ャ ン ブ ル 

ア ャ ング ブル (ニー モッ ク 表 示 な し ) 
ブレ ー ク ポイ ント の 表示 

プレ ー ク ポイ ント の 設定 


ブレ ー ク ポイ ント の 削除 
ブレ ー ク ポイ ント の 無効 化 
ブレ ー ク ポイ ント の 有効 化 
ブレ ー ク カウ ント の 初期 化 
コマ ンド ライ ン の 設定 
メモ リ 内 容 の ダン プ 
フィ ル メ モリ 


ディ バッ グ 中 の プロ グラ ム の 実行 


ォ オン ライ ン ヘ ルプ メッ セー ジ 
トレ ー ス 履歴 の 消去 

トレ ー ス 履歴 の 表示 

アセ ンプ ブリ リス ト 表 示 

メモ リ 内容 の 編集 


メモ リ 内 容 の 編集 (表示 な し ) 
メモ リ 内容 の 移動 
メモ リ 内 容 の 検索 


メモ リ チ ェ ッ ク ポ イン ト の 表示 
メモ リ チ ェ ッ ク ポ イン ト の 設定 


メモ リ チ ェ ッ ク ポ イン ト の 消去 


に し っ コ 機 能 
ND [<cp>] メモ リ チ ェ ッ ク ポ イン ト の 無効 
NE [<cp>] メモ リ チ ェ ッ ク ポ イン ト の 有効 
O 画面 表示 幅 の 変更 
P シス テム ステ ー タ ス の 表示 
BS シン ボル テー ブル の 表示 
PS<symbol> シン ボル の 検索 表示 
Q デバ ッ ガ の 終了 


R< く filename> [, く addrerss> ] 


R@< ぐ address>< く drive> ぐ 
record> く count テ 


S [<count>] 


宮上 三 で 8didiieiS8 光 | 
count> ] 
層 [ 言 々 address テ 1] [で 


count> | 
V 
W < く filename>, く range> 


W@< く address> く drive> く 
record> く count テ 


叉 

X ぐ reg> 

Y グ N 

の 

ノ ぐ num > ぐ exp ン 
りく exDp 

7 て exp 

\ 

>filename 
>>filename 
> @filename 
ぐ filename 


! [<os command>] 


ファ イル の 読み 込み 
ディ スク の 物理 リー ド 


コテ ラー 


ステ デジ ダグ 実生 
トレ ー ス 実行 


表示 な し トレ ー ス 


ュ ン ソー ル の 切り 奉 ぇ 
ファ イル の 書き 込み 
ディ スク の 物理 ライ ト 


レジ スタ 内 容 の 表示 

レジ スタ 内 容 の 変更 

ポー ズ 

シス テム 変数 の 表示 

シス テム 変数 の 設定 

16 進 表示 

10 進 表 示 

コマ ンド ライ ン の 繰り 返し 
出力 リダイレクト 

出 カ リダイレクト (アペンド ) 
入力 コマ ンド を ファ イル に 保存 
入力 リダイレクト 

OS コマ ンド の 実行 


6.4 デバ ッ ガ の コマ ンド 
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-ASSembleーーーーーーーー 
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書 式 | A [< く < ア ドレ スッ >] 
AN [< く ア ドレ スッ >] 
機 能 | MPU68030 プ 68000 ニ ー モ ニッ ク の 1 行 ア モン プル 
解 説 | MPU68030 プ 68000 の ニー モニ ッ ク を アモ ン ブ ル し て メモ リ に 設定 し ます 。 
く ア ドレ ス > は アセ ンプ ブル 開始 アド レス を 指定 し ます 。 
-PC の よう に レジ スタ 名 を 指定 する と を その レジ スタ の 内 容 が 採用 きれ ます 。 
な お 、 他 の コマ ンド で も 、 レ ジス タ 名 に よる アド レス の 指定 は 可能 で す 。 
まだ た 、 シ ン ボ ル 名 で アド レス を 指定 する 場合 、 ピ リオ ド ( . ) の 後に シン ボル 名 
を 指定 し て て だき るい 。 
デバ ッ ガ の コマ ンド 待ち に 戻る と き は ピリ オド ( . ) を 入力 し て リタ ー ン キー 較 
を 押し て くだ さい 。 
AN コマ ンド の 機能 は 上 記 A コマ ンド と 同様 で す が 、A コマ ンド で は 、 を の と 
き メ モリ に 格納 され て いる コー ド の ニー モニ ッ ク が 表示 され る の に 対し 、AN ュ 
マン ド で は それ が 表示 きれ ませ ん 。 
また 、 リ ター ン キ ー 団 の み で デバ ッ ガ の ユマ ンド 待ち に 戻り ます 。 
例 
-A 
-A 654A0 団 
-A. PC 隊 


な お DOS コー ル ニ ー モ ニッ ク と FE ファ ンク ジョ ン ヨ ー ル の テー モニ テッ ク と し 


て 以下 の も の が 用 意 き る きれ て お り 、 
詳細 は 別冊 の 「 プ ログ ラマ ー ズ マニ ュ ア ル 」、「 拡 張 で 
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@ DOS コー ル ニ ー モ ニッ ク 


ャ ーー 


通常 の ニー モニ ッ ク と 同様 に 表記 が で きま す 。 


アル 」 を 参照 し て くだ 


_EXIT 
_COMOUT 
_GETC 
_KFLUSH 
_DRVCTRL 
_COUTSNS 
_FGETC 
_ALLCLOSE 
_CONCTRL 
_GETTIM2 
_SETDATE 
_DUP0 
_BREAKCK 
_NAMECK 
_CREAT 
_ WRITE 
_IOCTRL 
_MALLOC 
_EXIT2 
_SETPDB 
_VERIFYG 
_MALLOC2 
_ASSIGN 
_EXITVC 
_DISKWRT 
_OPEN PR 
SLEEP PR 


_GETCHAR 
_PRNOUT 
_PRINT 
_FFLUSH 
_CONSNS 
FATCHK 
_FGETS 
_SUPER 
_KEYCTRL 
_SETTIM2 
_GETTIME 
_VERNUM 
_DRVXCHG 
_MKDIR 
_OPEN 
_DELETE 
_DUP 
_MFREE 
_WAIT 
_GETPDB 
_COMMON 
_MAKETMP 
_S MALLOC 
_CTRLVC 
_INDOSFLG 
_KILL PR 
SEND PR 


_PUTCHAR  。 COMINP 
_INPOUT _INKEY 
_GETS _KEYSNS 
_CHGDRV CHDRV 
_PRNSNS _CINSNS 
_CURDRV _GETSS 
_FPUTC _FPUTS 
FNCKEY _KNJCTRL 
_INTVCS _PSPSET 
_NAMESTS GETDATE 
_SETTIME VERIFY 
_KEEPPR _GETDPB 
_INTVCG _DSKFRE 
_RMDIR _CHDIR 
_CLOSE _READ 
_SEEK CHMOD 
_DUP2 _CURDIR 
_SETBLOCK EXEC 
_FILES _NFILES 
_SETENV _GETENV 
_RENAME FILEDATE 
_NEWFILE LOCK 
_S MFREE S PROCESS 
_ERRJVC _DISKRED 
SUPER JSR BUS ERR 
_GET PR _SUSPEND PR 
TIMEPR CHANGE PR 
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ii il 
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@ FE ファ ンク ショ ンコ ー ル の ニー モニ ッ ク 


_ LMUL _ LDIV 

_ UDIV __ UMOD 

_ RANDOMIZE SRAND 

LT _ STOH 

_ OTOS _ STOB 

_ LTOD _ DTOL 

_ FTOD _ DTOF 

_ STOD _ DTOS 

、 CM _ DTST 

_ DADD _ DSUB 

_ DMOD _ DABS 

_ DFLOOR DFRAC 

_ COS _ TAN 
_EXP _ SQR 

_ POWER _RND 

_ DADDONE 。 DSUBONE 

_ IEEDCNV FVAL 

_ FTOS _ FECVT 

+ 民 WSF _ FCMP 

_ FSUB _ FMUL 

_ FABS _ FCEIL 

_ FFRAC _ FSGN 

_ FTAN _ FATAN 

_ FSQR _FPI 

_ FRND _ FFREXP 

_ FSUBONE FDIVTWO 

_ CLMUL CLDIV 

_。 CUDIV _ CUMOD 

CISO _ CFToL 

_ CDCMP CDADD 

_ CDDIV _ CDMOD 

_ CFSUB _ CFMUL 

_ DPGF YRT 

_ CDDEC _ CFDEC 


_ LMOD 
_ IMUL 
_ RAND 
_ HTOS 
_ BTOS 
_ LTOF 


VAL 


_ ECVT 


_ DCMP 

_ DMUL 

_ DCEIL 

_ DSGN 

_ ATAN 
_ PI 

_ DFREXP 
_ DDIVTWO 
_ FUSING 
_ FFCVT 
_ FNEG 

_ FDIV 

_ FFIX 

_ FSIN 

_ FLOG 

_ FNPI 

_ FLDEXP 
_ FIEECNV 
_ CLMOD 
_ CLTOD 
_ CFTOD 
_ CDSUB 
_ CFCMP 
_ CFDIV 

_ CDINC 

_ FEVARG 


_ UMUL 
。 IDIV 

_ STOL 

_ STOO 
_ IUSING 
_ FTOL 

_ USING 
_ FCVT 
_ DNEG 
_ DDIV 

_ DFIX 


_SIN 


。 NPI 

_ DLDEXP 
_ DIEECNV 
」 SOE 

_ FGCVT 

_ FADD 

_ FMOD 

_ FEFLOOR 
_ FCOS 

_ FEXP 

_ FPOWER 
_ FADDONE 
_ IEEFCNV 
_ CUMUL 
)_CDTOL 

_ CDTOF 

_ CDMUL 
_ CFADD 

_ CFMOD 

_。 CFINC 

_ FEVECS 
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-Display Breakpoint キ ーー 


書 式 | B 

機 能 | ブレ ー ク ポイ ント の 表示 

解 説 | B (Set Breakpoint) コマ ンド で 作成 し た 全 グ レー ク ポ イン ト の 現在 の 情報 を 表 
示 し ま 3 


この と き 表 示 る れる 情報 は 以下 の 通り で す 。 


① ブ レー ク ポ イン ト 番 号 

② 有 効 / 無 効 の 別 

プレ ー ク ポイ ント の アド レス 
④ プ ブレ ー ク ポイ ント の 通過 回 数 
⑤ 回 数 の 設定 値 


ブレ ー ク ポイ ント が 設定 きれ て いな いと "no break pointer” と 表示 され ます 。 


例 B コマ ンド の 使用 例 を 以下 に が し ます 。 
-B 団 
no break pointer 
ー 画 


-B 654A9 5 団 
ー 回 

9 e 999654A9(90009:09005 ) 
ー 画 
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書 式 | B[< プ レー ク ポ イン ト 番 号 >] [< アド レス >] [< く 回 数 >] 
機 能 | ブレ ー ク ポイ ント の 設定 
解 説 | B (Set Breakpoint) コマ ンド は 、 入 力 き され だ アド レス に ブレ ー ク ポイ ント を 設 
定 し ます 。 
プロ グラ ム 実 行 時 に プレ ー ク ポイ ント に 達する と 、 プ ログ ラム は 停止 し 、 レ ジス 
タ と フラ グ の 現在 値 が すべ て 表示 る れ ま す 。 
この プレ ー ク ポイ ント は 、G コマ ンド で 作成 する プレ ー ク ポイ ント と 違っ て 、 
Clear Breakpoint コマ ンド を 使用 し な いか ぎり 、 削 除き れ ま せん 。 
く プ レーク ポイ ント 番号 > に は 設定 する ブレ ー ク ポイ ント の 番号 を 指定 し ます 。 
ブ プレー クボ ポイ ント は 10 個 ま で 設定 で き 、 ブ レー ク ポ イン ト 番 号 は 0 一 9 で す 。 
'B' と たと プ レー ク ポ イン ト 番 号 の 間 に 空 白 を 入れ て は いけ ませ ん 。 
省略 する と 、 現 在 使用 きれ て いな い ブ レー クボ ポイ ント 番号 の 中 で 最も 小さ きい 値 の 
番号 を 割り 当て ます 。 
< く ア ドレ ス > は 、 有 効 な 命令 の アド レス (すなわち 命令 コー ド の 最初 の バイ ト ) で 
9.。 
奇数 アド レス は 指定 で きま せん 。 
く 回 数 > は 、 そ の プ ブレー ク ポ イン ト を 設定 し た アド レス を 何 回 通過 (実行 ) きれ 
た ら 停 止 す る か 、 そ の 回 数 を 指定 し ます 。 
省略 する と 1 と な り ま す 。 
例 B コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 
-B 団 プ ブレー ク ポ イン ト 作 成 
no break pointer プレ ー ク ポイ ント な し 
- 画 
+ 
-B 654A9 5 団 一 プレ ー ク ポイ ント 作成 
- 画 


回 数 の 設定 


プレ ー ク ポイ ント の アド レス 


2 


-B 団 


の e 999654A0(9099:9995 ) 


プレ ー ク ポイ ント の 表示 


プレ ー ク ポイ ント あり 5 
回 数 の 設定 値 

通過 回 数 

プ ブレー ク ポ イン ト の アド レス 
有効 
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-Clear Breakpoint 一 ーー- 
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書 式 
機 能 
解 説 


BC< ブ レー ク ポ イン ト 番 号 > [< ブレ ー ク ポイ ント 番号 >< ブ レー ク ポ イン ト 


ブレ ー ク ポイ ント の 削除 


BC コマ ンド は 、 ブ レー ク ポ イン ト を 削除 し ます 。 

< プ ブレーク ポイ ント 番号 > に は 削除 する ブレ ー ク ポイ ント 番号 を 指定 し ます 。 
ブレ ー ク ポイ ント 番号 は 、 複数 個 指 定 す る こと が で きま す 。 

また 、 ア スタ リス ク (*) を 指定 する と 、 全 プレ ー ク ポイ ント が 削除 る れ ま す 。 


例 BC コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 
-B 団 プレ ー ク ポイ ント の 表示 


の e 900654A9(9990:0905) 
1 d 99966999(999A:00097 ) 
2 e 909979999(9999j09991) 


- 画 
エ 
9 プレ ー ク ポイ ント 1 を 削除 
- 画 
+ 
居 プレ ー ク ポイ ント の 表示 


の e 0999654A9(99099:09005) 
2 e 99979999(9909:09091) 
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r-Disable Breakpoint_--- 


書 式 | BD く < ブレー ク ポ イン ト 番 号 > [< く ブ レー ク ポ イン ト 番 号 > ヶ < ブレ ー ク ポイ ント 


機能 | プレ ー ク ポイ ント の 一 時 的 な 無効 化 


解 説 | BD コマ ンド は 、 プ レー クボ ポイ ント を 一 時 的 に 無効 し し ます 。 こ の と き 、 ブ レー 
クボ ポイ ント は 削除 る きれ る わけ で は な い の で 、pEnable Breakpoint コマ ンド に より 5 
いつ で も 有効 に で どき ます 。 

く ブ レー ク ポ イン ト 番 号 > に は 無効 と する ブレ ー ク ポイ ント 番号 を 指定 し ます 。 
プレ ー ク ポイ ント 番号 は 、 複 数 個 指定 する こと が で きま す 。 
また 、 ア スタ リス ク (*) を 指定 する と 、 全 プレー ク ポ イン ト が 無効 と な り ま 


5 
例 BD コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 
-B 団 ブレーク ポイ ント の 表示 


の e 999654A0(9090:9905 ) 
1 e 999669906(999Ai9997 ) 
2 e 99979999(9999:9091 ) 


ー 男 
+ 
-BD* 団 プ ブレー ク ポ イン ト を すべ て 無効 と する 
ー 画 
+ 
_g 団 プレ ー ク ポイ ント の 表示 


9 d 90909654A9(99090:09905 ) 
1 d 99966999(999A:9997 ) 
2 d 909979999(9999:09991 ) 
ー 玉 


-Enable Breakpointー- 


書 式 | BE< ブ レー クボ イン ト 番 号 > [< く ブ レーク ポイ ント 番号 >< ブ レー ク ポ イン ト 


機 能 | ブレ ー ク ポイ ント の 有効 化 


解 説 | BE コマ ンド は 、BD コマ ンド に より 一 時 的 に 無効 し な っ だ た ブレー クボ イン ト を 
有効 に し ます 。 
< ブレ ー ク ポイ ント 番号 > に は 有効 と する ブレ ー ク ポイ ント 番号 を 指定 し ます 。 
ブレ ー ク ポイ ント 番号 は 、 複 数 個 指 定 す る こと が で きま す 。 
また 、 ア スタ リス ク (*) を 指定 る す と 、 全 プレ ー ク ポイ ント が 有効 と な り ま 


3 
例 BE コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 
-B 団 プレ ー ク ポイ ント の 表示 


9 e 9909654A9(9999:09005 ) 
1 e 99966999(999Ai:9007 ) 
2 d 99979999(9990:9001 ) 


- 画 
+ 
-BE2 プレ ー ク ポイ ント 2 の 有効 化 
ー 画 
+ 
-B 団 プレ ー ク ポイ ント の 表示 


9 e 999654A09(9999:09005 ) 
1 e 909966999(999Ai:90907 ) 
2 e 99979999(9999:9991) 
ー 画 
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-Break count Reset-- 


書 式 | BR 


機 能 | 全 プ レー クボ ポイ ント の 通過 回 数 クリ ア 


解 説 | BR コマ ンド を 実行 する と 、 そ れ ま で に 通過 し だ た 全 プ レー クボ イント の 通過 回 数 


や を グリ ア し ます 。 
例 BR コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 
-B [ 剛 プレー ク ポ イン ト の 表示 


の e 990654A0(9999:0005 ) 
1 e 99966999(999A: 9007 ) 
2 e 99979999(9999:09991) 


ー 還 
+ 
- BR プレ ー ク ポイ ント の 通過 回 数 クリ ア 
ー 画 
上 
-B 団 プレ ー ク ポイ ント の 表示 


の e 9909654A9(9999:0005 ) 
1 e 99966999( の 99909:09007 ) 
2 e 909979999(9999j90991 ) 
ー 右 
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-Command line se 一 


書 式 | C [< 文字 列 >] 


機 能 | デバ ッ ク 中 の プロ グラ ム の コマ ンド ライ ン に ズ べく 文字 列 シ セット し ます 。 
解 説 | デバ ッ グ 対象 し な る プロ グラ ム に 与え を る パラ メー タ に べく 文字 列 > を セッ ト し ま 
例 C コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


-C ABCDEF 
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-DumDp memoryーーーー- 


書 惑 | D [< ベ ザ ナイズ テリ | ベ シン ジテ | 


機 能 | メモ リ 内 容 の ダン プ 


解 説 | メモ リ 内 容 を 16 進 と 、ASCII コー ド で ダン プ し ます 。 
く サ イズ > は 16 進 の ダン プ 単 位 を 指定 し ます (S ニ バイ ト 、W= ニ ワー ド 、L し = テロ ン 
グマ リード)。 
指定 し な い 場 合 に は 、W (ワー ド ) と な り ま す 。 
く レ ンジ > は ダン プ の 開始 アド レス と 終了 アド レス を 指定 し ます 。 
また 、 開 始 ア ドレ ス と 工 長 きる と いう 指定 も で きま す 。 
例 DS.50000 L 100 


例 D コマ ンド の 使用 例 と ダン プ の フォ ー マ ッ ト を 以下 に 示し ます 。 
(アド レス $50000 一 $500FF を バイ ト 単 位 で ダン プ ) 


-DS 59099 5 の FF 団 

909509909 C3 FC 99 1A D2 BC 99 94 37 A4 22 41 12 29 99 9@D 
の 9005991 の 48 81 B の 41 67 9 99 8E 52 6E FF F4 39 6E FF FE 
99959929 22 7C 9 94 C4 72 19 39 98 99 48 86 3D 49 FE F6 
90059939 70 91 22 7C 99 9@4 C4 72 34 6E EEF FE D3 CA 12 11 
90959949 48 81 C3 FC 99 1A D2 BC 99 94 37 A4 22 41 32 29 


9 の 6959950 99 96 E3 A9 32 2E FF F6 C3 FC 6@9 1A D2 BC 99 64 ここ に は 
990059969 37 A4 22 41 23 4 99 92 7 91 22 7C 99 94 C4 72 アス キー 
09950979 34 6E FF FE D3 CA 12 11 48 81 C3 FC 99 1A D2 BC 文字 が 表 
90950989 99 94 37 A4 22 41 32 29 99 98 E3 6 32 2E FEF FE6 

99959099 C3 FC 99 1A D2 BC 99 94 37 A4 22 41 33 4 69 68 示さ れ ま 
909599A9 6 99 99 CA 39 6E FF FE 22 7C 99 94 C4 72 19 39 す 。 


090569B の 98 9 48 89 C1 FC 99 1A 29 4 22 7C 99 94 37 A4 
909599C の 9 3E BO 98 9A 4E B9 99 93 39 46 29 40 30 28 99 9@A 
9 の 90569D の 3 6E FF FE 22 7C 99 94 C4 72 19 3 の 98 99 48 89 
909596E の 9 C1 FC 99 1A 29 4 22 7C 099 94 37 A4 3E B9 98 9A 
の 00509F の 4E B9 9 93 39 46 22 49 53 69 9 9A 79 91 22 7C 


(アド レス $60000 一 8600FF を ワー ド 単 位 で ダン グ ) 


-DW 69999 699 の FF 団 

99969999  C3FC 991A D2BC 9994 37A4 2241 1229 999D 
99969919 4881 BOO41 6799 の 98E 526E FFF4 396E FFFE 
90969929 227C 9994 C472 1939 9869 4889 3D409 FFF6 
99960939 7991 227C 9994 C472 346E FFFE D3CA 1211 
の 9096994 の 4881 C3FC 991A D2BC 9994 37A4 2241 3229 


0096995 の 9996 E3AO 322E FFF6 C3FC 991A D2BC 9964 ここ に は 
99960969 37A4 2241 2349 9902 7001 227C 9994 C472 アス キー 
9996097 の 9 346E FFFE D3CA 1211 4881 C3FC 991A D2BC 文字 が 表 
99060089 9994 37A4 2241 3229 9908 E369 322E FFF6 

の 9996999 の 9  C3FC 991A D2BC 9994 37A4 2241 3349 968 示さ る れ ま 
090699A の 9 6999 90CA 306E FFFE 227C 9994 C472 1939 ボ 。 


999699BO 9890 4889 C1FC 991A 2949 227C 9094 37A4 
009699C の 9 3EBO 989A 4EB9 9993 3946 2949 3928 9009A 
999699DO 396E FFFE 227C 9994 C472 1939 9899 48809 
9009699E の 9  C1FC 991A 2049 227C 0904 37A4 3EB9 989A 
909699F の 9 4EB9 9993 3946 2240 5369 999A 7691 227C 
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ike bt 本 


(アド レス $60000 一 $600FF を ロン グ ワ ー ド 単位 で ダン プ ) 


-DL 60999 6 の FF 団 

99969999  C3FC991A D2BC9994 37A42241 1229999D 
099969919 4881B941 6799998E 526EFFF4 306EFFEE 
9 の 9969929 227C9994 C4721939 98994889 3D49 の FFF6 
の 990969939 7991227C 9994C472 346EFFFE D3CA1211 
99969949 4881C3FC 991AD2BC 999437A4 22413229 


9 の 9969959 9996E3A9 322EFFF6 C3FC991A D2BC9904 ここ に は 
9 の 9969969 37A42241 23499992 7991227C 9994C472 アス キー 
9 の 9960979 346EFFFE D3CA1211 4881C3FC 991AD2BC 文字 が 表 
9 の 9969989 999437A4 22413229 9998E360 322EFFF6 
9 の 0969999 C3FC991A D2BC9994 37A42241 33499998 示さ る れ ま 
099609A9 699909CA 396EFFFE 227C9994 C4721939 す 。 


999699B9 98994889 C1FC991A 2949227C 999437A4 
9 の 99699CO 3EB9989A 4EB99993 39462949 3928990A 
9 の 99699D9 396EFFFE 227C9994 C4721939 98994880 
099699E9  C1FC991A 2949227C 999437A4 3EB9989A 
999699FO 4EB99993 39462249 5369999A 7991227C 


な お 、 こ レン ジ > を 省略 し た 場合 に は 、 前 回 の D コ マン ド て で 表示 る れ た 最後 の 
デー タ の 次 の アド レス の デー タ か ら 128 バイ ト 分 表示 る れ ま す 。 

た と えば 上 記 の D コマ ンド 実行 後に ここ レン ジ > の 指定 な し で D コマ ンド を 起動 
する と 、 ア ドレ ス $60100 か ら 6$6017F の メモ リ の 内 容 が 表示 る れ ま す 。 


-D 較 

99969109 9994 C472 346E FFFE D3CA 1211 4881 CS3EC 
9 の 9969119 991A D2BC 9994 37A4 2241 3229 9996 E3A9 
99969120 322E FFF6 C3FC 991A D2BC 9994 37A4 2241 
99969139 81A9 9992 7991 227C 9994 C472 346E FFEFE 
99969149 D3CA 1211 4881 C3FC 991A D2BC 9994 37A4 
90969159 2241 3229 9998 E369 322E FFF6 C3FC 991A 
の 99969169  D2BC 9994 37A4 2241 8169 9998 526E FFEFE 
99969179 392E FFFE B979 9993 E14C 6D99 FDE8 392E 
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二 昨 memor ツ ーーーーーーー 


書 式 | F [< く サ イズ >] マレ ンジ テ く デー タッ > 

機 能 | く レ ンジ > 内 の メモ リ を < く デ ー タ ッ > で 満た し ます 

解 説 | F コ マン ド は 、 指 定 さ れ た く レ ンジ > 内 の アド レス の メモ リ を < デー タッ > の 値 で 
満た し ます 。 


< く サ イズ > に は デー タ の 指定 単位 (3 ニモ バイ ト 、W ニ ワー ド 、L し = ニ ロ ング ワー ド ) 
を 指定 し ます 。 
く サ イズ > の 指定 を 省略 する と W と な り ま す 。 


例 F コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


(メモ リ 内容 を ダン グ ) 


-DS 69999 6994F 団 

90969999 99 99 9 99 909 9 の 99 099 99 9 9 9 9 9 99 09 
の 09969 の 19 99 99 99 9 99 99 69 99 99 99 99 99 9 99 90 6@6 
0 の 9969929 99 99 99 9 の 99 99 99 99 99 99 99 9 99 99 69 69 
の 90969939 99 99 99 9 の 909 99 9 99 99 9 99 99 9@9 09 99 99 
の 09969949 99 99 99 99 99 99 9 69 9 99 99 9 9 99 60 60 
ー 画 


-FS 69090 6902F FF 職 
ー 画 


(メモ リ 内容 を ダン グ ) 


-DS 69999 6994F 団 

00960999  FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FEF FEF FEF FEF FF FEF 
90969910  FF FF FF FF FF FF FF FF FF FEF FF FEF FEF FE FE FF 
の 9069929 の  FF FF FF FF FF FF FF FEF FF EEF FEF FEF FE FEF FEF FF 
の 90696 の 93 の 99 9 の 99 9 の 99 099 99 99 99 9 の 99 099 99 99 99 99 
の 096994 の 99 9 の 9 9 の 09 9 99 99 99 99 99 99 99 69 9 99 
ー 画 
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F 電 6ーーーーー で 3GfFfofR-HH 


書 式 | G [= ニ < 開 始 ア ドレ ス >] [< く プ レー クボ ポイ ント の アド レス >] 
機 能 | デバ ッ グ 中 の プロ グラ ム の 実行 
解 説 | G コ マン ド は 、 現 在 デ バッ グ 中 の プロ グラ ム を 実行 し ます 。 


ぐ く 開 始 ア ドレ ス > を 指定 し た 場合 は 、 指 定 し た 開始 アド レス か ら 、 開 始 ア ドレ ス 
を 省略 し た 場合 は プロ グラ ムカ ウン タ の 現在 値 が 示す アド レス か ら 実 行 が 開始 き 
れ ま す 。 

実行 は 、 プ ログ ラム が 終了 する まで 、 ま だ は く プ レー クボ ポイ ント の アド レス > で 
指定 し た プレ ー ク ポイ ント で 停止 する まで 続き ます 。 

な お 、 ブ レー クボ イン ト は B コマ ンド の 他 に 、G コマ ンド で も 指定 する こと が 
で きま す 。 

また だ た 、G コマ ンド で 指定 し た ブレ ー ク ポイ ント は 指定 時 の み 有 効 で あり 、 再 度 停 
止 き せ た い 場合 に は 次 の C コマ ンド で 再度 指定 する 必要 が あり ます 。 

プロ グラ ム の 実行 中 に プレ ー ク ポイ ント に 達する と 、 レ ジス タ と フラ グ の 現在 
値 、 お よび 次 に 実行 する 命令 が 表示 され ます 。 

表示 形式 は 、X コマ ンド の 場合 と 同じ で す 。 


例 G コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


-G=5432A 5443C 


アド レス $5443C に ブレーク ポイ ント を 設定 し た 後 、 ア ドレ ス $5432A より プロ 
グラ ム を 実行 し ます 。 
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-History Clearーーーーーー」 


書 式 | HC 


機 能 | トレ ー ス 履歴 の 消去 


解 説 | トレ ー ス 履歴 を 消去 し ます 。 


例 HC コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


-HT 団 

Trace history from o1der 
9 の 99999090 

999654A9 

999654A6 

999654AE 

999654096 

9996540C 

99965412 

99965418 


-HC [ 
-HT 団 
Traoe history from ol1der 
999990999 
9999909909 
999999099 
99999990 
9999909090 
999990699 
999990999 
999999099 
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History trac 


書 式 | 員 1 


機 能 | トレ ー ス 履歴 の 表示 


解 説 | この コマ ンド を 実行 する まで に トレ ー ス し た 機械 語 の アド レス を 、8 個 ま で 表示 
に ます る 。 


例 HI コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


-HT 

Trace history from older 
9999909909 

999654A9 

999654A6 

909654AE 

99965406 

99965409C 

99965412 

99965418 


126 


ーー 二村 


書 式 | 下 [ 肝 用 ジテ] 
機 能 | メモ リ 内 容 の 逆 ア セン ブル リス ト 
解 説 | し 上 コマ ンド は 、 指 定 き され た だ たく レン ジッ > 内 の 、 デ バッ グ 中 の プロ グラ ム の ソー スコ ュ 
ー ド を 表示 し ます 。 
く レ ンジ > に は 、 人 逆 ア セン ブル の 開始 アド レス と 終了 アド レス を 指定 し ます 。 
く レ ンジ > の 指定 が 行わ れ な い 場 合 、 現 在 の 逆 ア セン ブル アド レス の 命令 を 表示 
し ま 宙 。 
現在 の 逆 ア セン ブル アド レス と は 、 前 回 の 上 コマ ンド 実行 時 に 表示 きれ た 最終 
バイ ト ( 行 ) の 次 の バイ ト ( 行 ) の こと で す 。 
な お 、MPU68030/68000 ニ ー モ ニッ クコ ー ド の 表示 が 可能 で す 。 
例 L コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 
-L 69499 6 の 4 の F 剛 
999694009 movea.,1 D6,A9 
999694092 move.1  $209(A1,D2 ) ,-(A6 ) 
990609406 Sub. ( A6 ) , D9 
999609408 suba . ユ 1 ( A2 ) , A2 
9996949A Or・ D す 。 Af) 
9096946C movep.w $5348(A2),D6 
ー 回 
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LMemory Edt ニ ーーーーー 


書 式 | ME サイ ズラ テラ] [ミア ドレ ステ] デー タテ, 
MEN [< サイ ズ >] [< アド レス ッ >] 


機 能 | メモ リ 内 容 の 編集 


解 説 | メモ リ 内 容 を エディ イッ ト し ます 。 
く サ イズ > は エディ ッ ト 上 単位 を 指定 し ます 。 
(S ニ = バイト 、W= ニ ワード 、L= ニ ロング ワ ー ド ) 
< く ア ドレ ス > は エディ ッ ト 開 始 ア ドレ ス を 指定 し ます 。 
な お 、 く デー タッ > に は "ABCD' の よう に 文字 列 を 指定 する こと も で きま す が 、 
その 場合 に は 、 ど の サイ ズ を 指定 し て も バイ ト 上 単位 と し な り ま す 。 
< デー タッ > を 指定 し な い 場 合 に は 、 エ ディ ッ ト 状 態 に な り ま す 。 
抜け る と き に は 、 ピ リオ ド を 入力 し て 較 を 押し て くだ さい 。 


MEN コマ ンド は ME コマ ンド と 機能 は 同様 で す が 、ME コマ ンド で は エディ ッ 
ト 時 現在 の メモ リ の 内 容 が 表示 され ます が 、MEN コマ ンド で は 表示 る れ ま せ 
ん 。 


MEP [< アド レス >] [< デー タッ ] 
MENP [< アド レス ッ >] 


上 記 の よう に 、 サ イズ に P を 指定 し た 場合 に は 、 バ イト アク セス で アド レス が 2 
増加 し ます 。 
お も に 、1 ノ /O ポー ト 用 に 使い ます 。 


例 ME コマ ンド お よび MEN コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 
デー タ を 指定 し な いと 現在 メモ リ に 設定 され て いる 内 容 が 表示 る れ デ ー タ の 入力 
を 促し ます 。 
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-MES 69599 


99969599 FEF :99 団 
99969591 FF :99 団 
99969592 FEF :。 団 

| 

-MEW 69502 回 

99969502 FFFF :9999 団 
99969564 FFFF :. 団 

ー 回 

-MEL 69594 団 

99969564 FFFFFFFF :99999999 団 
99969598 FFFFFFFE :. 承 
| 


] 


アド レス を 指定 し な いと 、 前 回 の ME(MEN) コ マン ド で エディ ッ ト 済 み の デ ー 
タ の 次 の アド レス の デー タ よ り エ ディ ッ ト し ます 。 

すなわち 、 上 記 の 例 で いう と 、 上 記 の コマ ンド 実行 後に 、 ア ドレ ス 指 定 な し で 
ME(MEN) コ マンド を 再度 起動 する と 、 ア ドレ ス $60508 の デー タ よ り エ ディ ッ 


ト し まず 。 
-ME 
99969598 FFFF : 画 


まだ た 、 上 記 コ マン ド の よう に サイ ズ の 指定 を 省略 する と 、 ワ ー ド 単位 で エディ ッ 
ト が 行わ れ ま す 。 


ME コマ ンド で デー タ を 指定 し た と き 、 ま だ は MEN コマ ンド を 実行 し た と き 
に は 、 現 在 の メモ リ 内容 の 表示 は 行わ れ ま せん 。 


-MEL 69598 999999099 


| 

-MEN [ 剛 

9996959C :9999 団 
9996956E 人 

ー 玉 


-MENW 6950 の E 
9996950E 
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Memory Mov 


書 式 | MM < く レ ンジ > < く ア ドレ ス > 
機 能 | メモ リ 内 容 の 移動 
解 説 | MM コマ ンド は 、 く レン ジッ > の 指定 する メモ リプ ブロ ッ ク を 、 く アド レス > で 指 
定 し た 位置 へ 移動 し ます 。 
< く レ ンジ > で 指定 し た 移動 元 ア ドレ ス の メモ リ の 内 容 は 、 本 コマ ンド 実行 後 も を 
の まま 残っ て いま す 。 
転送 元 ブ ロッ ク と 転送 先 プ ロック が 一 部 重なっ て いる 場合 に も 正しく 転送 きれ ま 
の 
例 MM コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 
99969499 2046 2D31 2029 9956 9D52 8F57 9D9A 5348 
90060419 0999 9999 9909 9999 90999 9999 9999 9999 
99969429 09099 9999 9999 9999 9999 9999 9999 9996 
099609430 9999 9999 9999 9999 9999 9999 90999 6909 
99969449 9999 9999 9999 96999 9999 9999 9999 09969 
の 9069459 99099 9999 9999 9999 9999 99099 9999 09900 
上 
-MM 60499 6049F 69439 困 
アド レス $60400 一 86040F の デー タ を アド レス $60430 以降 に 移動 
上 
99069409 2046 2D31 2026 9956 9D52 8F57 9D9@A 5348 
990969419 9990 9999 9999 9999 9999 9999 9999 06090 
90969420 9999 9999 0990 9999 6999 9999 9999 90909 
90069439 2946 2D31 2920 9956 9D52 8F57 9D9A 5348 
900694409 9999 9999 0969 6999 9099 9999 0999 99990 
99969459 9999 9999 9999 9999 9999 6999 9999 9999 
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rMemory Search 


書 式 | MS [< サイ ズ >] < レン ジ > ッ < デー タッ > 


機 能 | メモ リ 内 容 の 検索 


解 説 | MS コマ ンド は 、 く レン ジ > で 指定 し た メモ リ 内 を 検索 し 、 く デー タッ > で 指定 し 
た 値 を 探し ます 。 
く サ イズ > は S、W、L(S= バ イト 、W= ニ ワー ド 、L し ニ ロ ング ワー ド ) の どれ か 
で 、 省略 し た 場合 に は W と な り ま す 。 
く デ ー タ ッ > に は 複数 の デー タ を 指定 びき ます 。 
まだ 'ABC の よう に 文字 列 を 指定 する こと も で きま す 。 
だ だ し 、 こ の 場合 サイ ズ 指 定 は 自動 的 に S と な り ま す 。 


例 MS コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


-MS 64000 64100 "equ 較 


と 入力 する と 、'equ' と いう デー タ が 存在 する 領域 の 先頭 アド レス が すべ て 表示 
きれ ます 。 


00064012 00064050 0006408E 000640CC 
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-Display Memory Check Polnt-- 


書 式 | N 
機 能 | メモ リ チ ェ ッ ク ポ イン ト の 表示 
解 説 | N (Set Memory Check Point) コマ ンド で 設定 し た 全て の メモ リ チ ェ ッ ク ボ ポイ 


ント の 現在 の 情報 を 表示 し ます 。 
この 時 表示 され る 情報 を 以下 に 示し ます 。 


① メ モリ チェ ッ ク ボ イン ト 番 号 

② 有 効 / 無 効 の 別 

⑧ メ モリ チェ ッ ク ポ イン ト の アド レス 
④ メ モリ チェ ッ ク ポ イン ト の サイ ズ 
チェ ッ ク 条 件 

⑥ 比 較 値 

⑦ メ モリ チェ ッ ク ポ イン ト の 現在 の 内 容 


メモ リ チ ェ ッ ク ポ イン ト が 1 つも 設定 され て いな いと 、"no memory check 
pointer” と 表示 され ます 。 


例 N コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 
ー-N [ 剛 
の e 999924A の 9(w の 99996029) : の 99924A9(60920 ) 
1 d 99954321(s 1 99999972) j:99954321(72) 
2 e 99968999(1 の 69FFFFFE ) : 99968990( 2F3C9907 ) 
ー 右 
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第 6 章 デバ ッ ガ 


et Memory Check Point 


書 式 | N [< サイ ズ >] [< 番号 >] アド レス > [< く 条 件 >] [< 比較 値 >] 


機 能 | メモ リ チ ェ ッ ク ポ イン ト の 設定 

解 説 | N (Set Memory check point) ユマ ンド は 、 指 定 さ きれ た アド レス の メモ リ 内容 
が 変化 し た と き に プロ グラ ム を 止め る だ た め に 、 メ モリ チェ ッ ク ポ イン ト を 設定 す 
る コマ ンド で す 。 


プロ グラ ム の トレ ー ス を 実行 中 に 、 こ の コマ ンド で 指定 され た だ チェック ポ イン ト 
の メモ リ 内容 が 、 指 定 さ れ た 条件 に 合っ た 場合 、 プ ログ ラム は 停止 し ます 。 

く サ イズ > に は 、 メ モリ チェ ッ ク ポ イン ト の サイ ズ を 指定 し ます 。 

(5= ニ バイ ト 、W ニ ワー ド 、 馬 三 ロ ング) 

省略 する と 、 サ イズ は ワー ド に な り ま す 。 

く 番号 > に は 、 設 定 す る メモ リ チ ェ ッ ク ポ イン ト の 番号 を 指定 し ます 。 

メモ リ チ ェ ッ ク ポ イン ト は 10 個 まで 設定 び どき 、 メ モリ チェ ッ ク 番 号 は 0-9 で 
す 。 

"N'" と メモ リ チ ェ ッ ク 番 号 の 間 に 空 折 を 入れ て は いけ ませ ん 。 

省略 する と 、 現 在 使用 きれ て いな い メ モリ チェ ッ ク ポ イン ト 番 号 の 中 で 最も 小 き 
ぃ 番号 を 割り 当て ます 。 

く ア ドレ ス > は 、 チ ェ ッ ク し た だい メモ リ 領 域 の 先頭 アド レス を 指定 し ます 。 

く 条 件 > は 、0 か 1 を 指定 し ます 。 

0 を 指定 する と 、 チ ェ ッ ク ポ イン ト の メモ リ 内 容 が 比較 値 と 違う 値 に 変化 し た 時 
(Not Equal, く >)、 ト レー ス が 停止 し ます 。 

1 を 指定 する と 、 メ モリ 内 容 が 比較 値 と 等 し い 値 に 変化 し た 時 (Equal, ニ )、 
トレ ー ス が 停止 し ます 。 

省略 する と 0 が 設定 され ます 。 

く 比 較 値 > に は 、 メ モリ 内容 を チェ ッ ク す る と き に 比較 する 値 を 指定 し ます 。 
省略 する と 現在 の メモ リ 内容 の 値 が その まま 設定 され ます 。 


例 N コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


ーN 

no memory cheok pointer 
-N 68999 1 団 

-NL8 8199 9 60FFEFFEE [ 過 
-N 較 


の e 99968999(w 1 99996929 ) :99968999(60929 ) 
8 e 99998199(1 の 69FFFFEE ) : 99908199( 2F3C9997 ) 
ー 右 
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lear Memory Check Point 


| 者 。 式 | NC< 番 号 1> [< 番号 2> く 番号 3>……] 


機 能 | メモ リ チ ェ ッ ク ボ イント の 削除 


解 説 | NC コ マン ド は 、 指 定 さ れ た 番号 の メモ リ チ ェ ッ ク ポ イント を 削除 し ます 。 

く 番号 > に は 削除 する メモ リ チ ェ ッ ク ポ イン ト 番 号 を 指定 し ます 。 

く 番号 > は 複数 個 指定 で きま す 。 

まだ た 、 ア スタ リス ク (*) を 指定 する と 、 全 て の メモ リ チ ェ ッ ク ポ イント を 削除 


ます 。 

例 NC コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 
-N 団 
の e 99968999(w 1 9 の 99960920) :99968999(60929) 
8 e 999981099(] の 6 の FEFFFFE ) :99998199( 2F3C99097 ) 
-NC 9 較 
-N [M 
8 e 99998199(1] 9 6 の FEFFEFEFE ) j:99998199(2F3C90997 ) 
-NC *[ 
-N 団 
no memory cheok pointer 
ー 較 
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第 6 章 デバ ッ ガ 


rUlsable Memory Check Point-- 


書 式 | ND く < 番号 1> [< 番号 2>< 番 号 3>……] 
機 能 | メモ リ チ ェ ッ ク ポ イン ト の 一 時 的 な 無効 化 
解 説 | ND コ マン ド は 、 メ モリ チェ ッ ク ポ イン ト を 一 時 的 に 無効 に し ます 。 
削除 る きれ る わけ で は な い の で 、NE コマ ンド に より 、 い つ で も 有効 化 び きま す 。 
く 番 号 > に は 無効 化す る メモ リ チ ェ ッ ク ポ イン ト 番 号 を 指定 し ます 。 < 番号 > は 
複数 個 指 定 で きま す 。 
まだ た 、 ア スタ リス ク (*) を 指定 する と 、 全 て の メモ リ チ ェ ッ ク ポ イン ト を 無効 
化し ます 。 
例 ND コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 
-N 較 
9 e 99968999(w 1 999960269) :99968999(6092090) 
8 e 999981909(1 の 69FFFFFE ) j:99998199( 2F3C99097 ) 
-ND 9 剛 
-N 回 
9 d 99968999( 1 999969209) :99968999(6020) 
8 e 999981099(1 の 69FFFFFE ) :99998199( 2F3C9097 ) 
-ND * 剛 
-N 団 
9 d 990968999( 1 999960929) :99968999(60920) 
8 d 999098100(] の 69FFFFFE ) :99998199( 2F3C99097 ) 
ー 罰 
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-Enable Memory Check Polnt-- 


| 書 。 式 | NE く 番 号 っ [< 番号 2> < 番号 3>…… ] 


機 能 | メモ リ チ ェ ッ ク ポ イン ト の 有効 化 


解 説 | NE コマ ンド は 、 メ モリ チェ ッ ク ポ イン ト を 有効 に し ます 。 
< 番号 > に は 有効 化す る メモ リ チ ェ ッ ク ボ ポイント 番 号 を 指定 し ます 。 
く 番 号 > は 複数 個 指 定 で きま す 。 
また 、 ア スタ リス ク (*) を 指定 する と 、 全 て の メモ リ チ ェ ッ ク ポ イン ト を 有効 
化し ます 。 
例 NE コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 

-N 団 

の d 99968999( 1 99996929) :99968999(60929) 

8 d 99998199(1 9 69FEFFEFEE ) :99998199(2F3C90907 ) 

-NE 9 剛 

-N 団 

9 e 99968999(w 1 99996929) :99968999(6020 ) 

8 d 999981909(1 9 6 の FFFFEE ) :999981909(2F3C909097 ) 

-NE * 較 

-N [ 財 

9 e 99968999(r 1 99996929) :99968999(69209) 

8 e 999981090(1 9 69FFFFFE ) :99998199( 2F3C9997 ) 

ー 圏 
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第 6 草 デバ ッ ガ 


- じ hange Display Width 一 - 


書 式 | O 


機 能 | 画面 表示 幅 を 変更 する 


解 説 | 各 コ マン ド を 実行 し た と き に 画面 に 表示 る れる メッ セー ジ を 、 半 角 文 字 64 桁 分 
の 幅 に 収まる よう 変更 し ます 。 
デバ ッ ガ 起動 直後 に 0 コマ ンド を 実行 する と 、 表 示 幅 が 96 桁 か 6 64 桁 に 切り 
替わり ます 。 
も う 1 回 O コ マン ド を 実行 する と 、 表 示 幅 が 96 桁 に 切り 替わり ます 。 
この コマ ンド は 、 画 面 モ ー ド を 64 桁 モー ド に 切り 変え て し まう よう な プロ グラ 
ム を デバ ッ グ する 際 に 使用 し ます 。 


例 O コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 

-D 9 の 99999 L49 財 

0999 の 9 の 9 99FF 954 の 9 91FFE 9549 9997 5932 9997 5949 ・・・@。。。@。.P2 。。P@ 
の 99999919 9997 5952 9997 596C 9997 597C 9997 5999 PR。。PL 。。P] 。 。P。 
の 9 の 99929 9997 59A6 9997 59BE 9997 59C8 9995 A9A4 r ワ 。。 ヤ 。 。E※ 。 。 ウ 、 
999 の 09939 9CFE 9549 9 の DEFF の 9549 の OEFF 9549 9 の FFF 9549 ゃ < 人 @。。。@。。。@。。。@ 
-O 了 剛 

-D 9999099 L49 団 

99999999 99EFE 954 の 9 91FEF 9546 ゃ <@。。。@ 

の 99999998 9997 5932 9997 5949 ・・P2 。 。P@ 

の 99 の 9 の 1 の 9997 5952 9997 596C 。 PR 。 。P1 

9 の 9999918 9997 597C 9997 5696 。 > め 。 。 記 。 

の 909999929 9997 59A6 9997 59BE 。 PP ヲ 。 。 選 も 

99999928 9997 59C8 9995 A9A4 。 。P 玉 。 。 ウ 、 

の 9999939 9CEE 954 の 9 の DEF 9540 ・・・@。。 。@ 

の 90999938 の EEFEF 9549 の FEFF 9549 。・・@ 。。。@ 

ー 較 
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rPrint StatUS ニ ーーーーーー 


書 狂 | P 
機 能 | デバ ッ ガ お よび デバ ッ グ 中 の プロ グラ ム の アド レス 表示 
解 説 | デバ ッ ガ と デバ ッ グ 中 の プロ グラ ム の 先頭 アド レス 、 終 了 ア ドレ ス 、 実 行 ア ドレ 


ス 等 を 表示 し ます 。 


例 P コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 
-P 
debug program from $9995E9B9 一 ーーーー デ バッ ガ の 先頭 アド レス 6 
user program from $999671E9 ーー ユー ザー プロ グラ ム の 先頭 アド レス 
end  $99968BA8 一 ーーー ユーザ ー プ ログ ラム の 終了 アド レス 
exec $999671E9 一 ユーザ ーブログ ラム の 実行 アド レス 
symbo1 table from $999653B9 一 ーーー- シ ン ボ ル テ ー ブ ル が な い 場 合 は 表示 る ふれ ませ ん 
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第 6 章 デバ ッ ガ 


FrPrint SymboL レ ーーーー 


書 式 | PS 
機 能 | シン ボル テー ブル の 表示 
解 説 | シン ボル テー ブル に 登録 き て いる シン ボル 名 の 一 覧 を 表示 し ます 。 
例 
-PS 較 
$90999999 : ABCD 
$090999099 : FUNC_S 
$09999990 : MATIN 


1J39 
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earch Print Symbol 


式 | PS く < シン ボル > 


能 | 指定 きれ た シン ボル を サー チ し 表示 する 。 


説 | < く シ ン ボ ル > で 指定 し た 、 シ ン ボ ル 名 を シン ボル テー ブル か ら サ ー チ し て 、 み つ 


か っ だ た 場合 表示 し ます 。 
な お ぉ お く シ ン ボ ル > に は 、 シ ン ボ ル 名 の 先頭 何 文 字 か を 指定 し 、 そ の 文字 が 含ま れ 
る シン ボル 名 を サー チ で きま す 。 


例 FALSE と いう 名 の シン ボル を サー チ 


-PS FALSE 
$999909909 : FALSE 


?E? で 始ま る 全 シ ン ボ ル を サー チ 


ー-PS F 

$99990090 : FALSE 
$09999999 : FUNC_S 
$999990992 : FLOAT 


第 6 章 デバ ッ ガ 


圭 ーーーーー 信 Ss 叶 コ 


書 式 | Q 
機 能 | デバ ッ ガ の 終了 
解 説 | Q コ マン ド は 、 デ バッ ガ を 終了 る させ 、 親 プロ セス に 制御 を 戻し ます 。 
例 Q コマ ンド は 引数 な し で 使用 し ます 。 
-Q 思 
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Read fil 


書 工 .| RR ジテ イル 老 ど 【、 そ アド レス テラ] 


機 能 | ファ イル を 読み 込む 


解 説 | こく ファ イル 名 > で 指定 し た ファ イル を く ア ドレ ス > か ら 読 み 込み ます 。 
< アド レス > を 指定 し な い 場 合 、 以 下 の ょ うに 読み 込む ファ イル の 種類 に より 動 
作 が 異な り ま す 。 


@ XX 形式 また は R 形 式 の 実行 可能 ファ イル 

G コマ ンド 等 で 実行 で きる よう に 変換 し て ユー ザー プロ グラ ム 領 域 に ロー ド し 
まず 4 

ユー ザー プロ グラ ム 領 域 は P コ マン ド を 実行 し た 時 の "user program from 


@ Z 形 式 の 実行 可能 ファ イル 

ファ イル の ヘッ ダ に 格納 され て いる ロー ドア ドレ ス が ユー ザー プロ グラ ム 領 域 
内 で あれ ば 、 ロ ー ド アド レス より ロー ド し ます 。 

この 場合 その まま G コマ ンド 等 で 実行 する こと が で きま す 。 

ロー ドア ドレ ス が ユー ザー プロ グラ ム 領 域外 で あれ ば 、 フ ァイル の 内 容 を その 
まま ユー ザー ブロ グラ ム 領 域 に ロー ド し ます 。 

この 場合 、G コマ ンド 等 で 実行 する こと は で きま せん 。 

@ 実行 びき な い フ ァイル 

ファ イル の 内 容 を を その まま ユー ザー プロ グラ ム 領 域 に ロー ド し ます 。 

も ちろ ん 、G コマ ンド 等 で 実行 する こと は で きま せん 。 


< く ア ドレ ス > を 指定 し た 場合 は 、 指 定 し た ファ イル の 種類 に 関係 な パ 、 フ ァイル 
の 内 容 を その まま 加工 し な いで 、 指 定 さ きれ た アド レス より ロー ド し ます 。 

この 場合 、R 形式 の 実行 可能 ファ イル を ロー ド し た 時 の み G コマ ンド 等 で 実行 
れる こと が で きま す 。 

OS や デバ ッ ガ 等 が 使用 し て いる アド レス を 指定 し て は いけ ませ ん 。 


例 R コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


-R sample.xx 

No gymble fi1e 

PC=99098B99 USP=99977244 SSP= の 009967F2 SR=9999 X: の N: の Z: の V: の 9 C: の 

HIT:1 LS:9 CC:1 CS:9 NE:1 EQ: の 9 VC:1 VS:9 PL:1 MT: の GE:1 LT:O GT:1 LE: の HS:1 LO:9 
TD 00909999 9 の 9999999 99999999 99999999 9999999 の 99999999 99999999 99999009 
A 99998A99 99998B92 99977BD4 9996F1D の 99998B99 99999999 99999999 99977244 
bra・s $99998B99 

ー 画 
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-Disk Physical Read-- 


書 式 | R@ アド レス > < ドラ イブ 番号 > く レ コー ド 番 号 > こく レ コー ド 数 > 


機 能 | ディ スク の 物理 的 読み 


解 説 | R@ コ マン ド は 、 指 定 さ れ た パラメータ に 従っ て ディ スク の 内 容 を メモ リ に 読 

込み ます 。 
く ア ドレ ス > に は 、 デ ィ ス ク か ら 読 み 込 むせ データ を 格納 する メモ リ 領 域 の 先頭 ア 
ドレ ス を 指定 し ます 。 
< ドライブ 番 号 > に は 、 以 下 に 示す ドラ イブ 番号 を 指定 し ます 。 

0: カ レン トド ライ ブ 

1:A ド ライブ 

2 分 ドラ イジ 
な お 、 仮 想 ド ライ ブ や 仮想 ディ レク トリ に 割り 当て られ て いる 実 ば ドラ イブ は アク 
セ モス: てき ませ ん 。 
人 
く レ ュ コー ド 数 > は 読み 込む サレ コー ド 数 を 16 進数 で 指定 し ます 。 


-FS A9999 AFFF 9 団 

-R@ A9999 1 の 1 賠 

-DS A9099 L200 財 

9 の 99A9999 69 1C 48 75 64 73 6F 6E 29 73 6F 66 74 29 32 2E ・・Hudson soft 2。 
9 の 99A9919 39 3 94 99 91 92 99 91 99 CO の 94 DO の FE 92 4F FA 9 , 。 。 。 ・・・ タ 。 ミ 0 < 
999A9929 FEF EO 43 FEA 91 3C 61 99 91 39 24 3C 93 99 99 906 。・ 潮 ・. く a・・. の $ く .・.・・ 
9 の 99A9939 29 3C 99 9 の 99 8E 4E 4F 12 9 の 9 E1 41 12 3C 99 79 く ..・ 晒 O・. 問 ・ く <.p 
999A9949 43 FA 91 1C 32 81 26 3C 99 99 の 4 99 43 FA 92 1E C。、。2 く 。。 CO。。・ 
999A9959 61 99 99 D4 4A 89 66 9 の 99 E8 43 FA 92 1 3C 3C a・。 ヤ J  。。 鍵 ・..< く < 


990A996 の 99 1F 24 49 47 FA 9 の 1 F9 7E 9A 19 1A 8 3C 99 29 ER 
999A9979 BOO 1B 66 96 51 CEF FEF F4 6 の 24 D3 FC 9 の 99 99 29 ー。f 。Q マ 。 モモ 。。。 < 
999A9989 51 CE FF E9 43 FA 91 4C 2F 99 43 FA 9 の 9 D6 61 99 1 C・. ヨ 8・ 
999A9999 99 C8 22 5F 61 99 99 C2 32 3A @9 C4 7 の 4F 4E 4F ・ ネ " ・ ツ 2 : 。 ト pONO 


9 の 99A99A の 9 79 FE 4E 4F 39 29 99 1A E1 58 55 49 D9 7C 99 9B p・ NO9) , . 蹴 U@s 1 ・・ 
999A99B9 34 99 C4 7C 99 97 52 92 E8 48 64 94 84 7C 91 99 4. ト | ..R. 鍵 d.・・ 
9 の 99A99C の 9 48 42 34 3C 93 99 14 99 48 42 48 E7 79 99 43 FA HB4<...・.HBH 輔 ・C・ 
9 の 99A99D の 9 91 9C 26 3C 99 99 94 99 61 4C 4C DF 9 の 9E 43 FA s く 。。。 sa 。 。O。 

9 の 99A99E の 9@1 8C 9@C 59 48 55 66 69 54 89 9@C 99 9@9 9@9 68 99 ・YHUf .T.h。 

9 の 99A99F の 66 5E 2F 19 26 19 D6 99 2F 93 2F 19 22 7C 99 99 ff^/ 。 を 。 ヨ 。/。"、・ 

9 の 99A9199 67 C9 D6 BC 99 99 69 49 61 1C 22 1F 24 1F 22 5F タ ヨ シ 。。.@a。"$ 
9@99A9119 4A 89 66 2C 41 F9 99 99 68 9 の 9 D1 C2 53 81 65 94 JA。。。h.A ム 28 「。 
999A9129 42 18 69 F8 4E D1 48 E7 78 4 の 79 46 2F 99 4E 4F B...N ム H 鞭 @pF/・.NO 
999A9139 22 5F 98 99 99 1E 66 92 42 89 4C DF 92 1E 4E 75 seeEB SeeNA 
999A9149 43 FA 99 B4 69 99 FEF 42 43 FA の 9 CB 6 の 9 の FEF 3A C。 。 エ 。。。BC 、。 ビ ・。・ 
999A9159 43 FA 99 E5 69 99 FE 32 79 21 4E 4F 4E 75 99 79 C.. 頼 ・・2p!NONu 王 
9 の 99A9169 1A 99 1B 5B 34 37 6D 1B 5B 31 33 3B 32 36 48 29 ・[47m.[13j26H 

9 の 99A9179 29 29 29 29 2 20 2 の 29 2 2 29 2 2 2 の 29 29 

9 の 99A9189 29 2 29 2 29 29 29 29 29 2 2 29 29 29 29 29 

9 の 99A9199 29 2 29 2 の 2 の 29 29 29 29 2 の 2 の 2 1B 5B 31 34 ・[14 
9 の 99A91A9 3B 32 36 48 29 29 29 29 29 2 29 29 2 29 29 29 26H 

999A91B の 9 29 2 29 29 29 29 29 29 29 29 2 2 2 の 2 の 29 29 

9 の 90A91C9 29 29 29 29 29 29 29 29 29 2 の 2 2 29 2 2 29 

9@99A91D9 29 99 1B 5B 31 34 3B 33 35 48 48 75 6D 61 6E 2E ・・[14j35HHuman・ 
9 の 99A91E の 73 79 73 29 82 AA 29 8C A9 82 C2 82 A9 82 E8 82 sys が 見 つか り ま 
999A91F の DC 82 B9 82 F1 99 1B 5B 31 34 3B 33 38 48 83 66 り せ ん ・・[14:38H デ 
ー 還 
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書 式 | S [| ベ カ タウ シト ラテ ] 


機 能 | プロ グラ ム の ステ ッ プ 実行 


解 説 | SG コ マン ド は 、 デ ログ ラム を 1 ユ 1 ス チッ ジブ づつ 実行 し 、 を その つぼ ソン ジス ググ ょ フラグ 


の 現在 値 を すべ て 表示 し ます 。 

エコ ュ マ ンド と 違う 点 は 、S コマ ンド で は JSR や BSR 命令 を 1 命令 と し て 実行 
し 、 サ ブル ー チ ン に 分 岐 し ませ ん 。 

く カ ウン ト > を 指定 する と 、 そ の 数 の 命令 だ け ス テッ プ し ます 。 


例 S コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


-S 団 

PC=99979B79 USP= の 9976D58 SSP= の 999967F2 SR=8999 X: の 9 N: の 9 Z: の 9 V:9 C: の 

HI:1 LS:9 CC:1 CS: の 9 NE:1 EQ: の VC:1 VS: の 9 PL:1 MI: の GE:1 LT: の GT:1 LE:O HS:1 LO: の 
D 99999999 99999999 99999999 99999999 99999999 99999999 99999999 999909999 
A 9 の 995FEB90 99976D58 9993ECD8 999362D9 99979B5E 9 の 9999999 99999999 99976D58 
bsw・.w $99979DE6 

- 較 

bsw.w $09979DE6 

PC=99979B74 USP=99976D58 SSP= の 99967F2 SR=9999 X: の N: の 9 Z: の V: の C: の 

HT・1 Ss の CC:1 C8:0 NE:1 EQi0 VC:1 VS: の 9 PL:1 MT:O GE:1 LT の GT:1 DEB: の HS:1 LO の 
D 999999909 99999999 99999999 99999999 の 999999 の 9 99999999 の 9999999 9909909090 の 
A 9995FB99 99976D58 9993ECD8 999362D9 99979B5E 99999999 99999999 99976D58 
1ea $9199(AO ) ,A5 : 9995FC909(69) 

-S 較 

PC=99979B78 USP=99976D58 SSP= の 99967F2 SR=8999 X: の 9 N: の 9 Z: の V: の 9 CC: の 9 

HT:1 LS: の CC:1 CS: の 9 NE:1 EQ: の VC:1 VS:O PL:1 MT: の GE:1 LT: の 9 GT:1 LE: の HS:1 LO: の 
D 99999991 99999999 の 99999999 99999999 99999999 99999999 99999999 999999090 
A 9995FB9 の 9 99976D58 9993ECD8 9 の 99362D の 9 99979B5E 9995FC99 9 の 9999999 99976D58 
move.1  A5,$999768EC :999768EC(999999009 ) 

ー-S [ 剛 
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第 6 章 デバ ッ ガ 


TraC 


書 工 | 宙 | 二 の ド レス ジラ | | カウ ント の w」 
機 能 | プロ グラ ム の 実行 と トレ ー ス 
解 説 | エコ マン ド は 、 プ ログ ラム を 1 命令 ずつ 実行 し 、 その つど レジ スタ と フラ グ の 


現在 値 を すべ て 表示 し ます 。 

く ア ドレ ス > を 指定 し た 場合 は 、 そ の アド レス か ら ト レー ス を 開始 し ます 。 
指定 し な い 場 合 に は 、 プ ログ ラム カウ ンタ の 示す アド レス か ら ト レー ス を 開始 し 
まず 。 

く ア ドレ ス > を 指定 する 場合 は 、 イ コー ル 記 号 (=) が 必要 と な り ま す 。 

く カ ウン ト > を 指定 する と 、 そ の 数 の 命令 を 実行 する まで 停止 し ませ ん 。 


例 エ コマ ンド の 使用 例 と トレ ー ス の 表示 形式 を 以下 に 示し ます 。 


-T=99FD2 3 較 

PC= の 99999FD2 USP= の 9978B18 SSP=999967F2 SR=8999 X: の 9 N: の Z: の 9 V:9 C:9 

HT:1 LS: の CC:1 CS: の NE:1 EQ: の VC:1 VS: の PL:1 MI: の GE:1 LT: の GT:1 LE:9 HS:1 LO:9 
D 99999961 99999999 の 090999 の 9 909999999 99999999 99999999 99990999 99999999 


A の 9999ED の 99099FEA 909979428 9997 の FB9 99999FD の 9 99999999 99999999 99978B18 
and.b #$DF ,D の 


PC= の 99099FD6 USP= の 0978B18 SSP=999967F2 SR=8999 X: の 9 N:9 Z:9 V:9 C:9 

HI:1 LS:9 CC:1 CS: の NE:1 EQ:O VC:1 VS: の PL:1 MI: の GE:1 LT:O GT:1 LE: の HS:1 LO:9 
D の 9999941 の 0999999 99999999 99999999 99999999 99999999 99999999 99999999 
A の 9999ED の の 99999FEA 99979428 99979FB9 99999FD の 99999999 99999999 99978B18 
Cmp・b #$1A,D の 

PC=99999FDA USP= の 99978B18 SSP=999967F2 SR=8999 X: の 9 N:9 Z: の 9 V:9 C:9 

HT:1 LS: の CC:1 CS: の NE:1 EQ: の VC:1 VS: の PL:1 MT: の GE:1 LT:9 GT:1 LE:9 の HS:1 LO: の 
D の 9999941 の 9999999 の 999999 の 9 99999999 99999999 99999999 99999999 09699999 
A 99999ED の の 9999FEA 909979428 99979FB9 の 9999FD の 9 99999999 99999999 99978B18 
beq・s $99999FE8 

ー 較 
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Untrac 


者 表 川 D 三 で アド 必 ス クタ | マカ ウン ドッ テ 1 


機 能 | 表示 な し トレ ー ス 


解 説 | U コ マン ド の 機能 は コマンド と ほぼ 同じ で す が 、 プ ログ ラム の 実行 が 停止 す 
る まで トレ ー ス の 表示 は 行い ませ ん 。 

すなわち 、T コマ ンド の よう に 1 命令 実行 する た びに トレ ー ス 表示 する と いう 
を 濁し き 普 ん 。 

< カウ ント > を 指定 し て 複数 の 命令 ト レー ス す る 際 、 ト レー ス 表 示 が 必要 な い 
場合 に 、 こ の U コマ ンド を 使用 し ます 。 


例 U コマ ンド の 使用 例 し トレ ー ス の 表示 形式 を 以下 に 示し ます 。 


-U=99FD2 3 団 

PC=99999FDA USP=99978B18 SSP=999967F2 SR=8999 X: の N: の Z: の V: の CC: の 

HIT:1 LS:9 CC:1 CS:9 NE:1 EQ: の VC:1 VS:9 PL:1 MI: の GE:1 LT: の GT:1 LE: の HS:1 LO: の 9 
D 99999941 9 の 9999999 99999999 99999999 99999999 99999999 99999999 の 999090900 
A 99999ED の 9 99999FEA 99979428 99979FB9 99999FD の 999990900 99999999 99978B18 
beq・s $99999FE8 

| 
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- じ Console Change ーー 


書 式 | V 


機 能 | コン ソール ん 切り 替え (CON < っ AUX) 


解 説 | コマ ンド の 入出 力 装 置 を CON と AUX の 間 で 切り 換え ます 。 
AUX に 切り 替わる と 、 そ れ 以 後 デ ゲバ ッ ガ に 対す る 入出 力 は 、RS-232C ポー ト を 
企 し で 守 あ れる よう に な り ま す 。 
コン ツー ル と の 入出 力 を 行う プロ グラ ム を デバ ッ グ する 時 に 、 プ ログ ラム と デバ 
ッ ガ の 表示 が 重なっ て し まい 非常 に 見 に くく な る こと が あり ます 。 
まだ た 、 特 に グラ フィ ッ ク や スプ ライ ト を 使用 する プロ グラ ム で は 、 テ キス ト 画 面 
を 表示 し な いよ うに 設定 する こと が ある の で 、 そ の と き デ バッ ガ の 表示 は まっ た 
く コ ユン ソー ル に 現れ ませ ん 。 
この よう に 、 デ バッ ガ と の イン ター フェ ー ス が コン ソー ル で は 都合 が 悪い と き 、 
補助 入出 力 (AUX) を コン ソー ル の 代わ り に する こと が で きま す 。 
この コマ ンド を 利用 する 場合 、RS-232C イン ター フェ ー ス を 通じ て 他 の 端末 に 
接続 する 必要 が あり ます 。 
また 、X68000 と それ に 接続 する 端末 の 間 で 転送 速度 や 通信 手順 を 同じ に し な け 
れ ば な り ま せん 。 
X68000 と 端末 の 間 で 正常 に 通信 が 行え る 状態 で 、V コマ ンド を 実行 する と 、 端 
末 に デバ ッ ガ の プロ ンプ ト が 表示 され 、 コ ユマ ンド が 入力 可能 に な り ま す 。 
以後 、 デ バッ ガ か ら の 出力 デー タ は すべ て 端末 に 対し て 出力 きれ 、 ま た 、 端 末 か 
ら 入 力 し た コマ ンド し か デバ ッ ガ は 受け 付け ませ ん 。 
元 の コン ソー ル 入 出力 に 戻る 場合 は 、 端 末 よ り V コマ ンド を 実行 し ます 。 


例 V コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 
X68000 側 の 表示 ュ っ 端末 側 の 表示 
ニ w ー- 画 
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Write f 


書 式 | 落 ミ フ ァイル 吉光, ベン レシ ジテ 
機 能 | メモ リ 内 容 の ファ イル へ の 書き 出し 


解 説 | メモ リ の 内 容 を ファ イル に 書き 出し ます 。 

< レン ジ > で 指定 し た メモ リブ ロッ ク の 内 容 を こく フ ァイル 名 > で 指定 し た だ た ファイ 
ル に 書き 込み ます 。 

メモ リ 上 に ロー ド し た 実行 可能 プロ グラ ム (X 形 式 ま た は Z 形 式 ) を 、 こ の コ 
マン ド で ファ イル に 書き 出し て も 、 そ の ファ イル は 実行 で きま せん 。 

な ぜ な ら 、XX 形 式 や Z 形 式 の 実行 可能 ファ イル に は 、 メ モリ 上 に プロ グラ ム を 
ロー ド す る と き の 再 配置 情報 が 付属 し て むり 、 メ モリ 上 に ロー ド さ る され た と き の 内 
容 と ファ イル の 内 容 が 違う だ めで す 。 


W コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


アド レス $60000 一 $603FF の メモ リ の 内 容 を ファ イル 名 "USEREFILE' に 書き 出 
し ます 。 


ー-W USERFTLE,69999,603FEF 


注 ' デ バッ グ 中 の XX ファ イル を この コマ ンド で 書き 込ん で は いけ ませ ん 。 なぜ 
な ら 6、 又 形式 の ファ イル に は ロー ディ ング 時 に メモ リ に 再 配 置 す る た だ め の 
情報 が 含ま れ て ぉ り 、 実 際 に メモ リ 上 に 置か れ た 内 容 と は 違っ て いる か ら で 
お 
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第 5 章 デパ ッ ガ 


rDisk Physical Write_ 


書 式 | W@ < アド レス > < ドラ イブ 番号 > こく レ コー ド 番 号 > < く レ ュー ド 数 > 


機 能 | ディ スク の 物理 的 書き 込み 


解 説 | W@ コ マン ド は 、 指 定 き され た パラ メー タ に 従っ て メモ リ の 内 容 を ディ スク に 書 
き 込 み ま す 。 
く ア ドレ ス > に は 、 デ イィ スク に 書き 込む デー タ を 格納 し て ある 領域 の 先頭 アド レ 
ス を 指定 し ます 。 
く ド ライ ブ 番 号 > に は 、 以 下 に 示す ドラ イブ 番号 を 指定 し ます 。 
0D カ ウン トド ライ の 
14 ドラ イグ ん 
21 ドラ イジ B 
な お 、 仮 想 ド ライ ブ や 仮想 ディレク トリ に 割り 当て られ て いる 実 F ラ イブ は アク 
セス て きま せん 。 
く レ コー ド 番 号 > は 書き 込み 先頭 レコ ー ド の 番号 を 16 進数 で 指定 し ます 。 
く レ コー ド 数 > は 書き 込む レコ ュー ド 数 を 16 進数 で 指定 し ます 。 


例 -W@ コ ユマ ンド の 例 を 示し ます 。 


-W@ AO0000 1 20 10 較 


アド レス $A0000 か ら の メモ リ の 内 容 を ドラ イブ A の レ ュ ー ド 番号 $20 か ら $10 
レコ ー ド 分 書き 出し ます 。 
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-Display Register 一 一 一 


書 式 | 叉 


機 能 | 全 レ ジス タ の 内 容 の 表示 


解 説 | メ コ マ ンド は 、 レ ジス タ と フラ グ の 内 容 を すべ て 表示 し ます 。 


例 X コマ ンド の 使用 例 と 表示 形式 を 以下 に 示し ます 。 


- 六 団 ① ② ③ ④ ⑤  ⑯ ⑧ 
PC=0999A099 USP=99978B18 SSP= の 99967F2 SR=99996 X: の N:9 Z: の V:9 C:9 


⑩HTI:1 LS:9 CC:1 CS: の NE:1 EQ: の VC:1 VS: の PL:1 MT: の GE:1 LTEO GT:1 LE:O HS:1 LO:O 
(⑪D 99900999 099909099 99999999 99999999 99999909 9999099909 990099999 99990009 
⑭…A 99999F9 の 9 9999A95C 999799B2 99979FB9 9999A999 9 の 9999999 9 の 9999999 990978B18 
pe& (A5 ) j99999990(90 ) 
ー 画 


① プ ログ ラム カウ ンタ 

ユー ザー スタ ッ ク ポ ボイン タ 
シス テム スタ ッ ク ポ インタ 

(《④ ス テー タス レジ スタ 

⑤ 区 ググ ネス ネ テ ンド フラ グ (ステ ー タ スレ ジス タダ の ビッ ト 4 
⑥ ネ ガ テ ィ ブフ ラグ (ステ ー タ スレ ジス タ の ビッ ト 3) 


⑰⑦ ゼ ロフ ラグ (ステ ー タ スレ ジス タ の ビッ ト 92) 
オー バフ ロー フラ グ (ステ ー タ スレ ジス タ の ビッ ト 1) 
⑨ キ ャ リー フラ グ (ステ ー タ スレ ジス タ の ビッ ト 0) 
⑩ 条 件 テス ト 


⑪ デ ー タ レジ スタ (d0 一 d7) 
⑫ ア ドレ スレ ジス タ  (a0 一 a7) 
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書 式 .|| 共 ベジ シ ジ ス タッ > 


機 能 | レジ スタ の 内 容 の 変更 


瑞 
民 


X メ コマ ンド は 、 指 定 さ れ た レジ スタ の 内 容 を 変更 し ます 。 
指定 可能 な レジ スタ 名 は 以下 の 通り で す 。 


dO0-d7 aO 一 a7 ssD usD sr ccr pc 


レジ スタ の 内 容 を 変更 する と き は 、 コ マン ド と レジ スタ 名 を 入力 し て くだ さい 。 


入力 する と 、 レ ジス タ 名 、 を その 現在 値 、 プ ロン プ ト が 表示 る れ ま す の で 、 新 し い 


値 を 指定 し 、 リ ター ン キ ー を 押し て くだ る い 。 


例 メ コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


レジ スタ の 内 容 を 表示 


-X 団 
PC= の 9 の 8A8B6 USP= の 0989E1E SSP=999757CA SR=8999 X:9 N:9 2Z:9 V:9 C:9 
HT:1 LS:9 CC:1 CS: の NE:1 EQ:O VC:1 VS: の PL:1 MT: の GE:1 LT:9 GT:1 LE: の HS:1 LO: の 


D 99999909 99999999 99999999 の 99999999 99999999 99999999 99999999 9099990909 
A 99999999 9998A8CA 9 の 998A72E の 999838B9 99908A8B9 999909999 90990999 909989E1E 
cmp・b #$1A,DO の 

ー 較 


と 
-X AO レジ スタ A0 の 変更 要求 
A の : の 999969 罰 レジ スタ A0 の 現在 値 を 表示 し 、 入 力 を 促し ます 
6 
A9:99999990 6998A7B9 団 レジ スタ A0 に 値 を 設定 し 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 
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に 


+ 


レジ スタ の 内 容 を 表示 


-X 団 
PC=9998A8B6 USP=99089E1E SSP=999757CA SR=8909 X:9 N:9 Z:9 V:9 C:@ 


HI:1 LS: の CC:1 CS: の NE:1 EQ:O の VC:1 VS: の PL:1 MI: の GE:1 LT:O GT:1 LE: の HS:1 LO:9 
D 9 の 999999 の 9 の 099909999 9 の 0999999 99999999 99999999 99999999 9 の 9999999 90996909 


A 9098A7B の 9 99098A8CA 9998A72E 999838B9 9698A8BO 99999999 99999999 99989E1E 
で mp・b #$1A,D の 
ー 罰 
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FYeS No asSk 一 ーーー 


書 式 | Y/N 


機 能 | Y/N ポー ズ 
Y か N の 入力 を 促し て 、 コ マン ド を 一 時 中 断 し ます 。 


解 説 | デバ ッ ガ の コマ ンド を 一 時 中 断 し ます 。 
継続 する 場合 に は Y を 、 中 止 する 場合 に は N を キー イン し て くだ さい 。 
コマ ンド ライ ン の ルー プ ( 笠 ) と 併用 し ます 。 
な お 、[ 記 だ け 押 す と Y を 入力 する こと と 同じ に な り ま す 。 
例 Y/N コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 

-:D:L:Y/N:\ 団 (複数 の コマ ンド を 連結 し て 実行 する 場合 に は 各 コ マン ド を : で 区 切り ます ) 
ダン プ 実 行 
上 
送 ア セン ブル 実行 
よ 

Y/N ? 画 処理 継続 の 問い 合わ せ 

\/N 学 Y を 入力 する と 処理 を 継続 する 
上 
ダン プ 実 行 
上 
逆 ア セン ブル 実行 
上 

便 / 全 で 再度 処理 継続 の 問い 合わ せ 

Y/N ? N N を 入力 する と 処理 を 打ち 切る 

- 画 
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-Display System Variables 一 - 


書 葉 | Z 


機 能 | シス テム 変数 の 表示 


解 説 | クコ マン ド は 、 全 シス テム 変数 の 現在 値 を 表示 し ます 。 
シス テム 変数 と は 、 頻 繁 に 使用 する 値 を 0 一 Z9 の 変数 で 代用 る せ て 、 い ちい 
ち 、 複 雑 な 値 を 入力 し な く て も 、 デ バッ グ を スム ー ス に 行え る よう に し た も の で 
す 。 
使用 方 法 に つい て は 次 ペー ジ の シス テム 変数 の 設定 を 参照 し て くだ さい 。 


例 Z コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


-Z 団 

2 :99909999 
Z1: の 99900000 
Z2:999090999 
Z3:90969599 
Z4: の 09999099 
Z5:99999906 
Z6: の 9900990 
Z7: の 99999096 
Z8:9099090999 
Z9: の 9990906 


-D .Z3 団 

00969599 FFO99 9999 9999 0990 9999 9999 FEFFF FFFF 
9 の 90969510 FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF FEFFF FEFFF 
の 090690529 FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF 
909069539 FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF 
99960540 FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF 
00969550 FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF FFFF 
の 9 の 0969569 FFFF FFFF FFFF FFFF FFFEF FFFF FFFF FFFF 
99969579  FFFF FFFF FFFF FFFF FEFFF FFFF FFFF FFFF 
ー 玉 


D. Z3 と 指定 する と 、 シ ステ ム 変 数 3 の 現在 値 $60500 か ら ダ ンプ が 開始 され ま 
ポ ら 
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式 | Z< 番 号 >ー 式 


能 | シス テム 変数 の 設定 


説 | シス テム 変数 の 値 を 設定 し ます 。 
< 番号 > は シス テム 変数 の 番号 で 、0 か ら 6 9 まで 指定 で きま す 。 
まだ た だ 、 シ ステ ム 変 数 は 、. (ピリ オド ) を つけ て コマ ンド ライ ン で 参照 する こと 
が で きま す 。 
例 Z コマンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 
ーZ シス テム 変数 の 表示 


Z9:99999000 
Z1: の 99909909 
Z2:99999990 
Z3:99999900 
Z4:9 の 909999009 
Z5:99999999 
Z6 :999000969 
Z7 :99999999 
Z8:99909909 
Z9:99999090 


ー 右 

-Z3=999695909 団 シス テム 変数 3 に 値 を 設定 
ー 画 

-Z 較 シス テム 変数 の 表示 


Z9:999990009 
Z1:99999906 
Z2:99999900 
Z3:@9969509 
Z4: の 99990090 
Z5:9999909090 
Z6 :99999990 
Z7: の 99900909 
Z8 :99999909 
Z9:99999000 


SS 


Print expression (hex 


書 式 | ?< 式 > 


機 能 | 計算 式 の 結果 の 16 進 表示 


章 


く 式 > で 指定 し た 式 の 結果 を 16 進数 で 表示 し ます 。 
式 中 に スペ ー ス や タブ を 入れ て は いけ ませ ん 。 


例 ? コ マン ド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


-?1F+AO 剛 
の 99999BF 
ー 画 


156 


Print expression (dec 


第 6 章 デバ ッ ガ 


書 式 | 22< 式 > 
機 能 | 計算 式 の 結果 の 10 進 表 示 
解 説 | < 式 > で 指定 し た 式 の 結果 を 10 進数 で 表示 し ます 。 
式 中 に スペ ー ス や タブ を 入れ て は いけ ませ ん 。 
例 コマ ンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 
-??1A*2C 団 
1144 
ー 画 
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-Loop command line 一 - 


書 式 | 人 
機 能 | コマ ンド を くり 返し 実行 し ます 。 
解 説 | 入力 し た コマ ンド ライ ン の 繰り 返し 実行 を 行い ます 。 


繰り 返し 実行 を 中 断 す る と き は 、ICTRL 十 旧 を 押し て くだ さい 。 


例 \ コ マン ド の 使用 例 を も 以下 に 示し ます 。 


ー ミ 9 に 上 3 学 


(複数 ユマ ンド を 連続 し て 実行 する 場合 に は 各 コ マン ド を : で 区 切り ます ) 


ダン プ グ と 人 逆 ア モン ブル を 、ICTRL 二 


〇 


に より 中 断る れる まで 繰り 返し ます 。 
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LOutput Redirect_--- 


書 式 | 【 ミ ジラ ァ イル 名 >] 
みあ | く フ ラテ イル 名 > 


機 能 | 出力 リダイレクト 


解 同 | >, ラッ コマ ンド は 、 デ バッ ガ が コン ツー ル に 出力 する メッ セー ジ を ファ イル に 
ダイオ ウ クト し まず 。 
> コマ ンド は 、 指 定 さ れ た ファ イル を 新規 作成 し て リダイレクト 出力 し ます 。 
まだ た 、>> コ マン ド は 、 指 定 き され だ ファ イル が すでに 存在 し て いる 場合 、 追 記 書 
き 込 み を 行い ます 。 
く フ ァイル 名 > に は 、 メ ッ セ ー ジ を 保存 し た い フ ァイル を 指定 し ます 。 
く フ ァイル 名 > が 省略 され る と 、 現 在 行っ て いる リダイレクト 出力 を 中 止 し ま 
ず 。 


例 >, > ラッ コマンド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


-> debug,prn 


-DL 999999 L29 団 


909999999 99FFE の 538 91FF9538 9993C136 9993C144 eae83 ass s 先 6 。 飲 
99999919 9993C156 9993C179 9993C189 9993C194 cs 沈 W。 Deus: ま 
ー-> 較 


->> debug.prn 


-D 99998 の 9 99999F 


の 909099089 20FEF 9538 21FF 90538 22FF の 538 23FF 9538 8!。。8"。。8#。。8 
ED 24FF 9538 25FF 9538 26FF 9538 27FF 9538 $.、8%。.8&。.8? 。.8 
-> 回 


debug. prn に は 、 次 の 内 容 が 格納 され ます 。 


の 9999999 99FFO538 9 の 1FF9538 9993C136 9993C144 s・・8 。。。8 。 。 チ 6 。 。 チ D 


99999919 9993C156 9993C179 9993C189 9993C194 ・・ チ V 。。 チ D。。 チ 。 チ 
9099999089 29FF 9 の 538 21FF 9538 22FF 9538 23FE 9538 8!。 8" 。。8#。.8 
90999999 24FF 9538 25FF 9538 26FF 9538 27FF 9538 $..8%。.8&。。8 7 。。8 
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-Command Logging 一 - 


寺 式 | >@ [< ファ イル 名 >] 


機 能 | 入力 コマ ンド の ファ イル へ の 保存 


解 説 | >@ コ マン ド は 、 キ ー ボ ー ド より デバ ッ ガ に 対し て 入力 し た コマ ンド を 、 フ ァ イ 
ル に リダイレクト 出力 し て 保存 し ます 。 
< く フ ァイル 名 > に は 、 リ ダイ レク ト 出 力 す る ファ イル 名 を 指定 し ます 。 
< ファ イル 名 > を 省略 する と 、 現 在 行っ て いる コマ ンド の ファ イル 保存 を 中 止 し 


に 3 撤 ら 
>@ コ マン ド で リダイレクト 出力 され た ファ イル は こく コ マン ド て 使用 する こと が 
CS は 5 
に R コー 
例 >@ コ マン ド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 
ー->@ dboom・prn 
-DL 999999 L29 団 
9 の 69999999 99FFO538 の 1FF9538 9993C136 9993C144 ee Dc の 0 
99999919 9993C156 9993C179 9993C189 9993C194 s 介 和 チチ.。 の,。 当 
-L 6809 団 
999968099 bra・.w $99997170 
99996804 moved #$8F,DO の 
999968096 trap #$ の F 
999968068 cmp・1 ユ #$19879395,D9 
9999680E bcs・w $ の 99996FC4 
99996812 moOved #$AF ,D の 
99996814 trap #$9F 
99996816 move.1  #$99997394,D の 9 
-@ 
ー 右 


この 例 で は 、dbcom. prn に は 以下 の よう に 入力 コマ ンド が 保存 る され ます 。 


-DL 99999 の 9 L29 
1 6899 
>@ 
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HInput Redirect---- 


書 式 | る ぐ ラ ァ イ 光 名 テ 


機 能 | 入力 の リダイレクト 


解 説 | く コ マン ド は 、 コ マン ド の 投入 れ フ ァイル か ら 行 いま す 。 
ファ イル が EOF に 達する まで 継続 し ます 。 
く フ ァイル 名 > に は 、 デ バッ ガ の コマ ンド を 記述 し た ファ イル の 名 前 を 指定 し ま 


すす 
く コ マン ド で 指定 する ファ イル は 、 通 常 >@ コ マン ド で 出力 され た ファ イル を 使 
用 し ます 。 

例 く コ マン ド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


ファ イル dbcom. prn の 内 容 が 以下 の 通り だ と し ます 。 


DL 999999 L29 
L6899 


を そし て 、 デ バッ ガ を 起動 し て 、 く ュ マ ンド を 実行 する と 以下 の よう に な り ま す 。 


- く < dboom.prn 団 


-DL の 99999 L20[9 


99099999 の 9 の 9FFO538 9 の 1FF9538 9993C136 9993C144 ・・・8 。。・8 。。 チ 6 , , チ D 
9 の 09 の 09 の 1 の 9993C156 9993C179 9993C189 9993C194 ・・ チ V 。。 チ D 。 。 チ 。 チ 
-L 68909 財 

99996899 bra.w $09997179 

99996894 moved #$8F,D9 

999096896 trap #$0F 

99996808 Gmp・1 #$19879305,D の 

9999680E bcs・w $99996FC4 

99996812 moveq #$AF,D の 

99996814 trap #$ の F 

99996816 moYe・]  #$99997394,D の 9 
ー 罰 
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_OS Commandーーーーーー 


書 II が ョ マジ ド 卵 」 


機 能 | OS の コマ ンド を 実行 し ます 。 


解 説 | OS (Human68k) の コマ ンド を 実行 し ます 。 
< く コマ ンド 名 > に は 、 実 行 す る OS の コマ ンド を 指定 し ます 。 
省略 する と 、COMMAND. X を 実行 し ます 。 
COMMAND.X か ら デ バッ ガ に 戻る に は 、exit コマ ンド を 実行 し て くだ さい 。 
環境 変数 path を 参照 し て 、 指 定 さ きれ た コマ ンド を 検索 する の で 、 カ レン トディ 
レク トリ に な い コ マン ド で も 、 コ マン ド 名 を 指定 する だ け で 実行 で きま す 。 
も し 、 検 索 に 失敗 し た 場合 は ユマ ンド ・ プ ロモ セッ サ (COMMAND. X) を 呼び 出 
し て 実行 きせ ます 。 
1! コマンド に よっ て OS の コマ ンド を 実行 する だ ため に は 、 そ の だ め の 空 き メ モリ 


が 必要 で す 。 
この 空き メモ リ の サイ ズ は デフ ォ ル ト で 128K バイ ト 確 保 き され ま す 。 
OS コマ ンド の 実行 の た ゆめ の メモ リ が 128K バイ ト で は 足り な いか 、 ま た は 128K 


ょ り 小 さく し た い 場 合 は 、 デ バッ ガ の 起動 時 に /c スイ ッ チ に より 空き メモ リ の 
サイ ズ を 指定 する こと が で きま す 。 

また 、 実 行 し た コマ ンド が 、 デ バッ ダグ 対象 プロ グラ ム や その 環境 に 対し て 何 か 影 
響 を 与え る 可能 性 が ある こと に 注意 し て くだ きい 。 


例 ! コ マン ド の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 
-! DTIR A: 思 
XC シ ステ ム #1 A:\ 
16 ファ イル 1966K Byte 使用 中 155K Byte 使用 可能 
ファ イル 使用 量 177K Byte 使用 

CONFTG SYS 469 99-95-95 12:99:99 
KEY SYS 712 87-95-15 12:99:99 
USKCG SYS 8399 99-95-05 12:99:09 
STARTUP ENV 48 99-95-95 12:99:99 
AUTOEXEC BAT 678 99-95-95 12:99:99 
COMMAND いく 28926 90-95-95 12:99:99 
VS X 97549 87-95-15 12:99:99 
TCONDATA VS 39168 89-92-16 12:99:99 
CLTP Vs の 87-05-15 12:99:99 
CONFTG <dir> 99-95-95 12:90:99 
SHELL <dir> 99-95-95 12:99:69 
SYS <dir> 99-95-95 12:99:69 
BTN <dir> 99-95-95 12:99:69 
ASK く <dir> 99-95-95 12:99:99 
HTS <dir> 99-95-95 12:99:99 
ETC <dir> 99-95-95 12:99:99 
デバ ッ ガ に 戻り ます ! 何 か キー を 押し て くだ さい 
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第 6 章 デバ ッ ガ 


DB エラ ー メ ッ セ ー ジ 一 覧 


エラ ー ズ メッ セー ジ 


意 味 


Bad breakpoint number (0-9) 
Breakpoint list or '*'expected 


no break pointer 


break pointer over 


Undefined symbol く シン ボル > 
Expression error 


undefined instruction く コー ド > 


Zero divide 

chk instruction 
trapv instruction 
privilege violation 


Exceptional Abort By bus error 
By Memory Access of く < アド 
レス クジ 


Exceptional Abort By address 
error By Memory Access of 
ベ プ ドン ステ 


double dxception in system 
status display 


offset overs 

fatal error 

File create error 
Device Write error 
No symbol file 
File read error 
Device error 


Command error く コマ ンド > 


ブレ ー ク ポイ ント の 番号 が 範囲 外 
で す 

ブレ ー ク ポイ ント リス ト ま た だ は * 
を 指定 し て いま せん 
ブレ ー ク ポイ ント が あり ませ ん 
すでに ブレ ー ク ポイ ント が いっ ぱ 
いで す 

未定 義 シン ボル で す 

式 表現 に 誤り が あり ます 
MT 
0 で 除算 し まし た 

chk 命令 で 実行 し まし た 

trapv 命令 で 実行 し まし た 

特権 違反 を し まし た 

バス エラ ー で す 


アド レス エラ テー で す 


例外 処理 中 に エラ ー が 発生 し まし 
2 


オォ フ ャ ッ ト が 男 囲 外 で す 
致命 的 エラ ー で す 

ファ イル が つく 《 く れ ま せん 

デバ イス 書き 込み エラ ー で す 
ファ イル に シン ボル が あり ませ ん 
ファ イル が 読み 込め ませ ん 

デパ バイ スエ ラー で ず 


ュ マ ンド エラ ー で す 
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意 味 


Bad parameter 
data too long 
S1Ze OVeT 


no memory check pointer 


memory check pointer over 


Bad checkpoint number (0-9) 


Checkpoint list or '**' expected 


パラ メー ター に 誤り が あり ます 

デー タ が 長 す ぎ ま す 

サイ ズ が 大 きす ぎ ま す 

メモ リ チ ェ ッ ク ポ ボ ポイ ント が いっ ぱ 
で す 

すでに メモ リ チ ェ ッ ク ボ イン ト の 
番号 が 範囲 外 で す 

メモ リ チ ェ ッ ク ボ ポイント の 番号 が 
範囲 外 で す 

メモ リ チ ェ ッ ク ポ ボイン トリ スト ま 
だ は * を 指定 し て いま せん 


弟 7 章 
アー カイ バ 


アー カイ バ パ と は 
アー カイ バ が 使用 する ファ イル 
使用 書式 と 起動 方 法 
アー カイ バ の スイ ッ チ 
アー カイ バ の 使用 例 
AR エラ ー メ ッ セ ー ジ 一 覧 


アー カイ バ と いう 名 前 は 、 書 庫 を 意味 し ます 。 

つま り 、 多 く の フ ァイル を 書庫 で 扱う よう に 管理 する わけ で す 。 

書庫 の 中 、 す な わ ち 、1 つの アー カイ ブフ ァイル の 中 に 、 関 連 し た ファ イル 
を いく つも 登録 する こと が で きま す 。 


アー カイ バ XArchiver の 機能 は 、 次 の 通り で す 。 


@ フ ァイル の 登録 
@ フ ァイル の 更新 
@ フ ァイル の 削除 
@ フ ァイル の 抽出 
@ フ ァイル の 表示 


アー カイ バ と は 


プロ グラ ム の 開発 の 過程 で 、 複 数 個 の 文書 ファ イル が 作成 され る 場合 が あり 
まず 。 

この よう な 複数 個 の ファ イル を 、 フ ァイル の 種類 ご と に 、 ひ と まとめ に し て 
管理 し た いよ うな 場合 に アー カイ バ を 使用 する こと が で きま す 。 


た ん 
test1. txt 
test2. txt 
test3. txt 


test9. txt 


と いう 9 個 の テキ スト ファ イル が あっ だ とき 、 こ れ ら を ひと まとめ に し て 1 
個 の ファ イル (これ を アー カイ ブフ ァイル と いい ます ) で 管理 する こと が で 
きま (お ら 


test1. txt 
test2. txt 
test3. txt う x68k. a(「a」 は アー カイ ブフ ァイル の 拡張 子 で す ) 
test9. txt 


この よう に 、 フ ァイル を ひと まとめ に し て お ぉ お く こ と に より 、DIR の 表示 は 
見 や すく な り 、 フ ァイル が 整理 され る の で 、 管 理 し や すく な り ま す 。 
この よう な 整理 や 管理 を 一 手 に 引き 受け る の が アー カイ バ で す 。 
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アー カイ バ は 次 の 種類 の ファ イル を 使用 し ます 。 


@ ア ー カ イブ ファ イル 

複数 の ファ イル の 書庫 の 名 称 ど と ご 理解 くだ さい 。 

つま り 、1 つ の アー カイ プ ブフ ァイル と いう 入れ 物 の 中 に 、 複 数 の ファ イル を 
含む わけ で す 。 

アー カイ フフ ァイル は 、 デ イィ イジ クト トリ か ら み る と 。1 つの ファ イル と し て み 
な さる され ます 。 

を そこで 、 オ ペレ ー テ ィング シス テム か ら は 、1 つの ファ イル と し て 扱わ れ ま 
9 

ュ ピ ー や 消去 な ども 通常 の ファ イル と 同じ よう に 行え ます 。 

アー カイ ブフ ァイル の 拡張 子 は 、 自 動 釣 に a と な り ま す 。 


@ テ キス ト フ ァイル 

ソー スプ ログ ラム な ど 、 テ キス ト フ ァイル を アー カイ ブフ ァイル に まとめ て 
べく こ た が で きき まず 。 

テキ スト ファ イル を 扱う と き は 、 必 ず プ a スイ ッ チ に よっ て 、 ア スキ ー モ ー 
ド に 設定 し て くだ さい 。 

整理 き ミ れ る ファ イル 名 の 拡張 子 を 省略 し た と き 、 プ a スイ ッ チ を つけ る と 拡 
張子 は s と みな る れ ま す 。 


アー カイ バ が 使用 する ファ イル 


第 7 章 


使用 書式 と 起動 方 法 


起動 する 前 に 確認 する こと 
@ デ アー カイ バ が 扱う ファ イル の パス 名 は 正しい で すか ? 


新しく アー カイ ブフ ァイル を 作成 する と き は 、 コ マン ドラ イン で 名 称 を 指定 
ずる だ け で けっ こう で す 。 
し か し 、 す で に アー カイ ブフ ァイル が ある と き は 、 ノ 1 スイ ッ チ で を その 中 の 
状態 を 見 て お きま し ょ う 。 


AR /a ノ v ノ 1 ascii 団 


アー カイ バ 


と する と 、ascii. a の 中 の 状態 が 表示 る れ ま す 。 


X68k Archiver v1.00 Copyright 1987 SHARP〆Hudson 
2333 1987-04-08 13 : 48 : 30 artest. s 
2333 1987-04-08 13 : 48: 30 aaa.s 
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7.3 使用 書式 と 起動 方 法 


@ パス 上 に アー カイ バ の 起動 に 必要 な 空き が あり ます か ? 


特に 、 新 し く ア ー カ イブ ファ イル を 作成 する とき は 、 こ れ か ら 6 アーカイブ し 
よう と し て いる ファ イル の ュ コピー を 作る の で すか ら 、 ち ょ うど コピ ー が で き 
る 程度 の 空き 領域 が 必要 で す 。 


@ 同 一 コマ ンド ライ ン 上 で テキ スト ファ イル と オブ ジェ クト ファ イル を 同時 
に 指定 し て いま せん か ? 


1 つの アー カイ デブ ジテ ァイル の 中 で 。、。 テ キス ト フ ァイル と オデ ジェ グ クト ジテ ァ テイ 
ル な どの バイ ナリ ファ イル を 混在 し て 扱う こと は で きま せん 。 

まだ た 、 テ キス ト フ ァイル の 拡張 子 は Ss と し 、 オ ブ プ ジ ェ クト ファ イル の 拡張 子 
ば は @⑥ まし で くだ る さい 。 

が 時 、 オ ブ ジ ェ グ クト フ ァイル を まとめ で 1 つの フ テ デイル (ライ ブラ リラ シラ ァ イ 
ル ) に する た め の も の に ライ ブラ リア ン (LIB. 又 ) が 用 意 き れ て いま す の 
で 、 オ ブ ジ ェクト ファ イル を 扱う 場合 は ライ プラ リア ン を 使用 し て くだ る 
Mn。 

ライ ブラ リア ン に つい て は 第 8 章 で 説明 し て いま す の で 、 そ ちら を ご 覧 《 だ 
さい 。 


アー カイ バ の 起動 方 法 と 書式 


コマ ンド ライ シン て 次 の よう な 書 式 で 入力 し ます 。 


AR 「< マ スイッチ > | マ ア ー カ イプ ファ イル 名 > ベジ ァ オ ル 名 > 
[< く フ ァイル 名 >…] 


ファ イル 名 は 複数 個 指定 でき ます 。 
アー カイ ブフ ァイル の 名 称 は 、 ス イッ チ に 引き 続い て 指定 し ます 。 
アー カイ ブフ ァイル 名 の 拡張 子 を 省略 する と a と みな され ます 。 


まだ た 、 テ キス ト フ ァイル を 扱う と き は 、 必 ず ノ a スイ ッ チ を 指定 し ます 。 


新規 に アー カイ ブフ ァイル を 作成 する と き は 、 こ こ で その アー カイ ブフ ァ イ 
ル の 名 称 を 指定 する だ け で けっ こう で す 。 
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第 7 章 アー カイ バ 


7.3 使用 書式 と 起動 方 法 


正しく コマ ンド ライ ン が 入力 され る と 、 だ た だ ち に アー カイ バ が 起動 し ます 。 


も し 誤っ た スイ ッ チ を 指定 する と 次 の よう な ヘル プ メ ッ セ ー ジ が 表示 され ま 


すっ 
コマ ンド ライ ン を 確認 し 直し て くだ さる い 。 


X68k Arohiver vY1.99 Copyright 1987 SHARP/Hudson 


使用 法 : ar ん すす | ライ ツラ リ が 事 導 取 < 9 


/a A エエ ファ イル モー ド 

/b バッ クア ッ プ ファ イル の 作成 

/u ファ イル の 更新 (デフ ォ ル ト ) 
/ テ ファ イル の 取り 出し 

/d ファ イル の 削除 

/1 リス ト 出 力 

/i file イン ダイ レク ト フ ァイル の 指定 
/Y バー ボー ズ モ ー ド 


誤っ て 存在 し な い ア ー カ イブ ファ イル を 指定 し て (新規 作成 以外 ) 操 作 を 行う 


archive file not found 


と 表示 る れ ま す 。 


アー カイ ブ さ れる ファ イル が 存在 し な いと き は 、 


file not found く ファ イル 名 > 


と 表示 る れ ま す 。 


ディ レク トリ 、 ま た は 対象 と な る ファ イル を 確認 し て くだ さい 。 
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アー カイ バ の スイ ッ チ に は 、 次 の も の が あり ます 。 


アー カイ バ の スイ ッ チ 


スイ ッ チ 機能 
Z テキ スト ファ イル の 指定 
グ b バッ クア ッ プ ファ イル の 作成 
グ d ファ イル の 削除 
2 イン ダイ レク ト フ ァイル の 指定 
グ 1 アー カイ ブフ ァイル の 内 容 表示 
2 ファ イル の 登録 ・ 更 新 指定 
ノ y バー ボー ズ モ ー ド の 指定 
グ ファ イル の 抽出 


例 


第 7 章 アー カイ バ 


テキ スト ファ イル の 指定 


2 


テキ スト ファ イル の 使用 を 定 言 し ます 。 


ソー スプ ログ ラム な どの テキ スト ファ イル の 使用 を 宣言 し ます 。 

1 つの アー カイ ブフ ァイル で は 、 テ キス ト フ ァイル と オブ ジェ クト ファ イル を 混 
在 し て 扱う こと は で きま せん の で 、 後 続 の く 整 理 ミ れる ファ イル 名 > に 、 オ プ ジ 
ェクト ファ イル を 指定 する こと は で きま せん 。 

テキ スト ファ イル を アー カイ ブ す る と き は 、 他 の スイ ッ チ と と も に 、 必 ず こ の ス 
イッ チ を 指定 し て くだ さい 。 


/a スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


AR /a / ノ uarchive sourcel source2 source3 


アー カイ ブフ ァイル archive に 登録 きれ る ファ イル source1 一 source3 は すべ て 
テス ドク ラテ イル で す 。 
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バッ クア ッ プ ファ イル の 作成 
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書 式 
機 能 
解 説 


ノ b 

バッ クア ッ プ ファ イル を 作成 し ます 。 

アー カイ ブフ ァイル を 更新 し た と き に 、 更 新 前 の 内 容 の バッ クア ッ プ ファ イル を 
作成 し ます 。 


な お 、 バ パック アッ プ フ ァ イ ル の 拡張 子 は bak と な り ま す 。 


グ b スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


AR /a / ノ b archive file1 file2 


アー カイ ブフ ァイル archive を 更新 する 前 に 、 バ パ バックアップ ファ イル も 作成 し ま 
。 
バッ クア ッ プ ファ イル 名 は 次 の よう に な り ま す 。 


archive. a 一 > archive. bak 


例 


ファ イル の 削除 


グ d 
指定 きれ た ファ イル を 、 ア ー カ イブ ファ イル か ら 削 除 し ます 。 
旨 定 され た ファ イル を 、 ア ー カ イブ ファ イル か ら 削 除 し ます 。 


ノ d ス イッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


AR /d archive filel.s 


アー カイ ブフ ァイル archive の 中 に file1. s が 存在 し た 場合 、 こ れ を 削除 し ます 。 
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イン ダイ レク ト フ ァイル の 指定 


書 区 | 


機 能 | イン ダイ レク ト フ ァイル を 指定 し ます 。 


解 説 | アー カイ バ 操 作 時 に 使用 する イン ダイ レク ト フ ァイル を 指定 し ます 。 

パル シダ イレ クト フラ アイ ルル に は 、 ス イッ チ 、 ア デー カイ ジン テイ ル 況 。、 テ キス トラ ァ 
イル 名 また は オブ ジェ クト ファ イル 名 な ど を 登録 し ます 。 

この 指定 は 、 入 力 す る スイ ッ チ 、 フ ァイル 名 な ど が 長い 場合 や 、 入 力 す る パラ メ 
ー タ が 同じ で 、 こ れ を 何 度 も 繰り 返し て 使用 する 場合 な ど に 効果 的 で す 。 

イン ダイ レク ト フ ァイル が 指定 され る と 、 ア ー カ イブ は を の 内 容 を 参照 し て 各 処 
理 を 行い ます 。 

一 度 イ ンダ イレ クト ファ イル を 作成 し て ぢ おけ ば 、 ア ー カ イ バ 操 作 時 ご と に スイ ッ 
チ や ファ イル 名 を 指定 する 必要 が な い の で 、 ア ー カ イブ の 作業 効率 を 向上 させ る 
こと の でき ます 。 

な お 、 イ ンダ イレ クト ファ イル は 、 エ ディ タ を 使用 し て 作成 し ます 。 


例 ノ 1i ス イッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


AR / ノ i indirect 


イン ダイ レク ト フ ァイル indirect の 内 容 


グ a、 mu 
archive 


Sourcel source2 source3 source4 


アー カイ ブ を 起動 する と 、 テ キス ト フ ァイル source1 一 source4 が 、 ア ー カ イブ 
ファ イル に 登録 、 更 新 さ きれ ま す 。 
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第 7 章 アー カイ バ 


アー カイ プ フ ァ イ ル の 内 容 表示 


書 懇 | メ ) 


機 能 | アー カイ ブフ ァイル の 内 容 を 表示 し ます 。 


解 説 | アー カイ ブフ ァイル に 登録 きれ て いる 全 フ ァイル 名 を 表示 し ます 。 
また 、 プ 1 スイ ッ チ を 指定 する 場合 、 プ v ス イッ チ 以 外 の 他 の スイ ッ チ や 整理 す 
る ファ イル を 指定 し て は いけ ませ ん 。 


例 グ 1 ス イッ チ の 使用 例 と 全 フ ァイル 名 の 表示 形式 を 以下 に 示し ます 。 


AR / ノ 1 archive 


アー カイ ブフ ァイル archive に 登録 済み の 全 フ ァイル 名 を 表示 し ます 。 


X68K Archiver y1.00 Copyright 1987 SHARP〆Hudson 
file1.s 
file2.s 
file3.s 


ノ ャ スイ ッ チ と 併用 する と ファ イル 内 容 が くわ し く 表 示 き れ ま す 。 


半 / 


例 
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ファ イル の 登録 ・ 更 新 指定 


グ u 


ファ イル を アー カイ ブフ ァイル に 新規 に 登録 する か 、 ま た は 更新 する こと を 宜 言 
し ます 。 


この スイ ッ チ が 指定 され る と 、 各 ファ イル が アー カイ ブフ ァイル に 登録 され る 
か 、 ま た は アー カイ ブフ ァイル (に 登録 済み の 同一 ファ イル を 更新 する こと を 示し 
ます 。 

この スイ ッ チ は 指定 し な く て も 差し つか え を あり ませ ん 。 


グ u スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


AR /a / グ uarchive sourcel source2 source3 


ca 


テキ スト ファ イル sourcel 一 sourcec3 は 、 ア ー カ イブ ファ イル archive に 登録 き 
れ ま す 。 
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バー ボー ズ モ ー ド の 指定 


式 | / ツ 


能 | バー ボー ズ モ ー ド を 指定 し ます 。 


説 | バー ボー ズ モ ー ド を 指定 する と 、 ア ー カ イ バ 操 作 時 の 情報 が 表示 され ます 。 


例 


ノ Y ス イッ チ の 使用 例 と 、 表 示さ れる 情報 の 内 容 を 以下 に 示し ます 。 


AR /a ノ v / ノ uarchive text1 


テキ スト ファ イル text1 を アー カイ ブフ ァイル archive に 登録 する と と も に 、 登 
録 処 理 中 の 情報 を 表示 し ます 。 


X68K Archiver v1.00 Copyright 1987 SHARP ン Hudson 
include text1 
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ファ イル の 抽出 


書 惑 | メ ※ 


機 能 | 指定 され た ファ イル を 、 ア ー カ イブ ファ イル か ら 抽 出し ます 。 


解 説 | 指定 きれ た ファ イル を 、 ア ー カ イブ ファ イル か ら 抽 出し ます 。 


例 グ x スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


AR /a グ /x archive file1.s 


アー カイ ブフ ァイル archive か ら file1.s を 抽出 し 、 テ キス ト フ ァイル file1.s を 
作成 し ます 。 
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アー カイ バ の 使用 例 


AR /a test temp. s 


test.a と いう 名 称 の アー カイ ブフ ァイル に temp.S と いう テキ スト ファ イル 
を 登録 し ます 。 
この と き 、 次 の よう に 3 つの 場合 が あり ます 。 


1. test. a が 新規 ファ イル 
新しく test.a と いう アー カイ ブフ ァイル を 作成 し て そこ に temp. s を 
登録 し ます 。 


2. test. a が 既存 の アー カイ ブフ ァイル で temp. s は 新規 ファ イル で す 。 
temp. s を 新規 に 登録 し ます 。 


3. test. a が 既存 の アー カイ ブフ ァイル で か っ つ temp. Ss は すでに 一 度 ア ー カ 
イプ され て いま す 。 
temp. s を 更新 し ます 。 


上 記 2 の 操作 例 を 次 に 示し ます 。 


A>AR /a test. a temp.s 較 


temp.S が ほん と うに 登録 きれ た か どう か 、 確 認 し て み ま し ょ 2 う 。 


A>AR /a / ノ 1 test. a 固 
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7.5 アー カイ バ の 使用 例 


X68k Archiver v1.00 Copyright 1987 SHARP/Hudson 


temp1.s 


temp2.s 
temp3.s 
temp4.s 


temp. Ss 
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AR エラ ー メ ッ セ ー ジ 一 覧 


アー カイ バ 


エラ ー メ ッ セ ー ジ 


意 味 


Abort: Indirect mode error 


Abort: Indirect file not found 


can not create file 


archive file not found 


no file name 


not archive file 


can not delete く ファ イル 名 > 
file not found く ファ イル 名 > 
not object file く ファ イル 名 > 


Abort Device full 


イン ダイ レク ト フ ァイル 指定 の エ 
ラー で す 。 

イン ダレ クト ファ イル が あり ませ 
yo 


ン ボ ラリ ー フ ァイル が 作れ ませ 
アー カイ ブフ ァイル が あり ませ 
ん 
ファ イル 名 が 指定 され て いま せ 
ん 


アー カイ プ フ ァ イ ル で は あり ませ 
ん 。 


ファ イル を 削除 で きま せん 。 
ファ イル が あり ませ ん 。 


オォ オブジェ クト ファ イル で は あり ま 
せん 。 


ディ スク が いっ ぱい で す 。 
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第 8 章 
フイ ブラ リア ン 


ライ ブラ リア ン が 使用 する ファ イル 
使用 書式 と 起動 方 法 
ライ ブラ リア ン の スイ ッ チ 
ライ ブラ リア ン の 使用 例 
し 則 エラ ー メ 上 一 ジ 一 覧 


プロ グラ ム の 開発 は 、 機 能 ご と の モジ ュー ル に 分 割 し て 行う こと が 多い の 
で 、1 つの 実行 可能 プロ グラ ム を 作成 する 過程 で 数 多く の オプ ジェ クト ファ 
イル が 作成 され ます 。 

この よう な 複数 個 の オプ ジェ クト ファ イル を ライ ブラ リア ン に よっ て 、 機 能 
ご と に オブ ジェ クト を まとめ だ ファ イル を ライ ブラ リフ ァイル (拡張 子 は 
1]) と いい ます 。 

ライ ブラ リア ン は アー カイ バ と 機能 が よく 似 て いま す が 、 以 下 の 点 が 違い ま 
すず 。 


@ ラ イブ ラリ ファ イル は アー カイ ブフ ァイル より 高速 に リン ク で きま す 。 
@ オ ブ ジ ェクト ファ イル の 2 み 登録 びき ます 。 

アー カイ バ の よう に テキ スト ファ イル は 登録 どき ませ ん 。 

@ ラ イブ ラリ ファ イル の 先頭 に 、 登 録 き れ て いる オブ ジェ クト ファ イル ご と 
の シン ボル 情報 や 各 モ ジュ ー ル の 管理 情報 を 格納 し た ヘッ ダ が 加え られ ま 
重 


つま り 、 ラ イブ ラリ アン は 、 リ ンク する 複数 の オブ ジェ クト を 管理 する の が 
主 な 用 途 と いえ ます 。 

それ に 対し て アー カイ バ は 、 ソ ー ス ブログ ラム を 管理 する の が 主 な 用 途 と な 
り ま す 。 

ライ ブラ リア ン の 機能 は 以下 の 通り で す 。 


@ フ ァイル の 登録 
@ フ ァイル の 更新 
@ フ ァイル の 削除 
@ フ ァイル の 抽出 
@ フ ァイル の 表示 


ジイ アクサ アン 


ライ ブラ リア ン は 次 の 種類 の ファ イル を 使用 し ます 。 


@ ラ イブ ラリ ファ イル 

複数 の オプ ジェ クト ファ イル を まとめ た ファ イル で す 。 

オブ ジェ クト ファ イル し か 格納 で きま せん 。 

まだ た 、 ラ イブ ラリ ファ イル は 直接 リン ク で きま す 。 

ライ ブラ リア ン は 、 オ ブ ジ ェクト ファ イル を まとめ る と き に 、 そ の シン ボル 
情報 と 各 モ ジュ ー ル の 管理 情報 シラ イブ プラ リフ ァイル の 先頭 に 格納 し ます 。 
を その だ た だめ 、 ア ー カ イプ ファ イル と 比べ て 高速 に リン ク で きま す 。 

ライ プラ リフ ァイル 自体 は 、 通 常 フ ァイル と 同じ 扱い が で きま す 。 

つま り 、 オ ペ ビ レーティング シス テム が 6 ら は 1 つの ラフ ラ ァ イル と し て 扱わ れれ ま 
す 。 コピ ー や 消去 な ども 通常 の ファ イル と 同じ よう に 行え ます 。 

ライ ブラ リフ ァイル の 拡張 子 は 、 自 動 的 に 1 に な り ま す 。 


@ オ プ ジ ェ クト ファ イル 

アセ ャ セン ブラ が ソー スプ ログ ラム を アセ ャ セン ブル し て 作成 きれ る ファ イル で す 。 
この ファ イル を ライ ブラ リア ン が まとめ て ライ ブラ リフ ァイル を 作成 し ま 
ま 。 
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使用 書式 と 起動 方 法 


起動 する 前 に 確認 する こと 

@ ラ イブ ラリ アン が 扱う ファ イル の パス 名 は 正しい で すか 7? 

新しく ライ ブラ リフ ァイル を 作成 する 時 は 、 コ ユマ ンド ライ ン で 名 称 を 指定 す 
る だ で ゆっ こう で ず 。 

し か し 、 ず すでに ジイ ブラ リフ ラテ オル が ある と き は 、/ ノ 1 スイ ッ チ で その 中 の 
状態 を 見 て お きま し ょ う 。 

@ バ パス 上 に ライ ブラ リア ン の 起動 に 必要 な 空き が あり ます か ? 

特に 、 新 し く ラ イブ ラリ ファ イル を 作成 する 時 は 、 こ れ か ら 登 録 し よう と し 
て いる ファ イル の コピ ー を 作る の で すか ら 、 ち ょ うど コピ ー が で きる 程度 の 
空き 領域 が 必要 で す 。 


ライ ブラ リア ン の 起動 方 法 と 書式 


ョ マン ドラ イン で 次 の よう な 書式 で 入力 し ます 。 


EIB [ く < ス オ イッ チ 才 | く ラ イジ ラリ シテ ァイル 吉 > 


< で ラ ア イル 名 》 |< ラ アァ イ 光 省 》 | 


8.2 使用 書式 と 起動 方 法 


ファ イル 名 は 複数 個 指 定 で きま す 。 

新規 に ライ プラ リフ ァイル を 作成 する と き は 、 こ こ で その ライ ブラ リフ ァ イ 
ル の 名 称 を 指定 する だ け で す 。 

正しく コマ ンド ライ ン が 入力 きれ る と 、 だ だ ち に ライ ブラ リア ン が 起動 し ま 
す 。 

も し 誤っ た スイ ッ チ を 指定 する と 次 の よう な ヘル プ メ ッ セ ー ジ が 表示 きれ ま 
す 。 コ マン ドラ イン を 確認 し て 直し て 《 だ きい 。 
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合用 : 湊 TEBD 【 ス イッチ 」 ジウ ァ 上 光 ルフ ァイル ・ ・・1 

/m nn 最大 シン ボル 数 (291<nn<65536 ) 

/b バッ クア ッ プ ファ イル の 作成 

/u ファ イル の 更新 (デフ ォ ル ト ) 

/x ファ イル の 取り 出し 

/d ファ イル の 削除 

/1 リス ト 出 力 

/i file イン ダイ レク ト フ ァイル の 指定 

/Y バー ポー ズ モ ー ド 


まだ 、 誤 っ て 存在 し な い ラ イブ ラリ ファ イル を 指定 し て (新規 作成 以外 ) 操作 
を 行っ た 時 も 同様 で す 。 


登録 きれ る ファ イル が 存在 し な いと き は 、 以 下 の よ うな メッ セー ジ を 表示 し 
ます 。 


source file open error く ファ イル 名 > 


ディ レク トリ 、 ま ただ は 対象 と な る ファ イル を 確認 し て くだ さい 。 
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フラ イプ ブラリ アン の スイ ッ チ 


ライ ブラ リア ン の スイ ッ チ に は 、 次 の も の が あり ます 


スイ ッ チ 機能 
ノ b バッ クア ッ プ ファ イル の 作成 
グ d ファ イル の 削除 
2 イン ダイ レク ト フ ァイル の 指定 
/1 ライ ブラ リフ ァイル の 内 容 表示 
mm シン ボル の 最大 個数 の 指定 
グ u ファ イル の 登録 ・ 更 新 指定 
ノ v バー ボー ズ モ ー ド の 指定 
ノブ x ファ イル の 抽出 
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第 8 章 ライ ブラ リア ン 


バッ クア ッ プ ファ イル の 作成 


例 


ZD 

バッ クア ッ プ ファ イル を 作成 し ます 。 

ライ ブラ リフ ァイル の 中 の ファ イル に 対し て 修正 を 行っ た と き 、 ラ イブ ラリ ファ 
イル の バッ クア ッ プ ファ イル を 作成 し 、 こ こ に 更新 前 の 内 容 を 保存 し ます 。 


な お 、 バ パック アッ プ フ ァ イ ル の 拡張 子 は 、bak と な り ま す 。 


ノ b スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


LIB /b test srcl 


ライ ブラ リフ ァイル test.1 の 中 の srcl.o を 更新 し 更新 後 の ラ イブ ラリ ファ イル を 
test.1、 更 新 前 の バッ クア ッ プ ファ イル を test. bak と する 。 
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ファ イル の 削除 


書 款 | /d 

機 能 | 指定 され た ファ イル を 、 ラ イブ ラリ ファ イル より 削除 し ます 。 

解 説 | 指定 きれ だ た ファ イル を 、 ラ イブ ラリ ファ イル より 削除 し ます 。 
例 グ d スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


LIB /d userdef funcl 


ライ ブラ リフ ァイル userdef. 1 の 中 に オプ ジェ クト ファ イル funcl. o が 存在 し た 
場合 、 こ れ を 削除 し ます 。 
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第 8 章 ライ ブラ リア 


イン ダイ レク ト フ ァイル の 指定 


3 


例 


Z1 ミミ ジア イツ 釧 


イン ダイ レク ト フ ァイル を 指定 し ます 。 


ライ ブラ リア ン 操 作 に 使用 する イン ダイ レク ト フ ァイル を 指定 し ます 。 

4 イツ ダイ レツ トク ラテ デイ に ほ 、 ス イッ チ 、 ラ イヴ ラリ ファ イル 名 、 オ デジ ェクト 
ファ イル 名 な ど を 登録 し ます 。 

この 指定 は 、 入 力 す る スイ ッ チ 、 フ ァイル 名 な ど が 長い 場合 や 、 入 力 す る パラ メ 
ー タ が 同じ で 、 こ れ を 何 度 も 繰り 返し て 使用 する 場合 な ど に 効果 的 で す 。 

イン ダイ レク ト フ ァイル を 指定 され る と 、 ラ イブ ラリ アン は を その 内 容 を 参照 し て 
各 処 理 を 行い ます 。 

一 度 イ ンダ イレ クト ファ イル を 作成 し て ぢ け ば 、 ラ イブ ラリ アン 操作 時 ご と に ス 
イッ チ や ファ イル 名 を 指定 する 必要 が な い の で 、 作 業 効率 を 向上 8 せ る こと が で 
きま す 。 

な お 、 イ ンダ イレ クト ファ イル は 、 エ ディ タ を 使用 し て 作成 し て くだ きい 。 


グ i スイッチ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


LIB ノ i indirect [ 


イン ダイ レク ト フ ァイル indirect の 内 容 


グ u 
test 


STel Sre2. StC8 Sre4 srC5 sfe6 


ライ ブラ リア ン を 起動 する と 、 オ ブ ジ ェクト ファ イル src1. o 一 src6.o が ライ ブ 
ラリ ファ イル test. 1 に 登録 、 更 新 さ れ ま す 。 
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ライ プラ リフ ァイル の 内 容 表示 


194 


例 


本 | 

ライ ブラ リフ ァイル の 内 容 を 表示 し ます 。 

ライ ブラ リフ ァイル に 登録 きれ て いる 全 フ ァイル 名 を 表示 し ます 。 

また 、 ノ 1 スイ ッ チ を 指定 する 場合 、 プ Y ス イッ チ 以 外 の スイ ッ チ や 整理 する フ 


ァイル を 指定 し て は いけ ませ ん 。 


ノ 1 ス イッ チ の 使用 例 と 全 フ ァイル 名 の 表示 形式 を 以下 に 示し ます 。 


LIB ノ 1 tst 


ライ ブラ リフ ァイル tst. 1 に 登録 済み の 全 フ ァイル 名 を 表示 し ます 。 


X68k Librarian v1.19 Copyright 1999,91,92 SHARP/Hudson 
file1.o 
file2.o 
fi1e3.o 


例 


第 8 章 ライ ブラ リア ン 


シン ボル の 最大 個数 の 指定 


グ m< く nn> 


シン ボル の 最大 個数 を 指定 し ます 。 


定義 可能 な シン ボル の 最大 個数 を 指定 し ます 。 
定義 可能 な シン ボル の 個数 は 、 以 下 の 範 囲 で す 。 


201 く nn く 65536 


な お 、 プ m スイ ッ チ を 指定 し な い 場 合 は 、2000 個 に な り ま す 。 


グ m スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


| LIB /m4000 tst.1 src.o 


定義 可能 な シン ボル は 、4000 個 で す 。 


シン ボル 1 個 当 た り の 記憶 域 の サイ ズ は 、 約 16 バイ ト 必 要 で す 。 
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に 


例 


ファ イル の 登録 、 更 新 指 定 


デ 


ファ イル を ライ ブラ リフ ァイル に 新規 に 登録 する か 、 ま た は 更新 する こと を 宣言 
し まう か 。 


この スイ ッ チ が 指定 きれ る と 、 各 オプ ジェ クト ファ イル が ライ ブラ リフ ァイル に 
登録 きれ る か 、 ま だ は ライ ブラ リフ ァイル (に 登録 済み の 同一 ファ イル を 更新 する 
2 ンプ 5 

この スイ ッ チ は 指定 し な く て も 差し つか を あり ませ ん 。 


グ u スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


LIB / ノ u test srcl src2 src3 団 


オブ ジェ クト ファ イル srcl. o 一 src3.o を 、 ラ イブ ラリ ファ イル test. 1 に 登録 し 
ます 。 


例 


バー ボー ズ モ ー ド の 指定 


〆 


バー ボー ズー モー ド を 指定 し ます 。 


バー ボー ズ モ ー ド を 指定 する と 、 ラ イブ ラリ アン 操作 時 の 情報 が 表示 る れ ま す 。 


/y スイッチ の 使用 例 と 、 表 示さ れ る 情報 の 内 容 を 以下 に 示し ます 。 


LIB /v /u test objectl 


ォ ブ ジェ クト ファ イル object1.o を ライ ブラ リフ ァイル test. 1 に 登録 する と と も 
に 、 登 録 処理 中 の 情報 を 表示 し ます 。 
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例 
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ファ イル の 抽出 


ノ x 


指定 され だ ファ イル を 、 ラ イブ ラリ ファ イル か ら 抽 出し ます 。 


指定 きれ だ ファ イル を 、 ラ イブ ラリ ファ イル か ら 抽 出し ます 。 


グ x スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


LIB / グ x test srcl [ 固 


ライ ブラ リフ ァイル test. 1 か ら srcl を 抽出 し 、 オ ブ プ ジ ェ クト ファ イル src1. o を 
作成 し ます 。 


ライ ブラ リフ ァイル test. 1 に オブ ジェ クト ファ イル temp. o を 登録 する に 
は 、 


LIB /u test temp 


を 実行 し まる 。 
この コマ ンド ライ ン の 意味 は 、test. 1 の 状態 に よ り 以 下 の 3 つの 場合 に 分 け 
られ ます 。 


1. test. 1 が 新規 ファ イル の 場合 

新しく ライ ブラ リフ ァイル test. 1 を 作成 し 、 そ れ に オプ ジェ クト ファ イ 

ル temp. o を 登録 し ます 。 

test. 1 が 既存 の ファ イル で 、temp. o が 未 登録 の 場合 test. 1 に temp. o を 登 

貸し ます 。 

3. test. 1 が 既存 ファ イル で temp.o も 登録 し て ある 場合 test. 1 に 登録 きれ て い 
る temp. o を 更新 し ます 。 


INS) 


ライ ブラ リフ ァイル に 登録 きれ て いる オブ ジェ クト を 知り だ いと き は 、 以 下 
の コマ ンド ライ ン を 実行 し ます 。 


LIB / ノ ltest 
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LIB エラ ー メ ッ セ ー ジ 一 覧 


エラ ー メ ッ セ ー ジ 一 覧 


意 味 


Abort : 
Abort : 
Abort : 
Abort : 
Abort : 
Abort : 
Abort : 
Abort : 
Source file open error く ファ イル ネー ム > 


Indirect mode error 
Illegal option error 
Not library file 
Indirect file not found 
SySterm error 

Illegal file error 

file read error 


file write error 


destination file open error く ファ イル ネー 
な 
LIB : Internal File Open Error 


Not enough memory 
illeagl option く 指定 スイ ッ チ > 


[ 


イン ダイ レク ト の 指定 の 誤り 5 
スイ ッ チ の 誤り 

ライ ブラ リフ ァイル の 指定 の 誤り 

4 シダ イレ レグ ト フク デイ ル が 見 の か りき まぜ 
シス テム エラ ー が 発生 し まし た 

ファ イル の 指定 の 誤 9 

ファ イル の 読み 込み に 失敗 し た 

ファ イル の 書き 込み に 失敗 し た 
登録 ・ 更 新 き され る ファ イル が オー プン で きま 
せん 

抽出 きれ る ファ イル が オー プン で きま せん 


ライ ブラ リア ン が 内 部 で 使用 する ファ イル が 
オー プシ で きま 並ん 

メモ リ 不 足 で す 

スイ ッ チ の 指定 が 違い ます 


第 9 章 
コン バー タダ 


コン バー タ が 扱う プロ グラ ム 形 式 
使用 書式 と 起動 方 法 
コン バー タ の スイ ッ チ 
コン バー タ の 使用 例 
CM 5 妥 王 みな なー 一 覧 


ュ ン バー タ XConverter は 、 リ ンカ が 生成 し た 実行 可能 プロ グラ ム (x 形式 、 
拡張 子 が x で ある も の ) を 他 の 実行 可能 プロ グラ ム の 形式 に 変換 し ます 。 


変換 きれ る 形式 に は 、 次 の 2 つが あり ます 。 


r 形式 
フル リロ ケー タブ ル の 実行 可能 プロ グラ ム 


z 形式 
絶対 アド レス 指定 の 実行 可能 プロ グラ ム 


リン カ が 生成 し た x 形 式 の 実行 可能 プロ グラ ム は 、Human68k が 実行 する 
た め の 管 理 情報 を 持っ て いま す 。 

具体 的 に は 、 実 行 可能 プロ グラ ム は 、Human68k に よっ て ロー ド さ れる と 
き に メモ リ 内 へ 適切 に 再 配置 る され ます 。 

つま り 、 を その まま メモ リ に ロー ド き され る の で は あり ませ ん 。 

この た だ た め 、 再 配置 の た め の 処 理 の 時 間 が わずか で す が 必 要 で すし 、 再 配置 の 
た め の 情 報 が ファ イル 上 に 書か れ て いる た め 、 サ イズ も 大 きく な っ て いま 


す 。 
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コン バー タ が 扱う プロ グラ ム 形 式 


Human68k に は 、 次 の 3 つの 実行 ゲロ グラ ム 形 式 が あり ます 。 


x 形式 


x 形式 は 、 リ ンカ が 出力 する 実行 可能 プロ グラ ム 形 式 で す 。 

実行 に 先立っ て 、 ロ ー デ ィング 時 に メモ リ に 再 配置 る され ます 。 

x 形式 の プロ グラ ム フ ァ イル に は 、 こ の た め 再 配置 の 情報 が 含ま れ て いま 
まぁ 


Fr 形式 


r 形式 は 、 フ ルリ ロケ ー タ ブル 実行 可能 プロ グラ ム 形 式 で す 。 

フル リロ ケー タブ ル と いう の は 、 メ モリ 内 の どの 位置 に ロー ド し て も 再 配 置 
な し に 実行 が 可能 で ある と いう こと で す 。 

r 形式 の 実行 可能 プロ グラ ム で は 、 こ の よう に 、 メ モリ の どの 位置 に ロー ド 
し て も 実行 が 可能 で す 。 

(た だ し 、 シ ステ ム や 他 の アプ リケーション が 占有 し て いる メモ リ 領 域 に 
人 は 。 ロー ド G で きま せん 。) 

分 岐 命令 ゞ サブ ルー チン コー ル 命 令 で 使用 する 変位 (ディ スプ レイ スメント ) 
は プロ グラ ム 内 相対 が 可能 も た な っ て いる の で 、MPU68000 で は 、 プ ログ ラ 
ム 全 体 を どの 位置 に ロー ド し て も 実行 で きる よう な プロ グラ ム を 作成 する こ 
と が で きま す 。 

この よう な 形式 で 書か れ だ ファ イル が r 形 式 の ファ イル で す 。 


z 形式 


固定 番地 に ロー ド る れ な いと 実行 どき な い 形 式 の ファ イル で す 。 
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使用 書式 と 起動 方 法 


起動 する 前 に 確認 する こと 
@ 変 挟 する 前 の x 形 式 の ファ イル が 存在 し て ます か ? 
コン バー タ の 起動 方 法 と 書式 


コマ ンド ライ ン か ら 次 の ょ うな 書式 で 入力 し ます 。 


CV [< く ス イッ チッ >] < 変 換 前 の x 形式 ファ イル > [< く 変 換 後 の r また 
は z 形 式 の ファ イル 名 >] 


正しく コンバー タ が 起動 きれ ん る と 、 だ だ ち に コン バー ト を 開始 し ます 。 
も し 、 誤 っ て 使用 する と 次 の よう な ヘル プ メ ッ セ ー ジ が 表示 きれ ます 。 


X68k Fi1le Converter v2.10 Copyright 1987,88,89,99,91,92 SHARP/Hudson 


使用 法 :cyv 【 ス イッ チ ] ツ ソース ファ イル 【 オ プ ジ ェ クト ファ イル 】 
レッ 民 ジ ァイル の 作成 (ディフォルト ) 
/rn R フ ァイル の 作成 (エラー 無視 ) 
/z[address] Z フ ァイル の 作成 
/h[address] HEX メ ファ イル の 作成 
/m[address] S フ ォ ー マ ッ ト フ ァイル の 作成 
/b[address] BSS ア ドレ ス 指 定 (R フ ァイル 以外 ) 
/o 奇数 ファ イル と 偶数 ファ イル に 分 ける 


第 9 華 問 軸線 MRm- 


9.2 使用 書式 と 起動 方 法 


誤っ て 存在 し な い フ ァイル を 指定 する と 


が 表示 きれ ます 。 
ディ レク トリ を 確認 し て くだ きい 。 


コン バー タ に 使用 する ファ イル 
ュ ン バー タ に 使用 する ファ イル は 、 


@ 入力 に 、x 形式 の 実行 可能 プロ グラ ム フ ァ イル 
@ 出 力 に 、r 形 式 ま だ は z 形 式 の プロ グラ ム フ ァ イル 


て す 。 


これ ら の 出力 ファ イル の 指定 は 、 コ ユン バー タ 起 動 の と き の ス イッ チ で 行い ま 
4 な 
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コン バー タ XConverter に は 次 の スイ ッ チ が あり ます 。 


ズ ベイ ッ チ 


機能 


< 思 
〆 
グ m 
区 針 (o 
と 
グ 


2 


BSS セク ショ ン 先 頭 ア ドレ ス の 指定 
イン テル HEX フォ ー マ ッ ト の 作成 
モト ロー ラ S フォー マッ ト の 作成 
舎 数 アド レス と 偶数 アド レス に 分 割 
フル リロ ケー タプ ブル 実 行 形式 へ の 変換 
フル リロ ケー タプ ブル 実行 形式 へ の 変換 
絶対 アド レス 指定 実行 形式 へ の 変換 


第 9 章 コン バー タ 


BSS セ クシ ョ ン 先 頭 ア ドレ ス の 指定 


書 式 
機 能 
解 説 


グ b く address> 

BSS セク ショ ン の 先頭 アド レス を 指定 し ます 。 

本 スイ ッ チ を 指定 する と 実行 可能 プロ グラ ム (拡張 子 x) を 、 絶 対 ア ドレ ス 指 定 
実行 可能 形式 へ 変換 する 際 に BSS モク ショ ン の 先頭 アド レス を 指定 する こと が 


てき ます 。 


ノ b スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


CV /z60000 ノ b68000 sample 


x 形式 の 実行 可能 プロ グラ ム (ファ イル 名 sample. x) は 絶対 アド レス 指定 実行 
形式 (ロー ドア ドレ ス $60000 番地 ) へ と 変換 し ます 。 

その 時 BSS モク ショ ン が $68000 番地 か ら 始 まる よう に 、 設 定 さ れ ま す 。 

グ b スイ ッ チ を 指定 し な いと 、BSS セク ショ ン は DATA セク ショ ン に 連続 し て 
配置 され ます 。 

ノ b スイ ッ チ を 指定 する 場合 、BSS セク ショ ン が DATA セ クシ ョ ン と 重なる よ 
う に 指定 する こと は で きま せん 。 

この 機能 は 、ROM 上 で 動作 きせ る た め に コー ド 領 域 と ワー ク 領 域 を 分 離し な け 
れ ば な ら な い プ ログ ラム を 作成 する 場合 に 指定 し ます 。 
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イン テル HEX フ フォー マット の 作成 


書 式 
機 能 
解 説 


グ h く address> 
イン テル HEX 形式 の ファ イル を 作成 し ます 。 
グ h スイ ッ チ を 指定 す る と 、 実 行 可能 ファ イル を イン テル HEX フォ ー マ ッ ト 形 


式 に ファ イル 奏 換 し て 出力 し ます 。 
ぐ く address> に は 、 ロ ー ド され る 絶対 番地 を 指定 し ます 。 


イン テル HEX フォ ー マ ッ ト は 可 読 な 文字 で 構成 され て いて 、 制 御 文字 を 含み ま 
や "Lo 
まだ 、 チ ェ ッ ク の 情報 も 含ま 和 れ て いま す 。 
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CV /h7000 sample1 


address 情報 の 下 4 ケタ は ファ イル 中 に 、 上 2 ケタ は 1 つ 目 の ファ イル の 拡張 子 
爺 が め ま 守 。 
た と えば 、$86000-$A5000 まで を 実行 する と 、 


sample 1.h08 一 6000-ffff 
sample 1.h09 一 0000-ffff 
sample 1.hOA 一 0000-5000 


上 記 3 つの ファ イル が 作ら れ ま す 。 


な お 拡張 子 の 2 ケタ は 、 ア ドレ ス と は 無関係 に 1 づつ っ 加算 きれ て いき ます 。 


注 ・1 つ の イン テル HEXX フォ ー マ ッ ト の 大 きき る に は 限界 が あり ます 。 
最大 で 64K バイ ト ま で で す 。 
を そこで 、64K バイ ト 以 上 を 超え る と 複数 の ファ イル に 分 割 し て 出力 され ま 
す 。 

samplel. h00 

sarmplel. h01 


書 式 
機 能 
解 説 
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モト ロー ラ S フ フォー マット の 作成 


グ m く address> 


モト ロー ラ S フォー マッ ト 形 式 の ファ イル を 作成 し ます 。 


本 スイ ッ チ を 指定 する と 、 実 行 可能 ファ イル を モト ロー ラ S フ ォ ー マ ッ ト 形 式 
に ファ イル を 変換 し て 出力 し ます 。 
<address> に は 、 ロ ー ド され る 絶対 番地 を 指定 し ます 。 


モト ロー ラ S フォー マッ ト は 可 読 な 文字 で 構成 され て いて 、 制 御 文字 を 含み ま 
せん 。 
まだ た 、 チ ェ ッ ク の 情報 $ 合 まれ て いま す 。 


例 


CV / グ m6000 sample1 


x 形式 の 実行 可能 プロ グラ ム ( フ ァイル 名 sample1. x) は 、6000 番地 ヘ へ ロー ド す 
る 指示 情報 を 含ん だ ど モト ロー ラ S フ フォー マット の ファ イル (ファ イル 名 
samplel. m) に 変換 され ます 。 
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奇数 アド レス と 偶数 アド レス に 分 割 


書 式 | ノ o 


機 能 | イン テル HEX フ ォ ー マ ッ ト や モト ロー ラ S フ ォ ー マ ッ ト を 出力 する 際 に 有 奇 数 
アド レス と 偶数 アド レス と に 分 け て 出力 し ます 。 


解 説 | プ ノ h ス イッ チ (イン テル HEX フォ ー マ ッ ト 出 力 ) や プン m スイ ッ チ (モト ロー ラ 
S フォー マッ ト 出 力 ) を 指定 する と き に 、 こ の ノ プ o ス イッ チ を 一 緒 に 指定 する 
と 、 指 定 さ れ た 実行 可能 ファ イル を 奇数 アド レス と 偶数 アド レス に 分 け て ファ イ 
出力 し ます 。 
グ o スイ ッ チ は 必ず ノ h スイ ッ チ か ノ プ m スイ ッ チ と 同時 に 指定 し て くだ きい 。 
また 出力 する ファ イル 名 は 、 指 定 さ て れ た ソー ス フ ァ イル 名 の 拡張 子 を 以下 の ょ よう 
に 置き 換え を だ た も の と な り ま す 。 
イン テル HEX| モト ロー ラ S 
ジー ス フ デ イオ イル 名 DSU、 交 RSD、 眉 
偶数 ファ イル 名 TEST.H00 TEST.M0 
奇数 ファ イル 名 TEST.H01 TEST.M1 
例 グ o スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


CV /o ノ m0 test 


この 例 で は 、test.x を 偶数 アド レス と 奇数 アド レス で て 分割 し 、 モ トロ ー ラ S フ ォ 
ーママ ト で 出力 し ます 。 
出力 きれ る ファ イル 名 は 、test.m0 と test.m1 で す 。 
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書 


例 
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フル リロ ケー タプ ブル 実行 形式 へ の 変換 


ゲ ェ 

フル リロ ケー タプ ブル 実行 形式 へ の 変換 を し ます 。 

ノ r ス イッチ を 指定 する と 、x 形 式 の 実行 可能 プロ グラ ム ( 拡 張子 x) を フル リロ 
ケー タプ ブル 実行 形式 (拡張 子 r) へ と 変換 し ます 。 

た だ し 、 当 該 プ ログ ラム 内 で 固定 番地 を 使っ て いた 場合 、 こ れ を フル リロ ケー タ 


ブル 実行 形式 に 変換 する こと は で きま せん 。 


グ r スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


CV /r samplel sample2 


x 形式 の 実行 可能 ゲ プログラム (ファ イル 名 sample1. x) は フル リロ ケー タプ ブル 実 
行 形式 (sample2. r) へ と 変換 きれ ます 。 


CV /r sample3 較 
ンー ドド で て きま 菩 ん 


sample3 で は 固定 番地 が 使わ れ て いた だ た め に 、 コ ユン バー ト は 失敗 し まし た 。 
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例 


フル リロ ケー タプ ブル 実行 形式 へ の 変換 


グ rn 

フル リロ ケー タプ ブル 実行 形式 へ の 変換 を 指定 し ます 。 

グ rn スイ ッ チ を 指定 する と 、x 形 式 の 実行 可能 プロ グラ ム ( 拡 張子 x) を フル リ 
ロケ ー タ プル 実行 形式 (拡張 子 r) へ と 変換 し ます 。 


た だ し 、 コ ユン バー ト 処 理 時 に 発生 し た エラ ー は 無視 し ます 。 


ノ rn スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


CV /rn samplel sample2 


x 形式 の 実行 可能 プロ グラ ム ( フ ァイル 名 sample1. x) は フル リロ ケー タプ ブル 実 
行 形式 (ファ イル 名 sample2. r) へ 変換 され ます 。 
この と き 、 エ ラー は 無視 きれ ます 。 


例 
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絶対 アド レス 指定 実行 形式 へ の 変換 


グ z く address> 

絶対 アド レス 指定 実行 形式 へ の 変換 を 指定 し ます 。 

本 スイ ッ チ を 指定 する と 、x 形式 の 実行 可能 プロ グラ ム ( 拡 張子 x) を 、 絶 対 アド 
レス 指定 実行 形式 (拡張 子 2) へ と 変換 し ます 。 


< く address> に は 、 プ ログ ラム の ロー ドア ドレ ス を 指定 し ます 。 


グ z スイ ッ チ の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 


CV /〆2z60000 sample1 sample2 


x 形式 の 実行 可能 プロ グラ ム ( フ ァイル 名 samplel. x) は 絶対 アド レス の 指定 実 
行 形式 (ロー ドア ドレ ス $60000 番地 、 フ ァイル 名 sample2. z) へ と 変換 され ます 。 
し だ た が っ て 、sample2. z は $60000 番地 以外 に ロー ド す る こと は で きま せん 。 
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CV /〆260000 pp 


pp. x を $60000 か ら 6 実行 する ファ イル (pp. 2) に 変換 し ます 。 
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CV エラ ー メ ッ セ ー ジ ー 


スイ ッ チ が 不正 で す 

メモ リ が 不足 で す 

読み 込み エラ ー 

書き 込み ファ イル が オー プン で きま せん 
書き 込み エラ ー 

奇数 アド レス を 指定 し まし た 。even 補正 し ます 
セク ショ ン が か る な り ま し だ 
正しい フ ァイル で は あり ませ ん 

ユジン バート で きま せん 
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リフ ァ レ ンス 
マニ ュ ア ル 


第 1 章 
アセ ンプ ラ 


アセ ンプ ラプ ブログ ラム の 構成 要素 
アド レス 形式 
リロ ケー タブ ル な プロ グラ ム 作 成 
アセ ンプ ブラ 擬似 命令 


この 章 は 、MPU68000 マク ロア セン ブラ の 文法 に つい て の リフ ァ レ ンス で 
すす 


内 容 は 次 の 通り で す 。 


1.1 アセ ンプ ラプ ログ ラム の 構成 要素 
アセ ャ ン ブ ラ ブロ グラ ム の 作成 で 使用 する 文字 セッ ト 、 ス テー トメ ント の 種類 
と 書式 、 識 別名 な ど に つい て 解説 し ます 。 


1.2 アド レス 形式 
命令 の 実行 で 必要 と な る 実効 アド レス の 指定 形式 を 、 例 を 用 いて 解説 し ま 
の 


1.3 リロ ケー タブ ル な プロ グラ ム の 作成 
リロ ケー タブ ル ( 再 配置 可能 ) な オブ ジェ クト モジ ュー ル を 作成 する と き に 必 
要 な 注意 事項 に つい て 解説 し ます 。 


1.4 アセ ンプ ラ 擬 似 命令 
ア ャ ンプ ブラ 擬似 命令 の 機能 と 種類 も 、 例 を 用 いて 解説 し ます 。 


第 1 間 アセ ンプ ラ 


アセ ンプ ラブ ログ ラム の 構成 要素 


の 節 で は 、 ア セン ブラ プログ ラム の 構成 要素 を 以下 の 項目 ご と に 説明 し ま 


@ 文字 セッ ト (] 山 ) 
@ ステ ー ト メン ト の 種類 (1.1.2) 
@ ス テー トメ ント の 書式 (1.1.3) 
@ 譜 別 名 1.1.4 
@ 定 数 (1。H 6) 
@ 注 濾 子 (116) 
利幸 文字 セッ ト 
ツー スプ ログ ラム の コー ディ ング に 使え る 文字 は 次 の 通り で す 。 
@ 英字 AZ, a 一 z の 52 文字 
@ 数 字 0-9 の 10 文字 
@ 特 殊 文字 ( 空 朋 ) コ 3 ご 「 ま $ 0%% を "- ー(.】 
ーー ジン 人 証 に そ 人 @ 
ぎ 
@ 漢字 シラ ト JIS ュー ド 


注 : 漢字 は 引用 符 の 中 か 、 コ メン ト に 使用 し て 《 だ さい 。 


| 1.1.2 区 を トメ ント の 種類 


ソー スプ ログ ラム は 、 ス テー トメ ント て 構成 し ます 。 


ステ ー ト メン ト は 、3 種類 に 分 けら れ ま す 。 


1. 実行 命令 え ステート メン ト 
2. ア ャ ンプ ブラ 擬似 命令 ステ ー ト メン ト 


1.1 アセ ンプ ラプ ログ ラム の 構成 要素 


3。 コメ シン トス テー トメ ント 


1. 実行 命令 ステ ー ト メン ト 
実行 命令 ステ ー ト メン ト は 、MPU68000 の 機械 語 命 令 と 一 対 一 に 対応 し ま 


コー ディ ング を 行う 際 に は 、 あ ら か じ め 定 義 さ きれ て いる ニー モニ ッ ク 
(nemonic) と フォ ー マ ッ ト (次 項 で 示す 書式 ) に 従っ て くだ きい 。 

実行 命令 え テ ー ト メン ト は 、 ア セン プラ に よっ て 、 そ れ ぞ れ 2 一 10 バイ ト の 
機械 語 命令 に 変換 きれ ます 。 


2. アセ ンプ ラ 擬 似 命 令 ス テー トメ ント 

ア ャ ング ブラ 擬似 命令 ス え テー トメ ント は 、 ア セン プラ を 制御 する た め に 使用 し 
ます 。 

ア ャ ンプ ブラ 擬似 命令 に よる 制御 に は 、 デ ー タ の 定義 、 デ ー タ の 確保 、 メ モリ 
領域 の 確保 な ど が あり ます 。 

この ア ャ ンプ ブラ 擬似 命令 の 中 で は 、 デ ー タ 定義 の た め の 擬 似 命令 どけ が 機械 
語 に 変換 され ます 。 


3。 コメ ント ドス テー トメ ント 

コメ ント ステ ー ト メン ト は 、 プ ログ ラム を 読み や すく し 、 プ ログ ラム の デバ 
ッ グ と 保守 を 容易 に する だ め に 使用 し ます 。 

コメ ント ステ ー ト メン ト は 機械 語 に は 変換 きれ ませ ん 。 

コメ ント の 書き 方 に は 、 次 の 2 つの 方 法 が あり ます 。 


(a) ステ ー ト メン ト の 先頭 (第 1 カラ ム ) に アス タリ スク (*) を 書く と 、 ス 
テー トメ ント 全体 が コメ ント に な り ま す 。 
これ が コメ ント ステ ー ト メン ト で す 。 

(b) 実行 命令 え テー トメ ント 、 ア セン ブラ 擬似 命令 ステ ー ト メン ト の オペ ラ 
ンド フィ ー ル ド の 後に 、1 文字 以上 の スペ ー ス を 空け て アス タリ スク を 
打ち 、 コ メン ト を 書き ます 。 
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1.1 アセ ンプ ラプ ログ ラム の 構成 要素 


例 


コメ ント (3) 
[一 第 1 カラ ム 
*10 月 10 日 に この モジ ュー ル を 更新 コメ ント ステ ー ト メン ト ・… 
コメ ント 行 
jnp LABEL * LABEL へ 分岐 
1 W 
実行 命令 コメ ント (Db) 


Wm 男 際 ステ ー ト メン ト の 書式 


実行 命令 ステ ー ト メン ト お よび 擬似 命令 え テ ー ト メン ト は 、 


@ ラベ ルフ ィ ー ル ド 

@ オ ペレ ーション フィ イー ルド 
@ オ ペラ ンド フィ ー ル ド 

@ コ メン トト フィー ルド 


の 4 つの フィ ー ル ド か ら 構 成 き れ て いま す 。 


フィ ー ル ド の 構成 


ラベ ル オォ ペレ ーション ペ ラン ド ミシン ド 
ジイ ーッ ルド フィ ー ル ド タイ ーッ ンド フィ ー ル ド 


ステ ー ト メン ト の 記述 は フリ ー フ ォ ー マ ッ ト で す 。 
各 フ ィ ー ル ド の 間 は 必ず 1 文字 以上 の スペ ー ス で 区 切り ます 。 
ラベ ル の 後に は : (コロ ン ) を つけ ます 。 
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例 
LABEL : move.W d1,(a0) 十 ネコ メン ト 
トーーーー ーー テー ン ーーーー ン ーー ヘーー ン ご 
ラベ ル ボ ペ シー ジョ ジ 。 素直 ペラ ンド コト 
フィ ー ル ド フィー ルド フィ ー ル ド フィ ー ル ド 


1. ラベ ルフ ィ ー ル ド 
ラベ ルフ ィ ー ル ド に は 、 実 行 命令 で 参照 する 分 岐 先 お よび アセ ンプ ブラ 擬似 命 
令 で 定義 し た シン ボル を 書き ます 。 


@ 任意 の カラ ム か ら 記 述 し て 、 ユ ロン ( : ) で 終わ る シン ボル 


な お 、 ア セン ブラ の 予約 語 で ある 次 の シン ボル は 、 ラ ベル と し て は 使 を ませ ん 。 


@ データ レジ スタ 
@ ゲ ドレ スレ ジス タ 
@ その 他 の レジ スタ 


D0 一 D7, d0 一 d7, R0 一 R7, r0 一 r7 
A0 一 A7, a0 一 a7, R8 一 R15, r8 一 r15 
CCR SR。 SP、 USEP SSP。 PC 


CCT, ST, SD, USD, SSD, DC 


@ 実行 命令 
@ ア セン ブラ 擬 似 命令 


2. オペ レー ショ ン フ ィ ー ル ド 


オペ レー ショ ン フ ィ ー ル ド に は 、 


@ 実行 命令 
@ ゲ セン グラ 擬似 命令 
@ マ クロ 呼び 出し 命令 


の ニー モニ ッ ク を 書き ます 。 


処理 する デー タ の サイ ズ は 、 オ ペレ ーション の ニー モニ ッ ク の 後に 、 ピ リオ 
ド (.) に 続け て デー タ サ イズ コード を 併記 し て 指定 し ます 。 
@ b 。 バイ ト デ ー タ 
策 昌 デー ド が 一 究 
] ロン グリード デー メタ 
S ショ ー ト (Bcc, BSR 命令 用 ) 


1.1 アセ ンプ ラプ ログ ラム の 構成 要素 


サイ ズ を 指定 で きる デー タ の 処理 を 行う 命令 で は 、 デ ー タ の サイ ズ を 指定 す 
る 必要 が あり ます 。 
指定 を 行わ な か が いと 、 デ フォ ルト と し て ワー ド (.w) が デー タ サ イズ と し て 想定 


に 

デー タ の サイ ズ が 決ま っ て いる 命令 の 場合 、、 デ ー タ サイ ズ の 指定 は 必要 あ 
り ま 立 ん 。 

例 1 


(1) move.b d0, d1 バイ ト デ ー タ の 転送 
(2) move. w d0, d1 ワー ド デ ー タ の 転送 
(3) move_ d0, d1 ワー ド デ ー タ の 転送 
デフ ォ ル ト (W) 
(4) move.1 d0, d1 ロン グ ワ ー ド デー タ の 転送 


注 : ⑳、(3) は 同じ 処理 を 行い ます 。 


例 2 


]ea adr, a0 アド レス の 転送 (ロン グ ワ ー ド ) 
lea.1 adr,a0 アド レス の 転送 (ロン グ ワ ー ド ) 
1__ 指定 し で も し な く て も よい 


注 : 1ea で は デー タ サ イズ が 決ま っ て いる の で 、 指 定 の 必要 は あり ませ 
ん 。 


3. オペ ラン ド フ ィ ー ル ド 

オペ ラン ド フ ィ ー ル ド に は 、 オ ペレ ーション フィ ー ル ド の 命令 が 必要 と する 
オペ ラッ ンド を 記入 し ます 。 

命令 に よっ て は 、 オ ペラ ンド が 必要 で な いも の が あり ます 。 

また 複数 の オペ ラン ド を 必要 と する も の も あり ます 。 


4. コメ ント フィ ー ル ド 


コメ ント フィ ー ル ド は 、 命 令 の 処理 の 説明 な どの コメ ント を 書く ため に 使用 
し まま 。 
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1 較 


識別 名 に は 、 ユ ー ザ ー が 自由 に 定義 むす る シン ボル と 、 ア セン ブラ に 対し て す 
で に 意味 が 決ま っ て いる キー ワー ド の 2 つが あり ます 。 


シン ボル に は 次 の も の が あり ます 。 


ラベ ル 
命令 の ロケ ーション アド レス を 保持 し ます 。 
一 般 に 分 岐 先 を 指定 する 場合 に 使用 し ます 。 


定 数 

eau 擬似 命令 で シン ボル に 値 が 設定 され る と 、 以 後 こ の シン ボル を 定数 と し 
て 使用 する こと が で きま す 。 

変 数 

set 擬似 命令 で 値 が 設定 され た シン ボル の こと で す 。 

equ 擬似 命令 で 定義 され た 場合 と 違っ て 、 値 の 変更 が 可能 で す 。 


レジ スタ リス ト 
reg 擬似 命令 レジ スタ 和 群 を 定義 し た シン ボル で す 。 


アス タリ スク (*) 
現在 の ロケ ーション アド レス を 保持 し ます 。 


キー ワー ド 


キー ワー ド に は 以下 の 2 種類 が あり ます 。 


第 1 章 アセ ンプ ブラ 


1.1 アセ ンプ ラプ ログ ラム の 構成 要素 


レジ スタ 名 
レジ スタ 名 を ニー モニ ッ ク コ ー ド で 表し た も の で 、 以 下 の も の が あり ます 。 


各 ー 還 、 0ーY …ー…・ デー タレ ジス タ 

DaW。 99 ーー… アド レス レジ スタ 
PF シス テム スタ ッ ク ポ インタ 
SD ユー ザー スタ ッ ク ポ ボ ポイ ンタ 
SS ステ ー タ スレ ジス タ 

OCT arteutokaeecferarxeikes コ ュ ン ディション コー ドレ ジス タ 
WE "teerazYeeesessgsu soas プロ グラ ムカ ウン タ 

7 や reiehteneiaueees カレ ント スタ ッ ク ポ イン タ 


な お 、 こ れ ら の ニー モニ ッ ク は 大 文字 で も 小文字 で も 表記 可能 で す 。 


1 1.5 本 ミミ gp 


定数 に は 、 数 値 定数 と 文字 定数 が あり ます 。 


数 値 定数 


数 値 定数 に は 、10 進数 、16 進数 、8 進数 、2 進数 の 4 種類 が あり ます 。 


10 進 数 
10 進数 は 0、1、2、…、9 の 数 字 で 表し ます 。 
先頭 に 特殊 文字 の 指定 が な い 数 は 10 進数 し みな し ます 。 


16 進 数 
16 進数 は 0、1、2、…、9、a、b、…、#f で 表し 、 そ の 先頭 に ドル 記号 (⑯⑮) を 
つけ て 16 進数 ど あ る こと を 示し ます 。 


8 進数 
8 進数 は 0、1、2…、7 の 数 字 で 表し 、 そ の 先頭 に デット マ ー ク (@) を つ 
け て 8 進数 で ある こと を 示し ます 。 


2 進数 
2 進数 は 0、1 の 数 字 で 表し 、 そ の 先頭 に パー セン ト 記 号 (%) を つけ て 2 進数 
で ある と こと を 示し ます 。 
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例 1 


10 進数 4096 

16 進数 $1000 

8 進数 @10000 

2 進数 261000000000000 


まだ 見 や すい よう に 2 パレ ー 多 と し て 】 を 使う こ - と が で きま す 。 


例 2 


move #260100 0101 1100, d0 


文字 定数 


文字 定数 は アポ スト ロフ ィ ( り で 文字 列 を 囲ん で 表し ます 。 
文字 列 の 各 文 字 は ASCII コード に 変換 きれ ます 。 


例 


de 1 AB ロン グ ワ ー ド デー タ $00004142 を メモ リ に 確保 
dc.w AA ワー ド デ ー タ $0041 を メモ リ に 確保 
dc.W AA に 『 ワー ド デ ー タ $4120 を メモ リ に 確保 


1 1.6 し a 


ォ オペ ラン ド て 使用 する 演算 子 に は 、 単 頂 演算 子 と 二 項 演算 子 が あり ます 。 


単項 演算 子 

二 この 演算 子 に 続く 値 が 正 で ある こと を 示し ます 。 

三 この 演算 子 に 続く 値 が 負 で ある こと を 示し ます 。 

not. 論理 NOT 

.high. ロン グ ワ ー ド (32 ビッ ト ) の 下位 ワー ド の 上 位 バ イト を 分 離し 


1.1 アセ ンプ ブラ プロ グラ ム の 構成 要素 


ます 。 
.low. ロン グ ワ ー ド (32 ビッ ト ) の 下位 ワー ド の 下位 バイ ト を 分 離し 
に 
.highw. ロン グ ワ ー ド (32 ビッ ト ) の 上 位 ワ ー ド を 分 離し ます 。 
.loww. ロン グ ワ ー ド (32 ビッ ト ) の 下位 ワー ド を 分 離し ます 。 
二 項 演算 子 
mod. 剰余 


例 


.shr. (>>) 指定 され た ビッ ト 数 だ け 右 へ 論理 シフ ト 
.Shl. (くく) 指定 され た ビッ ト 数 だ け 左 へ 論理 シフ ト 
.aST. 指定 され た ビッ ト 数 だ け 右 へ 算術 シフ ト 


算術 シフ ト に お いて は 、 最 上 位 ビ ッ ト は 符号 と みな る れる の 


で この 内 容 は けし て 変わ り ま せん 。 


これ に 対し て 論理 シフ ト は 、 デ ー タ を 数 で は な く 〈 く 論理 的 な 0 
と 1 の 集まり と みな し て いる の で すか ら 、 符 号 と いう も の は 


あり えた ませ ん 。 


右 シフ ト し た 場合 で も 、 左 ヘ シ フト し た 場合 で も 、 空 いた 


ビッ ト 位 置 に は 常に 0 が 入り ます 。 


move 100.mod. 17), d0 
100 エ 17 の 剰余 値 15 を d0 に 設定 

move #%11000000. shr. 5), d0 
%11000000 を 5 ビッ ト 右 ^ へ 論理 シフ ト し た 値 9%00000110 を qd0 に 設 
定 

move #%00000011. shl. 5), d0 
%00000011 を 5 ビッ ト 左 ^ へ 論理 シフ ト し た 値 %01100000 を dO に 設 
定 

move.1 #$ffff0000. asr. 5), d0 
$FFFF0000 を 5 ビッ ト 右 へ 算術 シフ ト し た 値 $FFFFF800 を d0 に 設 


と 


先 
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十 加算 
ー 減算 
* 乗算 
グ 除算 


gt () 


.ge. (> 三 ) 


.S]t. 


.Sle. 


.Sgt. 


.Sge. 


.and. 


s9 


0) 0 


オォ ペラ ンド が 互い に 等 し いと き 真 (一 1) を 返し ます 。 
オォ ペラ ンド が 互い に 等 し て な いと き 真 (一 1) を 返し ます 。 


左 オ ペラ ンド が 橋 オ ペラ ンド より 小 る いと き 真 (一 1) を 返し 
ます 。 


左 オ ペラ ンド が 右 オ ペラ ンド より 小さ いか 等 し いと き 真 (一 1) 
を 返し ます 。 


左 オ ペラ ンド が 右 オ ペラ ンド より 大 きい と き 真 (一 1) を 返し 
ます 。 


左 オ ペラ ンド が 右 オ ペラ ンド より 大 きい か 等 し いと き 真 (一 1) 
を 返し ます 。 


符号 つき It 


符号 つき le 


符号 つき gt 


符号 つき ge 


論理 AND。 
両 オ ペラ ンド の 論理 積 を 返し ます 。 


論理 OR。 
オペ ラン ド の 論理 和 を 返し ます 。 


排他 的 OR。 
両 オ ペラ ンド の 排他 的 論理 和 を 返し ます 。 


1.1 アセ ンプ ラプ ログ ラム の 構成 要素 


演算 子 の 優先 順位 は 次 の 通り で す 。 


① ( ) で 開 ま れ た 式 (内 側 を より 優先 ) 

② 単項 演算 子 十 , 一 , not., .high. , 
.low., highw., .loww. 

③ 乗算 、 除 算 、 剰 余 、 シ フト *,/, mod., .Shr., .Sh1., 
2 に) 

④ 加算 、 減 算 キ , 一 

⑤ 大 小 比 較 演 算 子 (.eq. な ど ) .eq., .ne., .1t., .le., .gt., 
ge., .Slt.、 .Sle., .Sgt., .Sge 

⑥ 論理 AND .and. 

⑦ 論理 OR、 排 他 的 OR .0T., . XOT. 


2 和 L 
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アド レス 形式 


アセ ャ ンプ ブ ラ の 命令 の 実行 に あたっ て は 、 操 作 対 象 と な る オペ ラン ド 実 効 ア ド 
レス の 指定 が 必要 に な り ま す 。 

この 実効 アド レス の 指定 方 法 を 、 ア ドレ ス 形 式 と いい ます 。 

ここ で は 、 ア ドン レス 形式 を 以下 の 項目 ご と に 、 例 を 用 いて 説明 し ます 。 


@ レジ スタ 直接 アド レッ シン グ ( 信 0 
@ プ ドレ スレ ジス タ 間 接 ア デア ドレッシング (1.2.2) 
@ 絶 対 ア プア ドレッシング ⑪. 2 み .3) 
@ プ ログ ラム カウ ンタ 相対 アド レッ シン グ 1. 2.4) 
@ イ ミディ エー ト デ ー タ アド レッ シン グ 1.2.5) 


時 林 胃 レジ スタ 直接 アド レッ シン グ 


操作 の 対象 が レジ スタ で 、 指 定 し た レジ スタ の 内 容 に 対し て 命令 が 直接 に 実 
行き れる モー ド で す 。 
この モー ド に は 、 レ ジス タ の 種類 に より 以下 の も の が あり ます 。 


@ デ ー タ レジ スタ 直接 形式 
@ プ ドレ スレ ジス タタ 直接 形式 


デー タレ ジス タ 直 接 形 式 
操作 の 対象 と し な る デー タ は 指定 し た デー タレ ジス タ の 内 容 で す 。 


表記 法 dm rn は 0-7) 


例 


clr.1 dO dO0 を ゼロ クリ ア 


第 1 アデ セン シン プ 


MI 


アド レス レジ スタ 直接 形式 
操作 の 対象 し な る デー タ は 指定 し た アド レス レジ スタ の 内 容 で す 。 


表記 法 an (は 0-7) rn(m は 8-15) 


例 


add.1 ala2 
al1 の ロン グ ワ ー ド を a2 の ロン グ ワ ー ド に 加算 し て 、 結 果 の 値 を a2 
へ 格納 し ます 。 


野里 信 プ ドレ スレ ジス タ 間 接 ア ドレ ッ シ ン グ 


操作 の 対象 は 、 指 定 し た アド レス レジ スタ の 内 容 で ポイ ント され る メモ リ 内 


の デー タ で す 。 
また 、 実 効 ア ドレ ス の 決定 に あたっ て アド ン レス 修飾 が 行わ れる 場合 も あり ま 
ずら 。 


この モー ド の アド ン レス 指定 形式 に は 、 次 の も の が あり ます 。 


@ デ ドレ スレ ジス タ 間 接 形式 

@ ボ スト イン クリ メン ト ア ドレ スレ ジス タ 間 接 形式 

@ プ レデ クリ メン ト ア ドレ スレ ジス タ 間 接 形式 

@ ディスプレー スメント つき アド レス レジ スタ 間接 形式 
@ インデ ックス つき アド レス レジ スタ 間接 形式 


アド レス レジ スタ 間接 形式 
オペ ラン ド の アド レス は 、 レ ジス ネタ フワ ィ ー ル ド で 記 区 し た デア ド レス レジ スタ 


の 内 容 で す 。 


表記 法 (an) 
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move #1, (a1) 
値 1 を a1 の 内 容 が ポイ ント する アド レス の メモ リ ぐ 転送 し ます 。 


sub.w (a1), d1 
dl か ら 、a1 の 内 容 が ポイ ント する アド レス の メモ リ の 値 を 減算 し 、 
その 結果 を d1 に 格納 し ます 。 


ポス トイ ンク リ メ ン ト ア ドレ スレ ジス タ 間 接 形 式 

オペ ラン ド の アド レス は レジ スタ フィ ー ル ド で 記述 し た アド レス レジ スタ の 
内 容 で す 。 

オォ オペラ ンド の アド レス が 参照 され た 後に 、 オ ペラ ンド の サイ ズ が バイ ト (.D) 
で あれ ば 1 を 加算 し ます 。 

まだ た だ ワード (.w) で あれ ば 2 が 、 ま た ロン グ ワ ー ド (1) で あれ ば 4 が 加算 され 
ま 宣 。 


表記 法 (an) 二 


例 


move.b (a2) 十 , d1 
a2 の 内 容 が ポイ ント する アド レス の メモ リ の 内 容 を 1 バイ ト で qd1 へ 
転送 し ます 。 
転送 後 422 は 1 が 加算 る れ ま す 。 


move. W (a2) 十 , d1 
a2 の 内 容 が ポイ ント する アド レス の 内 容 を 1 ワー ド で q1 へ 転送 し ま 
す 。 
転送 後 a2 は 2 が 加算 る れ ま す 。 


プレ デ ク リ メン ト ア ドレ スレ ジス タ 間 接 形式 

オペ ラン ド の アド レス は レジ スタ フィ ー ル ド で 記述 し た アド レス レジ スタ の 
内 容 で す 。 

オペ ラン ド の アド レス が 参照 され る 前 に 、 オ ペラ ンド の サイ ズ が バイ ト (.D) 


234 


1.2 アド レス 形式 


で あれ ば 1 を 減算 し ます 。 
ワー ド (.w) で あれ ば 2 を 、 ま た ロン グ ワ ー ド (1) で あれ ば 4 を 減算 し ます 。 


表記 法 一 (an) 


例 


clr 一 (a1) 
al か ら 2 を 減算 し 、 そ の 結果 が ポイ ント する アド レス の 内 容 を 1 ワ 
ー ド ゼロ クリ ア し ます 。 


cmp. W 一 (a1), d1 
a1 か ら 2 を 減算 し 、 そ の 結果 が ポイ ント する アド レス の 内 容 と d1 の 
内 容 を ワー ド 単 位 で 比較 し ます 。 四 


ディ スプ レー スメント つき アド レス レジ スタ 間接 形式 

オペ ラン ド の アド レス は 、 ア ドレ スレ ジス タ の 内 容 と 符号 ビッ ト 拡 張 の ディ 
スプ レー スメント と の 加算 値 と なり ます 。 

表記 法 d(an) 


例 


DISP equ 3 
DISP は 次 の 命令 の た め に 3 に 定義 きれ ます 。 


GIFE、D JDISP (a1) 
DISP の 値 と a1 の 内 容 を 加算 し た 値 を ち ア ドレ ス と し て 、 そ の アド レン レ 
ス の 内 容 を 1 バイ トク リア し ます 。 


move #4, 10 (a2) 
10 ( 値 ) を a2 の 内 容 に 加算 し 、 そ の 値 に よっ て 指定 され る 値 を アド レ 
ス と する ワー ド の 領域 に 4 を 転送 し ます 。 
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1.2 アド レス 形式 


イン デック ス つ き ア ドレ スレ ジス タ 間 接 形 式 

オォ オペランド の アド レス は 、 ア ドレ スレ ジス タ の 内 容 、 符 号 ビ ッ ト 拡 張 の ディ 
スプ レー スメント 、 お よび イン デック スレ ジス タ ( イ ン デ ックス レジ スタ と 
し て 、 ア ドレ スレ ジス タ 、 デ ー タ レジ スタ の いずれ も 使用 する こと が で きま 
す ) の 内 容 の 加算 値 で す 。 


表記 法 d(an, rn. ) 
イン デック スレ ジス タ し と し て rn の 下位 ワー ド が 符号 ビッ ト を 披 
張る され て 使用 きれ ます 。 
d (an, rn.]) 
イン デック スレ ジス タ と し て rn 全体 が 使わ れ ま す 


例 1 


add DISP (al, d1), d3 


a1 の 内 容 、 イ ン デ ックス レジ スタ d1 の 下位 ワー ド の 内 容 お よび ディ スプ レン 
ー ス メン ト DISP の 和 を アド レス と する ワー ド の 内 容 を 、d3 の 下位 ワー ド 
へ 加え 、 結 果 を d3 に 格納 し ます 。 

例 2 


move. 1 d3, $20(a2, a3.1) 


a2 の 内 容 、 イ ン デ ックス レジ スタ a3 お よび ディ スプ レー スメント 値 $20 の 
和 を アド レス と する ロン グ ワ ー ド の 領域 へ d3 全体 の 値 を 転送 し ます 。 


記 森 有 絡 対 アド レッ シン グ 


操作 対象 で わる デー タ の 格納 アド レス を 、 絶 対 ア ド レス て 直接 指定 する モー 
R で すず 。 
この モー ド に は 、 ア ドレ ス の デー タ 長 に よっ て 次 の 2 種類 が あり ます 。 


@ 絶 対 シ ョ ー ト アド ン レス 形式 
@ 絶対 ロ ング アド レス 形式 


1.2 アド レス 形式 


絶対 ショ ー ト アド レス 形式 

オペ ラン ド で 指定 で きる アド レス は 1 ワー ド 、 す な わ ち 16 ビッ ト で す が 、 
アド レス 指定 に は 32 ビッ ト 必 要 と な る だ た め に 、 参 照 前 に 、32 ビッ ト に 符号 
つき で 拡張 る きれ ます 。 

この た だ ため 有効 な アド レス の 範囲 は 0 か ら $7fff、 さ ら に $ffEff8000 か ら $ffffff- 
邦 に な びり まず 。 


例 


jmp $600 
$600 番地 へ ジ ャ ンプ 


絶対 ロン グ ア ド レ ス 形 式 
オォ ペラ ンド の アド レス は 32 ビッ ト 値 で す 。 


例 


jmp $14000 
$14000 番地 へ ジャ ンプ 


Wm 庄 林 有 プロ グラ ムカ ウン タ 相 対 ア ドレ ッ シ ング 


操作 対象 と し な る デー タ の 格納 アド レス は 、 プ ログ ラム カウ ンタ の 現在 値 か ら 
の 相対 アド レス で 表 る れ ま す 。 
この モー ド に は 、 次 の 2 種類 が あり ます 。 


@ デ イィ イス プレ ー ス メン ト つ き プ ログ ラム カウン タ 相 対 形 式 
@ イ ン デ ックス つき プロ グラ ムカ ウン タ 相 対 形式 


ディ スプ レー スメント つき プロ グラ ムカ ウン タ 相 対 形 式 


オペ ラン ド の アド レス は 、 プ ログ ラム カウ ンタ 中 の アド レス 値 と 、 符 号 ビ ッ 
ト 拡張 後 の グ ダ ィ スプ レー スメント の 和 で す 。 
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表記 法 < 式 >(pc) 


例 


jmp TAG (pc) 
TAG キ プロ グラ ムカ ウン タ が 示す アド レス へ 分 岐 


イン デック ス つ き プ ログ ラム カウ ンタ 相対 形式 

オペ ラン ド の アド レス は 、 プ ログ ラム カウ ンタ の 内 容 と イン デック スレ ジス 
タ の (アド レス レジ スタ また は デー タレ ジス タ を 使用 し ます ) 内容 の 加算 値 で 
。 


表記 法 < 式 >(pc, rn.w) 
イン デック スレ ジス タ と し て rn の 下位 ワー ド が 符号 ビッ ト を 拡張 
され て 使用 きれ ます 。 
ぐ 式 >(pc, rn.}) 
イン デック スレ ジス タタ と し て rn 全体 が 使わ れ ま す 。 


例 


jmp (pc, a2. 台 ) 
プロ グラ ムカ ウン タ の アド レス 値 と a2 の 下位 ワー ド を 符号 拡張 る れ 
だ た アド レス 値 の 和 が 示す アド レス へ の 分 岐 。 


記 棋 | ティ エート デー タ ア ドレ ッ シ ング 


操作 対象 し な る デー タ を 直接 指定 する モー ド で あり 、 湊 の 3 種類 が あり ま 
5 


@ イミ ディ エー ト デ ー タ 形式 
@ クイ ッ ク イ ミディ エー ト 形 式 
e SR/CCR 形式 


イミ ディ エー ト デ ー タ 形式 
" ず " の 後に 値 ま た は 式 を 書く こと で 、 値 その も の を オペ ラン ド と し ます 。 
* 過 は イミ ディ エー トト 文字 と 呼び ます 。 


1.2 アド レス 形式 


表記 法 # ぐ 式 > 


例 


move #3, d1 
値 3 を d1 の ワー ド (下位 ) へ 転送 し ます 。 


sub. w #3,.d1 


納 し ます 。 


d1 の ワー ド ( 下 位 ) か ら 6 値 3 を 減算 し 、 結 果 を d1 の ワー ド ( 下 位 ) に 格 


クイ ッ ク イ ミディ エー ト 形 式 


イミ ディ エー ト デ ー タ 形式 と は 異な り 、 イ ミディ エー ト 値 が 拡張 ワー ド 内 で 


は な く 、 オ ペレ ーション ワー ド 内 に 存在 する の で オブ ジェ クト も 短く 〈、 


処理 が 可能 と な り ま す 。 
この 形式 が サポ ー ト され て いる 命令 は 、 次 の 3 種類 で す 。 


@ moved 1 バイト デ ー タ の 高速 転送 
@ addq 1 一 8 の イン クリ メン ト 命 令 
@ subq 1 一 8 の デ ダク リ メ ン ト 命 令 


例 


高速 


addq.b #3, (a1) 
al が ポイ ント する メモ リ ( バ イト ) の 内 容 に 3 を 加算 し ます 。 


moveq. 1 #3,d1 
d1 に 3 を ロー ド す る 。 
た だ し 転送 る きれ る サイ ズ は ロン グ ワ ー ド に 符号 拡張 る され ます 。 
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1.2 アド レス 形式 


SR/CCR 形式 

対象 し なる デー タ は 、 ス テー タス レジ スタ (sr) まだ た は コン ディ ショ ンコ ー 
ドレ ジス タ (ccr ステ ー タ スレ ジス タ の 下位 バイ ト で す ) の 内 容 で す 。 

な お 、SR を 扱う 命令 の 大 部 分 は 特権 命令 で す 。 

この 形式 の 命令 モッ ト は 以下 の 通り で す 。 


andi to ST andi to ccr 
eori to ST eori to ccr 
Ori to ST ori to ccr 
movVe to ST move to ccr 


move from sr 


例 


move. w $1040, sr 
アド レス $1040 の ワー ド デ ー タ が sr に 設定 され ます 。 


X68000 で 作成 きれ る プロ グラ ム は リロ ケー タブ ル ( 再 配置 可能 ) な 構造 と な 
うつ で いま す 。 

リロ ケー タブ ル な プロ グラ ム と は 、 主 記憶 上 の と の 領域 に 置か れ て も 実行 可 
能 な プロ グラ ム の こと で す 。 


れい 


プロ グラ ム 内 相対 の アド レス に よっ て 、 モ ジュ ー ル お よび サブ ルー チン の 呼 
び 出 し は 、 プ ログ ラム 内 相対 の ダ ィ スプ レー スメント に も と づい て 行わ れる 
ため 、 実 アド レス 、 す な わ ち プロ グラ ム の ロー ドア ドレ ス を 意識 し な く て も 
済 せ よう に な っ て いま す 。 

これ ら デ ー タ の アド レス や 、 モ ジュ ー ル お よび サブ ルー チン の 分 岐 先 アド レ 
ス は 、 実 行 時 に 実 ア ドレ ス に 変換 され ます 。 

本 節 で は 、 リ ロケ ー タ ブル な プロ グラ ム を 作成 する と き に 知っ て お くべ きこ 
と と 、 こ れ に 関連 する 擬似 命令 に つい て 述べ ます 。 


還 還 セッ ショ ン 


リロ ケー タブ ル な プロ グラ ム を 作成 する に あたっ て は 、 ソ ツー スプ ログ ラム を 
セク ショ ン と 呼ば れる まとまり に 分 け ま す が 、 コ ー デ ィング 段階 で は 、 メ モ 
リ 上 の どの 領域 に ロー ド す る の か 決ま っ て いな い セ クシ ョ ン を リロ ケー タブ 
ル な セク ショ ン と 呼び ます 。 

すなわち 、 別 々 に コー ディ ング し 、 別 々 に アセン プル し た プロ グラ ム で あっ 
て も 、 実 行 命令 の 領域 や 変数 の 領域 を 同一 番号 の セク ショ ン と し て ソー スプ 
ログ ラム で 指定 し て お け ば 、 実 行 命令 の 領域 、 変 数 の 領域 と し て それ ぞ れ 1 
つの に まとも め みこ ぬ が で きま す 。 

セク ショ ン の 種類 と 、 こ れ を 定義 する 擬似 命令 を 以下 に 示し ます 。 


デッキ レ 4 ト セ クシ ンション … ド … ド ドド ツー text 擬似 命令 
デー タモ セ クション … の iroererrtinit data 擬似 命令 
ブロ ックス トレ ー ジ ャ クシ ョ ン …bss 擬似 命令 
スタ ッ ク セ クシ ョ ン … の "eo stack 擬似 命令 


各 セ クシ ョ ン に は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し た ロケ ーション カウ ンタ が 割り あて 65 れ 
思 9p 


1.3 リロ ケー タブ ル な プロ グラ ム 作 成 


プロ グラ ム の 中 で 番号 の 違う セク ショ ン が 新 し 〈 定義 きれ る と 、 ロ ケー ショ 
ンカ ツウ シタ は .0 と な り ま す 。 

以前 と 同じ 番号 の セク ショ ン が 再び 定義 さき れる と 、 ロ ケー ショ ンカ ウン タ の 
値 は 以前 の 定義 部 分 の 続き の 値 と な り ま す 。 

な お ロケ ーション カウ ンタ の 値 は 、 各 セク ショ ン の 先頭 か ら 相 対 ア ドレ ス な 
の で 、 メ モリ の ロー ドア ドレ ス ( 実 アド レス ) と は 関係 あり ませ ん 。 


詳 酸 共通 デー タ エ リ ア 


複数 の アデ ロ グラ ム か ら 共 通 に 使用 され る 変数 や デー タ は 、 共 通 デ ー タ エリ ア 
と し て 宣言 し な く て は な り ま せん 。 

共通 ダー タ エ リ ア は 、 それ を 参照 する プロ グラ ム に ある 必要 は な く 《、 リ ンカ 
に よっ て 共有 する 1 つの 領域 が 割り あて られ ます 。 


共通 データ エリ ア 


ソー ス フ ァ イル 1 ツー 区 アア イル 2 
ンー 語 語 記 に ニー セク ショ ン 1 
変数 変 数 (中 
A 
s 呈 | ャ セクション 2 
セク ショ ン 2 Se 
プロ グラ ム ング ジン D 
上 セク グ クション 3 
プロ グラ タム E 
だ 中 ン ラテ アモ ジブラ 
オブ ジェ クト オジ ジェ グ ト 
リ ジジ 必 
\ 
セク ショ ン 1 
セク ショ ン 2 
B D 
モグ ジョ ジ 3 
E 
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1.3 リロ ケー タブ ル な プロ グラ ム 作 成 


図 で は プロ グラ ム を 2 つの モジ ュー ル ( ツ ソース ファ イル 1 ) と (ソー ス フ ァ イ 
ル 2) に 分 割 し て 作成 し 、 リ ンカ で 1 つの プロ グラ ム に まとめ て いま す 。 
この と き 2 つ の デ ロ グ ラム の 各 セ クシ ョ ン は 図 の よう に な り ま す 。 


|1.3.3 同和 


それ ぞ れ 別々 くに アモ ン ブ ル し た オブ ジェ クト モジ ュー ル を 結合 し て 動作 きせ 
る 場合 、 あ る プロ グラ ム か ら 他 の プロ グラ ム 内 の シン ボル を 参照 する こと が 
あり ます 。 

この よう に 他 の プロ グラ ム の シン ボル を 参照 する こと を 外部 参照 し いい ます 。 
逆 に 、 他 の プロ グラ ム か ら 参 照 き れる シン ボル を 外部 定義 6 いい ます 。 


外部 参照 
プロ グラ ム A プロ グラ ム B 
.data .data 
外部 参照 3 
シン ボル ーー エー.xref subl .xdef sub1 
.text .text 
外部 参照 8 
DS SD1 ニ ーー 科 伯 の ー 「- Sub1: 


外部 参照 の 対象 し と な る シン ボル の アド レス の 決定 は 、 リ ンカ が 行い ます 。 
すなわち リン カ は 、 複数 個 の オプ ジェ クト モジ ュー ル の 結合 に あたっ て 、 こ 
れ ら を 一 定 の 順序 で 配置 (通常 は オブ ジェ クト モジ ュー ル 名 の 入力 順 で す ) 
し 、 各 モジ ュー ル に アド レス の 再 割り あて を 行う と と も に 、 各 シン ボル の ア 
ドレ ス も これ に と も な っ て 更新 を 行い 、 外 部 参照 シン ボル の 決定 を 行い ます 
(むろ ん ここ で いう アド レス と は 、 最 終 的 に は 1 個 と な る 実行 可能 プロ グラ 
ム の 先頭 か ら の 相対 アド レス で あり 、 メ モリ 上 の ロー ドア ドレ ス す な わ ち 実 
アド レス と は 関係 あり ませ ん )。 


外部 参照 ね な ょ よび 外部 定義 の 宣言 は 、xdef、xref 擬似 命令 に よっ て 行い ます 。 
必要 な ら ユ ー ザ ー は 、 ソ ツー スプログ ラム 中 に xdef、xref 擬似 命令 を 定義 し 
な けれ ば な り ま せん 。 

アセ ンプ ブラ は これ ら の 擬似 命令 を 検出 する と 、 リ ンカ に わた す 情 報 を 作成 
し 、 リ ンカ は これ に も と づい て 外部 参照 シン ボル の 解決 を 行い ます 。 
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アセ ンプ ブラ 擬似 命令 は 、 実 行 命令 と た は 異な り 、 一 部 (.dc, .dcb な ど ) を 除け 
ば オブ ジェ クト コー ド に 変換 きれ る こと は あり ませ ん 。 


この 命令 は 、 ア セン ブリ 作業 な ど に 関す る 情報 を アセ ンプ ブラ に 与え を ます 。 
擬似 命令 を 機能 別に 分 ける と 、 次 の よう に な り ま す 。 

@ デ モン ブラ 制御 (1. 4.1) 

@ 外部 名 の 指定 (1.4.2) 

@ シン ボル 値 の 定義 (1.4.3) 

@ マ クロ 制御 (1.4.4) 

@ デー タ 定 義 ・ 領 域 確保 (1.4.5) 

@ 条件 つき アセ ンプ ブリ (1.4.6) 

@ リ ステ ィング 制御 (1.4.7) 

@ シン ボリ ッ ク デ バッ グ 情 報 の 指定 1.4.8) 


本 節 で は 、 ア モン ブラ 擬似 命令 を 上記 の 項目 ご と に 例 を 用 いて 説明 し ます 。 


誠 王 アセ ンプ ラ 制 御 


セク ショ ン や ロケ ーション の 指定 な どの よう に 、 オ ブ ジ ェクト モジ ュー ル を 
作成 する に あたっ て 必要 と な る 情報 や ジー タ を も アセン ブラ に 指示 し ます 。 
この 擬似 命令 に は 以下 の も の が あり ます 。 


.text 
.data 
.bss 
.Stack 
.Offset 
.include 
.Comm 
.end 
.OTg 
.Comment 
.fail 


テキ スト セク ショ ン の 指定 
デー タ セ クシ ョ ン の 指定 
ブロ ッ ク ト レー ス セ クシ ョ ン (bss) の 指定 
スタ ッ ク セ クシ ョ ン の 指定 
ォ フ ャ ッ ト の 指定 

ソー スコ ー ド の 挿入 

コモ ン エ リア の 指定 

プロ グラ ム の 終了 指定 

ロケ ーション カウ ンタ の 指定 
コメ ント 行 の 指定 
エラ ー の 生成 


テキ スト セク ショ ン の 指定 


書 式 | .text 
機 。 能 | テキ スト セク ショ ン の 宣言 を 行い ます 。 
解 説 | プロ グラ ム の テキ スト セク ショ ンプ ログラム コー ド の 定義 部 の 開始 を 宣言 し ま 
す 。 
例 
。 も @ も 
1ea JP_TBL,a の 9 
1g1。1 #3,d09 
Jmp 2(a0,d0 .1 ) 
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デー タ セ クシ ョ ン の 指定 


購 式 | .data 
機 能 | デー タ セ クシ ョ ン の 宣言 を 行い ます 。 
解 説 | プロ グラ ム の デー タ セ クシ ョ ン ( 初 期 値 つ き デ ー タ 部 ) の 開始 を 宣言 し ます 。 
例 
・data 
7 
ネ me88age arTe& 
ll 5 ミコ ご ミニ ニー ニー こと こ ご 
MSG_ の :  .do.b )fata1 error'? 
MSG_1:  .doc.b ?fi]1e not found* 
MSG_2:  。do。b * par1ty error" 
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プロ ックス トレ ー ジ セク ショ ン の 指定 


.bss 


ブロ ックス トレ ー ジ セクション (bss) の 宣言 を 行い ます 。 


プロ グラ ム の ブロ ックス トレ ー ジ セク ショ ン ( 初 期 値 な し デー タ 部 ) の 開始 を 宣言 
し ます 。 


例 
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スタ ッ ク セ クシ ョ ン の 指定 


.Stack 


スタ ッ ク セ クシ ョ ン の 宣言 を 行い ます 。 


プロ グラ ム の スタ ッ ク セ クシ ョ ン の 開始 を 宣言 し ます 。 


・S も tacCk 
ーー 
ネ stack seotion 
ーー 
stk ds.w 249 


オフ セッ ト の 指定 


.offset く 式 > 


オフ ャ ッ ト 表 を 定義 し ます 。 


.offset 擬似 命令 は 、.ds 擬似 命令 に よっ て 定義 むす る オフ ャ ッ ト 表 の 開始 アド レス 
を 指定 し ます 。 

この オフ ャ ッ ト 表 は 一 種 の 擬似 セク ショ ン で あり 、 リ ンカ に は わた だ たき され ま せん 。 
オォ フェ ャ ッ ト 表 で 定義 き 8 れ た シン ボル は 、 モ ジュ ー ル 内 部 に 確保 きれ ます 。 

ォ フ ェ ャ ッ ト 表 て で 使用 可能 な 擬似 命令 に は 以下 の も の が あり ます 。 


-ds 
-edu 
.Set 
.Teg 
.xdef 


.xref 


な お 、 オ ブ ジ ェクト コー ド に 変換 され る 実行 命令 、 ま た は 擬似 命令 は 指定 で きま 
菅 和 ん 。 

く 式 > の 値 は オフ ャ ッ ト 表 の 開始 アド レス で す 。 

この 式 は 絶対 値 で な けれ ば な ら ず 、 前 方 参照 、 未 定義 値 、 外 部 参照 な ど を 含ん で 
は な り ま せん 。 


.offset 擬似 命令 は 、 以 下 の 擬似 命令 の いずれ か に より 終了 し ます 。 


bb 
.data 
.bss 
.Stack 


-end 


例 


.・offset 699 


SATA の 1: .ds. 
SATA92: .ds. 
SATA93: .ds. 
SATAO4: .ds、 


っ 位 > 全 っ 人 に 
テー ビー ビビ 
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ソー スコ ー ド の 挿入 


書 式 | include < ファ イル 名 > 


機 能 | ソー スコ ー ド を ソー ス フ ァ イル に 挿入 し ます 。 


解 説 | アモ セン ブル 中 に 、 現 ソー ス フ ァ イル に イン クル ー ド ファ イル か ら ソ ー ス コー ド を 
挿入 し ます 。 


.include 
現 ソ ー レ ゞ 
8 メー スズ デメ イン クル ー ド ファ イル 
Ina111. S harfile 
・data 
* ま 
eXit swi rds.b 1 * message file 
ま ま data struoture 
・include hdrfile * 
* mag1: ds.b 28 
mmSgloOg: ・ds.b 256 mmBg2: ・ds.b 16 
・ mmB 誠 _Cnt: ・ds.w 1 
アモ ェ ン ブル 
i」 


ャ 


.data 
exit mei ds.b 1 イン グ クルー ドジ シテ 
H イル harfile の 内 
GREGKHES 容 が 、 現 ソー ス フ 
mesg1: ds.b 28 ァイル main の 中 
mag2: ds.b 16 

mSg_Cnt: ・ds・w 1 に と り 込 ま 4 し ま 

b 256 ボ ら 


msglogi: ・ds・ 


現 ツ ー ス ファ イル 
main. S 
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書 式 
機 能 
解 説 


第 1 章 アセ ンプ ブラ 


コモ ン エ リア の 指定 


.comm く ラ ベル ッ >, く 式 > 


コモ ン エ リア の 指定 を 行い ます 。 


コモ ン エ リア の ラベ ル と サイ ズ を 指定 し ます 。 

コモ ン エ リア は 別々 に アセ ンプ ブル さ れ だ た プロ グラ ム 間 で 共有 する こと が で きま 
す 。 

リン カ は 、 同 じ ラ ベル を も つ す で て の コモ ン エ リア を 同一 アド レス に 割り つけ ま 
す 。 

同じ ラベ ル を も つ コ モン エリ ア の サイ ズ が 異な る 場合 に は 、 そ の 中 で の 最大 の サ 
イズ が 割り あて られ ます 。 


プロ グラ ジム ん A ブロ グラ ム B は グ ジグ の 
.data .data .data 


.COIn ロ mm] COIaTGaA -COITmm COIaTGaA .COImIm COImaTeaA 


プロ グラ ム A 
プロ グラ ム B 
プロ グラ ム C 
コモ ン エ リア 

(comarea) 


実行 可能 プロ グラ ム 
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プロ グラ ム の 終了 指定 


寺 式 | .end < ラベ ル > 
機 能 | プロ グラ ム の 終了 を 指定 し ます 。 


まだ ラベル を 指定 する と 、 プ ログ ラム の 実行 開始 アド レス と な り ま す 。 


解 説 | .end 擬 似 命 令 は アモ ンプ ブラ に 、 ソ ツー スプログ ラム の 終了 を 通知 し ます 。 
し だ た が っ て 後続 の ソー スコ ユー ド は すべ で て 無視 る きれ ま す 。 


例 move.] par1+6(sp) ,a9 
bsr SuDer on 
芝 ま まま 。 よ d1 
move.b  (a9) ,d1 
・end 
Ln sma に yr この 2 行 は 無視 され ます 。 


注 : 複数 の オプ ジェ クト を リン ク す る 場合 に は 1 つの オブ ジェ クト の み に ラ ベル 
指定 が され て いる .end 擬似 命令 を 書い て くだ きい 。 
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第 1 章 アセ ンプ ブラ 


ロケ ーション カウ ンタ の 指定 


org で 式 > 


ロケ ーション カウ ンタ の 指定 


現在 の セク ショ ン の ロケ ーション カウ ンタ を く 式 > の 値 に し ます 。 


例 


-Org $1000 
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コメ ント 行 の 指定 


書 式 | .comment < 文字 列 > 

機 能 | コメ ント 行 の 指定 

解 説 | く 文 字 列 > で 指定 され た 文字 列 が 再び 現れ る 行 ま で 、 コ メン ト 行 と し ます 。 
指定 され た 文字 列 が 現れ た だ 行 は 、 文 字 列 が 行 の 先頭 に 現れ て も コメ ント 行 と な り 
ます 。 


.comment の ネス ト は で きま せん 。 


例 
・COmmemt note 
moved #19,d9 
II メジ ルド 和 で す 。 ーー 
movea.1] (sp)+,a9 ラコ メン 7 
note 1ea 16 ( sp ) , sp 
tst.1]  d9 ーーーー 一 アモ ン ブ ラ の 命令 ほし て 有効 
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エラ ー の 生成 


ai る 式 テ 
エラ ー の 生成 


< く 式 > の 結果 が 真 な ら ば 、 ア セン ブラ 時 に エラ ー を 発生 し ます 。 


例 


.fail stacksiz.gt.$1000 


シン ボル stacksiz が $1000 より 大 きい 値 な ら 、 エ ラー を 発生 し 、 ア セン ブル を 
中 断 し ます 。 
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1.4 アセ ンプ ブラ 擬似 指令 
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外部 名 の 指定 


リン ク る れる プロ グラ ム 間 で 参照 する シン ボル を 定義 し ます 。 


同時 に 
この 擬似 命令 に は 以下 の も の が あり ます 。 


@_.globl, .global グロ ー バ ル シ ン ボル の 宣言 
外部 定義 名 の 宣 


@ .xdef, .Dublic, .entry 
外部 参照 名 の 宣言 


@ .xref, .extrn, .exteral 


第 


に 3 


可 アセ ンプ ラ 


グロ ー バ ル シ ン ボル の 写 


書 式 | globl < ラベ ル >[, く < ラベル >・・・・] 
lobal ラペ ベッ ラマ ラペ ルル シ ジ ・・< 


機 能 | く ラ ベル > を 外部 名 と し て 定義 し ます 。 


解 説 | く ラ ベル > を 外部 名 と し て 定義 し ます 。 
該当 プロ グラ ム が 他 の プロ グラ ム と リン ク さ る れる と 、 こ の < ラベ ル > は 他 の プロ 
グラ ム か ら 参 照 す る こと が で きま す 。 
逆 に 指定 され た こく ラベ ル > が ソー スコ ー ド 中 に 定義 され な か っ た 場合 、 リ ンカ は 
この く ラ ベル > が 他 の プロ グラ ム 中 に 定義 きれ て いる も の と みな し ます 。 


glohl 
プロ グラ ム A プロ グラ ム B 
く ラ ベル が 同一 | globl sub1 
プロ グラ ム 内 で 濾 
義 さ きれ て いる 場合 | suD1: て ーー トーーー イ オー bsr sub1 


o 


ラベ ル sub1 は ブ 
.xref subl1| ロ ュ コグ ラム 世 : せ りり) 

参照 可能 と た なり ま 
の 


と pe デブ ログラム ん プロ グラ ム B 

ラベ ル ジ > が 同一 ラベ ル subl1 は 他 
プロ グラ ム 内 で 定 | globl sub1 二 ーー 和 T.xdef sub1l| の プロ グラ ム に あ 
幸 な TP を ない 得 bsr sub1 Sub1 : 
ロ oO 
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書 式 | .xdef < ラベ ル >[, く < ラベ ル >・・・・] 
publie マラ ベル >・[, で ラベ ル テ ・・・・] 


jentry ベラ ベル テ [|。 ベ ラベ ル テ ・・・ ・| 


機 能 | 外部 か ら 参照 可能 な シン ボル と し て 定義 し ます 。 
解 説 | .xdef, .public, .entry 擬似 命令 は 、 こ の 擬似 命令 が 記述 され た だ た モ ジュール と 共に 


リン ク さ る れる 他 の モジ ュー ル か ら 参 照 き れる シン ボル を 定義 し ます 。 


例 
プロ グラ ム A グロ グラ の BB 
.data .data 
xdef SD ユー xref Sub1 
text | text 
sub1 Dacciztxo ーー |_ber Sub1 : 


上 記 の 例 で は 、 プ ログ ラム B か ら 6 呼び 出さ れる サブ ルー チン sub1 を 、.xdef 擬 
似 命令 で 定義 し て いま す 。 
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帆 
に 
6 
N 


第 1 


.-xref, .Gxtrn, 較 率 42 に を イク 症 生 


畔 ・GXtGral 


書 式 | .xref < ラベ ル >[, く ラベ ル >・・・・] 
.extrn < ラベ ル > [, く ラベ ル >・・・・] 


.exteral < く ラ ベル > [, く ラベ ル >・・・・] 


機 能 | 外部 で 定義 きれ た シン ボル を 参照 する こと を 宣言 し ます 。 
解 説 | .xref, .extrn, .exteral 擬似 命令 は 、 他 の モジ ュー ル で 定義 きれ た シン ボル を 、 こ 
の 擬似 命令 が 記述 され た モジ ュー ル か ら 参 有 照 す る こと を 宣言 し ます 。 
例 
ジョ ログ ラム 作 ブロ グラ ジム BB 
-data -data 
.xref に .xdef Sub1 
.text ! .text 
bsr sub1 ao トニー に ceo -sub1 2 


上 記 の 例 で は 、 プ ログ ラム B 内 の サブ ルー チン sub1l を 、 プ ログ ラム A か ら 呼 
び 出 すこ と を .xref 擬似 命令 で 宣言 し て いま す 。 
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1.4 アセ ンプ ブラ 擬 似 命令 


誠 可 シン ボル 値 の 定義 


シン ボル に 設定 する 値 を 定義 し ます 。 
この 擬似 命令 に は 以下 の も の が あり ます 。 


@ equ 不変 シン ボル 値 の 定義 


@ set 可変 シン ボル 値 の 定義 
@ reg レジ スタ リス ト の 定義 
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不変 シン ボル 値 の 定義 


書 式 | < こ シ ン ボ ルッ > equ < 式 > 


機 能 | 不変 シン ボル の 値 を 定義 し ます 。 


解 説 | equ 擬 似 命 令 は 、 オ ペラ ンド フィ ー ル ド の < 式 > の 値 を ラベル フィ ー ル ド の シン 
ボル に 割り あて ます 。 
ラベ ルフ ィ ー ル ド 、 オ ペラ ンド フィ ー ル ド は と も に 必要 で す 。 
な お 、 シ ン ボ ル は 固有 の も の で な けれ ば な り ま せん 。 
一 度 シ ン ボ ル を 定義 せ する と 、 そ の シン ボル は プロ グラ ム ゥ 中 の 他 の 箇所 で 再 定義 す 
る こと は で きま せん 。 
まだ 、 式 に は 未定 義 の シン ボル や 、 こ の 式 の 後に 定義 きれ る シン ボル を 含ん で は 


な り ま せん 。 
例 
chknum equ 6 
chksum equ 2 
mulohk equ chknum*ohksum 
addchk equ chknum+ohksum 
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民 


不変 シン ボル 値 の 定義 


ぐ く シ ン ボ ルッ > set く 式 > 
マル シボ ル シ 三 ベ 式 > 


シン ボル に 一 時 的 な 値 を 割り あて ます 。 


set 擬似 命令 は 、 オ ペラ ンド フィ ー ル ド の く 式 > の 値 を ラベ で ルフィー ルド の シン 
ボル に 割り あて ます 。 

eaqu 擬似 命令 と 異な る の は 、set 擬似 命令 で 定義 し た シン ボル の 値 を 、 同 じ プ ロ 
グラ ム 中 の 別 の set 擬似 命令 で 再 定 義 で どき る こと で す 。 

再 定義 は 2 回 以上 可能 で あり 、 ま だ 前 の 定義 を 参照 する こと が で きま す 。 

ラベ ルフ ィ ー ル ド 、 オ ペラ ンド フィ ー ル ド は と も に 不可 欠 で す 。 

オォ ペラ ンド フィ ー ル ド に は 、 未 定義 の 式 や 、set 擬似 命令 が 出現 し た 時 点 で まだ 
定義 きれ て いな い シ ン ボ ル を 含ん で は な り ま せん 。 


例 


mSglen set 28 

blklen set 4 

msgblK se も msglen/b1kKlen 
mSgont= の 


レジ スタ リス ト の 定義 


書 式 | こく ラ ベル > reg く レ ジス タリ スト > 


機 能 | レジ スタ リス ト を 定義 し ます 。 


解 説 | reg 擬似 命令 は 、movem 命令 で 使用 する レジ スタ リス ト の 値 を ラベ ル に 割り あ 
26 29 
以後 、 レ ジス タリ スト の 内 容 は 、 ラ ベル を 指定 する だ け で 一 意 に 参照 すみ こと が 
で きる よう に な り ま す 。 
レジ スタ リス ト の フォ ー マ ッ ト は 以下 の 通り で す 。 
レジ スタ 1 [レジスタ 2] [プレ ジス タ 3 [レジ スタ 4] ] 


・data 
reglist reg d9-d7/a9-a7 


・tex も 
moVem reglist,(sp)+ 


レジ スタ リス ト て で 定義 され た レジ スタ 群 を 
メモ リ 領域 へ 退避 し ます 。 
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1.4 アセ ンプ ラ 擬 似 命令 


一 連 の 命令 を 1 つの 名 前 で 参照 で きる よう に する こと を マク ロ 定 義 と いい ま 
す が 、 本 節 で 扱う 擬似 命令 は この マク n ロ 定義 に 関す る 情報 を アセ ンプ ブラ に 通 
知 (し ます 。 

この 擬似 命令 に は 以下 の も ぁ の が あり ます 。 


@ .macro マク ロ 定 義 の 開始 

@ .local マク ロ 定 義 グ ロック 内 の 局所 的 シン ボル の 定義 
@ .endm マク ロ 定 義 の 終了 

@ .exitm マク ロ 展 開 の 打ち 切 ! 


マク ロ 定 義 の 開始 


< ラベ ルッ > .macro [こく パラ メー タリ スト ッ >] 


マク ロ 定 義 を 開始 し ます 。 


.macro 擬似 命令 は マク ロ 開 始 文 で あり 、 ラ ベル は マク ロ が 呼ば れる と き の ニ ー 


モニ ッ ク で すず 。 
.macro 擬似 命令 か ら .endm 擬似 命令 まで の 間 の 記述 が マク ロ と し て 定義 きれ ま 
水 計 


く パ ラメ ー タ リス ト > は マク ロ に 与え られ る 引き 数 で す 。 


例 


macsub  .maoro param 
・loca1 fina1 
move.1  a の ,save1 
move.1] al,save2 


cmp param.a1 
bne fina1 
rts 

fina1: trap # の 
・endm 
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書 式 
機 能 
解 説 


Jocal マジ ンジ ン ボ ポル ラ | し < く シン ボル そ ・・・・』 


マク ロロ 定義 ブロ ッ ク 内 の 局所 的 シン ボル の 定義 を 行い ます 。 


.ocal 擬似 命令 は 、 マ クロ 定義 グロ ッ ク 内 だ け で 使用 する シン ボル を 定義 し ます 。 
この 擬似 命令 は マク ロ 定 義 グ ロッ ク 内 で の み 使 用 可能 で す 。 


例 
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maCSub  .macoro 
1oca1 fina1 
move.1  a の 9,save1 
move.] al1,save2 


Cmp a9.a1 
bne fina1 
ャ tg 

fina1: trap # の 
・endm 


final は マク ロ 定 義 ブ グロ ッ ク 内 の み で 使用 され る 局所 的 シン ボル で す 。 


マク ロ 定 義 の 終了 


endm 


マク ロ 定 義 を 終了 し ます 。 


マク ロ 定 義 を 終了 し ます 。 


例 


maCsub  .maoro 
looa1 fina1 
move.1  a の ,save1 
move.1 al1,save2 


Cmp a の 9,a1 
bne fina1 
rts 

fina1: trap # の 
・eGndm 
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マク ロロ 展開 の 打ち 切り 


.exitm 


マク ロ 展 開 を 途中 で 打ち 切り ます 。 


.exitm 擬似 命令 は 、 マ クロ 定義 され た ソー ス 文 の 展開 を 途中 で 終了 る せま す 。 


これ は 条件 つき アセ ンプ ブリ 擬似 命令 し とも に 用 いら れ 、 あ る 条件 に より 残り の マ 
クロ 展開 が 不要 、 ま た は 不適 切な も の に な っ た 場合 、.endm 擬似 命令 まさ で の マク 
ロ n 展 開 を 抑制 する こと が で きま す 。 


例 
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test = 1 

maCaub  .maoro 
loca1 fina1 
move.]  a の ,save1 
move.1  a1,save2 
Cmp a9.a1 
bne fina]1 
if tes も 
・GX1 て tm 
・eGndc 

fina1: trap # の 
・endm 


誠 請 テー タク 定義 ・ 領 域 確保 


デー タ 領 域 の 確保 に 関す る 情報 を アモ ンプ ブラ に 通知 し ます 。 
この 擬似 命令 に は 以下 の も の が あり ます 。 


@ .dc 定数 デー タ の 定義 
@ dcb 定数 グロ ッ ク の 定義 
中 メモ リ 領域 の 確保 


@ .even 偶数 バン ダリ の 調整 
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定数 の 定義 


.de[、 < サイ ズ ュ ] < 起 っ し < と 式 ら 。・・-・] 
定数 を 定義 し ます 。 


.dc 擬似 命令 は 、 メ モリ 内 に 一 個 以 上 の 定数 を 定義 し ます 。 
複数 の く < 式 > を 指定 する 場合 は 、 各 < く 式 > を カン マ (,) で 区 切り ます 。 
各 く 式 > に は 以下 の も の を 指定 する こと が で きま す 。 


1. 数 値 定数 
@ シン ボル 、 ま ただ は 数 値 が 割り あて られ る 式 
@ 10 進数 
@ 16 進数 
@ 8 進数 
@ 2 進数 


ASCII コー ド で 表 さ れる 定数 

ASCII ユー ド の 値 を 指定 する と き は 、 引 用 符 () で 文字 を 囲ま な けれ ば な り ま せ 
ん 。 

定数 は 、 バ イト 、 ワ ー ド 、 ま た は ロン グ ワ ー ド で 指定 する こと が で きま す 。 
その 場合 、 く サイ ズ > に それ ぞ れ 、b、w、1 を 指定 し ます 。 


.dc 擬似 命令 の 表記 法 と 規則 は 次 の 通り で す 。 


.dc.b 

バイ ト 単 位 で 定数 を 定義 し ます 。 

奇数 個 の バイ ト を 指定 する と 、 次 の ステ ー ト メン ト が 奇数 番地 か ら 始 まる 場合 が 
あり ます の で 注意 し て くだ さい 。 

.dc.b 擬似 命令 の 、 次 の 命令 の ワー ド バ ン ダ リ 調整 は 原則 と し て 行い ませ ん 。 


.dc.w 

ワー ド 単 位 で 定数 を 定義 し ます 。 

庁 数 個 の バイ ト を 指定 し た 場合 、 バ イト 数 が 偶数 個 に な る よう に 、 最 後 の ワ ー ド 
の 上 位 に 0 を 設定 し ます 。 

.dc.w 擬似 命令 で 奇数 バイ ト の 指定 が で きる の は 、 文 字 定 数 の と きだ け で す 。 

この 命令 が 奇数 番地 か ら 始 まる 場合 は 、 先 頭 に 1 バイト 0 が 入り ワー ド バ ン ダ リ 
調整 し ます 。 


.dc.| 

ロン グ ワ ー ド 単位 で 定数 を 定義 し ます 。 

指定 バイ ト 数 が 4 の 整数 倍 に 満た な な いと き に は 、 最 後 の ロ ング ワー ド の 上 位 に 0 
を 設定 し ます 。 

この 命令 が 奇数 番地 か ら 始 まる 場合 は 、 先 頭 に 1 バイ ト 0 が 入り ワー ド バ ン ダ リ 
調整 し ます 。 

.dc 擬似 命令 の 書式 の 例 を 以下 に 示し ます 。 


例 


sdo。b 中 が YO や ” 
。dC・.m 109 
・do. 4 

・do.m 8 

do 、1 19 

。 do 。1 4 

so。1 8 
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定数 プロ ッ ク の 定義 


.deb | . ぐ サイ デラ 1] て 長き >。 < 式 テ 
定数 プ グロック を 定義 し ます 。 


.dcb 擬似 命令 は 、 く サイ ズ > に 従っ て 1 ブロ ッ ク の バイ ト (b)、 ワ ー ド (w)、 ロ ン 
グ ワ ー ド (⑪ を 割り あて ます 。 

プ ブロック 長 は 未定 義 参照 、 前 方 参照 ねむ よび 外部 参照 を 含ま な い 絶対 値 を も つく 長 
る テ で 決ま り ま す 。 

メモ リ 領 域 は く 式 > で 指定 し た デー タ で 満た され ます 。 


例 


・bcb 2,9 
。bcb.b 2,9 
。bcb.w 1.9 
pebs1、 1.9 


メモ リ 領 域 の 確保 


SS イ オ 受 | る そ 長 きみ 


メモ リ 領 域 を 確保 し ます 。 


.ds 擬似 命令 は 、 メ モリ 領域 を 確保 し ます 。 

確保 きれ だ メモ リ 領 域 の 内 容 は 初期 化 さ きれ ませ ん 。 

領域 の 確保 は 、 バ イト 、 ワ ー ド 、 ロ ング ワー ド 単 位 で 行う こと が で きま す 。 

その 場合 、 く サイ ズ > に それ ぞ れ 、b、w、1 を 指定 し ます 。 

く 長 きる > は 、.ds 擬似 命令 で 確保 する バイ ト 、 ワ ー ド 、 ま だ た は ロン グ ワ ー ド の 数 
を 指定 し ます 。 


例 


・ds 1 
・ds.b 3 
ds.w 2 
ds.1 ウ 
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偶数 バン ダリ の 調整 


書 式 | .even 


機 能 | 偶数 バン ダリ の 調整 を 行い ます 。 


解 説 | .even 擬似 命令 は 、 次 の 命令 また は デー タフ ィ ー ル ド を 偶数 番地 に 割り あて ま 
す 。 
た と えば 、 ロ ケー ショ ンカ ウン タ が 奇数 し な っ だ た と き に 、.even 擬似 命令 が 指定 
さる れる と 、 ロ ケー ショ ンカ ウン タ は 1 つ イ ンク リ メ ン ト さ れ ま す 。 


例 
99999999 91 f]1ag1 ・do・.b 1 
99999991 99 fl1ag2 sdc.b 9 
99999992 99 flag3 ・do,b @ 
99999993 9 ・GVen 


99999994 99091 m8gont  .do.w 和 


.even 擬似 命令 が 指定 され る と 、 偶 数 バン ダリ 調整 が 行わ れ 、 次 の デー タ ま た は 
命令 は 偶数 番地 に 割り あて られ ます 。 
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1.4 アセ ンプ ラ 擬 似 命令 


誠 環 条件 つき アァ セン プリ 


特定 の 条件 が 成立 し た と きのみ 、 こ の 擬似 命令 の 後続 の ソー ス 文 を アモ ンプ 
ル す る こと を アセ ンプ ラ に 指示 し ます 。 
この 擬似 命令 に は 以下 の も の が あり ます 。 


if (fne) 条件 が 真 の と き ア セン ブル 実行 

.ff (.ifeq) 条件 が 偽 の と き ア セン ブル 実行 

.ifdef シン ボル が 定義 きれ て いる と き ア セン ブル 実行 

ifndef シン ボル が 定義 きれ て いな いと き ア セン ブル 実行 

.else 反対 の 条件 が 成立 する と き ア セン ブル 実行 

.elseif 反対 の 条件 が 成立 し か つ 特 定 の 条件 を 満た よ す と き ア セン ブ 
ル 実 行 


.endif (.endc) 条件 つき アセン ブル の 終了 
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条件 つき アセ ンプ ブル 


.f (.ifne) SRV 
< 式 > が 真 の と き ア セン プル 実行 
.iff (.ifeq) く 式 > 
く < 式 > が 偽 の と き ア セン プル 実行 
.ifdef ズン ボル > 
シン ボル が 定義 きれ て いる と き ア セン ブル 実行 
.ifndef < シン ボル > 
シン ボル が 定義 きれ て いな いと き ア セン ブル 実行 
.else 
反対 の 条件 が 存在 する と き ア セン プル 実行 
.elseif SS 
反対 の 条件 が 存在 し 、 か つ 特 定 の 条件 を 満た す と き ア セン ブル 実 
行 
条件 が 成り 立つ と き ア セン ブル を 実行 し ます 。 


いずれ も 条件 つき アセ ン ブ ル 開 始 文 で あり 、 条 件 の 真 偽 に より .endif (.endc) 擬 
似 命 令 ま で の ソー ス 文 を アセ モン ブル す る か 否 か を 決定 し ます 。 

条件 つき アセ ンプ ブリ 擬似 命令 は 、 ア セン ブラ の 開始 時 に 入出 力 モ セク ショ ン を 挿入 
し た り 、 削 除 し た りす る 場合 に よく 用 いら れ ま す 。 


例 
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ふき 多 def 


・else 


。endif 


Symdef 

1ea Symdef,a0 の 
addi #4,a0 
moOVe # の ,a0 

Jmp ( a9 ) 


書 式 
機 能 
解 説 


-endif 


-endc 


条件 つき アセ ン ブ ル を 終了 きせ ます 。 


条件 つき アセ ン ブ ル の 終了 を 宣言 し ます 。 


例 


.ifdef symdef 


1ea symdef,a の 

addi #4,a0 
・else 

move #9,a0 
.endif 

Jmp (a0 ) 


と タタ 4 


1.4 アセ ンプ ラ 擬 似 命令 


リス ティ ング 制御 


ア ャ ンプ ブル リス ト の 出力 に 関す る 制御 を 行い ます 。 
この 擬似 命令 に は 以下 の も の が あり ます 。 


@.jist アセ ン ブ ル リ スト の 出力 

@ nlist アセ ン ブ ル リ スト の 出力 の 抑止 

@ .Dage アセ ャ ン ブ ル リ スト の 改 頁 

@.title アセ ンプ ブル リス ト の タイ トル の 指定 

@ .subttl アセ ンプ ブル リス ト の サブ タイ トル の 指定 
@ jall マク ロ 行 の 出力 

@ .Sall マク ロ 行 の 出力 の 抑止 
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第 1 章 アセ ンプ ブラ 


ンプ ルリ スト の 出力 


-list 


リス ト フ ァイル 作成 時 に 、 リ スト 出力 する こと を アセ ンプ ブラ に 指示 し ます 。 


リス ト フ ァイル 作成 時 に 、 リ スト 出力 する こと を アセ ンプ ブラ に 指示 し ます 。 
この 擬似 命令 は デフ ォ ル ト と し て 設定 きれ て いま す 。 


.jist 擬似 命令 に 続く ソー ス 文 は 、 ア モン ブラ が .end また は mlist 擬似 命令 を 検 
出す る まで リス ト 出 力 る され ます 。 


例 


Start: 

ネ 1ist 
・1ist 
move.] msgptr,a9 
move.1] tblptr ,a 1 
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アセ ンプ ブル リス ト の 出力 抑止 


書 式 | nlist 


機 能 | リス ト フ ァイル 作成 時 に 、 リ スト 出力 され な いこ と を アセ ンプ ブラ に 指示 し ます 。 
解 説 | アモ ャ ン ブ ラ が .lst 擬似 命令 を 検出 する まで 、 ア セン ブル リス ト の 出力 を 抑制 し 
ます 。 


nlist 

・nlist 

move.1] msgptr,a9 
move.1 tb1ptr,a1 


・1is も 
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第 1 章 アセ ンプ ラ 


アセ ンプ ルリ スト の 改 頁 


式 | .page 

能 | アセ ンプ ブル リ スト の 改 頁 

説 | .page 擬 似 命 令 が 検出 され た と ころ て 改 具 し 、 タ イト ル や サブ タイ トル な ど を 出 

妨 目 まず 。 
例 
Oi es 
ts 
・Dage 
aubrtn1 : 


movem.,] d9-d7/a9-a5, -( sp ) 
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アセ ンプ ブル リス ト の タイ トル の 指定 


書 式 | .title < 文字 列 > 
機 能 | アセ モン ブル リス ト の タイ トル の 指定 
解 説 | アセ ンプ ブ ルリ スト の 各 頁 の 始め に 出力 きれ る タイ トル を 、 ズ べく 文字 列 > で 指定 され 


た 文字 列 に 定義 し ます 。 
く 文 字 列 > は 1 行 以内 で な けれ ば な り ま せん 。 


例 


.title This is sample program. 


上 記 の 擬似 命令 が 記述 され て いる ソー スプ ブロ グラ ム を も を アセンブル し て リス ト を 出 
力 す る と 、 以 下 の ょ よう に 各 頁 の 先頭 に タイ トル を 出力 し ます 。 


X68k Assembler v3.99 Copyright 1987,88,89,99,91,.92,93 SHARP/Hudson 
This is sample program・ mnt/dd/yy hh:mm:igss 
この リス ト は 68999 の アセ ンプ ブリ 言 語 で す Page 1-1 
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第 1 章 アセ ンプ ブラ 


アセ ンプ ブル リス ト の サ プ タ イト ル の 指定 


書 式 
機 能 
解 説 


.subttl 文字 列 > 


アセ ンプ ブル リ スト の サブ タイ トル の 指定 


アセ ン ブ ル リ スト の 各 頁 の 始め に 出力 され る サブ タイ トル を 、 ズ べく 文 字 列 > で 指定 
され た 文字 列 に 定義 し ます 。 
ぐ く 文字 列 > は 1 行 以 内 で な けれ ば な り ま せん 。 


.subttl この リス ト は 68000 の アセン ブリ 言語 で す 


上 記 の 擬似 命令 が 記述 きれ て いる ソー スプ ログ ラム を アセ ン ブ ル し て リス ト を 出 
力 す る と 、 以 下 の よ うに 各 頁 の 先頭 に サブ タイ トル を 出力 し ます 。 


X68k Assembler v3.99 Copyright 1987,88,89,99,91,92,93 SHARP/Hudson 
This is sample program・ mnt/dd/yy hh:mmiss 
この リス ト は 68999 の の アセ ンプ ブリ 言語 で す 選 品 褒 @ な ユー 
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書 式 
機 能 
キ 説 


マク ロ 行 の 出力 


.lall 


マク ロ 行 の 出力 


.sall 擬似 命令 を 検出 する まで 、 マ クロ 行 を 展開 し て アモ ンプ ブル リ スト に 出力 し 


まず 。 

マ ィ ク ロ 行 自体 は 、.lall, .sall 擬似 命令 の 有無 に 関係 な く 出 力 き され ます 。 

.lall 擬似 命令 が を その 前 に 存在 し て いた な ら ば 、 マ クロ 行 の 次 に を その マク ロ の 内 容 
を 出力 し ます 。 
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Sample  .,maoro 
Ori #CarrY,Cor 
・endm 


。1a11 
Sample 
move.1  d9,d1 


上 記 の ツー スプ ログ ラム を アセ ンプ ブル し て リス ト を 出力 きせ る と 、 マ ク npsam- 
ple は 以下 の よう に 出力 る され ます 。 


19 9999999a 2 加給 中 呈 

29 9999999a sample 

29 9 の 999999a 993c9901 Oi #CarrY ,CCT 
21 9999999e 2209 moYe.]  d9,d1 


マク ロ 行 の 出力 の 抑止 


.Sall 


マク ロ 行 の 出力 の 抑止 


Jall 擬似 命令 を 検出 する まで 、 マ クロ 行 の 展開 あせ ず に アセ ン ブ ル リ スト に 出力 


( ませ ん 。 

マク ロ 行 自体 は 、.]all, .sall 擬似 命令 の 有無 に 関係 な く 出 力 さ れ ま す 。 

.sall 擬似 命令 が マク ロ 行 の 前 に 存在 し て いた な ら ば 、 マ クロ 行 の み を 出力 し ま 
ずら 


例 


Sample  .macro 
〇 や せ CaTYY」 で CT 
・endm 


・Sma11 
Sample 
move.] d9,d1 


上 記 の ツー スプ ログ ラム を アセ ン ブ ル し て リス ト を 出力 きせ る と 、 マ クロ sam- 
ple は 以下 の よう に 展開 され ず に 出力 され ます 。 


19 9999999a ・Sa11 
29 9999999a Sample 
21 9999999e 2269 move.1  d9 の ,d1 
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1.4 アセ ンプ ブラ 擬似 命令 
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誠 机 | レン ボリ ッ ク デ バッ グ 情 報 の 指定 | 


ソー スコ ユー ド デ バ ッ グ 等 で プロ グラ ム を デバ ッ グ する と き に 使用 きれ る シン 
ボリ ッ ク デ バッ グ 情 報 を オブ ジェ クト に 出力 する た め の 擬 似 命 令 で す 。 
以下 に 示す 擬似 命令 が 、 シ ン ボ リッ ク デ バッ グ 情 報 の 指定 の た め に 用 意 さ きれ 
人 在 ゆ ます 。 


@ file ソー ス フ ァ イル 名 の 出力 指定 

@ In 行 番号 と ロケ ーション の 対応 の 出力 指定 
@.def シン ボル テー ブル エン トリ の 作成 開始 
@ .endef シン ボル テー ブル エン トリ の 終了 


さら に 、.def, .endef 擬似 命令 に より 作成 きれ る シン ボル テー ブル エン トリ 
に 格納 する シン ボル 情報 を 指定 する 擬似 命令 が あり ます 。 
これ ら の 擬似 命令 に は 、 以 下 の も の が あり ます 。 


@ .val シン ボル の 値 の 指定 

@ .ccl 記憶 クラ ス の 宣言 
@.tyDe C 言語 に お ける 型 の 宣言 
@ .tag タグ 名 の 宣言 

@ jine 行 番号 の 指定 

@ .SiZe サイ ズ の 指定 

@ dim 配列 の 指定 


第 1 章 アセ ンプ ブラ 


ソー ス フ ァ イル 名 の 出力 指定 


書 式 | . 旬 ge "< く フ ァイル 名 >” 


機 能 | ツー ス フ ァ イル 名 を オデ ジェ クト に 出力 し ます 。 


解 説 | ツー ス フ ァ イル 名 を オブ ジェ クト に 出力 し ます 。 
く フ ァイル 名 > は C 言 語 で 記述 され だ ソー ス フ ァ イル を 指定 し ます 。 
例 


.file “sample. c" 
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行 番号 と ロケ ーション の 対応 の 出力 指定 


.In く 行 番号 > [, く ロケ ーション 値 >] 


行 番号 と ロケ ーション の 対応 を オブ ジェ クト に 出力 し ます 。 


行 番号 と ロケ ーション の 対応 を オブ ジェ クト に 出力 し ます 。 

く 行 番号 > に は 、C 言語 で 記述 され た ソー スプ ログ ラム に お ける 行 番号 を 指定 し 
ます 。 

ぐ ロ ケー ショ ン 値 > に は 、 オ ブ ジ ェクト の 先頭 か ら の ロケ ーション の 値 を 指定 し 
ます 。 省 略す る と 、 こ の 擬似 命令 が 存在 する と ころ の ロケ ーション が 設定 され ま 
す 。 


例 


.In 10 


書 式 
機 能 
解 説 


def < ジン ボル 名 > 
(属性 を 指定 する 擬似 命令 ) 


.endef 


シン ボル テー ブル エン トリ を 作成 し ます 。 


C 言語 に お ける 変数 や 関数 の 属性 な ど を 格納 する シン ボル テー ブル エン トリ を 作 
成 し ま ず 。 

く < シン ボル 名 > に は 、 シ ン ボ ル テ ー ブ ル エ ント リ を 作成 し た い シ ン ボ ル の 名 前 を 
指定 し ます 。 

シン ボル テー ブル は この .def 擬似 命令 の 間 に あ る 、 シ ン ボ ル の 属性 を 指定 する 擬 
似 命 令 を も も と に 作成 し ます 。 


例 


・def _staoch 
。YZ1 _staoh 
・Sc1 2 

type 59 
endef 
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シン ボル の 値 の 指定 


書 式 | .val < 式 > 


機 能 | 式 の 値 を シン ボル の も の と し ます 。 


.SCI 記憶 クラ ス の の 宣言 


書 式 | .scl < 式 > 


機 能 | 記憶 域 ク ラス を 宣言 し ます 。 


書 式 | .type < 式 > 


機 能 | C 言 語 に な ける 型 を 宣言 し ます 。 


as 細 タ ク 名 の 宣言 


書 式 | .tag < タグ 名 > 


機 能 | タグ 名 を 宣言 し ます 。 


Il 川 
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ーー 還 
行 番号 の 指定 


書 式 | .liine < 式 > 


機 能 | シン ボル に 行 番号 を 与 を た ます 。 


sf 全 表 サイ ズ の 指定 


書 式 | .size < 式 > 


機 能 | シン ボル に サイ ズ を 与え ます 。 


配列 の 指定 


書 革 | . 当 im る 区 1 ほし < 式 92 え ょ =・ ュ っ] 


機 能 | シン ボル に 配列 名 と その 次 元 数 を 与え を ます 。 
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第 2 章 
命令 セッ トリ ファ レン ス 一 覧 


命令 セッ トリ ファ レン スズ 一 覧 表 の 見 方 
命令 セッ トリ ファ レン ス 一 覧 


第 2 章 命令 セッ トリ ファ レン スズ 一 覧 


命令 セッ トリ ファ レン スズ 一 覧 表 の 見 方 


この 草 で は 、MPU68000 の 命令 ミッ ト を 、 デ ー タ 移動 命令 、 整 数 計算 命令 、 
論理 演算 命令 シフ ト ・ ロ ー テ ー ト 命令 、 ビ ッ ト 操 作 命令 、BCD 演算 命令 、 
プロ グラ ュ 制 御 命令 シス テム 制御 命令 に 分 類 し て 掲載 し て あり ます 。 
実際 に アセ ンプ ブリ 言語 に よっ て プロ グラ ム を 記述 する 方 法 は 、 本 書 の 「 第 1 
部 ユー ザー ズ ガ イド 」 を 参照 し て くだ さき 

@ 「 命 令 」 に つい て 

オォ ペレ ーション が 似 て いる 命令 ご と に 分 け て 、 表 に し て あり ます 。 

1 つの 表 の 中 で は 、 各 命令 の ニー モニ ッ ク に つい て 上 か ら ア ルフ ァ ベ ッ ト 順 
に 列 芋 し て いま す 。 


@「 サ イズ 」 に つい て 

命令 が 扱う オペ ラン ド の デー タ サ イ ズ を 指定 する 場合 に 使用 し ます 。 
B バイ ト ・ サ イズ (8 ビッ ト ) 
W ワー ド ・ サ イズ (16 ビッ ト ) 
葉 ロン グ ワ ー ド ・ サ イズ (32 ビッ ト ) 


@「 オ ペラ ンド 」 に つい て 

命令 が 扱う デー タ が レジ スタ で ある の か 、 メ モリ の どの アド レス に ある の か 
を 指定 し ます 。 

な お 値 を 読み 出す も の が ソー ス 、 結 果 を 置く も の が ディ イス ティ ネー ショ ン で 
すず 。 


Dm, Dn デー タレ ジス タ (D0 一 D7) 

Am, An アド レス レジ スタ (A0 一 A7) 

ぐ sea> ツー ス の 実効 アド レス 

ぐ dea> デス ティ ネー ショ ン の 実効 アド レス 

ぐ ea> 実効 アド レス 

ぐ regs レジ スタ リス ト ( 例 :DO0-D5/A0/A4) 

ぐ data> イミ デ ォ エー ト デ ー タ 。 人 数 

く 1]abel> ラベ ル (通常 は 分 岐 先 や ジャ ンプ 先 を 示す ) 
< く bn> ビッ ト 位 置 を 指し 示す オペ ラン ド 

ぐ vec> ベク タ 番 号 (ここ で は 0-15) 
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令 セ ッ ト リ ファ レン スズ 一 覧 表 の 見 方 


@ 「 ア ドレ ッ シ ン グ ・ モ ー ド 」 に つい て 


Dn 

An 

(An) 
(An) 十 
ー(An) 
d16 (An) 


d8 (An, Xn) 


ABS 


#IMM 
d16 (PC) 


d8 (PC, Xn) 


MPU68000 で 扱う こと が で きる アド レッ シン グモ ー ド は 次 の 通り で す 。 


デー タレ ジス タ 直 接 モ ー ド 

アド レス レジ スタ 直接 モー ド 

アド レス レジ スタ 間接 モー ド 

ポポ スト イン クリ メン ト 付 き ア ドレ スレ ジス タ 間 接 モ ー ド 
プリ デ ク リ メン ト 付 き ア ドレ スレ ジス タ 間 接 モ ー ド 
ディ スプ レー スメント 付き アド レス レジ スタ 間接 モー ド 
ディ スプ レー スメント の サイ ズ は 16 ビッ ト 

ディ スプ レー スメント 層 イ ン デ ックス 付き アド レス レジ 
スタ 間接 モー ド 

ディ スプ レー スメント の サイ ズ は 8 ビッ ト 

イン デック ス は デー タ ま だ た は アド レス レジ スタ 

を その サイ ズ は ワー ド か ロン グリ ワー ド 
絶対 アド レス モー ド 

ショ ー ト アド レス か ロン グ ア ド レ ス 

イミ ディ エイ トモ ー ド 

ディ スプ レー スメント 付き PC 相対 間接 モー ド 

ディ スプ レー スメント の サイ ズ は 16 ビッ ト 

ディ スプ レー スメント & イ ン デ ックス 付き PC 相対 間接 
モー ド 

ディ スプ レー スメント の サイ ズ は 8 ビッ ト 

イン デック ス は デー タ ま だ は アド レス レジ スタ 

を その サイ ズ は ワー ド か ロン グ ワ ー ド 


@「 コ ン デ ィ シ ョ ン ・ コ ー ド 」 に つい て 


命令 を 実行 し た 際 に 、 
表 中 の 略号 と 状態 は 次 の 通り で す 。 


C 


芝 内 選 人 


影響 を 受け る コン ディ ショ ン ・ コ ー ド を 表し て いま す 。 


キャ リー を 示す ビッ ト 

オォ オー バー フロ ー を 表す ビッ ト 

ゼロ で ある こと を 表す ビッ ト 

負 の 値 で ある こと を 表す ビッ ト 
拡張 ビッ ト 

影響 あり (前 の 状態 か ら 変 化す る ) 
影響 な し (前 の 状態 か ら 変 化し な い ) 
グリ 
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ED 
普 


セッ トリ ファ レン スズ 一 覧 表 の 見 方 


1 セッ ト 
U 定義 きれ て いな い (不定 ) 


@ 「 解 説 」 (ご つい で 
各 命 令 の 簡単 な 動作 説明 を 記し て あり ます 。 
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た "4 あい [| アド レッ シン グモ ー ド 
命令 オペ ラン ド 
BIWIL Dn An (An) | (An) 十 | 一 (An) d16 (An) d8 (An, Xn) 
EXG L |<sea>, < く dea> く sea> ] 〇 〇 
< く dea> 【 き O | 
LEA | L [<sea>, An く sea> O 〇 〇 
LINK IAn, # ぐ data テ く data テ > 
MOVE BIW|L | く sea>, く dea> ぐ sea> O 【W の 3 O 〇 9 
<dea> 員 | @ O O 
MOVEA W | L | く sea>, An く sea 〇 〇 〇 〇 ⑥) 
MOVEM | W | L |<sea>, <regs> ぐ sea > 〇 〇 
ぐ regs > り C 
W 1L |<regs>, <dea> く dea> 9 ( あ ) 〇 
く Tegs ラ ⑥) | 〇 
IMOVEP IWIr く sea>, An ぐ sea> に 」 
W | L IDn, < く dea> ぐ dea> 〇 
MOVEQ L # く data>, Dn く data テ > 
PEA ]L に sea> ぐ sea> | 9 〇 CX 
UNLK An _ 
@ 整数 計算 命令 
命 今 サイ ズ 紹 6 メド シッ シン グモ モード 
3 IBTWIE 2 | Dn | An | (Am |(Am+ | -(Am)| ql6(An) | d8(An Xn) 
ADD |B |W|IL|<sea>、Dn く sea > ⑨ LW | O 〇 O (⑥) (の 
B | WI|L |Dn, <dea> く dea> 〇 〇 〇 〇 
ADDA WlL |<sea>, An <sea> 8 ] @ O O O 
ADDI B | W | L # く data>, < く dea> く dea> に 〇 〇 ② 
く data> ] ョ 境 
ADDQ B | W| L 人 詳 く data>, く dea> く dea> 〇 LW 〇 〇 ( 和 3 じ 
に 人 二 
く data> 
ADDX BIWIL IDm, Dn 
B | W|L | 一 (Am), 一 (Am) ] 
CLR BlWIL |<dea> <dea> @ | O ロ O 〇 O 
CMP BIWIL |<sea>, Dn く sea> 〇 LW O ( O は O 
CMPA | |WILI<sea>, An <sea> @ 9 O O ⑳ | 9 に 
CMPI B | W | [上 # く data>, く dea> く dea> 較 O 〇 〇 O 〇 人 5 _ | 
く data> 
CMPM B | WI|L |(Am) 十 , (An) 二 
DIVS WI| |<sea>, Da | <sea> O O O O O 
DIVU W ぐ sea>, Dn ぐ sea> 〇 〇 〇 《》 ま 
EXT WIr jpn 
IMULS W く sea>, Dn く sea> O り C 〇 〇 O 
IMULU W <sea>, Dn ぐ sea> O O 〇 O 〇 O 
NEG B |W| Ll<dea> <dea> O ] 屋 和 叶 9 O 〇 O 
NEGX B | W| L |<dea> く dea> 〇 〇 〇 O 〇 O 
SUB BlW|L |<seaz, pn <sea> oO | rw | Oo 5 | -g O 9) 
BIWIL IDn, < く dea> ぐ dea> 〇 に ) (⑥) 〇 (@) 
SUBA W | L |<sea>, An ぐ sea > 〇 〇 〇 〇 O 
SUBI |BIW|L 人 <data>, <dea> <dea> O 8 O 8 O O 
く data> 
SUBQ |BIW|L<dqata>, <dea> <dea> LW | O GS O O 
く data> 
SUBX BIWIL IDm, Dn 
BlWIL に Am), Ap) | [ 


注 ) アド レッ シン グモ ー ド の An に お ける 表 


上 
LW" は 、「 ワ ー ド 又は ロン グ ワ ー ド の サイ ズ の み 許 きれ る 」 と いう 意味 で す 。 
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2.2 命令 セッ トリ ファ レン スズ 一 覧 
デー タ 移 動 命令 
コシ ジ シディ ジョン ・ コ ー ド | 解説 
ABS #IMM d16 (PC) | 8(PC.Xm| X 陣 阿 剛 区 人 剛 屋 6 
レジ スタ 変換 
〇 O O 実効 アド レス の ロー ド 
ー32768 一 0 二 引 寺 引 寺 中 三 リン ク と 割付 け 
〇 〇 O 〇 ー デー タ 移動 
O 
O O O O アド レス デー タ の 移動 ] 
(⑥) O 〇 複数 レジ スタ の デー タ 移動 
O 
O 
O 
周辺 1 プ O0 と の デー タ 転 送 
ー128 一 127 高速 な デー タ 移 動 
(の O 実効 アド レス の スタ ッ ク へ の 移動 = 
リン ク 解 除 
整数 計算 命令 
ABS | #IMM d16 (PC) (Me 半 
O | O |*|*| *| *| * | 加算 
O | |*|*|*|*|* 
O | 一 | | 一 | 一 | アド レス デー タ の 加算 
0 | = ョ | 名 問 全 * | * | 指定 数 値 と の 高速 加算 
1-8 
* ネ * | 拡張 加算 
|* |*|*|*ls* | 
⑳ | 一 | 0 | 1 | 0 | 0 | オォ ペラ ンド の 0 クリ アァ 
O 〇 O O | 一 |*|l*|*|* | 比較 
O 〇 〇 〇 O 〇 計 こ アド レス デー タ の 比較 
| 苦 @ ー 回 回 回 指定 数 値 の 比較 
〇 O 
ー | * | * | * | * | メモ リ 内 容 の 比較 
O O O O ー | * | * | * | 0 | 符号 付き 除算 
〇 〇 〇 O ー | * * ※ 0 | 符号 な し 除算 
ー | * | * | 0 | 0 | 符号 拡張 
O 〇 (人 O ー | * | * | 0 | 0 | 待 号 付き 乗算 
O O 〇 〇 ー | * | * | 0 | 0 | 符号 な し 乗算 
O | * | * | * | * | 符号 反転 
〇 O に ネ ネ ネ * | 拡張 付き 符号 反転 
O 〇 〇 O 〇 * * ネ ネ * | 減算 
O 四 * ネ ネ ネ * 
O 〇 O 〇 アド レス デー タ と の 減算 
〇 ネ ボ ポ ネ * | 指定 数 値 と の 減算 
O 
O * 3 ネ ※ 
1 一 8 
ネ ネ | * ネ 
定本 | キ * 内 
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に In 
論理 演算 命令 
サイ ズ RS アド レッ シン グモ ー ド 
吉 BIWILI 人 Dn An (An) | (An) 十 | 一 (An) d16 (An) d8 (An, Xn) 
IAND BIWIL | く sea>, Dn く sea> (⑨) (⑨) O @) O O 
B | WI|L IDn, <dea> く dea> ] O 〇 BB O 〇 O 
ANDI B | W | L #<data>, く dea> く dea> O (@) 〇 O ⑨ 〇 O 
<daa> | 
IEOR BIWIL IDn, <dea> く dea> 〇 〇 O 〇 〇 O 
IEORI B|W|L # く data>, < く dea> く dea> (⑨) GO | @ 〇 〇 《》% 
く data> | 
NOT B |W|L |<dea> <dea> O 〇 [の 〇 〇 O 〇 
OR B |W|L [Ssea>, Dn く sea> 〇 (⑥) 」 o O (⑥) 〇 
B|WIL IDn, <qea> く dea> 〇 O O O 
ORI B|WI Ll#< く data>, <dea> く dea> 〇 〇 O O ⑨ O 
ぐ data ラ > 
EST 1B | W|L |<dea> ぐ dea> 〇 (⑥⑯) 〇 O 〇 O 
@ シフ ト ・ ロ ー テ ー ト 操作 命令 
サイ ズ 2 アド レッ シン グモ ー ド 
4 BIWIL 2 Dn An (An) | (An) 十 | 一 (An) d16 (An) d8 (An, Xn) 
ASL BIWIL IDm, Dn 
B | WI L < く data>, Dn く data ラ > 
W く dea> ぐ dea> 〇 〇 O O O 
ASR BlWIL IDm.Dn 『 較 = に 
B | W|L# く data>, Dn く data テ 
W く dea> く dea> O 〇 O 〇 O 
ILSL BIWIL IDm, Dn 
B | W| 上 L 放 く data>, Dn く data テ > 
W く dea> く dea> | (⑨) 〇 〇 〇 〇 
LSR BIWILIDm, Dn 
B | W | 上 # く data>, Dn く data> 
W く dea> く dea> (@) O (⑥) (@) O 
ROL BIWILIpm.Dn 
B | WI|L は < く data>, Dn く data> 
W く dea> く dea> O O O 〇 @, 
ROR BIWIL IDm, Dn 
BIWIL #< く data>, Dn < ぐ data> 
| W く dea> く dea> 〇 O ⑨) 〇 串 〇 
ROXL |BlwlLlpm.pn 
BlWILE<data>.Dn 。 | <data> 8 
W く dea> < く dea> (の) O O O O 
IROXR BIWIL IDm, Dn 
| B | W | L <data>, Dn <data> 還 較 
W く dea> く dea> O O 〇 〇 (⑥) 
SWAP WI jpn | 寺 || 
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論理 演算 令 
コジ シン デ ャ ショ ン と ・ コ ー ド 解 語 
ABS #IMM d16 (PC) | d8(PC.Xxn | X IN|zZ 中 0 
に El O O O ー|* |* (0 | 論理 積 
〇 生き ネ ネ 0 
〇 ー | * | * | 0 | 0 | 指定 数 値 と の 論理 積 
9) 
O | ー | * | * | 0 | 0 | 排他 的 論理 和 
O ] ! 1 暫 一 | * | * | 0 | 0 | 指定 数 値 ほ と の 排他 的 論理 和 
1 の 」 中 
O 〇 ー | * ネ 0 0 | 論理 反転 
GO 〇 〇 [ 章 一 ネ ネ 0 0 論理 和 
O 一 民 紀 尾 到 飛 " 過 属 ) 
O _ | 一 |* | * | 0 | 0 | 指定 数 値 と の 論理 和 
O 
O 一 | * | * 0 0 | オペ ラン ド の テス ト 
シフ ト ・ ロ ー テ ー ト 命令 
コン ディ ショ ン ー ド 解説 
ABS | #IMM | qdl6(PC) | q8(PC.Xn) | X H 


左 へ の 算術 シフ ト 


右 へ の 算術 シフ ト 


な へ の 論理 シフ ト 


右 へ の 論理 シフ ト 


|※|※| え |※| え |%| え |※|※|※| そ 


左 へ の ロー テー ト 


に に に 4 に に 2 に 4 に に に に 4 に に に に に に に に に に に に に に 当 E=0 TI 


玉 
*※ | 右 べ へ の ロー テー ト 
上 ゴ 
@⑳ 三 |* | 
門 | * | 拡張 付き の 左 へ の ロー テー ト 
1-8 * | * | 
@⑳ * | 
| 叶 * | 拡張 付き の 右 へ の ロー テー ト 
1-8 ネ * | 
〈) ネネ 玉 
較 ー 『 0 | レジ スタ の 上 位 / 下 位 ワ ー ド の 交換 
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。。 】 42 PP アド レッ シン グモ ー ド 
> |BIWIL Dn ql6 (An) | ds (An, Xp) 
BCHG に L |<bn>, Dn ぐ bn> 〇 
B ぐ く bn>, く dea> く hbn> (」 
<dea> 〇 O 
BCLR L | く bn>, Dn ぐ く bn> 〇 
B く bn>, く dea> く bn> 〇 
く dea> (@) OO 
BSET Less Dn く bn> 〇 
B <bn>, <dea> <bn> 〇 加 際 
ぐ dea> 〇 〇 〇 〇 
BTST L | く bn>, Dn く bn> 〇 
|g | ごく bn>, < く dea> <bn O 


アド レッ シン グモ ー ド 


アド レッ シン グモ ー ド 


d16 (An) | d8 (An, Xn) 


く ]abel> 


] 本 ジ や 3 
サイ ズ 
命令 BlwlrL オペ ラン ド 
Bcc BIW く l]abel> 
W 


cc に 従っ た 分 岐 
CC 
条件 符号 あり 
| ょ り 大 きい ぃ HI 
ょ り 大 きい か 等 し い CC 
ょ より 小 き いか 等 し い LS 
ょ り 小 さい CS 
等 し い EQ 
等 し ない NE 
| 正 の 値 トー 
負 の 数 MI 
ォ ー バ ー フ ロー で ある VS 
オォ オーバーフロー でない VC 
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2.2 命令 セッ トリ ファ レン スズ 一 覧 
ビッ ト 操 作 命令 
コン ディ ショ ン ・ コ ー ド も 
ABS | #IMM | qd6PC) |dqs(PCXm|X|N ak 
0 一 31 | ー | 一 ビッ ト の テス ト と 反転 
0-8 | 
O 
0-31 ビッ ト の テス ト E0 ク リア 
0-8 
O | 
0 一 31 ビッ ト の テス ト と 1 セッ ト 
0-8 
O 
0-31 ー | 一 ー | 一 | ピット の テス ト 
ー8 
〇 | 
BCD 演算 命令 
デル 多 ー ド 
| ABS | #IMM | ql6(PC) | ds(PC,. Xn) " 8ik。 
| | BCD 加算 
り BCD 待 号 反転 
BCD 減算 
| 
プロ グラ ム 制 御 命令 
ュ コン ディ ショ ン ・ コ ー ド | 
ABS #IMM qd6 (PC) | ds(PC.xn| X |N|Z|IvV|cC 款 英 
| | cc に 従っ た 分 岐 
| | 一 | 無 条 件 分 岐 
| | | サ プ ル ー チ ン へ の 分 岐 
| | | ルー プ 命 令 
O 〇 O “ 〇 ジャ ンプ 
O 〇 O O ーー ー | 一 | 一 | サブルーチン へ の ジャ ンプ 
| 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | ノー・ ォ ペレ ーション 
* | *※ | *※ | *※ | *※ |CCR の 回 復 し リタ ー ン 
サ プ ル ー チ ン か ら の リタ ー ン 
〇 cc に 従っ た モッ トブ プリセット 
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2.2 命令 セッ トリ ファ レン スズ 一 覧 
@ シス テム 制御 命令 
了 サイ ズ Eo アド レッ シン グモ ー ド 
人 人 |B WIL | は | Dn | An | (Am) | (Am+ | -(An) | ql6(An) | d8(An.Xn) 
ANDI W| <data>, sr <data> | 詩 語 | 
ANDI B # く data>, ccr く data> 六 | 
EORI W| は <data>, sr <data> 憎 
EORI B # く data>, ccr く data> 
IMOVE B く sea>, ccr ぐ sea O O O O 〇 〇 
B ccr, く dea> く dea> (⑥) O O | O 〇 O 
W く sea>, Sr ぐ sea> 〇 〇 O (⑮】 〇 O 
W sr, ぐ dea> く dea> O 〇 ) O 〇 O 
L IAn. USP 本 I 王 

ORI W # く data>, sr く data> 
ORI B <dataz.」 Ccr く data> = 
RESET M 
RTE トト | 
CHK W く sea>, Dn ぐ sea ン (⑩) 〇 〇 O 〇 O 
STOP # く data> < く data> 
TAS |B | く ea> ぐ ea > 〇 〇 〇 9 O O 
0 抽 制 障 着 | # ぐ vec く Vec 遇 因 
TRAPV 1 
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シス テム 制御 命令 
ABS #IMM d16 (PC) | d8 (PC. Xn) ae 
〇 | 指定 数 値 と SR と の 論理 積 (特権 命令 ) 
| | 指定 数 値 CCR と の 論理 積 
〇 | 人 給 理 和 (特権 命令 
| O 指定 数 値 と CCR と の 排他 的 論理 和 
O O O O CCR へ の デー タ 移 動 
O CCR か ら の デー タ 移動 
の) (W 【(@) 〇 SR へ の デー タ 移 動 (特権 命令 ) 
〇 SR か ら の デー タ 移 動 
O USP へ の デー タ 移 動 (特権 命令 ) 
【W * | * | * ネ * | 指定 数 値 と SR と の 論理 和 (特権 命令 ) 
o * | * | * | * | * | 指定 数 値 に CCR ほ の 論理 和 
外部 デバ イス の リセ ネット (特権 命令 ) 
ポ | 例外 処理 か ら の リタ ー ン (特権 命令 ) 
O O 〇 O = レジ スタ の 境界 チェ ッ ク 


SR の ロー ド と スト ッ プ (特権 命令 ) 


玉 
U 
※ 
0 


え 
| | 


オペ ラン ド の テス ト と セッ ト 
トラ ッ プ 


0 一 65535 
9 っ 


0-15 ] 


オー バー フロ ー に よる トラ ッ プ 
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